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前書き

この IBM® Redbook では、IBM Lotus® Workplace Web Content Management 
(LWWCM) V2 および IBM DB2® Content Manager (Content Manager) V8 を統合す
るさまざまな方法について説明します。 

第 1 部では、LWWCM および Content Manager の概要について説明します。この 
2 つの製品を統合する理由と、どのような状況で統合するかについて説明しま
す。また、ある保険会社のケース・スタディーを紹介します。このケース・ス
タディーは、統合の手順およびコーディングの例を示すもので、この Redbook 
全体を通して使用します。

第 2 部では、統合を成功させるために知っておく必要があり、セットアップす
る必要があるさまざまな領域について説明します。LWWCM のリポジトリーと
して Content Manager を使用する方法、統合コンテンツ・コンポーネント、
Connect タグ、および JSP コンポーネントを使用して既存の Content Manager の
コンテンツを LWWCM に公開する方法を示します。統合方法の基本について説
明しながら、統合システム・アーキテクチャー全体を計画する際に考慮する必
要がある問題をいくつか取り上げます。これには、1 台のマシンで LWWCM と 
Content Manager を使用する場合、シンジケーションを使用して複数の LWWCM 
を使用する場合、セットアップ内で複数のリソース・マネージャーを使用する
場合など、さまざまなシナリオがあります。この部の最後に、ポータル統合に
ついて説明します。

第 3 部では、検索、セキュリティー、VideoCharger™ ビデオの統合、データ・
マイグレーション、バージョン管理などの詳細なトピックを取り上げます。

この IBM Redbook は、LWWCM と Content Manager の統合プロジェクトにおい
て、LWWCM と Content Manager の一方または両方を担当する IT 設計者とスペ
シャリストを対象としています。

本 Redbook の作成チーム

この Redbook は、San Jose Center の International Technical Support Organization で
働いている世界各国出身のスペシャリストのチームが作成しました。

Wei-Dong Zhu (Jackie) は、カリフォルニア州サンノゼにある Almaden Research 
Center の International Technical Support Organization で Content Manager のプロ
ジェクト・リーダーを務めています。会計、イメージ・ワークフロー処理、お
よびディジタル・メディア配布の分野で 10 年以上のソフトウェア開発経験があ
ります。南カリフォルニア大学でコンピューター・サイエンスの修士号を取得
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Stephan Bolten は、スイスのチューリッヒにある IBM Software Services 部門のア
ドバイザー IT スペシャリストです。5 年以上の IT 分野での 経験、特に IBM 
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分野は、Domino 版と Java™ 版の IBM Lotus Workplace Web Content Management 
による Web Content Management ソリューション、エンタープライズ統合、およ
びエンタープライズ検索アプローチなどです。2000 年に IBM の一員となってか
ら、これらのトピックに関連するプロジェクトを広く担当してきました。

Ziad Hakim は、ドイツのケルンにある ebf-EDV Beratung Foellmer GmbH のコン
サルタントです。IBM Certified Professional for Lotus and WebSphere の資格を持っ
ています。ソリューション設計とアーキテクチャー、およびシステム・コンサ
ルティングと統合に関して 6 年以上の経験があります。Lotus と WebSphere のイ
ンストール、展開、およびアプリケーション開発者としての幅広いスキルを持
ち、Lotus Workplace Web Content Management を最初のリリースから担当してき
ました。

Maria Elena de Leon は、CLP (Certified Lotus Professional) の資格を持っていま
す。ウルグアイのモンテビデオにある Universidad de la Republica の工学部から
コンピューター・サイエンスの学位を取得しています。IBM ビジネス・パート
ナーである ISA Ltda に 1999 年から勤務しています。専門分野は、Aptrix、Lotus 
Workplace Web Content Management、Lotus Domino アプリケーション、および 
WML テクノロジー向けの Java アプリケーションなどです。IBM Lotus Domino 
ソリューションの開発に 5 年以上の経験があり、さまざまなプロジェクト、特
に ISO 標準に準拠した品質保証に関連するプロジェクトでコンサルタントとし
て働いてきました。また、コスタリカなどの外国にある国際企業向けにカスタ
マイズ・ソリューションを開発してきました。そこでは、主要目標の 1 つが、
Lotus Domino ソリューションと Siebel との統合でした。

Walter Mayer は IBM Content Management Technical Enablement Channels の技術コ
ンサルタントであり、ドイツにおける IBM DB2 Information Management EMEA 
チームのメンバーです。物理学の学位を取得しています。ソフトウェア開発と
顧客サービスの分野において、Enterprise Information Portal およびテキスト・マ
イニングの技術コンサルタントとして数年の経験があります。2001 年から 2003 
年まで DB2 と パーベイシブ・コンピューティング (PvC) のコンサルタントとし
て働き、EMEA における DB2 Everyplace® プロジェクト・リーダーでした。モ
バイル・コンピューティングに関する論文をいくつか発表しており、DB2 
Everyplace、PvC、および 2004 年からは EMEA 全体で IBM CM Certification ワー
クショップの講師をしています。2000 年に IBM BP EMEA Enablement チームに
参加して以来、多数の IBM BP プロジェクトで活動してきました。
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また、このプロジェクトにご支援頂いた次の方々に感謝いたします。

Mahesh Garg
David Sanders
Jerald Schoudt
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Basuki Soetarman
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ジーに触れながら、具体的な製品やソリューションを扱う IBM Redbook の製作
に参加することができます。IBM 技術プロフェッショナル、ビジネス・パート
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第 1 部　　　   　　概要

この部では、LWWCM および Content Manager の概要について説明します。 この 
2 つの製品を統合する理由と、どのような状況で統合するかについて説明しま
す。また、ある保険会社のケース・スタディーを紹介します。このケース・ス
タディーは、統合の手順およびコーディングの例を示すもので、この Redbook 
全体を通して使用します。

第 1 部
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第 1 章 Lotus Workplace Web 
Content Management の概要

この章では、Lotus Workplace Web Content Management (LWWCM) の機能と利点、
および迅速で容易な Web サイトの保守の重要性について説明します。 

この章では、以下のトピックを扱います。

� LWWCM の概要

� LWWCM のアーキテクチャー

� Web サイトの作成および更新方法

– 情報アーキテクチャー
– Web ページ設計
– コンテンツの配布および管理のためのコラボレーション・チーム
– バージョン管理
– シンジケーション

� さまざまなソースからのデータの取得

1
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1.1  概要

IBM Lotus Workplace Web Content Management (LWWCM) は、技術スキルを持た
ないユーザーでも Web サイトに文書を容易に公開できるエンドツーエンドのソ
リューションを提供します。ユーザーは再使用可能なコンポーネントおよび事
前作成されたテンプレートを使用できるため、コンテンツの作成が簡素化され
ます。

LWWCM では、設計とプレゼンテーションをコンテンツの作成と分けていま
す。これにより、コンテンツを一度作成すると、同じコンテンツを別のルッ
ク・アンド・フィールで表示できるようになります。作成者は、コンテンツが 
Web サイトのルック・アンド・フィールに与える影響を気にせずに、Web サイ
トを容易に作成および保守することができます。また、Web サイトの設計が変
更になってもコンテンツは変わらないため、プレゼンテーションの一貫性が保
証されます。

LWWCM を使用すると、情報の作成と配信は加速します。その結果、通常は社
内にさまざまなフォームやフォーマットで存在している Web サイト・コンテン
ツの作成および管理コストが下がります。LWWCM により、インターネット、
イントラネット、およびエクストラネットの Web サイトを含め、すべての既存
のアプリケーションに情報を自由に配布し、迅速に更新することができます。

さらに、LWWCM には次の利点があります。 

� ユーザーが Web サイトをより迅速に展開できる、使いやすい機能

� Web ページの公開と期限切れのスケジュール設定

� 中規模企業から大規模企業に対応するスケーラビリティー

� ワークフロー、パーソナライゼーション、キャッシュ・サービスなどのコラ
ボレーション機能

� Web サイトのさまざまな領域へのユーザー・アクセスを制御するセキュリ
ティー設定

� 公開済みビジネス情報のバックアップと復元を可能にするシンジケーション

� 文書の検討から承認までのプロセスにおいて役立つ、コンテンツのバージョ
ン管理

� サイトの管理コストを削減しながら、サイトの情報の最新性を保証

5 ページの図 1-1 に、Web サイトに表示される Web ページを作成するため、コ
ンテンツ作成者と Web ページ設計者がどのように別々に作業するのかを示しま
す。
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図 1-1   別々に作業する作成者と Web ページ設計者

1.2  LWWCM のアーキテクチャー

LWWCM には、チーム・コラボレーション、メッセージング、文書管理、およ
びその他さまざまなビジネス・プロセスとアプリケーションが組み込まれてい
ます。LWWCM では Workplace 環境で、コラボレーションによる Web コンテン
ツの設計、承認、キャッシング、およびステージングが可能になります。 

Web ページ内の情報は、複数のリポジトリーから取り込むことができます。
6 ページの図 1-2 に、3 つの異なるソースから情報を取り込んでいる Web ページ
の例を示します。

� データ A は、LWWCM のアプリケーション・クライアントから取り込まれ
ます。このデータは、LWWCM のリポジトリー (IBM DB2 Content Manager 
CM、IBM DB2、または XML) に保管されています。

� データ B は、外部の Content Manager アプリケーションから取り込まれます。

� データ C は、外部の DB2 データベースから取り込まれます。

作成者
設計者

ページ設計

コンテンツ

Web ページ

コンテンツ
 第 1 章 Lotus Workplace Web Content Management の概要 5



図 1-2   LWWCM のアーキテクチャー

LWWCM には、Lotus Domino 版と、 WebSphere Application Server (Portal Server も
含む ) 用の Java 版があります。 

Domino 版 は、Notes データベースのグループから構成されます。Notes データ
ベースでは、Web サイトの Web ページ・コンテンツおよび Web ページ設計が 
Lotus Domino 文書としてパブリッシング・データベースに保管され、ページが
要求されるとレンダリングされます。

Java 版 は、Web アプリケーション・サーバーにインストールされた Web アプ
リケーションから構成されます。Java 版は、IBM DB2 Content Manager (Content 
Manager)、IBM DB2、および Oracle という外部リポジトリーを 1 つ以上使用す
ることができます。 

7 ページの 1-1 に、Domino 版と Java 版の機能における相違点を比較します。

Web ページ

Websphere Application Server

LWWCM Java 版

Enterprise Information Portal

DB2 その他CM

C

A

B

ビジネス・アプリケーション 
(Ms Word、Dreamweaver

 など)

CM

XML

DB2

リ
ポ
ジ
ト
リ
ー

A
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表 1-1   LWWCM の Domino 版と Java 版の比較

この Redbook の主要トピックは LWWCM と Content Manager の統合方法である
ため、これ以降は、リポジトリーとして Content Manager を使用する LWWCM 
Java 版 V2.0 について説明します。

1.2.1  LWWCM のユーザー・インターフェース

LWWCM のユーザー・インターフェース (LWWCM 管理ユーザー・インター
フェースと呼ばれることもある ) では左にナビゲーターが表示され、「コンテン
ツ管理」、「設計と開発」、「サイト管理」、「セキュリティとワークフロー」、
「バージョン管理」、および「シンジケーションとデプロイ」というモジュール
に分かれています。 

「コンテンツ管理」モジュールは、独自のコンテンツ・ライブラリーにコンテ
ンツを保管します。

「設計と開発」モジュールは、ページ設計、イメージ、ファイル、コンテン
ツ・テンプレート、検索ルールなどの設計要素やコンポーネントを保管します。 

「サイト管理」は、サイト・フレームワークとカテゴリー管理から構成されま
す。サイト・フレームワーク は、サイトの構造の定義、つまり Web サイト・
マップから構成されます。カテゴリー管理 は、コンテンツをカテゴリーに分
けるカテゴリー分類法から構成されます。

「セキュリティとワークフロー」モジュールは、ワークフロー、ステージ、
アクションのほか、ユーザーとグループを保管します。

機能 Domino Java 1.1 Java 2.0

バージョン管理 はい いいえ はい

バッチ版 はい いいえ いいえ

HTML へのサイトのエク
スポート

いいえ はい はい

多言語コンテンツ はい はい はい

多言語翻訳ワークフロー はい いいえ はい

複雑なテンプレート いいえ はい はい

複数のコンテンツ・クラ
イアント

はい いいえ いいえ

コンテンツのインポート はい いいえ API 使用
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「バージョン管理」モジュールには、オブジェクトの複数のコピーをそれぞれ
バージョンとして保管するために使用するバージョン・ライブラリーが含まれ
ます。

「シンジケーションとデプロイ」モジュールには、異なるサーバー間でシン
ジケーションを実現するためのシンジケーター・オブジェクトとサブスクライ
バー・オブジェクトがあります。

図 1-3   左側にナビゲーターを表示する LWWCM のユーザー・インターフェース

「設計と開発」モジュールには、Web サイトのプレゼンテーションを設計する
フェーズで主に使用するコンポーネントが含まれます。これらのコンポーネン
トは、コンテンツ・メニュー ( 属性別の検索に基づく )、ナビゲーター、メ
ニュー、イメージなどの、設定可能で再使用可能なオブジェクトです。これら
のコンポーネントの一部は、ページ設計 またはコンテンツ・テンプレート 
など、各 Web ページの設計フェーズで主に使用します。その他のコンポーネン
トは、コンテンツ作成フェーズで一般のユーザーが使用するためのものです。

例えば、コンポーネントのページ設計は Web ページ用のスケルトンを含んでお
り、サイト・エリア 内に組み込まれています。ユーザーがコンテンツを作成
するときは、特定のコンテンツ・テンプレートとサイト・エリアを選択するだ
けで済みます。テンプレートには特定のタイプのデフォルト情報が保管され、
同じテンプレートで作成するすべてのコンテンツに対してそのデフォルト情報
8 Lotus Workplace Web Content Management および Content Manager の連携



を適用することができます。このため、ページ設計でコンテンツ・テンプレー
トを使用すると、公開されるコンテンツが均一化され、コンテンツ全体を通じ
てルック・アンド・フィールを同様に保つことができます。

1.3  Web サイトの作成および更新

Web ページを作成するために検討が必要なコンポーネントは、サイト・エリ
ア、ワークフロー、およびページ設計です。最初のステップとして、Web 
サイト開発者はサイト・エリアを作成する必要があります。その後で、Web サ
イト開発者は、ページ設計、コンテンツ・テンプレート ( 適切なサイト・エリ
アに組み込まれる )、およびワークフローを作成します。それらを使用する準
備ができると、コンテンツ作成者が適切なコンテンツ・テンプレートを選択し、
適切なサイト・エリアを選択して Web ページを作成します。

1.3.1  情報アーキテクチャー (IA)
Web サイトの構築時にまず注意する必要があるのは、Web サイトにおける情報
の構成方法です。これを情報アーキテクチャー (IA) と呼びます。ユーザーが
使いやすく理解しやすいように、Web サイトの情報をどのように構成してどの
ようにリンクすべきかは、IA によって決まります。 

LWWCM では、IA の構造はサイト・フレームワーク で定義され、Web サイ
トの階層を表します。サイト・フレームワークの各エントリー ( サイト・エリ
ア ) により、Web サイトの適切なエントリー・ポイントとなるページへのリン
クが動的に作成されます。サイト・フレームワークから、ターゲットの Web サ
イトに組み込むナビゲーターを作成することができます。

1.3.2  Web ページ設計

Web ページ の大部分は、コンポーネントとコンテンツから構成されます。コ
ンポーネントは、基礎となるページ設計 から参照されますが、ページ設計は 
Web ページの基本レイアウトとデフォルトのプロパティー ( 背景色、背景イ
メージ、フレームなど ) を構築するものです。図 1-4 に、ページ設計および 
Web ページを構成するコンポーネントを示します。
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図 1-4   ページ設計および Web ページのコンポーネント

LWWCM は独自のコンテンツ作成ツールを提供しています。コンテンツをリッ
チ・テキストとして入力するか、または HTML として直接入力することもでき
ます。MS Word、Dreamweaver などの文書タイプに対してすぐに使用できるイ
ンポート・フィルタはありません。これらのツールを使用してコンテンツを作
成することはできますが、HTML として保存し、LWWCM が提供するエディ
ターにコピー・アンド・ペーストする必要があります。

これらのさまざまなツールを使用して作成されたコンテンツは、元の文書を
まったく変更せずに、または少し変更するだけで Web サイトに表示されます。
また、LWWCM は同一の Web ページに複数のタイプのコンテンツを表示するこ
とができます。

コンテンツ・テンプレート には、タイトル、サマリー、中心となるコンテン
ツ本体などのコンテンツ・コンポーネント用のデータ項目があります。作成者
が作成できるコンテンツ・コンポーネントは、コンテンツ・テンプレートで定
義済みのものだけです。

ページ設計 は、Web ページの構造をレイアウトし、一般的なページ・プロパ
ティーのいくつかを提供する HTML コードから構成されます。また、ページ設
計では、LWWCM タグを使用して他の特定のコンポーネントを参照します。

コンポーネントは、設計コンポーネント ( メニュー、ページ設計、ナビゲー
ターなど ) とコンテンツ・コンポーネント ( コンテンツ本体のテキスト、コ
ンテンツのサマリー、タイトルなど ) に分けることができます。

設計コンポーネントは、LWWCM のユーザー・インターフェースのツリー表示
では、「設計と開発」モジュールの一部である「コンポーネントライブラリ」
の下にあります。一方、コンテンツ・コンポーネントは、LWWCM のユー
ザー・インターフェースのツリー表示では、「コンテンツ管理」モジュール内の
「コンテンツライブラリ」の下にあります。 

コンテンツ

アプリケーション

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト

コンテンツ
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ページ設計 Web Page
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1.3.3  コンテンツの管理および配布のコラボレーション

LWWCM は、公開する各コンテンツに対して許可フロー ( ワークフロー ) を
提供します。このコラボレーションの承認プロセスの適用は、ユーザーとコン
テンツの対話式統合を意味します。各コンテンツの責任は作成者が持ち、編集
または公開プロセスで間違いを犯す可能性のある第三者が介入することはあり
ません。

これらのワークフローにより、Web コンテンツを作成、保守、およびデプロイ
するためのコラボレーション・プロセスが Web サイト上で実現され、コンテン
ツの正確性、認証性、適時性、および効果が保証されます。また、急速に変化
する大量の情報を表示する、一貫性のある対話式のコンテンツをユーザーが作
成および維持することが可能になります。

このソリューションにより、大規模なチームが必要に応じて共同で作業するこ
とが容易になります。その際、より大きなチームでコンテンツを共有する準備
ができるまでは、それぞれの作業グループでコンテンツの変更管理ができると
いう独立性も確保されています。 

ワークフロー は、1 つ以上のワークフロー・ステージから構成されます。ス
テージ数は、各社のニーズに応じて管理者が定義します。すべてのワークフ
ローには、最低 1 つのワークフロー・ステージを定義する必要があります。す
べてのコンテンツは、Web ページに公開される前に、選択されたワークフ
ロー・ステージを通過する必要があります。

コンテンツがワークフロー・ステージを経て移行するにつれて、ステータスは
「ドラフト」から「表示」(Web サイトで表示可能 ) に変わり、最後に ( 有効期限
に達すると ) 「期限切れ」になります。

ワークフロー・ステージでは、そのステージでの Web ページに対するユーザー
とグループのアクセス・レベルも決定します。図 1-5 に、ワークフロー・ス
テージの例を示します。
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図 1-5   ワークフロー・ステージの例

ワークフロー内の 1 つのアクティビティーが完了すると、ワークフローにおけ
るそのステージの担当者のタスク・リストに次のアクティビティーが表示され
ます。このプロセスは、ワークフローのすべてのステージが完了するまで続き
ます。ワークフローの終わりに、結果ファイルまたは文書がプロモートされ、
公開されます。承認済みのコンテンツは Web サイトに公開され、読者が参照で
きるようになります。

1.3.4  バージョン管理

コンテンツを作成または更新するときに、各アイテムのバージョンを保存する
ことがあります。LWWCM は、この目的でバージョン管理機能を提供していま
す。必要な場合は、コンテンツのどの部分でも前のバージョンに戻すことがで
きます。これらの単位は保管と復元が容易です。

このトピックについては、305 ページの第 14 章『バージョン管理』で詳細に説
明します。

1.3.5  シンジケーション

LWWCM のシンジケーション 機能は、サーバー間でデータを複製するために
使用します。 
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次の要件のいずれかに該当する場合は、シンジケーション機能を使用すること
をお勧めします。

� 開発における柔軟性と実動における効率を互いに影響を与えずに向上させる
ために、開発ステージと実動ステージ用に独立した 2 機のサーバーを維持し
ている。

� 別のサーバーにコンテンツを配布する。

� リポジトリー間でコンテンツをマイグレーションする。

1.4  さまざまなソースからのデータの取得

LWWCM には、さまざまなソースからデータを取得する機能があります。これ
らのソースには、外部のデータベース、コンテンツ管理システム、ファイル・
システム、およびその他の Web サイトがあります。LWWCM は取得したデータ
をフォーマットし、LWWCM のコンテンツの一部として表示することができま
す。

他のソースからデータを取得するにはさまざまな方法があります。ある方法で
は URL 要求 の形で行い、別の方法ではページ設計またはコンポーネント設計
に組み込むことができる Connect タグ を使用します。表示専用にデータを取得
するには、データ・プロバイダーを使用します。このデータは変更できません。
元の文書が変更されると、LWWCM は人が介入しなくてもこのページに表示さ
れるコンテンツを動的に更新するため、コンテンツは動的 です。 

複数の異なるソースから取り込んだコンテンツで Web ページを構築して、同じ 
Web ページに表示することができます。LWWCM はソース・ファイルのフォー
マットを行わないことに注意してください。

コンテンツのルック・アンド・フィールを改善するため、LWWCM ではコンテ
ンツを追加し、複数のファイル・フォーマットで含まれている既存のコンテン
ツのプレゼンテーションを変更することもできます。

Content Manager のデータは、LWWCM の統合コンテンツ・コンポーネント 
または URL を使用して取得できます。統合コンテンツ・コンポーネントは、
フェデレーテッド・データ・ソースからファイルを取得して保管するために使
用します。

統合コンポーネント以外にも、JSP へのパスの保管に使用する JSP コンポーネ
ント があります。ページ設計またはその他のコンポーネント設計内に JSP コン
ポーネントが組み込まれている場合、この設計を使用している Web ページがレ
ンダリングされると、JSP への要求が生成され、処理されます。

さまざまなソースからのデータの取得についての詳細は、117 ページの第 7 章
『Content Manager コンテンツの公開』を参照してください。
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図 1-6 に、4 つの領域に分割される LWWCM アーキテクチャーの例を示します。

� 作成 : コンテンツの作成は、既存のビジネス・アプリケーション・ツールま
たは LWWCM テキスト・エディターを使用してインプリメントできます。

� 保管 : コンテンツの保管には Content Manager と Tivoli® Storage Manager を使
用します。

� 管理 : コンテンツおよび Web ページの設計を承認ワークフロー・ステージに
沿って管理するには LWWCM を使用します。

� 配信 : Web サイトへのコンテンツの公開と配信には LWWCM を使用します。

図 1-6   LWWCM アーキテクチャーの例

配信管理保管作成
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リッチテキスト

Websphere 
Studio

その他

CONTENT 
MANAGER

TIVOLI STORAGE 
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第 2 章 Content Manager の概要

この章では、IBM DB2 Content Manager (Content Manager) の概要について説明し
ます。産業界および公共分野のすべての企業にとって、エンタープライズ・コ
ンテンツ管理インフラストラクチャーの構築が非常に重要な問題になる理由に
ついて説明します。また、Content Manager の製品ポートフォリオおよびアーキ
テクチャーについて説明します。Content Manager の主な機能についても取り上
げます。

この章では、以下のトピックを扱います。

� エンタープライズ・コンテンツ管理インフラストラクチャーを構築する理由
� Content Manager の製品ポートフォリオのコンポーネント
� Content Manager のアーキテクチャーの概要

2
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2.1  エンタープライズ・コンテンツ管理インフラストラク
チャーを構築する理由

職場のインフラストラクチャーでは毎日のように、自分たちにとって重要な情
報が検索、取得、および保管されています。重要な情報は電子ファイルなどの
文書である場合があります。大容量のコレクションである場合もあり、その中
にはイメージ、ビデオ、オーディオ、コンピューター出力、XML ファイルや 
HTML ファイル、または電子レコード ( 各レコードに一連の電子オブジェクト
や物理オブジェクトが含まれる ) が含まれます。多くの場合、会社のインフラ
ストラクチャーは時が経つにつれて設計、収集、構築、積み重ねされていきま
す。インフラストラクチャー上にアプリケーションやサービスが購入または作
成され、それらすべてが全体としてエンタープライズ・コンテンツ管理 (ECM) 
のニーズを満たします。時がたつにつれ、コンテンツを管理し、ビジネス遂行
のための構造化された情報や構造化されていない情報からなる一連のデイ
リー・データを保管およびアクセスするシステムが、数多く出現してきました。
コンテンツのストレージが、効率を目的として設計されることはめったにあり
ません。公共や行政の分野では、情報を統治し管理するための方法論に対する
要求が、インフラストラクチャーに対する要求の増大につながっています。ガ
イドライン、仕様、および規格の数は増え続けています。公共分野における既
存の記録管理規格には、次のものがあります。

� US 5015.2、米国政府向け Records Management ツールキット定義

� ドイツ政府機関向け DOMEA (Document Management and Archiving) 要件

� VERS (Victorian Electronic Record Standard) 

� UK PRO2、英国政府向け Archival Records Management 定義

堅固なコンテンツ管理をインプリメントする必要性は着々と増加しています。
傾向としては、共通点のない一連のプロジェクトや環境からインフラストラク
チャー・アプローチへ移行しており、基幹業務、Web コンテンツ管理、ディジ
タル資産管理、遠隔学習、モバイル営業支援システム (SFA)、エンタープライ
ズ・リソース・プランニング (ERP) ソリューション、または企業全体の利益を
加速させるその他のアプリケーションと、コンテンツとが統合されつつありま
す。コストの観点からは、コンテンツが急激に増大するにつれて、オーバー
ラップによるストレージ・コストや保守コストを削減し、制御された方法でエ
ンド・ユーザーにコンテンツを配信することが重要になります。この課題に取
り組むため、IBM は 次のような IBM DB2 Content Manager 製品ポートフォリオ
を提供しています。 
� IBM DB2 Content Manager (Content Manager)

– オプションで Resource Manager の 1 つのタイプとして VideoCharger を使
用

– オプションで DB2 UDB Net Search Extender (NSE) を使用
� IBM DB2 Content Manager Information Integrator for Content
16 Lotus Workplace Web Content Management および Content Manager の連携



� IBM Lotus Workplace Web Content Management (LWWCM)
� IBM DB2 Document Manager
� IBM DB2 Records Manager
� IBM DB2 Content Manager OnDemand
� IBM Tivoli Storage Manager
� IBM DB2 CommonStore
� IBM Electronic Media Management System (EMMS)

図 2-1 に、Content Manager  の製品ポートフォリオの概要を示します。

図 2-1   Content Manager の製品ポートフォリオ

2.2  Content Manager の製品ポートフォリオのコンポーネ
ント

この節では、図 2-1 で示すように、Content Manager の製品ポートフォリオを構
成するさまざまなコンポーネントについて概説します。
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2.2.1  IBM Lotus Workplace Web Content Management (LWWCM)
IBM Lotus Workplace Web Content Management (LWWCM) により、Web サイト
および Web コンテンツの作成が容易になります。LWWCM の概要については、
3 ページの第 1 章『Lotus Workplace Web Content Management の概要』を参照し
てください。

2.2.2  IBM DB2 Document Manager
IBM DB2 Document Manager (Document Manager) は、文書の作成から最終的な
廃棄までのライフサイクル全体を通して発生する、さまざまな状態と推移を管
理します。Document Manager は、作成者、校閲者、承認者、貢献者など、ユー
ザー・グループが分散している場合でもコラボレーションによる文書の作成と
管理を行えるようサポートします。Document Manager のリポジトリーとして 
Content Manager を使用することができます。 

Document Manager の機能には、次のものがあります。

� 複合文書のサポート
� 文書の一括読み込み 
� ルール・ベースによる文書のライフ・サイクル管理
� デスクトップ・アプリケーションの統合
� エンジニアリング・ファイル・フォーマットのサポート
� レンディション・サービス
� リモート印刷 / プロット 
� プロセス管理
� 自動通知 (E メールまたはインスタント・メッセージ )

Document Manager はビジネス文書の完全なライフ・サイクルを管理するため、
行政 ( 電子行政 ) ソリューションの一部としても適しています。Document 
Manager は、行政省庁での紙ベースのプロセスや冗長なデータ入力を削減する
のに役立ちます。

2.2.3  IBM DB2 Records Manager
IBM DB2 Record Manager (Record Manager) は、ファイル計画とレコード・ラ
イフ・サイクル・サポートを通して、記録管理ソリューションを提供します。 

一般的なレコード構造は、次の内容が含まれるファイルであると考えることが
できます。

� ラベル
� 基本の電子オブジェクト / 物理オブジェクト
� オブジェクトへのポインターを持つメタデータ
� 状況メモまたは注釈などの状況および処理情報
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一般的なレコードを使用すると、例えば、仮想市役所 ID カード・サービスを構
築できます。

2.2.4  IBM DB2 Content Manager Information Integrator for Content
IBM DB2 Content Manager Information Integrator for Content (Information 
Integrator for Content) は、分散しているソースのリアルタイム・コンテンツにア
クセスして、アプリケーション用のフェデレーテッド・インターフェース経由
またはクライアント・ソリューション経由でその情報を配信するために使用し
ます。異なるバックエンドへの接続は、コネクター経由で実現します。
Information Integrator for Content のフレームワークは、検索とアクセス用にサ
ポートされるすべてのコネクターで一貫性のあるプログラミング・インター
フェースを提供します。コネクターには、すべてのフェデレーテッド・コンテ
ンツを検索対象とするフェデレーテッド・コネクター (FED コネクター ) と 
Content Manager のコンテンツを検索対象とする Content Manager コネクター 
(ICM コネクター ) があります。Information Integrator for Content の System 
Administration Client を使用すると、フェデレーテッド検索テンプレートを定義
できます。このテンプレートは、フェデレーテッド・コネクターを持つ Content 
Manager アプリケーションと LWWCM アプリケーションで、Content Manager 
データを含むフェデレーテッド・コンテンツにアクセスするために使用します。
LWWCM でコネクターと検索テンプレートを使用して Content Manager のコン
テンツを公開する方法についての詳細は、117 ページの第 7 章『Content 
Manager コンテンツの公開』を参照してください。

図 2-2 に、Information Integrator for Content のアーキテクチャーを示します。
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図 2-2    Information Integrator for Content のアーキテクチャー

2.2.5  IBM DB2 Content Manager OnDemand
IBM DB2 Content Manager OnDemand (OnDemand) は、「レーザー・ディスク
へのコンピューター出力」(COLD; Computer Output to Laser Disk) ソリューショ
ン / システムの出力をアーカイブするために使用します。OnDemand は、効率
的な照会機能と検索機能を備えた印刷スプール・ファイルおよび請求レポート
を保管します。OnDemand には、会社のレポート作成を行うシステムに加えて、
オブジェクト管理用にさまざまな文書フォーマットを保管および管理する機能
が組み込まれています。Content Manager クライアントが、OnDemand によって
アーカイブされた文書を検索およびアクセスすることもできます。

2.2.6  IBM VideoCharger (Content Manager にバンドル )
IBM VideoCharger (VideoCharger) は Content Manager for Multiplatforms にバンド
ルされており、Content Manager システムにおける Resource Manager の 1 つのタ
イプとみなされます。VideoCharger は、Content Manager システムにおいて大容
量のメディア・ファイルを管理します。VideoCharger はこれらのファイルを資
産として保管し、ストリーミング処理を行います。 
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VideoCharger がサポートするメディア・タイプには、MPEG1、MPEG2、
MPEG、AV、QuickTime、WAV、MJPEG、H263、G723、および LBR がありま
す。

今回のシナリオでは、LWWCM とビデオ・ファイルのリポジトリーとして 
Content Manager を使用します。また、LWWCM がホスティングする Web サイ
ト内でストリーミング・ビデオを表示できるように、ソリューションに 
VideoCharger を統合します。

2.2.7  IBM Tivoli Storage Manager
IBM Tivoli Storage Manager (TSM) は、クライアント / サーバー型のプログラ
ムです。TSM は、ワークステーションとファイル・サーバーに対し、中央でス
ケジュールされるポリシー管理型の自動アーカイブ、バックアップ、およびス
ペース管理機能として使用します。Content Manager 内にハード・ディスク以外
の装置で長期保管を行う予定がある場合は、TSM が必要です。例えば、光ディ
スク・ジュークボックスや磁気テープ・ドライブにオブジェクトを保管する場
合は、TSM をインストールする必要があります。 

2.2.8  IBM DB2 CommonStore
IBM DB2 CommonStore (CommonStore) は、E メール、文書、およびさまざまな
アプリケーションのデータ (SAP R/3、Microsoft® Exchange、Lotus Domino) を、
さまざまなバックエンド・サーバー (Content Manager、OnDemand、Tivoli 
Storage Manager など ) にアーカイブします。Content Manager 内では、アーカイ
ブされた E メール、文書、およびデータを Content Manager クライアントから検
索または変更することができます。また、CommonStore を使用して元のアプリ
ケーションからもアクセスできます。

2.2.9  IBM Electronic Media Management System (EMMS)
IBM Electronic Media Management System (EMMS) は、ディジタル著作権管理
を推進します。EMMS は、新しいビジネス・モデルを形成する、業界に依存し
ないディジタル資産の配信のための基盤を提供し、柔軟なディジタル著作権管
理 (DRM) を可能にします。また、ライフ・サイクル全体にわたる資産の保護を
支援します。 

2.2.10  IBM DB2 UDB Net Search Extender (NSE)
IBM DB2 UDB Net Search Extender (NSE) は、IBM DB2 UDB の機能です。
Content Manager ではオプションで使用し、Content Manager に保管されたオブ
ジェクトとメタデータに対するテキスト検索機能を追加します。NSE を使用す
ると、Content Manager クライアントまたはアプリケーションは、文書コンテン
ツの検索、または Content Manager の属性とその他のメタデータに対する検索を
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実行できます。詳細については、218 ページの 10.1.2、『Content Manager への 
NSE の組み込み』を参照してください。

NSE の検索機能 (Content Manager の Java API と C++ API によりサポート ) は次
のとおりです。

� ワードまたはフレーズの検索

� ブール演算検索 (AND、OR、NOT)

� 同じ文または同じ段落内での近接検索

� ファジー検索

スペルの類似した検索語に基づく検索です。ファジーの度合いを指定できま
す。最初の 3 文字は一致する必要があります。 

例えば、「Shakespere」のファジー検索を行うと、「Shakespeare」を含むもの
がすべて返されます。

� ワイルドカード検索

この検索は慎重に使用してください。パフォーマンスに影響する場合があり
ます。検索語の拡張には 1000 までの内部制限があります。 

例えば、「House of p%」のワイルドカード検索の結果が 0 ヒットになる場合
でも、「House of pa%」のワイルドカード検索の結果が 1000 未満となった場
合は結果を返すことがあります。

� フリー・テキスト検索

� ランキング

� シソーラス検索

これは付属のシソーラス・ツールを使用して作成したユーザー定義のシソー
ラスを基にします。

� 構造化文書検索 (XML、HTML、GPP など )

� 検索結果での検索語の強調表示 (NSE Fixpack 4 と Content Manager Fixpack 6 
が必要。修正されていない場合は有効になりません )

2.3  Content Manager のアーキテクチャーの概要

この節では、IBM DB2 Content Manager (Content Manager)  のアーキテクチャー
の概要について説明し、Content Manager の主要コンポーネントと機能を簡単に
紹介します。

Content Manager システムは、単一の Library Server、複数の Resource Manager、
およびクライアント・アプリケーションを含みます (24 ページの図 2-3 参照 )。
インプリメントするエンタープライズ・コンテンツ管理ソリューションによっ
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ては、Content Manager の製品ポートフォリオから必要に応じて追加の製品を統
合することができます。これらの製品については、17 ページの 2.2、『Content 
Manager の製品ポートフォリオのコンポーネント』を参照してください。

Library Server (LS) は、ユーザー、ユーザー・グループ、アクセス制御、デー
タ・モデル、および文書ルーティング・プロセスを管理するデータベース・ア
プリケーションです。Library Server は、全オブジェクトのメタデータの保管と
検索を、ストアード・プロシージャー (SP) を使用して管理します。DB2 Net 
Search Extender と共にオプションでインストールされ、保管オブジェクトに対
するテキスト検索機能を提供します。Library Server は独自のデータベースを持
ちます。

Resource Manager (RM) は、IBM WebSphere Application Server で実行する Web 
アプリケーションです。Resource Manager は、Content Manager システムに保管
される物理ファイル ( オブジェクト ) のためのリポジトリーです。物理ファイ
ル・オブジェクトの保管と検索を受け持つストレージ管理システムです。
Library Server データベースとは別の、独自のデータベースを持ちます。 

Content Manager のクライアントには、すぐに使用できる System Administration 
Client と、カスタム・クライアントがあります。System Administrator Client 
は、Content Manager システムのセットアップおよび構成に使用します。すぐに
使用できるクライアントには、Client for Windows® と eClient があります。
Client for Windows (Windows Client とも呼ぶ ) は、Windows 上で実行する、す
ぐに使用できるシック・クライアントです。これにより、エンド・ユーザーは 
Content Manager メタデータとオブジェクトを検索、取得、および管理できま
す。eClient は、Web ブラウザー上で実行する、すぐに使用できるシン・クライ
アントです。これにより、エンド・ユーザーは Content Manager メタデータとオ
ブジェクトを検索、取得、および管理できます。また、Information Integrator for 
Content が提供する C++ API または Java API を使用して、独自のカスタム・クラ
イアント・アプリケーションを作成することができます。
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図 2-3   Content Manager のアーキテクチャーの概要

2.3.1  Library Server
Content Manager システムの主要コンポーネントは、Library Server (LS) です。
Library Server は、DB2 ストアード・プロシージャー (SP) でインプリメントされ
るデータベース・アプリケーションです。Library Server が管理するすべての情
報は、Library Server データベース内の DB2 テーブルに保管されます。この情報
の例として、ユーザー定義、ユーザー・グループ定義、アクセス制御情報、
データ・モデルの定義、文書ルーティング・プロセスの定義などがあります。
Library Server アプリケーションおよび Library Server データベースは、常に同じ
マシン上にインストールされます。このデータベースのデフォルトの名前は 
ICMNLSDB です。Content Manager システムに保管されたオブジェクトに対する
クライアントのアクセス要求はすべて、Library Server によって制御されます。
Library Server へのアクセスは、データベース照会言語 SQL を通して行われま
す。Library Server にアクセスするには、リモート・クライアント・ワークス
テーション上に DB2 ランタイム・クライアントがインストールされている必要
があります。
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Content Manager には、文書や Content Manager 内のテキスト・メタデータに対す
る全文検索を有効にする DB2 Net Search Extender (NSE) も組み込まれています。

図 2-4 に、Library Server のコンポーネントを示します。

図 2-4   Library Server

System Administration Client は、Library Server のパラメーターを指定および構成
するために使用します。System Administration Client を使用して、認証、許可、
データ・モデル、および文書ルーティングを定義します。

認証
Library Server では、Content Manager システムにアクセスできるユーザーとユー
ザー・グループを定義します。 Lightweight Directory Access Protocol (LDAP) を使
用して、ユーザーおよびグループ情報をインポートすることができます。
Content Manager は次の LDAP サーバーをサポートします。

� IBM Directory Server
� Microsoft Active Directory
� Lotus Domino Directory Notes Address Book
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許可
ユーザーが Library Server で定義されると、特権のグループである特権セットを
割り当てられます。特権 とは、ある項目やオブジェクトに対してアクションを
実行するアクセス権のことです。アクセス権の例として、項目やオブジェクト
の読み取り、変更、検索、および削除があります。特権セット は、ユーザー
が Content Manager システムにアクセスするために保有する最大の権利を定義し
ます。項目については、データ・モデルを参照してください。

アクセス制御リスト (ACL) は、特定のオブジェクトに対してユーザーに与え
ることができる最大の権利を定義します。特権セットは、特定のユーザーに認
可された最大の特権を表します。ACL によってユーザーの特権セットで定義さ
れている以上の権利をユーザーに認可することはできませんが、ユーザーの権
利を制限できます。例えば、ACL は特定の項目タイプのオブジェクトに対する
アクセス権について、あるユーザーを拒否できます。

データ・モデル
Content Manager システムに保管されたオブジェクトは、項目として表されま
す。項目は、項目タイプ というテンプレートを使用して作成します。項目タ
イプ を使用して、Content Manager システム内のオブジェクトを定義、イン
ポート、照会、および検索します。 

項目、リソース、文書パーツ、および文書という 4 種類の項目タイプ種別 が
あり、新しい項目タイプの作成時に使用することができます。

項目
この項目タイプは、属性のみを保管するために使用します。Resource Manager 
に保管されるオブジェクト ( 写真やビデオなど ) はありません。例えば、ある
保険会社では、項目タイプ種別の項目を使用して、すべての生命保険代理店の
名前、住所、電話番号を保管します。Content Manager のすべての項目タイプ種
別は、同じ種別タイプをルート・コンポーネントとして、複数のレベルの子コ
ンポーネントを持つことができます。

リソース
この項目タイプは、属性および Resource Manager で保管する対応オブジェクト 
1 つのみを持つオブジェクトに対して使用します。例えば、ある保険会社では、
住所、電話番号、クレジット・カード番号、保険証書番号などの顧客情報を記
述した属性および 1 つのテキスト文書オブジェクトによって、リソース項目タ
イプ Life_Insurance_Policy を定義します。これを使用すると、個々の顧客の契約
を保管できます。

文書パーツ
この項目タイプは、メタデータ / 属性およびテキスト、ビデオ、イメージ、写
真、ノートログ、または注釈オブジェクトを保管します。定義済みの文書パー
ツとして、ICMBase、ICMBaseText、ICMBaseStream、ICMNotelog、
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ICMAnnotaions があります。例えば、イメージ・オブジェクトにグラフィカル
な強調表示を付加するために注釈を使うことができます。アプリケーションで
この機能が必要な場合は、ICMAnnotations という文書パーツを定義する必要が
あります。ソリューションの設計とセットアップに対して定義済みのパーツで
は不十分な場合は、追加の文書パーツを定義できます。

文書
これは、LWWCM が LWWCM オブジェクトを保管するために使用する項目タ
イプ種別です。また、すぐに使用できる Content Manager クライアント・アプリ
ケーションの Client for Windows と eClient がサポートする唯一の項目タイプ 
です。文書は複数の文書パーツを含みます。例えば、ある保険会社のシナリオ
で、Contracts という名前で生命保険契約用の新しい項目タイプを定義し、
ICMBaseText、ICMStream、および ICMBase の 3 つの定義済み文書パーツを追加
します。Client for Windows、eClient、または独自のビジネス・アプリケーショ
ンを通して契約オブジェクトをインポートできます。テキスト検索可能な契約
文書を ICMBaseText 文書パーツに保管し、追加の生命保険証書ムービーを含む
ビデオを ICMStream 文書パーツに、また顧客からのイメージを ICMBase 文書
パーツに保管することができます。

文書ルーティング
文書ルーティングとは、定義済みのステップ ( ワーク・ノード ) を経由して文
書またはフォルダーを移動するワークフロー・プロセスです。統合ソリュー
ションのユーザーは、文書またはフォルダーをプロセス経由で移動するか、別
のプロセスに移動するアクションを実行します。定義プロセスには、最低でも
開始ワーク・ノード、ユーザーまたはアプリケーションによって実行される 1 
つのアクション、および終了ワーク・ノードが必要です。

ソリューションのためのデータ・モデルをセットアップするには、新しい項目
タイプの作成、項目タイプ種別の設定、メタデータの定義、およびシステム管
理のストレージ・システム (SMS) コレクションの追加を行います。その他に指
定する必要があるのは、項目タイプに対するアクセス制御リスト、バージョン
管理を有効にするかどうか、ロギング・レベル、外部キー、および自動リンク
などです。 

Content Manager のデータ・モデルについての詳細は、「Content Manager 
Implementation and Migration Cookbook」(SG24-7051) を参照してください。

2.3.2  Resource Manager
Resource Manager は、WebSphere Application Server で実行する Web アプリケー
ションです。Content Manager システムに保管されるオブジェクトのリポジト
リーを表します。Resource Manager は 1 つ以上持つことができますが、Library 
Server は 1 つしか持つことができません。Resource Manager Web アプリケーショ
ンは、DB2 JDBC ドライバーを使用して、Library Server データベース ( デフォ
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ルトで ICMNLSDB) と Resource Manager データベース ( デフォルトで RMDB) の
両方にアクセスします。28 ページの図 2-5 に、Resource Manager のアーキテク
チャーを示します。

図 2-5   Resource Manager

Resource Manager は、Content Manager システム内の物理オブジェクト ( イメー
ジ、ビデオ、およびファイル ) の保管を管理します。Content Manager 内のオブ
ジェクト・ストレージを構成するには、System Administration Client を使用しま
す。オブジェクトの保管場所およびストレージ・システム間でのオブジェクト
の移動方法 ( マイグレーション・ポリシー ) を定義する必要があります。 

ストレージ・システムには次のものがあります。

� ファイル・システム
� VideoCharger
� メディア・アーカイブ
� Tivoli Storage Manager (TSM)

例えば、ストレージ・システムとしてファイル・システムと TSM を定義し、マ
イグレーション・ポリシーも定義することができます。マイグレーション・ポ
リシーでは、例えばオブジェクトは 1 年間はファイル・システムに置き、それ
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以降は TSM に移動 ( マイグレーション ) してそこに置く、などのことを定義し
ます。最後に、ストレージ・グループとマイグレーション・ポリシーをまとめ
てバインドするコレクションを定義します。コレクションは、オブジェクトの
保管場所と保管期間、および転送するかどうかの指定を含みます。オブジェク
トを転送する場合、コレクションで転送 ( マイグレーション ) 先のストレージ・
システムを指定します。29 ページの図 2-6 では、マシン 1 に保管されている情
報が、最終的にマシン 2 の光ディスク・ジュークボックスまたは磁気テープ・
ドライブに移動することを示します。さらに他のアーカイブ・オプションも使
用可能です。 

この統合シナリオでは、すべての LWWCM オブジェクトと Content Manager オ
ブジェクトをローカルなファイル・システムに恒久的に保管します。

図 2-6   Resource Manager によるオブジェクトのストレージ管理

System Administration Client を使用して、マイグレーター・プロセスの開始時
刻、期間、サイクル・タイムなど、Resource Manager の追加プロパティーを構
成することができます。マイグレーター はバックグラウンドで実行されるス
レッドで、ストレージ・システム間でオブジェクトをマイグレーションします。
マイグレーターを構成して、開始時刻、停止時刻、および実行頻度を指定する
ことができます。マイグレーターの追加タスクの 1 つは、Library Server データ
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ベースで調整し、古くなったオブジェクトがあれば Resource Manager から物理
的に削除することです。System Administration Client 内で構成できるその他のプ
ロセス、レプリケーター、ステージャー、およびパージャーがあります。

詳細については、「Content Manager Implementation and Migration Cookbook」
(SG24-7051) を参照してください。

2.3.3  System Administration Client
Content Manager システムを定義および管理するには、System Administration 
Client を使用する必要があります。 

System Administration Client からは次の作業を行うことができます。

� Library Server を構成する。
� Resource Manager を構成する。
� Storage Management Systems (SMS) を定義する。
� ユーザーとユーザー・グループを定義する。
� 特権、特権セット、およびアクセス制御リストを作成する。
� データ・モデルを定義する。
� 文書ルーティングを定義する。

31 ページの図 2-7 に、System Administration Client のインターフェースを示しま
す。
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図 2-7   System Administration Client のインターフェース

2.3.4  Content Manager クライアント

Content Manager クライアントは、すぐに使用できるクライアントまたはカスタ
ム・クライアントです。すぐに使用できるクライアントには、シック・クライ
アントの Client for Windows (Windows Client とも呼ぶ ) およびシン・クライアン
トの eClient があります。

Client for Windows
Client for Windows は、Content Manager 付属のシック・クライアントです。
Content Manager に保管されるデータをユーザーが処理するためのインター
フェースを提供します。Windows Client を使用して、オブジェクトをインポー
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ト、保管、および検索できます。このクライアントは Windows システムにイン
ストールする必要があります。

eClient
eClient はブラウザー・ベースのクライアントで、Internet Explorer または 
Netscape Navigator ブラウザーを使用するすべてのシステムで実行できます。
Content Manager に保管されるデータをユーザーが処理するためのインター
フェースを提供する、シン・クライアントです。

eClient を使用すると、要求は http または https 経由で、WebSphere Application 
Server にインストールされた eClient Web アプリケーションに送信されます。す
ると、WebSphere Application Server が Library Server への接続を確立します。
eClient を使用して、Content Manager システムに保管されているメタデータやオ
ブジェクトに対してアクセス、インポート、変更、および削除することもでき
ます。ユーザーが特定のオブジェクトを管理する権利は、ユーザーの特権セッ
トとオブジェクトの ACL によって決まります。図 2-8 に、Library Server および 
Resource Manager へのクライアント・アクセスを示します。

図 2-8   Library Server および Resource Manager へのクライアント・アクセス

2.3.5  連携

Library Server、Resource Manager、およびクライアント・アプリケーションは連
携して、Content Manager システムのコンテンツを管理します。どのように連携
するかを、次のシナリオで説明します。
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1. クライアントは、Web アプリケーション経由で Library Server に要求を送信
します。

2. Library Server はユーザーを認証し、ユーザーが要求を満たすための権利があ
るかどうか確認します。

3. 要求がメタデータのみに関連している場合、Library Server はオブジェクトを
クライアントに送信します。

4. 要求が Resource Manager に保管されているオブジェクト ( イメージ、ファイ
ル、オーディオ、ビデオ、または文書 ) に対するものである場合、Library 
Server はトークンをクライアントに送信します。トークンには、要求された
オブジェクトの ID、有効期限、およびロケーション情報が含まれます。

5. 次に、クライアントはこのトークンを HTTP 経由で Resource Manager に送信
します。Resource Manager はトークンの妥当性を検査し、クライアント要求
を処理します。

このトークンは、クライアントが Library Server から受信した時刻から 48 時
間有効であることに注意してください。トークンの一部は暗号鍵です。
Library Server と Resource Manager の両方に一致する暗号鍵が必要です。暗号
鍵は、System Administration Client の Library Server 構成パネルから再生成 (
更新 ) できます。暗号鍵が一致しない場合、ユーザーはエラー・メッセージ
を受け取ります。 

2.3.6  LWWCM との連携

IBM Lotus Workplace Web Content Management (LWWCM) では、LWWCM イン
ターフェースを使用して Web サイトの作成と管理を行い、バックエンドのコン
テンツ・リポジトリーとして Content Manager を使用することができます。詳細
については、93 ページの第 6 章『LWWCM のリポジトリーとしての CM の使
用』を参照してください。さらに、Content Manager システムでデータの作成と
管理を行い、LWWCM を通してデータを公開することができます。詳細につい
ては、117 ページの第 7 章『Content Manager コンテンツの公開』を参照してく
ださい。

34 ページの図 2-9 に、Content Manager と LWWCM をどのように統合するかを
図で示します。
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図 2-9   LWWCM と Content Manager の連携
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第 3 章 統合する理由および状況

この章では、LWWCM を Content Manager と組み合わせて使用する理由および
状況について説明します。 

この章では、以下のトピックを扱います。

� 統合する理由
� 統合の利点
� 価値ある提案
� 他のリポジトリーとの比較による CM の利点
� サンプル・シナリオ

3
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3.1  統合する理由

IBM Lotus Workplace Web Content Manager (LWWCM) と IBM DB2 Content 
Manager (Content Manager) を統合したいという要望については、多くのビジネ
ス上の理由があります。以下は、統合の理由および状況のいくつかです。

� 既存の Content Manager インフラストラクチャーを活用する。

� コンテンツを再作成するのではなく、再利用することにより、時間とコスト
を節約する。

� コンテンツの管理を簡素化する。

� 増加する多様なコンテンツ・タイプを管理し、異なる Web 資産を同じ Web 
ページ内に配置する。

� コストの削減 : インフラストラクチャーのコンポーネントと情報の再利用を
可能にする。

� パーソナライズされたコンテンツのタイムリーなデプロイを促進する。

� LWWCM テンプレートを使用して、Content Manager のコンテンツをパーベ
イシブ・デバイスに簡単に公開する。

� 作成済みのコンテンツであれば、技術知識のないユーザーでも容易にアクセ
スして Web サイトへの公開を承認できる利点を活用する。

� 自社のエンタープライズ・コンテンツを最大限活用して、運用の合理化、コ
ストの削減、顧客およびパートナーとの関係強化を行い、情報を基にすばや
く収益を上げる。

� データ・リークの可能性を最小限に抑える。

3.2  統合の利点

一般に、LWWCM と Content Manager の統合は 2 つの視点から見ることができま
す。

� リポジトリーとして Content Manager を使用する場合の統合については、
37 ページの 3.2.1、『リポジトリーとして Content Manager を使用する場合の
統合』で説明します。

� 外部リソースの統合については、37 ページの 3.2.2、『外部リソースの統合』
で説明します。

要するに、LWWCM と Content Manager を組み合わせると、さまざまなアプリ
ケーション、ビジネス・プロセス、およびプラットフォーム全体にわたって、
あらゆる形態のコンテンツのキャプチャー、管理、再利用を行うことができ、
統合された一貫性のあるオンデマンド情報を顧客、パートナー、そして従業員
に配信することができます。
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3.2.1  リポジトリーとして Content Manager を使用する場合の統合

LWWCM の管理インターフェースで作成したすべてのオブジェクトは、非保護
リソースを除いて Content Manager に保管することができます。ただし、非保護
リソースの場合は、aptrix.properties ファイルの resource. nonsecure 設定によっ
ては、ファイル・システムに保管し検索することも 可能です。保護リソース (
イメージとファイル ) は、 Content Manager のみに保管できます。 

LWWCM オブジェクトをすべて Content Manager に保管していると、次の利点
があります。

� セキュリティー : 許可されていないユーザーは Content Manager 内に保管され
るデータとリソースを表示または編集できません。これに対し、例えば、
ファイル・システムに保管されたコンテンツは無許可アクセスに対する保護
が弱くなります。

� スケーラビリティー :Content Manager は保管データを管理します。ユーザー
の LWWCM オブジェクトは、Content Manager システムと共に拡張できます。

� 統合された階層ストレージ管理とアーカイブ機能 :Content Manager と統合さ
れている場合に提供されます。一例が Tivoli Storage Manager (TSM) です。

� 複数の Resource Manager を使用した高いパフォーマンスと可用性 

� 他のリポジトリーの種類と比較して管理が容易 

3.2.2  外部リソースの統合

統合コンテンツ・コンポーネント、Connect タグ、または JSP コンポーネントを
使用すると、Content Manager に保管されている既存のコンテンツを Web ページ
に容易に公開できます。あらゆる種類のコンテンツ ( スキャンした文書、ディ
ジタル化したイメージ、ビデオなど ) を Content Manager に保管し、管理できま
す。それらはページ上のリンク経由で表示するか、最終的なページに直接レン
ダリングすることができます。この種類のデータを Content Manager に保管する
と、Content Manager がコンテンツの管理のために提供するさまざまな機能を活
用できます。 

注意 : 保護リソースと非保護リソースのストレージについての詳細は、
LWWCM online Information Center (「インストール・ガイド (Installation 
Guide)」 -> 「サーバーの設定 (Server Configuration)」 -> 「Web Content 
Management データの保存 (Web Content Management Data Storage)」 -> 「リ
ソース・ストレージの設定 (Configuring Resource Storage)」) を参照してくだ
さい。

注意 : 詳細は、117 ページの第 7 章『Content Manager コンテンツの公開』を
参照してください。
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37 ページの 3.2.1、『リポジトリーとして Content Manager を使用する場合の統
合』で挙げた利点に加え、Content Manager を使用すると次の利点があります。

� バージョン管理、チェックイン / チェックアウトなどの Library Server サービ
スの使用。

� パラメトリック検索と全文検索を組み合わせた検索エンジンの活用。

� エンド・ユーザー向けの検索の 1 つとして提供される、さまざまなコンテン
ツ・ストアに対するフェデレーテッド検索。

� 複数の情報ソースに対するフェデレーテッド・アクセス ( フェデレーテッド
検索 ) を提供する Information Integrator for Content とのシームレスな統合。

� Open Document Management API (ODMA) テクノロジーを使用した、コンテン
ツ作成ツールへのリンク機能。つまり、ワード・プロセッシング・アプリ
ケーションや大容量スキャン・ソリューションなどと直接統合されます。

� すべてのデータを Content Manager のみに保管することによって管理が容易
になる、という単一ソース・コンテンツの利点の保持。

� オブジェクト・レベルまで拡張されたセキュリティー機能。暗号化とアクセ
ス制御保護によってコンテンツを保護します。

� WebSphere Application Server でのシングル・サインオン (SSO)。

� 統合された基本ワークフロー (Information Integrator for Content 使用の場合 )。

Content Manager は、ファイル・システムよりも豊富なコンテンツ管理機能、お
よび LWWCM 用のデータベース・リポジトリーのオプションを提供します。
Content Manager に加えて LWWCM を展開することで、組織全体にわたり、コ
ンテンツ管理機能を単なる Web コンテンツ管理以上の機能に拡張できます。

3.3  価値ある提案

この節では、Content Manager、LWWCM、および両製品を使用した統合ソ
リューションによる価値ある提案について説明します。

3.3.1  LWWCM
LWWCM は、コンテンツ管理を技術知識のないビジネス・ユーザーの手に戻し
ます。これにより、IT 部門が関わる必要性を減らし (Web 保守、作業、公開、
トレーニングのコスト削減 )、パーソナライズされたコンテンツをタイムリー
にデプロイして Web サイトとのかかわりを深めることで、販売と収益を向上さ
せます。LWWCM は、企業内で生成されるすべてのコンテンツを Web に公開す
る上で効率を向上させます。また、Web サイトの制御と品質を向上させます。
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3.3.2  Content Manager
Content Manager は、Web コンテンツ、文書、グラフィックス、ビデオ、オー
ディオ、コンピューター生成レポート、プレゼンテーションなど、広範なコン
テンツの管理のための統合エンタープライズ・コンテンツ管理 (ECM) フレーム
ワークを提供します。既存の IT 投資を統合し、組織が共通インフラストラク
チャーを活用して、あらゆる形態のディジタル化コンテンツの管理において運
用を効率化できるようにします。

3.3.3  統合ソリューション

統合ソリューションは、コラボレーションによる Web コンテンツ管理のオーサ
リング、およびさまざまなアプリケーションやプロセス間でコンテンツを統合
する機能を組み合わせ、Content Manager に保管されるコンテンツを再作成する
のではなく、再利用するよう促進します。ビジネス・ユーザーは、ポータル、
Web サイト、またはパーベイシブ・デバイスに公開する内容を管理できるよう
になります。組織内で作成されるすべてのコンテンツをパーソナライズして個
人用または Web サイト用にするか、ユーザーの経験と効率を最大限に高めるた
めにマーケティング・キャンペーンで使用できます。WebSphere Portal と組み合
わせると、ユーザーがすべての作業アクティビティーを実行でき、すべての情
報にオンデマンドで容易にアクセスできる、カスタマイズ可能な場所も提供さ
れます。

このソリューションは、オープン・スタンダードに基づいて、信頼性の高いス
ケーラブルなアーキテクチャー上に提供されます。

3.4  他のリポジトリーとの比較による CM の利点

他のリポジトリーの種類 ( ファイル・システムなど ) または JDBC インター
フェース経由でアクセスできるリポジトリー (DB2、Oracle など ) を使用しない
理由を疑問に感じるかもしれません。他のリポジトリーと比較して、データ・
リポジトリーとして Content Manager を使用する利点は何でしょうか。以下に挙
げるのは、LWWCM のリポジトリーとして Content Manager (CM) の使用を検討
すべき理由です。

� Content Manager は、メタデータ間の複雑な関係に対してリンク管理を提供
します。この機能はリレーショナル・データベースにはありません。

� Content Manager は組み込みのワークフロー・エンジンを提供します。この
機能はリレーショナル・データベースにはありません。

� Content Manager はバージョンの管理を行います。この機能はリレーショナ
ル・データベースではコーディングする必要があるでしょう。

� Content Manager は項目レベルまで細分化されたアクセス制御を提供します。
これは、リレーショナル・データベースでは困難でしょう。
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� Content Manager の製品ポートフォリオには、リレーショナル・データベー
スには見られない豊富な機能が組み込まれています。これには、ストリーミ
ング、注釈機能、ディジタル著作権管理、文書のライフ・サイクル管理、記
録管理、階層ストレージ管理、保存ポリシー、および標準への準拠がありま
す。

3.5  サンプル・シナリオ

ある会社には、地理的に分散した多くの事業所があります。各事業所にはそれ
ぞれ別のイントラネットがあり、多数の管理上の課題となっています。会社に
は数千人の従業員がいます。従業員は、ローカルな Web サイトや会社の Web サ
イトから情報を検索しにくいと感じる場合があります。情報の形態は、テキス
ト、イメージ、契約、請求明細書、写真、オーディオ、ビデオなどさまざまで
す。コラボレーションをより円滑に行い、市場により迅速に対応するために、
従業員はお客様または他の従業員とコミュニケーションをとる必要があります。
トレーニングを減らし、多くのビジネス・アクティビティー用に統合された
ユーザー・インターフェースを活用する一方、技術知識を持たないユーザーが 
Web のコンテンツを管理できるような簡単な方法が必要です。

LWWCM/Content Manager ソリューションはこれらの問題を解決するのに役立ち
ます。それは、統合ソリューションによって、より良いコミュニケーション、
コラボレーション、検索、会社全体でのコンテンツの再利用とパーソナライ
ゼーション、および Web サイトへの情報の公開が可能になるためです。結果と
して、市場対応の迅速化、生産性の向上、コストの削減が達成されます。
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第 4 章 ケース・スタディー

この章では、この Redbook 全体を通して使用するケース・スタディーとして、
ある保険会社の Web サイトを紹介します。LWWCM に精通していない方々のた
めに、このケース・スタディーの Web サイトをセットアップするための手順も
説明します。

この章では、以下のトピックを扱います。

� 概要
� 保険オプションのナビゲーターへの追加
� 新たな保険オプション用のコンテンツの作成
� 外部ソースから保険コンテンツへのデータの取り込み
� トラブルシューティング

4
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4.1  概要

この Redbook の目的は、Content Manager と LWWCM とを統合する方法を示す
ことにあります。本書全体を通して、特定の実例を示す必要がある場合には、
常にこのケース・スタディーを業務シナリオとして使用します。ケース・スタ
ディーを使用することによって、理論上の概念を現実世界の状況に適用する方
法を例示することができます。 

このケース・スタディーは、「IT JumpStart intranet Web site」に基づいていま
す。「IT JumpStart intranet Web site」は、統合作業の学習および説明のサンプル
として提供されており、IBM 担当員から入手いただけるほか、今年後半より 
IBM のインターネット・サイト Partnerworld からのダウンロードも可能となり
ます。

この Web サイトは、ある保険会社向けに設計されています。この会社は、個
人、家族、および企業向けに、生命保険から再保険にいたるまで、さまざまな
保険契約を提供しています。 

この保険会社にとって最重要課題の 1 つは、保険契約には絶えず変動する要素
が数多くあるということです。例えば、満了日、有効期限、保険料率、キャン
ペーン商品などは、頻繁に変更されます。さまざまなプランと契約が、さまざ
まな方法で販売されます。この情報の作成者は、社内のさまざまな代理店に分
散しています。会社は、更新された情報を顧客に通知する必要があります。

正確かつタイムリーに情報を管理して提供することは保険会社が顧客に提供す
る主要なサービスの 1 つであり、非常に重要な課題です。しかし、さまざまな
情報源から絶えず変更が入るため、解決はますます難しくなっています。

この問題を解決するアイデアは、LWWCM を利用してこれらすべてのプランを 
1 つの Web サイトに組み込むことです。これにより、情報を集中管理して頻繁
に更新できるようになります。Web サイトの他の部分に与える影響を心配する
ことなく、容易に新たな情報を追加できます。 

IT JumpStart のサンプル・イントラネットでは、以下のものが提供されていま
す。

� 変更および追加の可能なテンプレートおよびコンポーネント一式

� 構築済みのさまざまなページ、メニュー、およびナビゲーターを備えたデモ
ンストレーション・プラットフォーム

� トレーニング・プラットフォーム

ケース・スタディーを簡素化するために、IT JumpStart の構築済みメニューに保
険オプションを追加します。構築済みメニューには、メインメニュー・オプ
ションとして、「About」、「News & Events」、「Strategy & Reports」、「Admin & 
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HR」、「Sales & Marketing」、および「IT」という項目が設けられています。
43 ページの図 4-1 に、メインメニュー・ウィンドウを示します。

図 4-1   IT Jumpstart のオリジナル・メインメニュー

IT JumpStart のインストールが完了したら、Web サイトをカスタマイズしてフ
レームワークを統合シナリオ向けにセットアップします。 

以降の節では、このケース・スタディーの Web サイトをカスタマイズするため
の手順を説明します。ここでは、LWWCM の基本を理解していることが前提に
なっています。難しく感じる点がある場合には、3 ページの第 1 章『Lotus 
Workplace Web Content Management の概要』をお読みになり、Redbook「Lotus 
Workplace Web Content Management」(SG24-6309) を参照することをお勧めしま
す。

4.2  保険オプションのナビゲーターへの追加

コンテンツのページはそれぞれ 1 つのサイト・エリアに割り当てられます。結
果として、サイト・フレームワークでのページの位置が決定されます。ナビ
ゲーターは、サイト・フレームワークの 1 セクションのスナップショットです。
ナビゲーターは、サイト・フレームワーク構造に基づき構築されます。 

この節では、この Web サイトのナビゲーターに既にある「IT」メイン・オプ
ションの下に、新たに保険オプションを追加します。新たなオプションを追加

注意 :  IT JumpStart のサンプル・サイトをインストールするには、
Jumpstart_V1.1.zip ファイル中の index.html に記述されている指示に従ってく
ださい。Jumpstart_V1.1.zip ファイルは、 IBM 担当員から入手いただけるほ
か、今年後半より IBM のインターネット・サイト Partnerworld からのダウン
ロードも可能になります。
 第 4 章 ケース・スタディー 43



するには、LWWCM サイト・フレームワーク内に新規サイト・エリアを追加す
る必要があります。

新規サイト・エリアの作成
保険オプション用に新規のサイト・エリアを定義する手順は以下のとおりです。

1. ブラウザーから LWWCM ユーザー・インターフェースを開始します。

a. http://<hostname>:9080/ilwwcm/connect/aptrix と入力します。

b. ユーザー ID とパスワードを入力します。デフォルトでは、ユーザー ID 
は administrator、パスワードは password です。

2. インターフェース・ナビゲーターから「サイト管理」をクリックします。

3. 「サイトフレームワーク」を選択します。

4. 「新規」をクリックします。ダイアログ・ボックスが表示され、サイトまた
はサイト • エリアを選択できます。

5. 「新規サイト」ダイアログ・ボックスで、ドロップダウン・メニューから
「サイトエリア」を選択し、「次へ」をクリックします。

6. 親リストから 「Intranet」->「Home」 サイト・エリアを選択し ( 図 4-2 参
照 )、「OK」をクリックします。親リストには、事前定義されているサイト
およびサイト・エリアが含まれています。新規サイト・エリアは、このリス
トの末尾に作成します。

図 4-2   新規サイト・エリア

7. 無題のサイト・エリア・プロパティ・ウィンドウで、「名前」フィールドに 
Insurance Products と入力します (45 ページの図 4-3 参照 )。
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図 4-3   サイト・エリアのプロパティ

8. 「保存」をクリックしてから「閉じる」をクリックします。

9. IT JumpStart に戻って変更を確認します。

http://<hostname>:9080/ilwwcm/connect/Intranet

この作業の結果、図 4-4 に示すように、元のナビゲーターの最下部に新規のオ
プションが作成されているはずです。

図 4-4   Insurance Products オプションが追加されたナビゲーター

このメニュー・オプションがどのコンテンツ・ページも指していない点に注意
してください。このオプションをクリックしてもコンテンツは表示されません。
このメニュー・オプションで何かコンテンツを表示するには、LWWCM コンテ
ンツ・ライブラリーからコンテンツ・オブジェクトを作成し、それらをサイ
ト・エリア・オブジェクトの適切なコンテンツと関連付ける必要があります。
コンテンツを作成してさまざまなサイト・エリアに関連付ける方法は、この章
の後の方で示します。
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4.2.1  保険オプション下での新規オプションの作成

このケース・スタディーでは、保険会社の商品を 2 つの主要グループに分類し
ます。保険契約グループの 1 つは個人および家族向け、もう 1 つは企業向けで
す。このため、「Insurance Products」オプションの下に 2 つのオプション ( グ
ループごとに 1 つのオプション ) を追加する必要があります。 

2 つのオプションを追加するには、44 ページの “ 新規サイト・エリアの作成 ” で
説明した手順を繰り返して、「Insurance Products」の下にすべてのサイト・エリ
アを作成します。サイト・エリアを配置する親が適切なオプションであること
を確認してください。例えばこのケースでは、2 つの新規オプションの親は

「Insurance Products」です ( 図 4-5 参照 )。

図 4-5   親である保険サイト・エリア

ここでは、第 1 のグループを Personal and Families 、第 2 のグループを 
Companies とします。これらの名前で 2 つの新規サイト・エリアを作成してく
ださい。 

47 ページの図 4-6 では、「Insurance Products」メニューの下が新たに更新されて
います。
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図 4-6   保険のサブメニュー

保険プランは、グループごとにさまざまな種類のものがあります。これらのプ
ランの種類も、適切な親の下の別個のサイト・エリアとしてサイト・フレーム
ワークに追加する必要があります。例えば、Life Insurance  という名前のサイ
ト・エリアを作成し、それを Personal and Families サイト・エリアの下に配置
します。図 4-7 に、最終的な構造レイアウトを示します。

図 4-7   各グループのプランのサブメニュー

Personal and Families サイト・エリアの下に、以下を作成してください。

� Life Insurance
� Long-term Care Insurance
� Automobile Insurance
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Companies サイト・エリアの下には、以下を作成してください。

� Retirement Programs
� Investment Management

サイト構造全体を作成する方法は、次のとおりです。最初にメイン・トピック、
次にグループ、そして最後に、そのグループ内の各種プランです。 

新しいメニュー・オプションを試す前に、コンテンツを追加する必要がありま
す。

4.3  新たな保険オプション用のコンテンツの作成

前節で作成したナビゲーター・オプションに結びつけるコンテンツを作成する
必要があります。Web サイト全体を通して同一のフォーマットを保持するため
に、まずはコンテンツ・テンプレートを作成し、その中に保険 Web サイトで使
用するすべてのコンポーネントを置く必要があります。例えば、テンプレート
に画像コンポーネントを 2 つ置いた場合は、保険 Web サイトの各ページにも
画像を 2 つ含めることが可能になります。

4.3.1  保険ワークフロー

新規コンテンツ・テンプレートを作成する前に、ワークフローを作成して、新
規コンテンツ・テンプレートを特定のワークフローに関連付けられるようにし
ます。関連付けによって、コンテンツ・テンプレートから作成されたすべての
ページが、同一のワークフロー、つまりコンテンツ・テンプレート・オブジェ
クト中で指定されたワークフローを使用するようになります。

ここでは、Insurance workflow という名前で短いワークフローを作成します。 

新規ワークフローの作成
新規ワークフローを作成するには、以下の手順に従ってください。

1. LWWCM インターフェースで、「セキュリティとワークフロー」 -> 「ワークフ
ロー、ステージおよびアクション」 を選択します。

2. 「Intranet Workflow」( または他の既存のワークフロー ) を選択し、「編集」
をクリックします。

3. 「名前を付けて保存」をクリックします。

4. 名前に Insurance Workflow と入力し ( 図 4-8 参照 )、「OK」をクリックしま
す。
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図 4-8   ワークフローの保存

5. 「プロパティ」タブを選択します。

6. 「Workflow Stages」をクリックします。

7. 「Workflow Stages」ポップアップ・ウィンドウが表示されます。右側の
「Selected」パネルから「Intranet Approval」ステージを選択し、「<-」矢印ボ
タンをクリックして削除します ( 図 4-9 参照 )。

図 4-9   ワークフロー・ステージの更新

8. 「OK」をクリックします。

9. 「保存」をクリックしてから「閉じる」をクリックします。

この新しい保険ワークフローには、Intranet Draft および Intranet Published と
いう 2 つのステージが含まれます。これは、このケース・スタディーを簡素化
するためです。

コンテンツが最初に保存された時点では、Intranet Draft 状態になります。その
コンテンツは、このステージの後で Intranet Published 状態になります。
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4.3.2  コンテンツ・テンプレート

コンテンツ・テンプレートは、サイトのコンテンツを作成するために使用され
ます。コンテンツ・テンプレートには、Web ページに公開する情報をエンド・
ユーザー ( 作成者 ) が提供するためのフィールドが含まれます。 

開発者 (Web サイトの設計者 ) は、エンド・ユーザーが入力しなくても済むよ
う、テンプレート中にコンテンツのデフォルト値を設定することができます。
開発者は、どういう種類の情報を入力する必要があるかをエンド・ユーザーに
説明するために、テキスト・フィールドまたはリッチ・テキスト・フィールド
にプロンプトを含めることもできます。

各フィールドは、コンテンツ・テンプレート中のコンポーネントに対応してい
る必要があります。新規のコンテンツ・テンプレートを作成するには、まず最
初に、その中にどのコンポーネント ( フィールド ) を含める必要があるかを決
定します。このケース・スタディーでは、以下のコンポーネントを使用します。

� Title という名前のテキスト・コンポーネント。 

� Body という名前のリッチ・テキスト・コンポーネント。ここには、ペー
ジの主要なコンテンツ・テキストが入ります。

� Image および Image2 という名前の 2 つの画像コンポーネント。これらは、
ピクチャーや画像をアップロードするために使用されます。

このテンプレートを基に作成されたすべてのページには、テンプレート内で指
定されている同じコンポーネントが含まれます。各コンポーネントは、ユー
ザーが情報を入力できるフィールドとして表示されます。

新規コンテンツ・テンプレートの作成
新規保険コンテンツ・テンプレートを作成して前述のコンポーネントを追加す
るには、以下の手順に従ってください。

1. LWWCM インターフェースで、「設計と開発」 -> 「コンテンツテンプレート」 
を選択します。

2. 「新規」をクリックします。

3. 「名前」フィールドに Insurance Template と入力します ( 図 4-10 参照 )。
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図 4-10   新規ワークフロー・コンテンツ・テンプレート

4. 「コンテンツテンプレート」タブを選択します。

5. 「ワークフロー」ボタンが現れるまでスクロールダウンし、「ワークフロー」
をクリックします。 

6. 「Insurance Workflow」を選択し、「OK」をクリックします。

7. フォーム最上部の「コンポーネントマネージャー」をクリックします 
(51 ページの図 4-10 で矢印が指している部分 )。

8. 「コンポーネントマネージャー」ポップアップ・ウィンドウ ( 図 4-11 参照 ) 
で、前述の各種コンポーネントをコンテンツ・テンプレートに追加します。

a. 「追加」をクリックします。

b. 「コンポーネントの追加」ポップアップ・ウィンドウ ( 図 4-12 参照 ) で、
「名前」フィールドに Title と入力し、「タイプ」フィールドのドロップダ
ウン・ボックスから「テキストコンポーネント」を選択します。

c. 「OK」をクリックします。

d. 上記の手順を、2 つの画像コンポーネント ( 名前は Image と Image2) およ
び 1 つのテキスト・コンポーネント ( 名前は Body) について繰り返しま
す。52 ページの図 4-13 に結果を示します。
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図 4-11   コンポーネント・マネージャー

図 4-12   コンポーネント・マネージャーでコンポーネントを追加

図 4-13   保険テンプレートにすべてのコンポーネントを追加した結果
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9. すべてのコンポーネントを追加してから、「OK」、「保存」をクリックし、
「閉じる」をクリックします。

図 4-14 では、結果のフォームの一部として、最初の 2 つのコンポーネント 
(Title と Image) が表示されています。スクロールダウンすれば、その他のコ
ンポーネントもフォーム上に表示されます。

図 4-14   コンテンツ・テンプレート・コンポーネントの最初の部分

54 ページの図 4-15 には、58 ページの “ コンテンツの作成 ” に示す手順でコンテ
ンツを作成した場合の各コンポーネントのコンテンツが示されています。Web 
ページ上のタイトル、画像、および本文の各コンポーネントを線で囲んで示し
ています。
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図 4-15   保険テンプレートにコンポーネントが追加された保険 Web ページ

コンポーネントはコンテンツ・テンプレート中に含まれていますが、それらが 
Web ページで表示される際の形式やフレームワークは、ページ設計によって決
まります。

4.3.3  保険ページ設計

ページが完全なものになるには、ページ設計とコンポーネントの組み合わせが
必要です。

どのページ設計も、数多くのコンテンツ・ファイルに適用できます。コンテン
ツがレイアウトから切り離されるため、サイトの保守を柔軟に行えます。

このケース・スタディーでは、IT JumpStart の構築済みのページ設計を利用しま
す。前節で説明した新規コンポーネントを追加するために、このページ設計を
修正します。このページ設計での修正 Body タグについては、55 ページの例 4-1 
を参照してください。例の中の太字の HTML タグが追加されたタグです。この 
Web ページ設計で新規保険コンポーネントを表示させるために、元のページ設
計中の既存の Body タグを置き換えたものです。

Image component

Insurance navigator
Image2 component

Title component

Body component
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例 4-1   Body タグの例 : 太字のタグは保険コンポーネント

<html>
<head>
<title><AptrixCmpnt context="current" key="Display Title" type="content"/></title>
<AptrixLibCmpnt name="HTML - Stylesheet"/>
<AptrixLibCmpnt name="HTML - JavaScript Includes"/>
<!--  <ajpetemplate>Detail</ajpetemplate>  -->
</head>
<BODY LEFTMARGIN=0 MARGINWIDTH=0 TOPMARGIN=0 MARGINHEIGHT=0 
onLoad="showClock()">
<a name="top">
<!-- page header table -->
<table width=100% cellpadding=0 cellspacing=0 border=0 height=142>
<tr><td align=left valign=top>

<AptrixLibCmpnt name="HTML - Header"/>
  </td> </tr>
</table>
<!-- page body table -->
<table width=100% cellpadding=0 cellspacing=0 border=0 class="middleBackground" 

><tr>
<!-- nav col -->

<td align=left valign=top width=10 class="leftPaneBuffer">
<AptrixLibCmpnt end="' width='10' height='100%'&gt;" name="1pixel" 

start="&lt;img src='"/>
</td>
<td align=left valign=top width=160 class="leftPane">
<AptrixLibCmpnt end="' width='160' height='1'&gt;" name="1pixel" start="&lt;img 

src='"/>
<AptrixLibCmpnt name="Nav - Left Hand"/><br>
<AptrixLibCmpnt end="' width='1' height='50'&gt;" name="1pixel" start=" &lt;img 

src='"/>
</td>
<!-- left margin column-->
<td align=left valign=top width=20>

注意 : ページ設計コードにタグを追加する、という説明がある場合は、必ず
既存の Body タグを新しいタグで置き換えてください。

既存の Body タグは、以下のとおりです。

<AptrixCmpnt context="current" key="Body" type="content">

このシナリオでの新しいタグは、以下のとおりです。

<br><AptrixCmpnt context="current" key="Image" type="content"/><p>
<br><AptrixCmpnt context="current" key="Title" type="content"/><p>
<br><AptrixCmpnt context="current" key="Body" type="content"/><p>
<br><AptrixCmpnt context="current" key="Image2" type="content"/><p>
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<AptrixLibCmpnt end="' width='20' height='1'&gt;" name="1pixel" start="&lt;img 
src='"/>

</td>
<!-- content col -->
<td valign=top align=left width="100%" >

<table width=100% cellpadding=0 cellspacing=0 border=0 >
<tr>
<td valign="top">

<AptrixLibCmpnt end="' width='100' height='25'&gt;" name="1pixel" start="&lt;img 
src='"/>

</td>
</tR>

</table>
<table width=100% cellpadding=0 cellspacing=0 border=0>

<tr>
<td valign="top">

<AptrixLibCmpnt name="Nav - Breadcrumbs"/>
</td>

</tr>
<tr>
<Td>

<font Class="contrastHeading"><AptrixCmpnt context="current" key="Summary" 
type="content"/></font>

</td>
</tr>
<Tr>

<td>
<br>
<br><AptrixCmpnt context="current" key="Image" type="content"/><p>
<br><AptrixCmpnt context="current" key="Title" type="content"/><p>
<br><AptrixCmpnt context="current" key="Body" type="content"/><p>
<br><AptrixCmpnt context="current" key="Image2" type="content"/><p>

<AptrixCmpnt context="current" key="Menu" type="content"/>

タグは、参照されるコンポーネントが Web ページ中のどこに表示されるかを決
定します。例えば、 55 ページの例 4-1 の太字テキストの場合は、Image コン
ポーネントは Body コンポーネントの前に表示され、Image2 コンポーネントは 
Body  コンポーネントの後に表示されます。

新規ページ・レイアウトの作成
新規ページ・レイアウトを作成するには、以下の手順に従ってください。

1. LWWCM インターフェースで、「設計と開発」 -> 「ページ設計」 を選択しま
す。

2. 右側の部分から「Menu Layout」ページ設計を選択します。
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3. 「編集」をクリックして編集モードで開き、前述のとおりに修正してから、
「名前を付けて保存」をクリックします。

4. ポップアップ・ウィンドウで Insurance Layout と入力します。

5. 「OK」をクリックします。

6. 「保存」をクリックしてから「閉じる」をクリックします。

4.3.4  保険コンテンツの作成 
サイト・エリアは、ページ設計とペアになるコンテンツ・テンプレートを定義
します。コンテンツを作成する際には、コンテンツ・テンプレートとサイト・
エリアを選択する必要があります。この選択により、どのページ設計を使用す
べきかが自動的に決まります。

図 4-16 には、このケース・スタディーでのテンプレートとページ設計のペアが
示されています。ここに示されているサイト・エリアは、保険サイト・エリア
の Personal and Families  であり、Insurance Template および Insurance Layout  
を、それぞれコンテンツ・テンプレートおよびページ設計と関連付けています。

図 4-16   サイト・エリアのプロパティー設定

コンテンツは、エンド・ユーザーが作成する唯一のオブジェクトです。コンテ
ンツ開示のためには、サイト・エリアの他に、適切なワークフローの指定も欠
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かせません。それは、コンテンツ・テンプレート中に設定されたデフォルトの
ものでも、エンド・ユーザーが選択したものでもかまいません。

ここではメインの LWWCM オブジェクトは既に作成されているため、Web サイ
トにコンテンツを追加することができます。前に作成したコンテンツ・コン
ポーネントの他に、Name フィールドおよび Description フィールドにも情報を
追加します。

コンテンツの作成
保険会社の Web ページ用に新たにコンテンツを作成し、それを適切なメ
ニュー・オプションに結びつけるには、以下の手順に従ってください。

1. LWWCM インターフェースで、「コンテンツ管理」 -> 「コンテンツライブラ
リ」 を選択します。

2. 「新規」をクリックします。「Insurance Template」テンプレートを選択し、
「次へ」をクリックします。

3. 選択可能なリスト中で、「Intranet」 -> 「Home」 -> 「Insurance Product」 -> 
「Personal and Families」 へとリストを展開し、「Life Insurance」 を選択しま
す。「->」矢印をクリックして、「Selected」リストに移します。 

ヒント : 項目をダブルクリックすると、その項目は自動的に「Selected」リ
ストに移動します。

4. 「OK」をクリックします。 

5. 「無題」ウィンドウで、「名前」フィールドに Life Insurance  と入力します。

6. 「内容」タブをクリックします。

7. 「Display Title」フィールドに  Life Insurance と入力します。この「Display 
Title」は、コンテンツ・ページの最上部に表示されます。

8. Content Image コンポーネント中の「参照」をクリックします。画像ファイル
を選択して「開く」をクリックします。ファイル・フィールドにパスとファ
イル名が表示されます。

9. 「Body」  フィールドにスクロールダウンしてテキストを入力します。リッ
チ・テキスト・エディターを使用してテキストの書式を整えてください。こ
のテキストは、Web ページのコンテンツ本文になります。

10. 手順 8 を繰り返し、別の画像ファイルを追加します。

11.「保存」をクリックします。

適切なサイト・エリアへのコンテンツの関連付け
コンテンツの作成を終えたら、それを適切なサイト・エリアに割り当て、ナビ
ゲーターの対応するオプションがクリックされた場合にページが表示されるよ
うにします。以下の手順に従ってください。
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1. LWWCM インターフェースで、「サイト管理」 -> 「サイトフレームワーク」 を
選択します。

2. 右側の部分で、「Intranet」 -> 「Home」 -> 「Insurance Products」 -> 
「Personal and Families」 へとリストを展開します。

3. 「Life Insurance」を選択し、「編集」をクリックします。

4. 「プロパティ」タブをクリックします。

5. 「デフォルトコンテンツ」をクリックします。

6. 「Life Insurance 」コンテンツ・ページを選択します。

7. 「OK」、「保存」をクリックしてから、「閉じる」をクリックします。

ここで、IT Jumpstart Web サイト内の結果を確認しましょう。左側のメイン・ナ
ビゲーターから、適切な Insurance オプションをクリックします。作成したばか
りのページに、選択したコンテンツと画像が含まれています。図 4-17 に、Life 
Insurance Web ページの例を示します。

図 4-17   左側にナビゲーターを備えた Life Insurance Web ページ

4.4  外部ソースから保険コンテンツへのデータの取り込み

LWWCM では、外部ソースからデータを取り込み、Web サイトに開示すること
ができます。つまり、他のソースからの情報をコンテンツに追加し、同一コン
テンツの一部であるかのように見せることができます。外部ソースからのデー
タをコンテンツに追加するには、以下の複数の方法があります。
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� 統合コンテンツ・コンポーネント
� JSP コンポーネント
� Connect タグ

上記の方法によってこのケース・スタディー Web サイトに外部ソースからデー
タを取り込む方法については、117 ページの第 7 章『Content Manager コンテン
ツの公開』で示します。

4.5  トラブルシューティング

このケース・スタディーは、IT Jumpstart Web サイトのサンプルに基づいていま
す。シンジケーションを使用して新たな Web サイトを作成する場合には、シン
ジケーション後または既存の Web サイトに対する変更後に、一部のサイト・エ
リアが孤立したり、サイト構造が崩れたりする可能性があります。

この問題を解決するには、以下の方法を試してください。

1. LWWCM サーバーを停止します。
2. app/ilwwcm/system/indexes ディレクトリー下のコンテンツを削除します。
3. LWWCM サーバーを再始動します。
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第 2 部　　　   　　統合

この部では、統合を始める前に、統合を成功させるために知っておく必要があ
り、セットアップする必要があるさまざまな領域について説明します。
LWWCM のリポジトリーとして Content Manager を使用する方法、統合コンテ
ンツ・コンポーネント、Connect タグ、および JSP コンポーネントを使用して既
存の Content Manager のコンテンツを LWWCM に公開する方法を示します。統
合方法の基本について説明しながら、統合システム・アーキテクチャー全体を
計画する際に考慮する必要がある問題をいくつか取り上げます。これには、1 
台のマシンで LWWCM と Content Manager を使用する場合、シンジケーション
を使用して複数の LWWCM を使用する場合、セットアップ内で複数の Resource 
Manager を使用する場合など、さまざまなシナリオがあります。この部の最後
に、ポータル統合について説明します。

第 2 部
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第 5 章 統合を始める前に : 統合前の

検証

IBM Lotus Workplace Web Content Management (LWWCM) と IBM DB2 Content 
Manager (CM) との統合を始める前に、必要なソフトウェアが揃っていること、
LWWCM サーバーが稼働していること、Content Manager システムが稼働してい
ることを確認してください。 

この章では、以下のトピックを扱います。

� 概要
� ソフトウェア要件とケース・スタディーのセットアップ
� 検証チェックリスト
� 問題判別とトラブルシューティング

5
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5.1  概要

LWWCM と Content Manager との統合に取り組む前に、両方の製品をよく理解
しておく必要があります。LWWCM と Content Manager に組み込まれているロ
ギング機能とトレース機能を理解するため、そして各種の構成ファイルとその
使用方法を理解するために、両方の製品で提供されているオンライン文書を読
むことをお勧めします。ここでは、ネットワークに関する考慮事項についても
解説します。

5.1.1  重要なログ・ファイルと構成ファイル 
以下に、LWWCM と Content Manager の両方にとって最も重要なログ・ファイ
ルを要約して示します。

� LWWCM ログ・ファイル : <LWWCM_HOME>\connect\log ディレクトリー
内。
<LWWCM_HOME> は、LWWCM ソフトウェアをインストールした場所で
す。

� WebSphere ログ・ファイル : <WAS_HOME>\AppServer\logs ディレクトリー
内。
<WAS_HOME> は、WebSphere Application Server をインストールした場所で
す。

� IBM HTTP Server ログ : <IBM HTTP Server インストール・ディレクトリー
>\logs ディレクトリー内。
error.log、access.log、および  admin_error.log などのログ・ファイルが含まれ
ます。

� Content Manager インストール・ログ・ファイル : 

– <ICMROOT>/logs/cm81install.log: プログラムのインストール・メッセージ
をログに記録します。

– <ICMROOT>/config/icmcrlsdb.log: Library Server データベースの作成処理
をログに記録します。

– <ICMROOT>/config/icmcrrmdb.log: Resource Manager データベースの作成
処理をログに記録します。

– <ICMROOT>/logs/database.log: アクセス・モジュールを生成できない場合
に作成されます。

AIX® では、<ICMROOT> は /usr/lpp/icm になります。

� Library Server ログ・ファイル : icmserver.log ファイル。
場所は、Content Manager System Administration Client の Library Server 構成パ
ネルで指定します。デフォルトでは、その場所は以下のとおりです。

– Windows では、C:\ 内。
– AIX では、/tmp 内。
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� Content Manager System Administration Client ログ・ファイル : 
<CMCOMMON>\ADMIN\COMMON\dklog.log

� Content Manager Windows Client トレース・ログ・ファイル : ICMClient.log お
よび ICMClient.err。場所は、C:\Documents and Settings\xxx\Application 
Data\IBM\Content Manager\log 内。ここで xxx は、Content Manager のインス
トールに使用した Windows ユーザー ID です。同じディレクトリーにある 
ICMClientLog.ini ファイルによって使用可能になります。

� VideoCharger ログ・ファイル : <VC_HOME>\logs 内。
<VC_HOME> は、VideoCharger ソフトウェアをインストールした場所です。

5.1.2  ネットワークに関する考慮事項

LWWCM および Content Manager ソフトウェアをインストールする際に、ネッ
トワークに関して考慮すべき事項がいくつかあります。LWWCM および 
Content Manager ソフトウェアをインストールするサーバー・マシンの TCP/IP 
アドレスは、常に固定アドレスである必要があります。短いホスト名には、
「?」、「_」、「!」、「*」などの特殊文字を含めることはできません。それが不可能
な場合には、インストールの際に短いホスト名のみを使用してください。また、
動的な TCP/IP アドレスを持つマシンから DNS サフィックスを除去する必要が
あります。それでもネットワーク上の問題がある場合には、ポートの競合がな
いか調べてください。ポートの競合があれば、競合しているポートについて新
たな番号を設定する必要があります。

動的な TCP/IP アドレスを持つマシンの DNS サフィックスの除去
動的な ( 固定でない ) TCP/IP アドレスについては、DNS サフィックスが空であ
ることを以下のように確認してください。

1.「マイ コンピュータ」->「サービス」->「ネットワーク ID」->「プロパ
ティ」->「詳細」を選択します。

2.「このコンピュータのプライマリ DNS サフィックス」フィールド中の DNS 
サフィックスを削除します。

ポート競合のチェック
ネットワークに関連する問題が引き続き起こる場合には、LWWCM および 
Content Manager システムによって使用される 1 つ以上の通信プロトコル・ポー
トが他のプログラムから使用されていないかチェックしてください。

� AIX では、以下を実行できます。 
netstat -an | grep LISTEN or 
cat /etc/services 

� Windows では、services ファイルをチェックします。

type C:\WINNT\system32\drivers\etc\services
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別のポートの設定
例として、デフォルトの IBM HTTP Server ポート 80 が既に使用されていて別の
ポートを指定する必要がある場合には、以下の手順に従ってください。

1. IBM HTTP Server 構成ファイル httpd.conf で、Port 80 の行を Port < 新た
なポート番号 > に変更します。

2. この新たなポートを、WebSphere Application Server 管理コンソールの
「Host Alias」リスト・ボックスで指定します。

3.「Content Manager System Administration Client」ウィンドウで、
Resource Manager (Resource Manager) 定義に切り替え、「Access Types 
List Box: Entry」を http に修正して、ポートを新たなポート番号に変更
します。

4. IBM HTTP Server を再始動します。その後で、WebSphere Application 
Server 管理コンソールを使用して、あるいは icmrm を Windows サービス
として設定した場合には Windows サービスを通して、Resource Manager 
Web アプリケーション (icmrm) を再始動します。

WebSphere Application Server の始動に関する問題
WebSphere Application Server の始動に関する問題が発生する場合には、NT 上の
ホスト・ファイルに “TCP/IP < - > ホスト名 ” の組み合わせ項目を追加できます。
ホスト・ファイルは以下の場所にあります。

� Windows の場合 :C:\WINNT\system32\drivers\etc\hosts
� AIX の場合 :/etc/hosts

例えば、以下の行を hosts ファイルに追加します。

9.1.38.11 demo1

TCP/IP アドレスが動的な場合、マシンをリブートするとアドレスが変わる可能
性があります。この場合は、hosts ファイル中の「TCP/IP- ホスト名」の項目を
変更することを忘れないでください。 

ソケット・エラー
なんらかのソケット・エラーが AIX 上で発生する場合には、必ず社内のネット
ワーク担当者に連絡してください。Content Manager Resource Manager データ
ベースにアクセスするために WebSphere Application Server が使用する適切な 
JDBC ドライバーがインストールされていることを確認してください。

サーバーに対するクライアント接続が DB2 によって拒否される場合には、無効
な IP ポートが原因になっていないかをチェックしてください。

� DB2 の環境変数 DB2COMM=TCPIP を確認します。
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� DBM CFG の SVCENAME が適切なインスタンスのポート番号またはサービ
ス名に設定されているか確認します。未使用のポート番号に名前が対応して
いるかを、services ファイルでチェックします。

� クライアント・サイドから DOS プロンプトで以下を実行し、ポートが開か
れているかチェックします。

telnet <>host name<port> 

これが失敗する場合、エラーは DB2 と関係ありません。

5.2  ソフトウェア要件とケース・スタディーのセットアッ
プ

この節では、LWWCM サーバーおよび Content Manager サーバーのためのソフ
トウェア要件をすべてリストします。インプリメントする構成によっては、イ
ンストールすべきソフトウェアとマシンの組み合わせは他にあるかもしれませ
ん。より詳細な構成については、171 ページの第 8 章『システム・アーキテク
チャーに関する考慮事項』を参照してください。

5.2.1  LWWCM のソフトウェア要件

LWWCM は、数多くのオペレーティング・システムと、さまざまなバックエン
ド・データ・リポジトリーをサポートしています。 

オペレーティング・システム
LWWCM をサポートするオペレーティング・システムのソフトウェア・レベル
は、以下のとおりです。

� AIX 5.1 ML4、5.2 
� Solaris 8、Solaris 9 
� Windows 2000 Server SP4 
� Windows 2003 Server 
� SuSE SLES 8.0 (Kernel 2.4) / Intel® 
� Red Hat AS 2.1 (Kernel 2.4) / Intel 
� OS400 V5R2 / iSeries™ 
� SuSE SLES 8.0 (Kernel 2.4) / zLinux 

アプリケーション・サーバー
LWWCM がサポートするアプリケーション・サーバーのソフトウェア・レベル
およびフィックスパックは以下のとおりです。

� WebSphere Application Server 5.0.1 または 5.0.2。次のフィックスパックは必須
です。PQ75699、PQ76313、PQ77142、PQ80288、および PQ81144。
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データ・リポジトリー・サーバー
LWWCM がバックエンド・データ・リポジトリーとしてサポートするシステ
ム、データベース、およびソフトウェア ( サポートされるソフトウェア・レベ
ルも含む ) は、以下のとおりです。

� ファイル・システム
� DB2 7.2.x、8.1 FP4
� DB2 400
� Oracle 9i (9.0.2.1)
� IBM Content Manager 8.2
� Cloudscape™ 5.1.26 
� SQL Server 2000 SP3a
� Informix® 9.4

5.2.2  Content Manager のソフトウェア要件

ここでは、Content Manager V8 for Multiplatforms のソフトウェア要件を、
Windows および AIX それぞれについてリストします。

Windows
Windows NT® または Windows 2000 上で Content Manager V8.2 を実行するには、
以下のソフトウェアおよびソフトウェア・レベルが必要です ( 関連するアップ
デートやフィックスパックも含めて、必要なソフトウェアのバージョン要件に
関する最新情報については、Content Manager インストール README 情報 
(<ICMROOT>\readme) を必ず参照してください )。

� Library Server および Resource Manager のためのデータベース

– DB2 Application Development Client (DB2 Software Development Kit または 
SDK と呼ばれる ) と、以下のうちの 1 つ。

･ DB2 Universal Database™ (DB2 UDB) Enterprise Edition バージョ
ン 7.2 ( またはそれ以降 )

･ 最新のフィックスパックを適用した IBM DB2 UDB Enterprise 
Extended Edition バージョン 7.2.1

･ IBM DB2 UDB Enterprise Server Edition バージョン 8.1 ( 使用制限
付きライセンスで IBM Content Manager パッケージに含まれる )

– Oracle のオプショナル・サポートについては、以下のとおり。

･ Oracle 8.1.7.4 またはそれ以降あるいは、Oracle 9.2.0.1 またはそ
れ以降

� Library Server:

– Microsoft Visual C++ 6.0 または Microsoft Visual Studio.Net Professional
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– IBM DB2 Information Integrator Relational Wrappers バージョン 8.1 ( 使用制
限付きライセンスで IBM Content Manager パッケージに含まれる )

� Resource Manager:

– WebSphere Application Server V4.0.3 またはそれ以降、あるいは WebSphere 
Application Server 5.0 ( 使用制限付きライセンスで IBM Content Manager 
パッケージに含まれる )

– Tivoli Storage Manager API Client V4.2.1 ( またはそれ以降 ) および、ハー
ド・ディスク以外のデバイス上でオブジェクトの長期保管する場合には 
Tivoli Storage Manager Server バージョン 4.2.1 ( またはそれ以降 )

� テキスト検索用 :

– Text Information Extender V7.2 (IBM DB2 UDB バージョン 7.2 を使用する場
合 )

– IBM Net Search Extender V8.1 (IBM DB2 UDB バージョン 8.1 を使用する場
合 )

AIX
AIX 上で Content Manager V8.2 を実行するには、以下のソフトウェアおよびソ
フトウェア・レベルが必要です。

� フィックスパック 8 を適用した AIX 4.3.3 または、それ以降のバージョンの
AIX

� TCP/IP (AIX とともにインストールされます )

� Library Server および Resource Manager のためのデータベース

– DB2 SDK for AIX と、以下のうちの 1 つ。

･ IBM DB2 UDB Enterprise Edition 7.2 ( またはそれ以降 )

･ 最新のフィックスパックを適用した IBM DB2 UDB Extended 
Enterprise Edition 7.2

･ IBM DB2 UDB Enterprise Server Edition V8.1 ( 使用制限付きライセ
ンスで IBM Content Manager パッケージに含まれる )

– Oracle のオプショナル・サポートについては、以下のとおり。

･ Oracle 8.1.7.4 またはそれ以降、あるいは

･ Oracle 9.2.0.1 またはそれ以降

注意 :  IBM DB2 Information Integrator Relational Wrappers バージョン 8.1 を
使用するには、IBM DB2 UDB Enterprise Server Edition バージョン 8.1 ( 使
用制限付きライセンスで Content Manager パッケージに含まれる ) が必要
です。
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� Library Server コンパイラー :

– VisualAge® C++ Professional バッチ・コンパイラー (AIX 4.3.3、V5.0.2.0 向
け )

� IBM DB2 Information Integrator Relational Wrappers V8.1 ( 使用制限付きライセ
ンスで IBM Content Manager パッケージに含まれる )

� Resource Manager:

– WebSphere Application Server V4.0.3 またはそれ以降、あるいは

– WebSphere Application Server 5.0 ( 使用制限付きライセンスで IBM Content 
Manager パッケージに含まれる )

– オプション : Tivoli Storage Manager API Client V4.2.1 ( またはそれ以降 ) お
よび、ハード・ディスク以外のデバイス上でオブジェクトの長期保管機
能を提供する場合には Tivoli Storage Manager Server V4.2.1 ( またはそれ以
降 )

� テキスト検索用 :

– Text Information Extender V7.2 (IBM DB2 UDB バージョン 7.2 を使用する場
合 ) または

– IBM Net Search Extender V8.1 (IBM DB2 UDB バージョン 8.1 を使用する場
合 )

5.2.3  ケース・スタディーのセットアップ

ここでは、本書のためにセットアップするケース・スタディーのソフトウェア
要件をリストします。

Windows
Windows 上でのケース・スタディーのセットアップには、以下のソフトウェア
およびソフトウェア・レベルを使用します。

� IBM WebSphere Application Server V5.0.2.2 と IBM HTTP Server 1.3.26。

� IBM Lotus Workplace Web Content Manager V2.0 (LWWCM)。

� Microsoft Visual C++ V6.0。

� DB2 Enterprise Server Edition V8.1 (DB2 ESE)。

� DB2 NetSearch Extender V81 (DB2 NSE) と Fixpack IC35476。

注意 : IBM DB2 Information Integrator Relational Wrappers V8.1 を使用するに
は、IBM DB2 UDB Enterprise Server Edition V8.1 ( 使用制限付きライセンス
で Content Manager パッケージに含まれる ) が必要です。 
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� IBM Content Manager V8.2、Fixpack 3。Library Server のインストール (Content 
Manager System Administration Client を含む ) の際に UTF-8 を使用可能にしま
す。

� IBM Content Manager V8.2 Windows Client または eClient。Content Manager シ
ステムに 文書の項目オブジェクトをインポートするために使用します。26 
ページの『データ・モデル』 を参照してください。

� IBM Information Integrator for Content V8.2、Fixpack 3、EIP Server with 
Administration Client、Content Manager V8 および フェデレーテッド・コネク
ター。これらは、LWWCM 中にフェデレーテッド検索テンプレートを作成
するため、および新たな統合コンテンツ・コンポーネントを作成するために
使用されます (126 ページの 7.3、『統合コンテンツ・コンポーネント』 参照 )。

� IBM DB2 Content Manager VideoCharger Server および Player V 8.2。

� Internet Explorer ブラウザー。Java Runtime Environment 1.3.9 for LWWCM サー
バーは、LWWCM ユーザー・インターフェースの最初の始動時に自動的に
インストールされます。前提条件は、インターネットへ接続済み であるこ
とです。Web ブラウザーとして Internet Explorer を使用している場合、SP1 
を適用した V6 またはそれ以上に更新する必要もあります。

AIX
AIX 上でのケース・スタディーのセットアップには、以下のソフトウェアおよ
びソフトウェア・レベルを使用します。

� Java 1.3.1。

� IBM Visual Age C++ batch Compiler, V5.1.0.25。

� IBM WebSphere Application Server V5.0 および Fixpack 5.0.1 と IBM HTTP 
Server 1.3.26。

� IBM Lotus Workplace Web Content Manager V2.0 (LWWCM)。

� DB2 Enterprise Server Edition V8.1.1.4 (DB2 ESE)。

� DB2 NetSearch Extender V81 (DB2 NSE) と Fixpack IC35476。

� IBM Content Manager V8.2、Fixpack 3。Library Server のインストールの際に 
UTF-8 を使用可能にします。

� IBM Information Integrator for Content V8.2 と、Information Integrator for Content 
フェデレーテッド (FED) コネクターおよび Content Manager (ICM) コネク
ター。

� Netscape Explorer。Java Runtime Environment 1.3.9 for LWWCM サーバーは、
LWWCM ユーザー・インターフェースの最初の始動時に自動的にインス
トールされます。前提条件は、インターネットへ接続済み であることで
す。
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5.2.4  インストール済みのソフトウェアのバージョンをチェックする方法

必要なソフトウェアのいくつかについては、以下のようにしてバージョンを
チェックできます。

� DB2 については、DB2 コマンド・ウィンドウから db2level を実行します。

� WebSphere については、versionInfo.bat ファイルを実行します。

� IBM HTTP Server については、IBM HTTP Server インストール・ディレクト
リー中の version.signature ファイルを調べます。

� LWWCM については、LWWCM ユーザー・インターフェースでバージョン
情報を調べます。

� IBM Content Manager については、<ICMROOT>\bin で cmlevel.exe と入力す
るか、AIX では cmlevel と入力します。

� Information Integrator for Content については、<CMBROOT> ディレクトリー 
(AIX では <CMBROOT>/bin) で cmlevel.exe (AIX では cmlevel) を実行します。

上級者であれば、Windows コマンド・プロンプト・ウィンドウを開いて regedit 
と入力することもできます。そして「マイ コンピュータ」->

「HKEY_LOCAL_MACHINE」->「Software」をクリックします。そこからイ
ンストール済みの IBM ソフトウェアを探し、ツリー表示を開いて「Current 
Version」フォルダーをクリックします。AIX では、smitty  を使用できます。
例えば、Information Integrator for Content 製品を検索して、コンテンツ・コネク
ター用にインストールされているバージョンを調べることができます。 

5.3  検証チェックリスト

LWWCM と Content Manager の統合を始める前に、検証チェックリストによる
確認を完了し、すべてが適切にインストールされているようにする必要があり
ます。検証のステップでなんらかのエラーが発生した場合には、79 ページの 
5.4、『問題判別とトラブルシューティング』を参照してください。

5.3.1  WebSphere Application Server と IBM HTTP Server
WebSphere Application Server および IBM HTTP Server は、Content Manager と 
LWWCM のソリューションに欠かすことができません。これらが適切にインス
トールされていることを検証する必要があります。

IBM HTTP Server のインストールの検証
IBM HTTP Server が適切にインストールされていることを検証するには、以下
を実行してください。
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1. Windows サービス・コントロール・パネルで、IBM HTTP Server を始動しま
す。

2. ブラウザー・ウィンドウを開き、以下を入力します。

http://< ホスト名 >/snoop

WebSphere Application Server のインストールの検証
WebSphere Application Server のセットアップが完了し適切に稼働することを検
証するには、以下を実行してください。

1. 稼働していることをチェックするには、Web ブラウザーを開いて以下を入力
します。

http://<hostname>:<port>/snoop 

ここで、<hostname> はアプリケーション・サーバーのドメイン名または IP 
アドレス、<port> は WebSphere Application Server サーバーのポート番号 ( デ
フォルトで 9080) です。

2. 必須であるフィックスパックを適用した WebSphere Application Server 
V5.0.1 または 5.0.2 を使用していることを確認します。必須のフィックス
パックは、PQ75699、PQ76313、PQ77142、PQ80288、および PQ81144 です。
V5.0.2.2 をインストールすると、フィックスパックは自動的に含まれます。

どのバージョンを使用しているかを調べるには、以下のようにします。

a. WebSphere Application Server 管理コンソールを開いてください。「ス
タート」->「IBM WebSphere」->「Administrative Console」を選択しま
す。 

b. 最初のページ (74 ページの図 5-1 参照 ) で、WebSphere Application 
Server のバージョンを調べることができます。ビルド番号とビルド日付
の情報も表示されます。

あるいは、以下の方法で WebSphere Application Server をインストールした
ファイル・システムに移動してバージョン情報を調べることも可能です。

a. <install_root>\WebSphere\AppServer\properties\version に移動しま
す。

b. ファイル BASE.product を開いて現行バージョンを調べます。
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図 5-1   WebSphere Application Server 管理コンソール

5.3.2  LWWCM
WebSphere Application Server は、複数のアプリケーション・サーバーをホス
ティングできます。LWWCM Web アプリケーションを server1 上にインストー
ルするか、( オプションで ) 新たなアプリケーション・サーバーを定義すること
ができます。

新たなアプリケーション・サーバーを定義して名前 ( 例えば LWWCM) を付け、
LWWCM Web アプリケーション (LWWCM.war) をホスティングするようにする
には、以下のように手動でサーバーを始動する必要があります。

1. コマンド・プロンプトを開きます。

2. <installation_root>\WebSphere\AppServer\bin ディレクトリーに移動しま
す。

3. startServer.bat LWWCM と入力します。

代替手段として、サーバーを手動で始動する必要がないよう、WebSphere 
Application Server を Windows サービスとして登録するためのツールが 
WebSphere Application Server にはあります。Windows サービスとして設定する
には、以下のようにしてください。

1. コマンド・プロンプトを開きます。

2. <installation_root>\WebSphere\AppServer\bin ディレクトリーに移動しま
す。
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3. wasservice –add “LWWCM Server” –servername LWWCM –userid <wasadmin> 
–password < パスワード > と入力します。

ここで、 LWWCM サーバーは Windows サービスとして表示される名前、
LWWCM は作成したアプリケーション・サーバーの名前です。

LWWCM のインストールの検証
LWWCM のインストールが正常に完了していることを検証するには、以下を実
行します。

1. Web ブラウザーを開き、以下を入力します。

http://<hostname>:<port>/<context_root>/connect/?MOD=AJPEGUI 

このコマンドにより、LWWCM ユーザー・インターフェースが構築されま
す。ここで、 

– <hostname> は、アプリケーション・サーバーのドメイン名または IP アド
レスです。

– <port> は、LWWCM Web アプリケーションが実行されるアプリケーショ
ン・サーバーのポート番号です。

– <context_root> は、WebSphere Application Server 上に LWWCM をインス
トールする際に入力するコンテキスト・ルートです。

2. Web ブラウザーから、以下を入力します。

http://<hostname>:<port>/<context_root>/connect/aprix

LWWCM ユーザー・インターフェースにアクセスするには、ユーザー名と
して Administrator、パスワードとして password を入力します。これらは、
LWWCM ユーザー・インターフェースのデフォルトのユーザー名およびパ
スワードです。JRE 1.3.9 がインストールされている必要があります。イン
ターネットに接続されている場合には、JRE プラグインをインストールする
旨のプロンプトが出されます。

5.3.3  DB2 と NSE
DB2 および NSE サーバーのインストールを検証するには、以下のようにしま
す。

重要 : LWWCM コードの不適切な最適化を JIT が行わないよう、JIT コンパイ
ラーの設定を指定する必要があります。JIT コンパイラーは数多くの要因を
勘案してコードのさまざまな部分を最適化するため、システムが数日間稼働
してから問題が発覚する場合もあります。したがって、すべてのサーバーで
この設定を行うことをお勧めします。 

適切な設定については、『LWWCM Information Center Installation Guide 』を参
照してください。
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1. DB2 コマンド・ウィンドウを開き、db2start と入力してデータベース・マ
ネージャーをシステム上で始動します。

2.「スタート」->「プログラム」->「IBM DB2」->「Set-up Tools」->「First 
Steps」を選択し、「Create Sample Database」をクリックします。

3. DB2 コマンド・ウィンドウから以下のコマンドを入力します。これらのコマ
ンドでは、システム上に定義されているデータベースをリストし、サンプ
ル・データベースの接続をチェックして、その中のテーブルをリストしま
す。

db2 list database directory
db2 connect to Sample
db2 list tables 

4. DB2 コマンド・ウィンドウから以下のコマンドを入力することにより、Net 
Search Extender を始動します。

db2text start

Windows サービス・コントロール・パネルで、NSE サービス DB2EXT - 
DB2 を自動的に始動させるように設定することもできます。

リモートの DB2 データベースにアクセスするには、DB2 コマンド・ウィンド
ウ、DB2 コマンド・センター、または DB2 コントロール・センターを使用でき
ます。詳細については、99 ページの 6.2、『リモートの Library Server デ―タベー
スへのアクセス』を参照してください。

5.3.4  IBM Content Manager と Information Integration for Content
以下に、Content Manager および Information Integrator for Content が適切にインス
トールされていることを検証するためのチェックリストを示します。

� <ICMROOT\logs\> 中のインストール・ログ・ファイルをチェックします。
ここで <ICMROOT> は、Content Manager 製品をインストールした場所です。
ログ・ファイル中にエラー・メッセージがないことを確認します。

� DB2 コマンド・ウィンドウで以下のコマンドを入力することにより、Library 
Server データベースの接続を検証します。

db2 connect to <LSDB> user <LSadminID> using <password> 

ここで、<LSDB> は Library Server データベース名、<LSadminID> は Content 
Manager のシステム管理者 ID、<password> はシステム管理者 ID のパスワー
ドです。

� DB2 コマンド・ウィンドウで以下のコマンドを入力することにより、Library 
Server データベース・テーブルが存在することを確認します。

db2 list tables

� Content Manager の項目タイプのための Library Server アクセス・モジュール
が適切に作成されていることを確認します。Library Server は、ストアード・
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プロシージャー呼び出しを使用して、そのデータベースにアクセスします。
下記のディレクトリー中で DLL ファイルを探してください。

<ICMROOT>\<LSDB>\dll

*.tx1、*.tx2、*.tx3、*.tx4 で終わるファイルが存在する場合には、85 ページ
の 5.4.4、『IBM Content Manager と Information Integration for Content』を参照
して問題を解決してください。

� DB2 コマンド・ウィンドウで以下のコマンドを入力することにより、
Resource Manager データベースの接続を検証します。

db2 connect to <RMDB> user <RMadminID> using <password>

ここで、<RMDB> は Resource Manager データベース名、<RMadminID> は 
Resource Manager の管理者 ID、<password> は管理者 ID のパスワードです。

� WebSphere Application Server の Resource Manager アプリケーション・サー
バーを始動します。 

コマンド・プロンプトで WebSphere Application Server の bin ディレクトリー
に移動して以下のコマンドを入力し、Resource Manager アプリケーションを 
WebSphere アプリケーション・サービスとして追加することをお勧めしま
す。

wasservice –add “Resource Manager” –servername <RM_Web_App_Name> -userid 
<RMadminid> -password <password>

Windows サービス・コントロール・パネルで、Resource Manager アプリケー
ション・サービスのスタートアップの種類を「自動」に変更することもお勧
めします。

� Resource Manager サーブレットのデプロイメントをテストするには、Web ブ
ラウザーを開き、以下の URL を入力してください。

http://<hostname>/<RM_Web_App_Name>/ICMResourceManager

ここで、<hostname> はサーバーの完全修飾名です。

� セキュアな通信を実現するために、Secured Sockets Layer (SSL) が使用されま
す。SSL は、Content Manager System Administration Client から Resource 
Manager の構成を実行するために必要 です。SSL の構成をテストするには、
Web ブラウザーで以下の URL を入力します。

https://<hostname>/<RM_Web_App_Name>/ICMResourceManager

応答が以下のとおりであれば、Resource Manager Web アプリケーションは稼
働しています。 
IBM Content Manager - null - No order found to process OK

このチェックで問題がなければ、TSM、ファイル・システム、または 
VideoCharger などの Resource Manager ストレージ・システムを Content 
Manager System Administration Client で定義および構成できます。SSL のセッ
トアップの詳細は、Content Manager インストール・マニュアルを参照して
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ください。以下に、Resource Manager Web アプリケーションへの https URL
が上記の応答を返すために必要となる構成を簡単に説明します。

a.「スタート」-> 「プログラム」 -> 「IBM HTTP Server 1.3.26」 -> 
「Start Key Management Utility」をクリックすることにより、SSL 
(Secure SocketLlayer) 鍵を作成します。

b. 必要な情報を httpd.conf ファイルに追加することにより、SSL 通信用
に IBM HTTP Server をアクティブ化します。 

� Content Manager System Administration Client を始動および実行して、以下の
すべてが順調に機能することを確認してください。

a.「スタート」->「プログラム」->「IBM Content Manager for 
Multiplatforms V8.2」->「System Administration Client」を選択しま
す。

b. Library Server 構成にアクセスできることを確認します。

c. Resource Manager の構成にアクセスできることを確認します。

d. Resource Manager のシステム管理ストレージ (SMS) オブジェクトを作
成できることを確認します。 

Library Server、Resource Manager、および System Administration Client の詳細
は、22 ページの 2.3、『Content Manager のアーキテクチャーの概要』を参照
してください。

� Content Manager (ICM) コネクターおよび フェデレーテッド (FED) コネク
ター、またはその他のコネクターすべてが適切にインストールされているこ
とを確認してください。構成の設定は、以下のファイルに格納されます。

– cmbicmsrvs.ini: 使用可能な Library Server のリストを保持します。
– cmbds.ini: Information Integrator for Content サーバーのリストを保持しま

す。

リモートの Library Server または Information Integrator for Content サーバーを
追加する場合には、上記のファイルを適切に更新してください。 

ICM および FED 接続をテストするには、TConnect Java Bean を使用します。
この Bean は、以下の Information Integrator for Content Information Center サブ
ディレクトリーにあります。 
<CMCOMMON>\infoctr\info\apiinfo\dk\samples\java\beans

この Java Bean の構文は、以下のとおりです。

java TConnect <dstype> <server> <userid> <password> 

ここで  <dstype> は、接続すべきバックエンド・サーバーのタイプです。有
効な値としては、Fed、ICM、DL、OD、および DB2 があります。

例として、本書におけるシナリオでは、以下のコマンドを実行します。 
java TConnect ICM icmnlsdb icmadmin password
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java TConnect Fed cmbdb cmbadmin password

� Content Manager サーバーが適切に作動すること検証します。以下の手順で
サンプル・データのロードを行い、検索およびインポート機能を実行して確
認してください。

a.「スタート」->「プログラム」 ->「IBM Content Manager for 
Multiplatforms V8.2」 ->「First Steps」を選択し、「Load Sample 
Data」をクリックします。

b. Windows クライアントを起動します。「スタート」 ->「プログラム」 ->
「IBM Content Manager V8」 ->「Client for Windows for Multiplatforms 
V8.2」を選択してください。

c. ログインします。クライアント・インターフェースに慣れてください。
Windows クライアント内で何かの検索およびインポートの機能を実行し
ます。これらの機能が正常に作動することを確認してください。

� eClient をインストールした場合には、Web ブラウザーで以下の URL を入力
することにより、正常に稼働していることを検証してください。

http://<hostname>/eClient82/IDMInit 

以下を実行して確認します。

a. eClient から、任意のローカルまたはリモートの Library Server にロ
グインします。

b. 任意の既存の文書に対して検索を実行します。

c. 定義済みのワークリストを参照します。

d. 新たな文書をいくつかインポートします。

e. eClient 構成ファイル idm.properties で使用可能に設定したさまざまな

機能をテストします。何か使用可能でない機能があれば、このファイル
を修正して使用可能にできます。

eClient アプリケーションは、Windows サービス・コントロール・パネルで 
WebSphere アプリケーション・サービスとして設定することをお勧めしま
す。これにより、アプリケーションの始動と停止が容易になります。

5.4  問題判別とトラブルシューティング

この節では、WebSphere Application Server、DB2、Net Search Extender、Content 
Manager、Information Integrator for Content、および LWWCM をインストールお
よび構成する際に直面する可能性のある典型的な問題をいくつか扱います。問
題判別、トラブルシューティング、およびヒントについてのガイダンスを示し
ます。これらのトラブルシューティング情報は、世界中での Content Manager 検
定講習での経験を基にしています。
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5.4.1  一般的なヒント

システム構成がどのようにセットアップされているかに関係なく、LWWCM と 
Content Manager のソリューションにおけるクライアントとサーバーは、可能で
あれば、ドライバーと製品のリリースおよび修正レベルが同一であるよう
に すべきです。製品のリリースおよび修正レベルが異なる場合には、製品のイ
ンストールと前提ソフトウェアに関する資料を参照して、推奨されるパッケー
ジ、フィックスパック・レベル、およびオペレーティング・システム・バー
ジョンを調べてください。システムが正常に稼働することを必ず確認し、すべ
てを稼働状態に至らせるために後で不要な手間がかからないようにしてくださ
い。

LWWCM および Content Manager サーバーをインストールする際には、クリー
ンなシステム にインストールするよう心がけてください。マシン上に以前の
バージョンのソフトウェアをインストールしたことがある場合には、まだいく
つかのファイルがシステム上に存在している可能性があります。また、以前の
セットアップが残っていることも考えられます。これが原因で、インストール
の際に問題が発生したり、トラブルシューティングの作業が必要以上に複雑に
なったりすることがあります。また、パフォーマンスおよびメンテナンス上の
理由からも、クリーンなシステムから始めることには意義があります。

以前のバージョンからの移行を計画している場合には、必ず移行に関する資
料を読んでください。

インストールのためのクリーンなシステムの準備
例として、新たな LWWCM および Content Manager システムのセットアップの
ために、製品を確実にクリーンな Windows システム上にインストールする方法
を、以下に説明します。

1. 不要になった前のバージョンを次の方法で削除します。「スタート」->「設
定」->「コントロール パネル」->「アプリケーションの追加と削除」を選
択します。完全にアンインストールした後で、必ずリブートしてください。

2. Windows の上級ユーザーであれば、上記のステップでは削除されずに残った
システム・セットアップおよびシステム構成を、regedit によってすべて除
去します。 

a. コマンド・プロンプト・ウィンドウから、regedit と入力します。

b.「マイ コンピュータ」->「HKEY_LOCAL_MACHINE」 -> 「Software」を選択
します。既に削除されているプログラムについて、残っている項目をす
べて削除します。 

c. これらのプログラムについて、以下の中の対応するサービス項目をすべ
て削除します。

･ 「マイ コンピュータ」->「HKEY_LOCAL_MACHINE 」->「System」->
「ControlSet00.. 」->「Services」 
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･ 「マイ コンピュータ」->「HKEY_LOCAL_MACHINE」->「System 」->
「CurrentControlSet」->「Services」

3. 以前のソフトウェア・インストールに関して残っているサブディレクトリー
をすべて削除します。

5.4.2  WebSphere Application Server
WebSphere Application Server のログ・ファイルは、
<install_root>\WebSphere\AppServer\logs にあります。

JDBC ドライバー
Resource Manager Web アプリケーション ( これは WebSphere 上にインストール
される ) は、JDBC ドライバーを使用して Resource Manager データベース 
(RMDB) に接続可能である必要があります。このデータベース接続は、
WebSphere Application Server のクラスパス内に db2java.zip ファイルがないと失
敗に終わります。クラスパス内にこのファイルが見つからないと、DB2 JDBC 
ドライバーが見つからなかったことを示すメッセージが、WebSphere Application 
Server の標準エラー・ログ・ファイル中に含まれます。 

WebSphere Application Server におけるクラスパスは、以下のようにして検証し
ます。

1. WebSphere Application Server 管理コンソールを開きます。「スタート」-> 
「プログラム」 -> 「IBM WebSphere」 -> 「Application Server v5.0」 -> 
「Administrative Console」を選択します。

2.「Servers」-> 「Application Server」 -> 「icmrm 」-> 「Process 
Definition」 -> 「Java Virtual Machine 」へ移動します。ここで、icmrm 
は Resource Manager サーバーです。

3. クラスパス・フィールドに db2java.zip ファイルの絶対パスを追加します。

ディレクトリーへのアクセス
WebSphere プロセスの所有者は、LWWCM ディレクトリー内でファイルにアク
セスする権限およびファイルを作成する権限が必要です。LWWCM エンジン
は、初期化処理の完了に必要なファイルをいくつか作成する必要があるからで
す。アクセス権が適切に設定されていることを確認してください。

5.4.3  DB2 と NSE
この節では、DB2 および NSE に関連するヒントと一般的な問題を扱います。

注意 : 上記の作業を行う際には、十分に注意してください。regedit 
に精通していないユーザーには、これを行うことは推奨できません。 
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NSE
NSE については、NSE 索引テキスト文書更新 を過度に頻繁に ( 例えば 1 分お
きに ) 実行することは避けてください。頻繁に実行しすぎると、検索のパ
フォーマンスや索引付けのパフォーマンスに悪影響が及ぶ可能性があり、結果
的にロック競合に陥る可能性もあります。索引の更新サイクルは、Content 
Manager System Administration Client の「Text Search Option」パネルで、または 
NSE API を使用した C++ または Java アプリケーションで、項目タイプごとに指
定できます。 

NSE に関するヒントは、他にも以下のようにいくつかあります。

� サーバー上に十分なスペースがあることを確認してください。テキスト検索
を有効にしたい Content Manager 文書テキスト・データのサイズの約 4 倍が
必要です。

� Content Manager Administration の「Text Search Option」パネルで、テキスト
検索を有効にした項目タイプごとに、異なる索引ディレクトリーを指定して
ください。

� 異なる索引ディレクトリーおよび作業ディレクトリーを指定してください。

� NSE に関するトレース情報を取得するには、以下のように DB2 トレース
ファイル db2trc を使用してください。

db2trc on -f db2trc.dmp 

db2trc.dmp ファイル中で、マスク “*.*.96.*.*” を使用して NSE 関数を探しま
す。

NSE の一般的な問題とその解決法を以下に説明します。

� 問題 : 新たな項目タイプを作成し、それをテキスト検索可能とマーク付け
し、「Text Search Option」パネルのユーザー定義関数 (UDF) 名で 
ICMfetchFilter を選択します。処理できるオブジェクトの最大サイズは 8 
MB です。ご使用の環境で、これよりも大きなサイズのファイルを処理する
必要があります。

解決方法 : 25 MB までのテキスト文書オブジェクトを扱うには、例 5-1 に示
す DB2 コマンドを DB2 コマンド・ウィンドウで実行する必要があります。

例 5-1   25 MB までのテキスト文書オブジェクトを処理するための DB2 コマンド

Connect to database:db2 connect to <dbname> user <icmadminUser> using <password>
drop function ICMfetchFilter;
create function ICMfetchFilter ( VARCHAR(512) ) RETURNS CLOB(25M) 
EXTERNAL NAME 'ICMNLSUF!ICMfetch_Filter' LANGUAGE C PARAMETER 
STYLE DB2SQL FENCED NO SQL;
drop function ICMfilter;
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create function ICMfilter ( CLOB(25M) ) RETURNS CLOB(25M) EXTERNAL 
NAME 'ICMNLSUF!ICM_filter' LANGUAGE C PARAMETER STYLE DB2SQL 
FENCED NO SQL;
db2 connect reset

UDF を設定する際には、以下の 2 つの選択候補があります。

– ICMfetchContent: HTML、XML、GPP など、デフォルトでサポートされて
いるタイプに対するテキスト検索を有効にするために使用します。

– ICMfetchFilter: デフォルトでサポートされているタイプ以外の文書タイプ
に対するテキスト検索を有効にするために使用されます。 

DB2
db2cmd または DB2 Control Center Assistant を使用してリモートの Library Server 
データベース ( 例えば ICMNLSDB) をカタログするには、そのリモート・サー
バーのホスト名、データベース名、およびデータベース・インスタンスのポー
ト番号がわかっている必要があります。また、すべてのリモート・データベー
スに同じローカルの Library Server データベース名がある場合は、どのデータ
ベースを扱っているのかがわかるよう、それぞれの別名を定義する必要があり
ます。詳細については、99 ページの 6.2、『リモートの Library Server デ―タベー
スへのアクセス』を参照してください。

DB2 のトラブルシューティングのヒントは、以下の Web サイトで調べることも
できます。

http://www-306.ibm.com/software/data/support/

DB2 のトラブルシューティング ( およびパフォーマンスの改善 ) については、
以下の情報にも注意してください。

� DB2 のトレース・ユーティリティーとログ・ファイル : 

– トレース・ユーティリティー :<DB2 インストール・ディレクトリー
>\bin\db2trc.exe 

– ログ・ファイル :<DB2 インストール・ディレクトリー >\DB2\db2diag.log 

� LWWCM および Content Manager を組み合わせる際の DB2 のパフォーマンス
に関連する最も重要なパラメーターおよび実例としては、以下のものが挙げ
られます。 

– DB2 バッファー・プール : 物理メモリーの 50% 以下に抑えます。
– ソート・ヒープ
– エージェントの数
– maxappls: 同時アプリケーション接続の最大数
– maxagents: 少なくとも maxappls の合計程度に高く設定します。
– locklist: 同時ユーザー数が多い場合は、増やす必要があるかもしれませ

ん。
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– ノードの数 : 使用されているノードの数に比例してパフォーマンスは変
化します。

– DB2 のデータベース・ログを、Library Server データベースとは別の物理
ディスク上に作成します。

� パフォーマンス関連の構成パラメーターに詳しくない場合は、パフォーマン
ス構成ウィザードを使用して Library Server データベースおよび Resource 
Manager データベースを調整してください。一度に 1 つのパラメーターだけ
を変更することにより、他の変更と区別し、望ましくない結果をが生じるの
を最小限に抑えます。

� Library Server データベースおよび Resource Manager データベースのバック
アップを作成してください。 

� アクセス時のパフォーマンスが劣化し始めた場合には、Content Manager 内
のオブジェクトを検索またはインポートし、DB2 コマンド・ウィンドウから
以下のコマンドを実行してください。

db2 reorgchk 
update db2 runstats
db2rbind 

この最後のコマンドにより、Library Server データベースおよび Resource 
Manager データベースにアクセスするためのアプリケーションの統計アクセ
ス・プランが更新されます。これらのコマンドを使用および実行する方法の
詳細は、DB2 のオンライン資料を参照してください。

DB2 の一般的な問題とその解決法を以下に説明します。

� 問題 : 例 5-2 に示すエラーが発生します。

例 5-2   TCP/IP ソケット・エラー

SQL30081N  A communication error has been detected.Communication protocol being 
used:"TCP/IP".Communication API being used:"SOCKETS".Location where the error 
was detected:"".  Communication function detecting the error:"connect".Protocol 
specific error code(s):"10061", "*", "*".SQLSTATE=08001

解決方法 : 今回のセットアップでは、このエラーの原因は、セットアップ・
セキュリティー・ポリシー・ツール Zone Labs Integrity Desktop をファイア
ウォール保護およびプログラム制御と共に使用したことにありました。 

この問題を解決するには、Zone Labs Integrity Desktop など、使用しているす
べてのセキュリティー・ツールを開きます。「Program Control」に移動し、
見つかった IBM DB2 プログラムまたは実行可能ファイルにすべての権限を
与えます。図 5-2 に例を示します。
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図 5-2   Zone Labs Integrity Desktop

5.4.4  IBM Content Manager と Information Integration for Content
Content Manager と Information Integrator for Content の両方について、オンライン
の Information Center をよく読んでください。そこには、製品のインストールに
際し役に立つトラブルシューティングのガイドラインが記載されています。

オンラインの Information Center にアクセスするには、「スタート」->「プログラ
ム」->「IBM Content Manager for Multiplatforms V8.2」->「Information 
Center」を選択します。

以下の Web サイトでも、両製品のサポートが提供されています。

http://www.ibm.com/software/data/cm/support.html
http://www.ibm.com/software/data/eip/support.html

十分なページング・スペースを確保してください。ページング・データベー
ス・サイズは 1 GB 以上に増やすことをお勧めします。これを Windows で行う
には、「スタート」->「設定」->「コントロール パネル」->「システム」->「詳
細」タブ ->「パフォーマンス オプション」->「変更」を選択します。
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Resource Manager については、デフォルトのストレージはファイル・システム
です。少なくとも 1 つのドライブが NTFS でフォーマットおよびラベル付けさ
れていることを確認してください。

以下に、Content Manager および Information Integrator for Content のインストール
時に役に立つ可能性のある問題とその解決方法を挙げます。

� 問題 : 新たな項目タイプを Content Manager System Administration Client で作
成します。表示を更新しても、その新たな項目タイプが見つかりません。あ
るいは、アクセス・モジュールまたは項目タイプがない旨のエラー・メッ
セージが出されます。 

解決方法 :  <ICMROOT>\<LSDB>\DLL サブディレクトリーをチェックしま
す。ここで、<ICMROOT> は Content Manager 製品のインストール・ディレ
クトリー、<LSDB> は Library Server です。Content Manager の項目タイプの
ために使用されるアクセス・モジュールに対応する DLL ファイルが見つか
るはずです。これらのモジュールは、インストールの際に C++ コンパイ
ラーを使用して動的に生成されます。名前が以下で終わるファイルが見つ
かった場合は、

– *.tx: これは、プリコンパイル・エラーがあることを表します。
– *.tx2: これは、コンパイル・エラーがあることを表します。
– *.tx3: これは、リンク・エラーがあることを表します。
– *.tx4: これは、ビルド・エラーがあることを表します。

以下のことを確認します。

– 「IBM Content Manager for Multiplatforms Content Management System の計画
とインストール」 (GC88-9200) で説明しているように、Microsoft C++ の環
境変数を USER 変数から SYSTEM 変数に ( コピーではなく ) 移した こと
を確認してください。空の PATH、LIB、および INCLUDE 環境の設定は、
すべて USER 変数から削除してください。

– コマンド・プロンプトから、PATH、LIB、および INCLUDE 環境の設定
がまったく壊れていないことを確認してください。例えば、セミコロン
の代わりにコンマが使用されている可能性があります。その場合には、
正しく修正してください。

– 例えば regedit を使用して、コンパイラーのインストールの間に 
Microsoft C++ の環境変数を確実に登録したことを確認してください。
Microsoft C++ の環境変数を調べるには、その C++ コンパイラーをインス
トールした場所でファイル vcvars32.bat を開く必要があります。 

Microsoft C++ の環境変数の設定を修正した後で、 
<ICMROOT>\<LSDB>\DLL サブディレクトリー中のファイルをすべて削除
します。<ICMROOT>\conf サブディレクトリー中の 
TRebuildCompTypeICM.class ユーティリティーをコンパイルおよび実行する
ことにより、アクセス・モジュールを再構築してください。 
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� 問題 : Windows サービス・パネルから Resource Manager アプリケーション・
サーバー ( 今回のセットアップでは icmrm という名前 ) を始動する際にセマ
フォー・エラーが発生します。独自のアプリケーション、Content Manager 
Windows Client、または eClient から Resource Manager オブジェクトを保存ま
たは検索できません。

解決方法 : Windows サービスを始動するユーザー ID とパスワードが正しい
ことを確認してください。Resource Manager Web アプリケーションをコマン
ド行 startServer icmrm で始動します。リブートをしてもこの方法で始動で
きず、ネットワーク接続が稼働している場合には、Content Manager のイン
ストールに先立って WebSphere Application Server が始動していなかったこと
が原因として考えられます。Content Manager のインストールには、Resource 
Manager のインストールが含まれます。<ICMROOT>\conf サブディレクト
リー中の WebSphere Application Server デプロイ・ユーティリティー 
WAS50DeployRM.class をコンパイルおよび実行してください。 

� 問題 : Content Manager システム管理、Windows Client、または eClient へのロ
グオンが失敗します。

解決方法 : パスワードとログオン・ユーザー ID が正しいことを確認してく
ださい。<CMCOMMON>\cmbicmenv.ini ファイルを更新して、有効なデータ
ベース接続ユーザー ID およびパスワードがその中に含まれるようにします。
<CMCOMMON> は、Content Manager および Information Integrator for Content 
( 以前は Enterprise Information Portal と呼ばれていました ) の構成ファイルの
共用域です。その理由は、最初にログオン・ユーザーが Library Server デー
タベースへの接続に使用されるためです。本書におけるセットアップでは、
そのデータベースは ICMNLSDB です。これが失敗した場合には、Content 
Manager のインストール時にシステムに定義された定義済みのデータベース
接続ユーザー ID ( 本書におけるセットアップでは icmconct) が接続に使用さ
れます。最後に、そのログイン・ユーザーが Content Manager の Library 
Server データベース・テーブルの ICMUSER に定義されている有効なユー
ザーかどうかが検査されます。

� 問題 : Content Manager System Administration Client で Resource Manager 構成を
開けません。これは、コレクションなどのシステム管理ストレージ (SMS) オ
ブジェクトを定義して表示することができないことを意味します。

解決方法 : Content Manager System Administration Client の Resource Manager プ
ロパティー・パネルで Resource Manager の HTTP および SSL HTTPS プロト
コル用に定義されている Resource Manager ポートが適切であることを確認し
てください。その設定を、 WebSphere Application Server 管理コンソールの 
Resource Manager (icmrm) サーバー・トランスポート項目と比較してくださ
い。 

HTTP サーバーについて、作成された鍵証明書を確認してください。その項
目が無効であるかもしれません。必要であれば再作成します。
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<HTTP_HOME>\conf\httpd.conf ファイルの SSL 構成項目をチェックして、
誤りがあれば訂正してください。ここで <HTTP_HOME> は、HTTP サー
バーのインストール・ディレクトリーです。 

88 ページの例 5-3 に、今回のセットアップでのテスト用 Windows マシン 
akaokyrb 上の httpd.conf ファイルにおける SSL 構成の部分を示します。88 
ページの例 5-4 には、今回のテスト用 AIX マシン zaire 上の httpd.conf ファイ
ルにおける SSL 構成の部分を示します。

例 5-3   Windows 用の httpd.conf における SSL 構成

LoadModule ibm_ssl_module modules/IBMModuleSSL128.dll

Listen 443
<VirtualHost akaokyrb.svl.ibm.com:443>
DocumentRoot "c:/IBM/ibmhttpserver/htdocs/en_us"
Keyfile "c:/IBM/ibmhttpserver/key.kdb"
SSLEnable
SSLV2Timeout 100
SSLV3Timeout 1000
SSLClientAuth none
SSLServerCert icmrm
SSLCipherSpec 64
SSLCipherSpec 62
SSLCipherSpec 3A
SSLCipherSpec 39
</VirtualHost>

例 5-4   AIX 用の httpd.conf における SSL 構成

LoadModule ibm_ssl_module libexec/mod_ibm_ssl_128.so
<VirtualHost "zaire.svl.ibm.com:443">
DocumentRoot /usr/IBMHttpServer/htdocs/en_US
Keyfile /usr/IBMHttpServer/keys/key.kdb
SSLV2Timeout 100
SSLV3Timeout 1000
SSLEnable
SSLClientAuth none
SSLServerCert icmrm
SSLCipherSpec 64
SSLCipherSpec 62
SSLCipherSpec 3A
SSLCipherSpec 39
</VirtualHost>

� 問題 : Content Manager V8.2 から、Library Server モニター・プロセスと呼ば
れるサービス・プロセスが Library Server に導入されました。このプロセス
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は、Library Server に定義されている Resource Manager が稼働中かどうかを事
前定義のインターバルごとに検査します。その目的は、レプリカ・フェイル
オーバーをサポートすることにあります。応答を返さない Resource Manager 
は 使用不可 とマーク付けされ、LWWCM など他のアプリケーションからオ
ブジェクトの取得または保存のためにアクセスできなくなります。フェイル
オーバー環境でのレプリケーションのセットアップでは、Library Server はオ
ブジェクトのレプリカ・コピーを保持する別の Resource Manager にアクセス
します。Content Manager V8.2 FP1 を使用しない場合に、オフラインとして
マーク付けされた Resource Manager と協同して Library Server が“完全に”連動
するといったバグがあります。 

� 解決方法 : レプリカ・フェイルオーバーのセットアップ環境を使用しないの
であれば、このモニター・プロセスを無効にしてください。Windows では、
単にこのサービスを使用不可にします。AIX では、/etc/rc.cmlsproc 
-shutdown というコマンドを実行します。しかし、より望ましいのは、単に 
Content Manager V8.2 FP1 を適用することです。また、Library Server データ
ベース・テーブルを更新して、Resource Manager を「使用可能」として再度
手動でマーク付けする必要があります。

a. DB2 コマンド・ウィンドウで、以下のように DB2 照会を実行します。

db2 connect to icmnlsdb user icmadmin using password
db2 "select rmcode,rmname,rmflags from icmstresourcemgr"

b. rmflags>1 となっている各項目について、以下を実行します。

･ rmflags が偶数であれば、以下のようにします。

db2 "update icmstresourcemgr set rmflags=0 where rmcode=<rmcode 
listed from the previous query>"

･ rmflags が奇数であれば、以下のようにします。

db2 "update icmstresourcemgr set rmflags=1 where rmcode=<rmcode 
listed from query>"

c. 変更をコミットします。

db2 commit
db2 terminate

5.4.5  LWWCM
LWWCM は、そのログ・ファイルをディレクトリー 
<LWWCM_HOME>\connect\log 中に作成します。ここで <LWWCM_HOME> 
は、インストール時に /app フォルダーをコピーした Web Content Manager ホー
ム・フォルダーです。

ログ・レベルの構成
connect.cfg ファイルでは、ログに記録される情報の量を指定するためにログ・
ファイルを管理および構成できます。 
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例 5-5 では、<LWWCM_HOME>\connect\log ディレクトリーに error.log ファイ
ルが格納されています。LWWCM の再始動の際に、既存のエラー・ログ・ファ
イルの末尾に、トレース日時と共にエラーが追加されます。 

例 5-5   LWWCM ログの構成

<!-- Log manager configuration -->
<LogManager>
   <ErrorLog>
      <File LogFile="../connect/log/error.log" FlushLog=false Buffered=true TraceTime=true 
TraceDate=true TraceLevel=2 Rollover=Size MaxFileSize=5M />
   </ErrorLog>
   <FullLog>
      <File LogFile="../connect/log/connect.log" FlushLog=false Buffered=true 
TraceTime=true TraceLevel=1 TraceDate=true TraceThread=true Rollover=Size 
MaxFileSize=5M />
      <Screen Buffered=false TraceTime=true TraceLevel=0 TraceDate=false 
TraceThread=true />
   </FullLog>
   <DebugLog>
      <File LogFile="../connect/log/debug.log" FlushLog=false Buffered=false 
TraceTime=true TraceLevel=0 Rollover=Size MaxFileSize=5M>
         <Packages>
            <!-- by default not debugging any package -->
         </Packages>
      </File>
   </DebugLog>
</LogManager>

アプリケーション・サーバーの停止後は、ログ・ファイルを削除できます。ア
プリケーション・サーバーを始動する時点で、ログ・ファイル一式が新たに作
成されます。そのため、LWWCM Web アプリケーションの初期化処理中に問題
を容易に検出することができます。あるいは、connect.cfg ファイルで 
FlushLog=true と設定することにより、LWWCM が始動されるたびに新たなロ
グ・ファイルを作成することもできます。詳細については、オンラインの 
LWWCM Information Center を参照してください。

シンジケーターとサブスクライバー
connect.cfg ファイルでは、LWWCM サイトのデフォルトのエンコード方式を設
定できます。デフォルトでは、DefaultEncoding value="UTF8" になります。複数
の LWWCM サーバーを使用することを計画していて、シンジケーターまたはサ
ブスクライバーを使用してそれらを同期させたい場合には、それらのサーバー
のデフォルト・エンコード値を同じ値に設定する必要があります。そうしない
場合、シンジケーションの際にコンテンツが壊れる可能性があります。

管理者のグループは、シンジケーター文書およびサブスクライバー文書によっ
て同期化されません。
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LWWCM でシンジケーター・オブジェクトとサブスクライバー・オブジェクト
を作成する場合には、まずシンジケーターを保存してから、対応するサブスク
ライバー文書を保存してください。そうしないとエラーになります。レプリカ
を作成するには、サブスクライバー文書もしくは対応するシンジケーター文書
を使用できます。これらの文書をシンジケーター・サーバーから手動で取得す
るには、以下のようにします。

1. 作成済みのサブスクライバーを読み取りモードで開きます。

2.「サブスクライバ更新」をクリックすることによって前回のレプリケーショ
ン以降のすべての変更を更新するか、「サブスクライバ再構築」をクリック
することによってシンジケーターからすべての文書を再構築します。

3.「更新」をクリックし、結果をチェックします。

4. サブスクライバーの現在のステータスをチェックします。シンジケーターと
サブスクライバーが同期化されている場合、両方の現在のステータスが同じ
である必要があります。

大規模な Web サイトの場合には、シンジケーション ( レプリケーション ) にい
くらか時間がかかることがあります。

検索テンプレートの使用
LWWCM と共に使用するために Information Integrator for Content 管理クライアン
ト内で新たな検索テンプレートを定義すると、それは LWWCM で見ることがで
きても、LWWCM Web サーバーを再始動しないかぎりは使用できません。

バージョン管理の使用
Web サイトを作成して管理する場合には、LWWCM のバージョン管理機能を使
用してオブジェクトの保管、読み取り、復元、および削除を行うことをお勧め
します。本書の執筆時点では、LWWCM ユーザー・インターフェースから作成
されたオブジェクトを扱う場合に Content Manager のバージョン管理機能を使用
することはお勧めできません。Content Manager に保管されているさまざまな
バージョンのオブジェクトに Content Manager クライアント (eClient、Windows 
Client、または統合ソリューション ) を使用してアクセスする場合には、Content 
Manager のバージョン管理オプションを使用できます。この場合、LWWCM の 
connect タグ、統合コンテンツ・コンポーネント、および JSP コンポーネントを
使用できます。詳細については、126 ページの 7.3、『統合コンテンツ・コン
ポーネント』、143 ページの 7.4、『Connect タグ』、および 156 ページの 7.5、

『JSP コンポーネント』を参照してください。

索引
LWWCM は、最初の始動の時点で LWWCM 内に存在するすべてのオブジェク
ト用の索引を作成します。オブジェクトを作成または更新すると、索引ファイ
ルも更新されます。索引ファイルが壊れると、Content Manager 内にオブジェク
トが存在していても、ユーザーには見えません。索引を修復するには、以下の
ようにします。
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1. LWWCM アプリケーション・サーバーを停止します。
2. 索引を削除します。 
3. サーバーを再始動します。 

これで索引が再生成され、オブジェクトがユーザーに見えるようになります。
索引は、<LWWCM_HOME>\ilwwcm\system\indexes に保持されます。ここで 
<LWWCM_HOME> は、インストールの際に /app フォルダーをコピーした 
LWWCM ホーム・フォルダーです。

データベースの別名
データベースをカタログして別名を付けなかった場合は、デフォルトでは別名
はデータベース名と同じになります。Content Manager のデータベース名を 
aptrixjpe.properties ファイルで cm.server=[CM_Server_Name] と定義する場合、
データベース名ではなく別名を定義する必要があります。コネクターのインス
トールに際してウィザードでデータベース名が必要な場合には、データベース
の別名を入力 してください。Content Manager システムがリモートにあって 
(LWWCM マシンとは別のマシン上にインストールされていて )、そのリモート
の Content Manager Library Server データベースをローカルにカタログしたのであ
れば、カタログしたデータベースの別名を入力します。
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第 6 章 LWWCM のリポジトリーとし

ての CM の使用

この章では、Content Manager を LWWCM 用のデータ・リポジトリーとして
セットアップする方法を説明します。その他に、LWWCM が Content Manager 
との間でオブジェクトを受け渡しできるようにするための初期設定ファイルを
扱います。Content Manager リポジトリーの接続の設定をテストする方法を示
し、LWWCM オブジェクトの保管に必要となる内部 Content Manager 項目タイ
プについても説明します。

この章では、以下のトピックを扱います。

� Content Manager をリポジトリーとして使用するための LWWCM の構成

� Content Manager リポジトリー・システムにアクセスするための LWWCM 
サーバーのルーティング情報

� Content Manager への LWWCM オブジェクトの保管方法

6
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6.1  CM をデータ・リポジトリーとして使用するための 
LWWCM の構成

LWWCM は、ユーザーによる Web サイトの作成と管理を可能にします。システ
ム管理者によるサイトの管理は容易になり、技術に詳しくないコンテンツの提
供者も簡単にサイトを扱えます。

LWWCM データは、さまざまな方法で保管されます。デフォルトでは、
LWWCM はデータ・ファイルをファイル・システムに保管します。その他の選
択肢として、DB2、Cloudscape、Informix、Microsoft SQL Server 2000、Oracle、
および Content Manager も使用できます。この節では、データ・リポジトリーと
しての Content Manager を LWWCM のソリューションと統合する上で必要にな
る構成のステップに焦点を当てます。

この構成をセットアップするには、以下を行う必要があります。

1. LWWCM アプリケーション・サーバーを停止します。

2. WebSphere Application Server の JVM の設定を変更します。

3. LWWCM の aptrixjpe.properties ファイルを修正します。

4. LWWCM サーバーから既存の索引を削除します。

5. LWWCM を始動し、初期セットアップを実行します。

6.1.1  前提条件

Content Manager を LWWCM のデータ・リポジトリーとして構成する前に、ま
ずは Content Manager と LWWCM を適切にインストールする必要があります。
両方のシステムが正常に稼働していることを確認してください。63 ページの
第 5 章『統合を始める前に : 統合前の検証』を参照して検証チェックリストに
よる確認を完了してから、この節を先に進んでください。

Content Manager Library Server データベースで Unicode のサポートが有効になる
ことを確認してください。LWWCM サーバーを停止してください。

6.1.2  WebSphere Application Server JVM の設定の変更

以下に示すように、WebSphere Application Server で行うべき作業が 3 つありま
す。

� JVM におけるファイル・エンコード方式の設定に UTF8 を追加する。
� Java の初期ヒープ・サイズと最大ヒープ・サイズを変更する ( あくまでも推

奨 )。
� JDBC ドライバーのクラスパスを追加または変更する。
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JVM におけるファイル・エンコード方式の設定に UTF8 を追加する
これを行うには、以下のようにします。

1. WebSphere Application Server 管理コンソールを起動します。

2.「Application Servers」->  <LWWCM application server> ->「Process 
Definition」->「Java Virtual Machine」へと進みます。

<LWWCM application server> は、LWWCM Web アプリケーション 
(LWWCM.ear) をインストールするアプリケーション・サーバーです。デ
フォルトでは server1 になります。

3. 新たなカスタム・プロパティーを作成します。「Name」フィールドに 
file.encoding、「Value」フィールドに UTF8 と入力します。

4.「適用」および「保存」をクリックします。 

Java の初期ヒープ・サイズと最大ヒープ・サイズを変更する (あくま
でも推奨 )

JVM の設定タブで、初期ヒープ・サイズと最大ヒープ・サイズの値を変更する
ことをお勧めします。この値が低すぎると、特に Web サイトの規模が大きい場
合には OutOfMemoryException が発生する可能性があります。 

以下のようにします。

1. WebSphere Application Server 管理コンソールを起動します。

2.「Application Servers」-> <LWWCM application server> ->「Process 
Definition」->「Java Virtual Machine」へと進みます。

3.「Initial Java Heap Size」フィールドに適切な値を入力します。最低でも 
256 MB、または、少なくとも最大ヒープ・サイズの値の半分を指定すること
をお勧めします。

4.「Maximum Java Heap Size」フィールドに適切な値を入力します。512 MB 以
上を指定することをお勧めします。

5.「適用」および「保存」をクリックします。

JDBC ドライバーのクラスパスを追加または変更する
LWWCM のデータを Content Manager に保管するには、Content Manager 用の
フェデレーテッド・コネクターをインストールする必要があります。
WebSphere Application Server は、JDBC ドライバー経由で Content Manager と通
信するための方法を知る必要があります。JDBC ドライバーのクラスパスに、
以下のものを追加します。

� Content Manager 製品をインストールした場所の絶対パス
� JAR ファイルのリスト
� db2java.zip ファイル
 第 6 章 LWWCM のリポジトリーとしての CM の使用 95



以下のようにします。

1. WebSphere Application Server 管理コンソールを起動します。

2.「Application Servers」-> <LWWCM application server> ->「Process 
Definition」->「Java Virtual Machine」へと進みます。

3. JDBC ドライバーのクラスパス (Windows 環境での今回のセットアップでは 
c:\ibm にドライバーをインストール ) に、以下を追加します。

c:/ibm/Cmgmt
c:/ibm/CMBROOT/LIB/cmbview81.jar
c:/ibm/CMBROOT/LIB/cmb81.jar
c:/ibm/CMBROOT/LIB/cmbcm81.jar
c:/ibm/CMBROOT/LIB/cmbjdbc81.jar
c:/ibm/CMBROOT/LIB/cmbfed81.jar
c:/ibm/CMBROOT/LIB/cmbdb281.jar
c:/ibm/CMBROOT/LIB/cmbdj81.jar
c:/ibm/CMBROOT/LIB/cmbicm81.jar
c:/ibm/CMBROOT/LIB/cmbutil81.jar
c:/ibm/CMBROOT/LIB/cmbutiljdbc81.jar
c:/ibm/CMBROOT/LIB/cmbutilicm81.jar
c:/ibm/CMBROOT/LIB/cmbutilfed81.jar
c:/ibm/CMBROOT/LIB/xerces.jar
c:/ibm/CMBROOT/LIB/essrv.jar
c:/ibm/CMBROOT/LIB/esclisrv.jar
c:/ibm/CMBROOT/LIB/cmblog4j81.jar
c:/ibm/CMBROOT/LIB/log4j.jar
c:/ibm/CMBROOT/LIB/cmbsdk81.jar
c:/ibm/CMBROOT/LIB/cmbwas81.jar
c:/ibm/SQLLIB/java/db2java.zip

6.1.3  LWWCM の aptrixjpe.properties ファイルの修正

aptrixjpe.properties を修正することにより、LWWCM データの保管に Content 
Manager を使用するように、 LWWCM を構成することができます。

パラメーターを探し出し、例 6-1 に示すように値を設定します。

例 6-1   CM をデータ・リポジトリーとして使用するための aptrixjpe.properties の更新

注意 : ここに示したパス (c:/ibm/Cmgmt および c:/ibm/CMBROOT) は、そ
れぞれの環境に応じて必ず変更してください。 

ヒント :  aptrixjpe.properties ファイルは、<LWWCM_HOME>\config ディレク
トリーにあります。<LWWCM_HOME> は、LWWCM のインストール時に 
/app をコピーした Web Content Manager ホーム・フォルダーです。
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# persistencies supported are FileSystem, JDBC and CM
manager.persistence=CM
resource.persistence=CM
...
# CM persistency settings
# CM Server information
cm.server=[CM_Server_Name]
cm.username=[CM_Username]
cm.password=[CM_Password]
cm.versionControl=false
# Unique identifier for the site
cm.jpeServerIdentifier=[CM_LWWCM_Server_ID]

ここで、

� [CM_Server_Name] は、Library Server の別名です。リモートの Content 
Manager システムを使用する場合には、ローカルのデータベースをカタログ
し、定義した別名を使用する必要があります。データベースをカタログする
方法についての詳細は、99 ページの 6.2、『リモートの Library Server デ―タ
ベースへのアクセス』を参照してください。

� [CM_Username] は、Library Server へのアクセス権を持つ Content Manager 
ユーザー名です。

� [CM_Password] は、Content Manager ユーザーのパスワードです。

� [CM_LWWCM_Server_ID] は、どの LWWCM Web アプリケーションのデー
タを Content Manager に保管するかを示すために使用されます。複数の 
LWWCM Web アプリケーションのデータを単一 の Content Manager システム
に保管するように構成することも可能です。これらのアプリケーションの
データを識別するために、各 LWWCM Web アプリケーションは
CM_LWWCM_Server_ID を使用してデータとの関連付けを行います。Content 
Manager に LWWCM データが保管される時点で、システムは JPE Server ID 
と呼ばれる属性を作成します。この属性は、CM_LWWCM_Server_ID に直接
に対応しており、データが特定の LWWCM Web アプリケーションのもので
あることを示すものです。 

本書のシナリオ向けの aptrixjpe.properties ファイルを、例 6-2 に示します。

例 6-2   本書のシナリオにおける aptrixjpe.properties ファイルの例

manager.persistence=CM

注意 : CM_LWWCM_Server_ID には、LWWCM サーバーのホスト名を使用
することをお勧めします。同一の物理マシン上に複数の LWWCM サー
バーをインストールする場合には、ホスト名に ## を追加してください。
この ## により、同一ホスト・マシン上の複数の LWWCM サーバーが識
別されます。 
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resource.persistence=CM
...
cm.server=ICMNLSDB
cm.username=icmadmin
cm.password=password
cm.versionControl=false
# Unique identifier for the site
cm.jpeServerIdentifier=demo2

6.1.4  LWWCM サーバーの既存の索引の削除

LWWCM のデータを保管するように Content Manager をセットアップした後で、
LWWCM サーバーから既存の索引を削除する必要があります。デフォルトで
は、LWWCM はファイル・システムをデータ・リポジトリーとして使用しま
す。ファイル・システムから Content Manager に、あるいは Content Manager か
らファイル・システムに切り替える際には、索引を削除する必要があります。
これにより、索引が再作成されて LWWCM データとの整合性が保たれるように
なります。

索引ファイルは、<LWWCM_HOME>/ilwwcm/system/indexes にあります。この
ディレクトリーの下にあるすべてのファイルを削除してください。

6.1.5  LWWCM の始動と初期セットアップの実行

既存の索引をすべて削除したら、LWWCM を再始動して初期セットアップを実
行できます。以下のようにします。

1. LWWCM アプリケーション・サーバーを始動します。

2. AJPEGUI モジュールを実行します。これにより、LWWCM ユーザー・インター
フェースが作成され、LWWCM Web サイト・オブジェクトがすべて Content 
Manager システムに保管されます。

http://[HOST]:[PORT]/[CONTEXT_ROOT]/connect/?MOD=AJPEGUI

検証のため、LWWCM ユーザー・インターフェースを起動し、すべてが適切に
動作することを確認してください。

既存の LWWCM システムを移行する場合、既存のシステムで Content Manager 
がデータ・リポジトリーとして使われていない場合には、シンジケーションを
使用して既存のデータを新たな LWWCM サーバーに複製できます。詳細につい
ては、281 ページの第 13 章『シンジケーションによるデータのマイグレーショ
ン』を参照してください。
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6.1.6  トラブルシューティング

LWWCM のデータ・リポジトリーとして Content Manager を構成した後で、
LWWCM アプリケーション・サーバーを初めて始動する場合、LWWCM が起動
しないことがあります。当社の経験では、その最も一般的な原因は、
WebSphere Application Server 管理コンソールでの LWWCM アプリケーション・
サーバー用クラスパスの設定が不適切、またはリモートの Library Server データ
ベースの別名が不適切であることです。 

<LWWCM_HOME>\connect\log ディレクトリー中の error.log ファイルに、
DGL0394A または DGL0587A を示すエラー・メッセージがないかチェックして
ください。これらのエラー・コードが見つかった場合には、以下のようにして
エラーを解決できる可能性があります。

aptrixjpe.properties ファイル中の Library Server データベース名をチェックしてく
ださい。LWWCM サーバーとは別のマシンにインストールされたリモートの 
Content Manager システムを使用する場合には、ここでの指定に特に注意する必
要があります。必ず DB2 にカタログされている 名前を指定してください。
データベースを別名でカタログした場合には、その別名を Library Server デー
タベースに使用する必要があります。104 ページの “aptrixjpe.properties ファイル
” も参照してください。

WebSphere Application Server 管理コンソールで指定したクラスパス設定を
チェックしてください。この設定は、LWWCM アプリケーションが ICM コネク
ターにアクセスするためのものです。特に、Content Manager および Information 
Integrator for Content 構成ファイルへの <CMCOMMON> パスに注意してくださ
い。

6.2  リモートの Library Server デ―タベースへのアクセス

あるマシン上に LWWCM をインストールし、それとは別のマシン上に Content 
Manager システムをインストールした場合には、リモートの Content Manager シ
ステムにアクセスできるように LWWCM サーバーを構成する必要があります。

これは、ローカル・マシン上に Content Manager System Administration Client があ
り、それとは別のマシン上にある Content Manager システムにアクセスし管理す
る場合にも、必要になることがあります。

注意 : サーバー構成ユーティリティー (Server Configuration Utility) を常に使用
することをお勧めします。このユーティリティーは、INI ファイルにおける
必要な設定をすべて処理できます。詳細については、109 ページの “ サー
バー構成ユーティリティー ” を参照してください。
 第 6 章 LWWCM のリポジトリーとしての CM の使用 99



リモートの Content Manager システムすなわち Library Server のデータにアクセ
スするには、そのリモートの TCP/IP ノードと Library Server データベースを、
以下に示す DB2 コマンド構文を使用してカタログする必要があります。

CATALOG [ADMIN] TCPIP NODE node_name REMOTE host_name [SERVER 
service_name]
[SECURITY {SOCKS}] [REMOTE_INSTANCE instance_name] [SYSTEM 
system_name] 
[OSTYPE os_type] [WITH "comment string"]

CATALOG DATABASE database_name [AS alias] [ON drive | AT NODE node_name]
[AUTHENTICATION {SERVER | CLIENT | DCS | DCE SERVER PRINCIPAL 
principalname |
KERBEROS TARGET PRINCIPAL principalname | SERVER_ENCRYPT | 
DCS_ENCRYPT}] 
[WITH "comment_string"]

本書のシナリオでは、以下に示すコマンドを使用して、Windows マシン demo2 
および AIX マシン zaire 上にあるリモートの Library Server データベースにアク
セスします。

� catalog tcpip node <node> remote <host name> server <port>
catalog TCP/IP node DEMO2 remote demo2.svl.ibm.com server 50000
catalog TCP/IP node zaireaix remote zaire.svl.ibm.com server 60002

� catalog database <remote db name> as <alias> at node <node name>
catalog database ICMNLSDB as DEMO2LDB at node DEMO2
catalog database ICMNLSDB as ZDB at node zaireaix

ノード名には任意の名前を選択できますが、8 文字までに制限されます。リ
モートの Library Server の正しいポート番号は、以下のようにして調べます。

� AIX の場合 :
a. リモート・システムの /etc サブディレクトリーに移動し、cat services 

と入力します。

b. db2 get instance と入力して、DB2 インスタンスを取得します。 

c. サービス・ファイル内の項目 db2c_<instance name> のポート番号を調

べます。これは、リモートの Library Server データベースのデータ
ベース・インスタンスの listening ポートです。 

� Windows の場合 :
a. サブディレクトリー C:\WINNT\system32\drivers\etc に移動し、type 

services と入力します。

注意 :  SERVER service_name は、CATALOG TCPIP NODE では必須です
が、CATALOG ADMIN TCPIP NODE では指定できません。
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b. DB2 コマンド・ウィンドウで、db2 get instance と入力します。

c. サービス・ファイル内の項目 db2c_<instance name> のポート番号を調

べます。これは、リモートの Library Server データベースのデータ
ベース・インスタンスの listening ポートです。 

DB2 コマンド・ウィンドウで db2set を入力し、 DB2COMM 構成パラメーターも
チェックしてください。TCP/IP 通信を使用するのであれば、以下のように構成
されているか確認します。

DB2COMM=TCPIP, NETBIOS

DB2 コマンド・ウィンドウで db2 connect コマンドを入力し、接続をテストし
てください。例えば、リモートの AIX 上のデータベース ICMNLSDB ( 別名 
ZDB) に対する接続をテストするには、以下のように入力します。

db2 connect to ZDB user ICMADMIN using password

DB2 コマンドに詳しくないのであれば、リモートの DB2 システムにアクセスし
たり、リモートの Library Server データベースをカタログしたりする際に、DB2 
コントロール・センターを使用してください。

1.「スタート」->「プログラム」->「IBM DB2」->「 General Administration 
Tools」->「Control Center」を選択します。 

2.「Systems」を右クリックし、コンテキスト・メニューから「Add」を選択し
ます ( 図 6-1 参照 )。

3. 新規システム用に適切な値を入力します。

4.「Databases」フォルダーを右クリックし、コンテキスト・メニューから
「Add」を選択します。

5. リモート・データベース用に適切な値を入力します。

注意 : SQLSTATE=08001 で SQL エラーになる場合には、79 ページの 5.4、
『問題判別とトラブルシューティング』、特に 81 ページの 5.4.3、『DB2 と 

NSE』を参照してください。
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図 6-1   DB2 コントロール・センター

6.3  CM にアクセスするための LWWCM サーバーのルー
ティング情報

この節では、LWWCM がサーバーのルーティング構成ファイルとコネクターを
使用して Content Manager システムにアクセスする仕組みを解説します。内部の
詳細を理解しておくことは重要です。セットアップのトラブルに遭遇した場合
や、典型的でない構成にする場合には、内部の詳細な知識が役に立ちます。

データ・リポジトリーとして Content Manager を使用する LWWCM サーバーで
は、Content Manager (ICM) コネクターおよび Information Integrator for Content 
(FED) コネクターが LWWCM サーバー上にローカルにインストールされている
必要があります。これらのコネクターは、Information Integrator for Content 
Development Workstation のインストール時にインストールできます。ICM コネ
クターは、LWWCM ユーザー・インターフェースを作成するために AJPEGUI 
モジュールを実行する際に必要になります。また、LWWCM Web ソリューショ
ンの開発中は、ローカルまたはリモートの Content Manager システムで 
LWWCM オブジェクトを保管および検索するために、FED コネクターが必要に
なります。FED コネクターと ICM コネクターは、LWWCM の統合コンテンツ・
コンポーネントを使用する場合に必要とされます。LWWCM の統合コンテン
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ツ・コンポーネントを使用することにより、LWWCM ユーザーは、統合コンテ
ンツ、属性、およびコンテンツ文書の検索を実行し、その結果を LWWCM コン
テンツ・ページ中に統合できるようになります (117 ページの第 7 章『Content 
Manager コンテンツの公開』参照 )。

LWWCM と Content Manager の統合ソリューションを確実に成功させるには、
適切なルーティング構成情報を指定する必要があります。ルーティング情報は、
LWWCM サーバーが Content Manager リポジトリーまたは Information Integrator 
for Content データベース ( これは LWWCM の統合コンテンツ・コンポーネント
と共に使用されます ) にアクセスするためのネットワーク情報です。セット
アップとルーティングの情報は、以下の 3 つのファイルで指定します。

� aptrixjpe.properties
� cmbicmsrvs.ini
� cmbds.ini

これらのファイルは、LWWCM オブジェクトをどこから検索するか、また、ど
こに保管するかを LWWCM サーバーが知るうえで必要になります。リポジト
リーとして単一の Content Manager システムを、複数の LWWCM サーバーで共
有することも可能です。LWWCM と Content Manager の統合ソリューションに
これらのファイルがどのように関わるのかを、103 ページの図 6-2 に簡単に示
します。

図 6-2   Content Manager をリポジトリーとして使用するための LWWCM 構成

この図では、Information Integrator for Content の管理データベースが Content 
Manager Library Server データベースと共有されるようにインストールおよび

  aptrixjpe.properties

manager.persistence=CM
resource.persistence=CM
# CM Server information
cm.server=icmnlsdb
cm.username=icmadmin
cm.password=password
# Unique identifier for the 
site
cm.jpeServerIdentifier=7
# Version Control
cm.versionControl=true

LWWCM Web
アプリケーション

  ローカル・ファイル

    WebSphere
Application Server

  DB2 CM LS db (II for Content db と共有) + RM(s) db

  JVM 
プロパティー

II for Content
   クラスパス

ICM コネクター

ローカルまたはリモート

FED コネクター

   II for Content (EIP)
          Sys Admin 
(FED 検索テンプレートを作成)

FED コネクター

cmbicmsrvs.inicmbds.inicmbds.ini
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セットアップされています。こうすることにより、Content Manager と 
Information Integrator for Content の両方について単一のユーザー ID セットを管理
できるようになります。こうしたセットアップには、リスクが伴います。デー
タベースを再作成すると、LWWCM のデータと Information Integrator for Content 
のデータ ( フェデレーテッド検索テンプレートなど ) が失われるからです。も
ちろん、情報の喪失は、バックアップやフェイルオーバー環境 ( こうした環境
はどのような実稼働環境でも常に欠かせません ) によって防止できます。

6.3.1  aptrixjpe.properties ファイル

aptrixjpe.properties ファイルは、LWWCM のデータ・ストレージ・タイプを定
義するために使用されます。このファイルの場所は、LWWCM サーバーのイン
ストール時に指定します。このファイルには、LWWCM 環境の性質を変更する
ために編集できるパラメーターが含まれます。本書では、Content Manager を
データ・ストレージとして利用する場合に焦点を当てます。サポートされてい
るその他のストレージ・タイプとしては、ファイル・システムや、Cloudscape、
Informix、Microsoft SQL Server 2000、Oracle などの JDBC ストレージ・システム
があります。 

既存の LWWCM ストレージ ( 例えばファイル・システム ) を Content Manager の
ような新たなストレージ に切り替える際には、281 ページの第 13 章『シンジ
ケーションによるデータのマイグレーション』で説明する手順に従ってくださ
い。

aptrixjpe.properties ファイルでリポジトリー・タイプとして Content Manager を指
定し、かつ LWWCM の構築モジュール・プログラム (AJPEGUI) および 
LWWCM のユーザー・インターフェースを起動していない場合には、単純に 
WebSphere Application Server を始動して以下の URL を Web ブラウザーで入力で
きます。

http://<hostname>:<port>/<context_root>/connect/?MOD=AJPEGUI

これにより、LWWCM の AJPEGUI 構築モジュール・プログラムが実行され、
LWWCM ユーザー・インターフェースが作成され、すべての LWWCM 項目タ
イプが Content Manager システムに保管されます。それ以降、LWWCM ユー
ザー・インターフェースが実行可能になります。

オプションとして、aptrixjpe.properties ファイルでは多数のパラメーターを設定
できます。ここでは、複数の LWWCM サーバー・インスタンス間での単一の 
Content Manager リポジトリーの共有に関連するパラメーターを説明します。 

この共有を aptrixjpe.properties ファイルで実現するには、以下の 2 つの方法があ
ります。

� 固有のサーバー ID を使用するように各 LWWCM サーバーを設定します。

cm.jpeServerIdentifier=<unique_server_ID>
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� 各 LWWCM サーバーがそれぞれ異なる項目タイプを使用して、Content 
Manager への保管を行うように設定します。デフォルトでは以下のようにな
ります。

cm.itemType=AJPEData
cm.resources.itemType=AJPEResources

1 つ目の方法では、現行の LWWCM サーバー・インスタンスについて固有の 
cm.jpeServerIdentifier パラメーターを aptrixjpe.properties ファイルに指定しま
す。 

2 つ目の方法では、熟練した Content Manager 管理者だけが採用すべき方法で、
LWWCM のデータおよびリソースに使用される Content Manager 項目タイプの
名前を指定します。この指定には、cm.itemType および cm.resources.itemType 
のパラメーターを使用します。

2 つ目の方法では、LWWCM のデータ・オブジェクトおよびリソース・オブ
ジェクトを保管するための項目タイプの指定は、Content Manager のシステム管
理者が担当します。Content Manager におけるデフォルトの LWWCM 項目タイ
プ名は、AJPEData および AJPEResources です。

単一の Content Manager リポジトリー内で複数の LWWCM サーバーのデータを
識別する場合は、1 つ目の方法 ( デフォルトの項目タイプを使い固有のサーバー 
ID を指定 ) を採用することをお勧めします。

2 つ目の方法では、異なる LWWCM サーバーからのデータをさまざまな Content 
Manager Resource Manager を使用して保管する場合に役に立ちます。LWWCM 
のファイル・オブジェクトおよびイメージ・オブジェクトは AJPEData および 
AJPEResources 項目として保管され、物理バイナリー・オブジェクトは Content 
Manager の Resource Manager に保管されます。

LWWCM と Content Manager との統合ソリューションをセットアップおよび構
成する方法の詳細は、171 ページの第 8 章『システム・アーキテクチャーに関
する考慮事項』を参照してください。

aptrixjpe.properties ファイルにおけるパラメーター設定についての詳細は、
LWWCM online Information Center を参照してください。

6.3.2  ファイル cmbicmsrvs.ini および cmbds.ini
ファイル cmbicmsrvs.ini および cmbds.ini は、Information Integrator for Content 
がインストールされた環境にインストールされます。図 6-3 に、この製品をイ
ンストールする際のコンポーネント選択ウィンドウを示します。Content 
Manager V8 (ICM) コネクターとフェデレーテッド (FED) コネクターが選択され
ていることを確認してください。
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.

図 6-3   II for Content の ICM コネクターと FED コネクターのインストール

これらの INI ファイルは、<CMCOMMON> ディレクトリーにあります。
Windows では、デフォルトで c:\cmgmt ディレクトリーです。AIX では、デフォ
ルトで /usr/lpp/cmb/cmgmt になります。cmgmt サブディレクトリーには、共通の 
Content Manager 構成ファイルがすべて含まれています。“ 共通 ” とは、Content 
Manager と Information Integrator for Content によって使用される情報のことです。

ファイル cmbicmsrvs.ini
cmbicmsrvs.ini ファイルには、Library Server データベースの情報が保持されま
す。このファイルには、LWWCM サーバーからアクセスする Library Server ごと
に 1 つの項目があります。Library Server データベースを新たにカタログすると
きには (99 ページの 6.2、『リモートの Library Server デ―タベースへのアクセス』
参照 )、その Library Server データベースに関する情報をこのファイルにも追加
する必要があります。 

cmbicmsrvs.ini ファイルの構成に誤りがあると、つまり Library Server にアクセ
スできないと、LWWCM と Content Manager との統合ソリューションで 
LWWCM ユーザー・インターフェースを実行できません。LWWCM ユーザー・
インターフェースを始動すると、ブラウザー・ウィンドウに以下のメッセージ
が表示されます。

ERROR 503 [LWWCM Framework] reported an error

この INI ファイル中の情報は、有効であれば、WebSphere Application Server を始
動した時点で WebSphere Application Server server1 の LWWCM アプリケーション
によって読み取られます。 
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本書におけるセットアップでは、新しい項目タイプを定義し、項目オブジェク
トをインポートするために、Content Manager System Administration Client および 
Windows クライアントも使用します。本書では、LWWCM 関連の Library Server 
項目では定義できない事項も設定します。ローカルおよびリモートの Content 
Manager システムを含めたさまざまなシステム・セットアップをテストするた
めです。本書のシナリオでは、Windows マシン上での cmbicmsrvs.ini ファイル
の内容は例 6-3 のようになります。

例 6-3   本書のシナリオにおける cmbicmsrvs.ini ファイルの内容

CMSERVER=ICMNLSDB
ICMSERVERREPTYPE=DB2
ICMSCHEMA=ICMADMIN
ICMSSO=FALSE
ICMDBAUTH=SERVER
ICMREMOTE=FALSE
ICMHOSTNAME=
ICMPORT=
ICMREMOTEDB=
ICMNODENAME=
ICMOSTYPE=

ICMSERVER=DEMO2DB
ICMSERVERREPTYPE=DB2
ICMSCHEMA=ICMADMIN
ICMSSO=FALSE
ICMDBAUTH=SERVER
ICMREMOTE=TRUE
ICMHOSTNAME=DEMO2
ICMPORT=
ICMREMOTEDB=ICMNLSDB
ICMNODENAME=DEMO2
ICMOSTYPE=WIN

ICMSERVER=ZDB
ICMSERVERREPTYPE=DB2
ICMSCHEMA=ICMADMIN
ICMSSO=FALSE
ICMDBAUTH=SERVER
ICMREMOTE=TRUE
ICMHOSTNAME=zaire
ICMPORT=50000
ICMREMOTEDB=ICMNLSDB
ICMNODENAME=ZAIREAIX
ICMOSTYPE=AIX

第 1 ブロックにおける Library Server データベースの項目 ICMNLSDB は、ロー
カル (ICMREMOTE = FALSE) の LWWCM サーバー Content Manager データ・ス
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トアです。この項目は、以下の LWWCM 構成パラメーターを含んでいる 
aptrixjpe.properties ファイルからも参照されます。

cm.server=[CM_SERVER_NAME]

本書のシナリオにおけるセットアップでは、aptrixjpe.properties ファイルで以下
のように指定します。

cm.server=ICMNLSDB

ICMSERVER=DEMO2DB ( これは db2 catalog database コマンドで指定した
別名です ) 項目は、demo2 という名前のリモート Windows マシン上のリモート 
Library Server データベースにアクセスするために使用されます。
ICMSERVER=ZDB 項目は、zaire という名前の AIX マシン上のリモート 
Library Server データベースにアクセスするために使用されます。

cmbicmsrvs.ini ファイルに適切な値を指定するために、109 ページの “ サーバー
構成ユーティリティー”で説明するサーバー構成ユーティリティーを使用するこ
ともできます。

ファイル cmbds.ini
cmbds.ini ファイルには、Information Integrator for Content 用のフェデレーテッ
ド・サーバー・データベ―ス・リストが保持されます。このファイルは、
LWWCM 内に統合コンテンツ・コンポーネントを作成するために、Information 
Integrator for Content 管理クライアントで事前に作成しておいたフェデレーテッ
ド検索テンプレートを利用する場合に使われます。統合コンテンツ・コンポー
ネントについては、126 ページの 7.3、『統合コンテンツ・コンポーネント』を
参照してください。 

このフェデレーテッド・サーバー・データベース・リストは、WebSphere 
Application Server を始動した時点で WebSphere Application Server server1 の 
LWWCM アプリケーションによって読み取られます。データベース接続は、
DB2 構成アシスタントまたは DB2 コマンド行を使用してデータベースをカタロ
グすることによって定義できます。また、サーバー構成ユーティリティーも使
用できます。109 ページの “ サーバー構成ユーティリティー ” を参照してくださ
い。

WebSphere Application Server server1 の LWWCM アプリケーションが始動した時
点で情報が使用可能でなかった場合には、LWWCM に新たな統合コンテンツ・
コンポーネントを作成する際 (「設計と開発」->「コンポーネントライブラリ」
->「新規」->「Select Federated Content Component」->「OK」->「コンテンツ
参照」->「参照の選択」) に以下のエラーが発生します。

Couldn’t connect to remote host.

あるいは、既存の統合コンテンツ・コンポーネント・オブジェクトのプレ
ビューを試みると、ブラウザー・ウィンドウに以下のエラーが表示されます。
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The page cannot be found.

サーバー構成ユーティリティー
cmbicmsrvs.ini ファイルや cmbds.ini ファイルで、Content Manager Library Server 
データベースまたは Information Integrator for Content データベースへのアクセス
に関連する情報を正しく指定または修正するには、図 6-4 に示すサーバー構成
ユーティリティーを使用することもできます。 

図 6-4   サーバー構成ユーティリティー

この Windows ユーティリティーを始動するには、「スタート」 ->「プログラム」
->「IBM Content Manager for Multiplatforms V8.2」-> 「Server Configuration」
を選択するか、「スタート」-> 「プログラム」-> 「EIP for Multiplatforms」 -> 

「Server Configuration」を選択します。このツールは、Content Manager System 
Administration または Information Integrator for Content System Administration のイ
ンストール時にインストールされます。このユーティリティーは、データベー
ス・スキーマ名、別名、オペレーティング・システムなど、すべての必要な情
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報を cmbds.ini および cmbicmsrvs.ini ファイル ( あるいはいずれか一方のファイ
ル ) にコピーします。「View Connection Information」を選択すると、すべての 
(db catalog コマンドを使用した ) 構成済みデータベースが表示されます。
「Server type」ドロップダウン・リストでは、cmbds.ini に新たな項目を指定した
いのか ( この場合は Information Integrator for Content である「Enterprise 
Information Portal」を選択 ) する、あるいは cmbicmsrvs.ini に新たな項目ブロッ
クを指定したいのか ( この場合は「Content Manager」を選択 ) するかを選択で
きます。 

6.3.3  ICM コネクターと FED コネクターのテスト

Windows または AIX 上で Content Manager および Information Integrator for 
Content サーバーの設定をテストするには、サンプルを実行します。前提条件と
して、Content Manager online Information Center がインストールされている必要
があります。これは、Content Manager または Information Integrator for Content 
System Administration のインストール時に選択できます。このインストールによ
り、Content Manager および Information Integrator for Content システムのさまざま
な機能をテストするサンプル・プログラムが含まれます。 

ここでは、cmbds.ini および cmbicmsrvs.ini ファイルの設定に従って構成されて
いる Content Manager および Information Integrator for Content データベースに、サ
ンプル・プログラム TConnect.java を使用して接続し、切断します。

1. cmbenv81.bat という名前のファイル中で、CMBROOT、DB2HOME、JAVAHOME、
および WAS_HOME 変数の設定を、システムにおけるインストール・ディレク
トリーと照合してチェックし、必要であれば設定を変更します。このツール
は、Windows の場合は <CMBROOT> サブディレクトリーにあります。AIX で
は、cmbenv81.sh という名前で /usr/lpp/cmb/bin サブディレクトリーにあ
ります。

2. cmbenv81.bat (Windows) または cmbenv81.sh (AIX) を実行します。
<CMBROOT>/samples/java/beans (AIX) または 
<CMBROOT>\infoctr\info\apiinfo\dk\samples\java\bean (Windows) サブ
ディレクトリーに移動します。

3. javac TConnect.java によって、TConnect.java ファイルをコンパイルしま
す。

4. TConnect.class ファイルを実行します。

TConnect.class の構文を以下に示します。 
java TConnect [-displayname] <dstype> <server> <userid> <password>
ここで、
  [-displayname] は、表示名を使用するためのフラグです。デフォルトでは表示名は
ありません。
  <dstype> は、サーバーのタイプ (Fed、ICM、DL、OD、DB2) です。
  <server> は、サーバーまたはデータベースの名前です。この後には、
           接続ストリングを括弧で囲んで指定できます。
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  <userid> は、ユーザー ID です。
  <password> は、パスワードです。
以下に例を示します。
  java TConnect -displayname ICM icmnlsdb icmadmin password
  java TConnect DB2 sample db2admin password
  java TConnect Fed cmbdb cmbadmin password -displayname
  java TConnect OD 9.112.20.3(ODPORT=2190) userid password

例 6-4 に、今回のシナリオでの AIX システムのセットアップで TConnect を
実行してテストした結果を示します。

例 6-4   AIX 上での TConnect の実行例

zaire|icmadmin>$ java TConnect ICM icmnlsdb icmadmin <password> 
Connecting to server                                            
Disconnecting from server                                       
zaire|icmadmin>$ 

6.4  CM に LWWCM オブジェクトが保管される仕組み

新たに LWWCM サーバーをインストールした後で、ブラウザーから以下の 
URL を入力して LWWCM の AJPEGUI モジュールを呼び出すと、すべての 
LWWCM オブジェクトが Content Manager 中に作成されます。

http://[HOST]:[PORT]/[CONTEXT_ROOT]/connect/?MOD=AJPEGUI

Content Manager Library Server には、2 つの新たな Document 項目タイプ種別オブ
ジェクト AJPEData および AJPEResources が、図 6-5 に示す属性付きで作成さ
れます。これらの 2 つの項目タイプの項目タイプ・プロパティーは、「Content 
Manager System Administration Client」ウィンドウで見ることができます。 

図 6-5   AJPEData および AJPEResources 項目タイプの属性

6.4.1  AJPEData および AJPEResources 項目タイプの表示

AJPEData および AJPEResource 項目タイプの値は、Content Manager System 
Administration Client を使用して調べることができます。
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1.「スタート」 ->「プログラム」 ->「IBM Content Manager for 
Multiplatforms V8.2」 ->「System Administration Client」を選択します。 

2. aptrixjpe.properties ファイルに指定されている Content Manager 
Library Server データベースにログオンします。本書の例では、
cm.server=icmnlsdb となっています。

3. この Library Server データベースのフォルダーを開き、「Data Modeling」 
->「Item Type」を選択します。

4.「AJPEResources」を右クリックし、コンテキスト・メニューから
「Properties」を選択します。

5. 項目タイプのプロパティー画面で「Document Management」など別のパネル
を選択し ( 図 6-6 参照 )、その項目タイプがどのように定義されているか
を調べます。

図 6-6   AJPEResource の Document Management の定義

6.4.2  AJPEData/AJPEResources オブジェクトへの LWWCM オブジェ
クトの保管

各 LWWCM オブジェクト情報は、Content Manager の AJPEData 項目として保管
されます。LWWCM コンポーネント・ライブラリーのファイル・リソースやイ
メージ・コンポーネント・オブジェクトは、それぞれが Content Manager の 

注意 : Content Manager システムのオブジェクトは、すべて DB2 テーブルに格
納されます。本書の例では、Library Server データベースとして ICMNLSDB、
Resource Manager データベースとして RMDB を使用しています。「Content 
Manager System Administration Clients」ウィンドウに表示される定義は、すべ
て ICMNLSDB および RMDB テーブルに対する SQL 照会です。Resource 
Manager のツリーを展開すると、RMDB に対する照会が発行されます。クラ
イアントは、RMDB に対する SSL (Secure Socket Layer) 接続を実行すること
により、システム管理ストレージ (SMS) 定義を取得します。
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AJPEData 項目および AJPEResources 項目に保管されます。さらに、バイナ
リー・ファイルやイメージ・オブジェクトは、Content Manager の Resource 
Manager にも保管されます。詳細については、図 6-7 を参照してください。

図 6-7   LWWCM オブジェクトが Content Manager に保管される仕組み

Content Manager の AJPEData エンティティーとして保管される LWWCM オブ
ジェクトは、以下のとおりです。

� ライブラリー・コンテンツ、テンプレート、ページ設計、ファイルおよびイ
メージ・オブジェクト、検索規則、サイト、サイト・エリア、分類法、カテ
ゴリー、ユーザーおよびグループ、ワークフロー、ワークフロー・ステー
ジ、ワ―クフロー・アクション、シンジケーション、サブスクライバーおよ
びオブジェクト

� 次のものを含むコンポーネント・ライブラリー・オブジェクト : テキスト、
メニュー、ナビゲーター、リッチ・テキスト、HTML、参照、分類法、ユー
ザー名、統合コンポーネント、および JSP コンポーネント

Content Manager の AJPEData、AJPEResources、および Resource Manager 項目を
持つ LWWCM オブジェクトは、以下の LWWCM コンポーネント・ライブラ
リー・オブジェクトです。

� ファイル・リソース・コンポーネント
� イメージ・コンポーネント

   バイナリー・
   オブジェクト

ファイルとイメージ

非バイナリー

AJPEResources
         item

AJPEData
    item

LWWCM 
オブジェクト・タイプ

Content Manager エンティティー

  RM
object

Library Server

AJPEResources
        項目

AJPEData
   項目

     RM
オブジェクト

Library Server Resource Manager
 第 6 章 LWWCM のリポジトリーとしての CM の使用 113



6.4.3  AJPEData および AJPEResources 項目の表示

Content Manager Windows Client または eClient を使用して、AJPEData 項目タイ
プに対する基本的な検索を実行できます。114 ページの図 6-8 に、基本的な検索
の実行結果を示します。

図 6-8   LWWCM-Content Manager のセットアップ後の Content Manager AJPEData 項
目

LWWCM のファイル・コンポーネントまたはイメージ・コンポーネントを新た
に作成すると、Content Manager の AJPEResources 項目タイプに対する検索結果
も表示されます。本書におけるセットアップで、“DEMO2” マシンの Content 
Manager セットアップから、Content Manager の AJPEResources 項目を検索した
結果を、図 6-9 に示します。

図 6-9   Windows クライアントにおける AJPEResources の検索結果
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AJPEData
AJPEData 項目タイプの項目は、以下の属性を備えています。

� Name: LWWCM オブジェクトのタイトルを保持します。このタイトルは、
LWWCM の「統合コンテンツコンポーネント」->「画像コンポーネント」で

「Title」フィールドに表示されます (115 ページの図 6-10 参照 )。

� Type: cmpnts、resources、security、styles、profileMappers、templates、site 
area、actions、itemGatherers、sites、contents、categories、taxonomy、
workflows、stages のいずれかです。

� JPEDServerID: LWWCM サーバーごとの固有の ID であり、本書の例の場合
は aptrixjpe.properties ファイルに cm.jpeServerIdentifier=demo2 と指定されま
す。 

� JPEID: LWWCM サーバーで作成される各 LWWCM オブジェクトには、固有
の ID が割り当てられます。この ID は、対応する AJPEResource 項目へのリ
ンク ID になります。

� Description: LWWCM オブジェクトの作成時に「Description」フィールドに入
力されたものです。

図 6-10   LWWCM コンポーネント・ライブラリーの画像コンポーネント

AJPEResources
これは、Content Manager Windows Client または eClient で選択してダブルクリッ
クすると LWWCM のファイル・オブジェクトまたはイメージ・オブジェクトを
表示する項目タイプです。AJPEResources 項目タイプの項目は、以下の属性を
備えています。

� Name: LWWCM のイメージまたはファイル・リソース・オブジェクトの名前
であり、統合コンポーネント・オブジェクトの作成時に「File」フィールド
に入力されたものです。

重要 : Content Manager 側からは、決して LWWCM 項目を変更しないでくだ
さい。Content Manager 側から変更すると、LWWCM オブジェクトまたは 
LWWCM Web サイトに不整合が生じ、既存の LWWCM オブジェクトを使用
する LWWCM ユーザー・インターフェースが使えなくなる可能性がありま
す。 
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� Identity Type: LWWCM V2 では、これは 
com.aptrix.pluto.resource.ImageResource または 
com.aptrix.pluto.resource.FileResource です。

� Type: LWWCM V2 では、Resource Byte Content だけです。

� JPEDServerID: LWWCM サーバーごとの固有の ID であり、本書の例の場合
は aptrixjpe.properties ファイルに cm.jpeServerIdentifier=demo2 と指定されま
す。 

� JPEID: サーバーからの各 LWWCM オブジェクトには、固有の ID が割り当て
られます。この ID は、対応する AJPEData 項目へのリンク ID になります。

� Description: LWWCM ユーザー・インターフェースでは、このフィールドに
表示される項目は指定できません。常に空です。

6.4.4  AJPEData の XMLContent データの表示

AJPEData における属性 XMLContent は、LWWCM のシリアライズド Java オブ
ジェクトです。これは、LWWCM オブジェクトのメタデータに相当します。す
べての LWWCM オブジェクトは、Content Manager の AJPEData 項目に 
XMLContent 属性値を保持します。 

Library Server データベース・テーブル ICMSTCOMPVIEWDEFS 中で、
AJPEData001 を検索してください。それには、DB2 コマンド行ウィンドウで以
下の DB2 コマンドを入力します。

db2 select COMPONENTTYPEID,COMPONENTVIEWNAME from 
ICMADMIN.ICMSTCOMPVIEWDEFS  where COMPONENTVIEWNAME='AJPEData001'

本書の例では、この SQL 照会の結果は以下のようになります。

COMPONENTTYPEID COMPONENTVIEWNAME
--------------- ------------------
           1018 AJPEData001

  1 record(s) selected.

COMPONENTTYPEID が含まれる “ICMUT*...” という名前のテーブルを検索す
ると、ICMUT01018001 という名前のテーブルが見つかります。AJPEData の 
XMLContent 属性がテーブル ICMUT01018001 にどのように保管されているかを
調べるには、以下のような DB2 コマンドを実行します。

db2 select * from ICMADMIN.ICMUT01018001 > XMLContent.txt
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第 7 章 Content Manager コンテンツ

の公開

この章では、Content Manager のコンテンツを LWWCM に公開するためのさま
ざまな方法を説明します。LWWCM が情報を取得して Web サイトに公開する方
法を扱います。

この章では、以下のトピックを扱います。

� 前提条件
� 統合コンテンツ・コンポーネント
� Connect タグ
� JSP コンポーネント

7
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7.1  概要

LWWCM は、各種の外部ソースからデータを取り込み、それを Web サイトで公
開することができます。このタイプの統合シナリオでは、LWWCM は Web サイ
トの管理および保守のためのフロントエンドとして使用されます。データは、
(Content Manager などの ) さまざまなアプリケーションで作成され、外部リポジ
トリーに保管されます。LWWCM は、外部ソースからのデータの取り込みを実
行します。取り込まれたデータは、Web サイト上に表示されるだけです。
LWWCM から修正することはできません。データ・ソースのスナップショット
のようなものです。取り込んだデータに変更を加えるには、そのデータが作成
された元のソースから変更するしかありません。

外部のデータを取り込む理由 

さまざまなソースや提供元からの最新の情報を自動的に維持するためには、ふ
だん作成される場所にデータを置いておき、必要に応じてそれを取り込んで 
Web サイトに表示するのが、理にかなった方法です。

外部ソースからデータを取り込む方法 

LWWCM からは、3 つの異なる方法を使用してデータを取り込むことができま
す。これらの方法では、以下のコンポーネントの使用がベースになります。

� 統合コンテンツ・コンポーネント : 単一の外部レコードを Web ページ中に取
り込むために使用します。レコードとしては、ビデオ、文書コンテンツ、あ
るいは、1 つの項目オブジェクトのメタデータ集合 ( 属性 ) のすべてまたは
サブセットが可能です。LWWCM の統合コンテンツ・コンポーネントは、
Information Integrator for Content 管理クライアントで作成された検索テンプ
レートを利用することにより、コンテンツの参照の検索を容易にします。 

� connect タグ : バックエンドの特殊な照会ストリングを基に外部リソースのリ
ストを作成するために使用されます。例えば、Web サイト上の URL 参照の
リストを表示する目的で使用できます。

� JSP コンポーネント : 例えば Content Manager の Java API を活用することによ
り、外部の Content Manager リソースを統合するための最も強力かつ柔軟な
手段になります。

上記のコンポーネントのそれぞれについて、以降の節で解説します。これらの
コンポーネントを使用する方法として、以下の 2 つがあります。

� コンポーネント・ライブラリーに保管される共用リソースとしてコンポー
ネントを使用する。

この方法では、コンポーネントを作成した場合、それを共用リポジトリーと
して保管します。その後、コンポーネントは何度も使用できます。

� コンテンツ内に結果が格納されるようにコンポーネントを使用する。
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この方法では、コンポーネントが共用されて他人に使われることがなくなり
ます。

コンポーネントは、取り込んだデータを特定の LWWCM コンテンツ内に表示す
るために同一の Web ページ内で組み合わせて使うこともできます。

7.2  前提条件

統合コンテンツ・コンポーネント、JSP コンポーネント、または connect タグを
使用するには、LWWCM サーバーと Content Manager サーバーの両方について、
以下の前提条件を検証する必要があります。

7.2.1  LWWCM サーバー

LWWCM サーバー上には、Content Manager Information Integrator for Content の 
JAR ファイルをインストールする必要があります。そのためには、Information 
Integrator for Content Development Workstation ( 図 7-1) および必要とされるローカ
ル・コネクター (120 ページの図 7-2) をインストールします。 

詳しくは、63 ページの第 5 章『統合を始める前に : 統合前の検証』も参照して
ください。

図 7-1   II for Content のインストール : Development Workstation
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図 7-2   Information Integrator for Content のインストール : ローカル・コネクター

JSP ファイルが置かれるアプリケーション・サーバーのクラスパスには、
Content Manager へのアクセスに必要な JAR ファイルが含まれている必要があり
ます。これらの JAR ファイルは、Content Manager を LWWCM のリポジトリー
として使用する際に必要とされる JAR ファイルと同じものです。Content 
Manager データへの API アクセスは、Information Integrator for Content のコネク
ターのテクノロジーによって実現されるからです。

7.2.2  Content Manager サーバー

採用したいコネクターのテクノロジーによっては、Content Manager サーバー上
に Information Integrator for Content もインストールしなければならない場合があ
ります。例えば、統合コンテンツ・コンポーネントを使用するのであれば、
Content Manager サーバー上に検索テンプレートを作成する必要があります。そ
のためには、サーバー上に Information Integrator for Content がインストールされ
ている必要があります。

7.2.3  Content Manager データ

Content Manager から LWWCM にデータを取り込むには、Content Manager サー
バー内にデータが必要です。本書のケース・スタディー向けに、Content 
Manager データ・モデルを作成し、Content Manager システムにサンプル・デー
タをインポートします。 
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以下の 3 つのステップからなります。

1. Content Manager に新規の属性を作成する
2. Content Manager に新規の項目タイプを作成する
3. Content Manager に新規のコンテンツを作成する

Content Manager に新規の属性を作成する

ここで作成する属性は、本書における保険のケース・スタディーで使われます。
表 7-1 に、作成する必要のある属性の一覧を示します。

表 7-1   Content Manager における属性

以下の手順に従って、各属性を作成してください。

1. 「スタート」->「プログラム」->「IBM Content Manager for Multiplatforms 
V8.2」->「System Administration Client」を選択して、System Administration 
Client を起動します。

2. 適切なユーザー名とパスワードでログインします。

3. 左側のナビゲーターから「Data Modeling」を展開します。

4. 「Attributes」を右クリックし、コンテキスト・メニューから「New」を選択
します。

5. 「Name」フィールドに IT_Name と入力します。

6. 対応する属性タイプと文字タイプを選択します。

7. 文字長として 50 と入力します (122 ページの図 7-3 を参照 )。

8. 「OK」をクリックすることにより、この属性定義を保管します。

9. 残りの属性についても、上記の手順を繰り返します。

属性名 属性タイプ 文字タイプ 長さ

IT_Name 文字 その他 50

IT_Number 短整数

IT_Description 文字 その他 250

IT_TargetGroup 文字 その他 50
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図 7-3   新規属性

Content Manager に新規の項目タイプを作成する

41 ページの第 4 章『ケース・スタディー』で紹介したケース・スタディーに
従って、保険会社向けに新規の項目タイプを Content Manager に作成します。

新規の項目タイプを作成するには、以下の手順に従ってください。

1. System Administration Client で「Data Modeling」を展開します。

2. 「Item Type」を右クリックし、コンテキスト・メニューから「New」を選択
します。

3. 「Definition」タブで情報をセットアップします。

「Name」フィールドおよび「Display name」フィールドに Insurance Type と
入力します (123 ページの図 7-4 を参照 )。

4. 「Attribute」タブで情報をセットアップします。

a. 「Attributes」タブを選択します。
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b. 前節で作成した属性を左パネルで選択して「追加」をクリックすること
により、それらの属性を追加します。124 ページの図 7-5 では、選択され
た属性が表示されています。

c. 「適用」をクリックします。

図 7-4   New Item Type ウィンドウ
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図 7-5   項目タイプの属性

5. Document Management の情報をセットアップします。

a. 「Document Management」タブを選択します。

b. 「Add」をクリックします。

c. 「Part type」ドロップダウン・リストから ICMBASE を選択します。

d. バージョン管理を使用する場合には、「New version policy」を「Always 
create」または「Prompt to create」に変更します。

e. その他のデフォルト値は変更しないでください ( 図 7-6 を参照 )。「OK」
をクリックしてから「適用」をクリックします。

6. 「OK」をクリックすることにより、この新規の項目タイプを保管します。
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図 7-6   項目タイプの Document Management ウィンドウ

Content Manager にコンテンツを作成する

保険のケース・スタディー向けに属性と項目タイプを作成した後は、Content 
Manager システムにコンテンツを作成 ( インポート ) する必要があります。この
コンテンツは、本書のケース・スタディーにおけるフェデレーテッド検索で使
用されます。Microsoft Word その他のワード・プロセッサーで作成されたさま
ざまな保険プランを含めることができます。

Content Manager にコンテンツを作成するには、以下の手順に従います。

1. 「スタート」->「プログラム」->「IBM Content Manager V8」->「Client for 
Windows」を選択することにより、Content Manager Client for Windows を始
動します。

2. 適切なユーザー名とパスワードでログインします。

3. 「Import」をクリックします。

4. 「Add Files to Import」をクリックします。

5. ファイル ( 例えば保険情報を保持するテキスト・ファイル ) を選択し、
「OK」をクリックします。

6. 「Item Type」フィールドで「Insurance Type」を選択し、属性フィールドの
値を入力します。

7. 「Import」をクリックします。
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8. 上記の手順を繰り返すことにより、その他の文書も Content Manager システ
ムにインポートします。

7.3  統合コンテンツ・コンポーネント

Content Manager からデータを取り込み、そのデータを LWWCM Web サイトに
公開するには、3 つの方法が使えます。その方法の 1 つは、統合コンテンツ・
コンポーネントの利用です。この節では、統合コンテンツ・コンポーネントが
何であるのか、なぜそれを使用するのか、どのようにそれをサンプル・コード
でセットアップするのか、そして全体としてどうなるのかを解説します。 

7.3.1  統合コンテンツ・コンポーネントとは

統合コンテンツ・コンポーネントは、Content Manager などのフェデレー
テッド・データ・ソースから情報を取り込んで保管するために使用されるコン
ポーネントです。統合コンテンツ・コンポーネントは、Content Manager データ
と連動して、Content Manager 文書への参照を LWWCM に保管します。ユー
ザーは、統合コンテンツに対する検索を LWWCM から実行し、その検索結果を 
LWWCM Web ページ中に追加することができます。こうした検索は、コンテン
ツに対しても、特定のフェデレーテッド属性に対しても実行できます。

統合コンテンツ・コンポーネントを使用することにより、以下のことが可能に
なります。

� フェデレーテッド検索テンプレートを使用して Content Manager オブジェク
トを検索し、コンテンツ中に保持すべき参照を選択する。

� 統合コンテンツ・コンポーネント検索を、再使用可能なライブラリー・コン
ポーネントとして保管する。

� コンテンツ・テンプレートに統合コンテンツ・コンポーネントを追加する。

� Content Manager コンテンツ参照をコンポーネントからクリアし、新規の参
照を選択する。

� Content Manager コンテンツ参照の属性を表示する。

� Content Manager コンテンツをプレビューする。

7.3.2  なぜ統合コンテンツ・コンポーネントを使用するのか

統合コンテンツ・コンポーネントを使えば、情報の複数のソースにユーザーは
アクセスできます。つまり、ユーザーは 1 つの照会によって複数のソースに対
する検索を実行して結果セットを取得できます。どこにどのように情報が保管
されているかを、ユーザーは知っている必要がありません。 
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7.3.3  統合コンテンツ・コンポーネントをセットアップする

統合コンテンツ・コンポーネントを使用するには、フェデレーテッド検索を実
行できるようにシステムを構成する必要があります。また、フェデレーテッ
ド・エンティティーと検索テンプレートを Information Integrator for Content 管理
クライアントで定義しなければなりません。これらの定義を終えた後で、統合
コンテンツ・コンポーネントを ( コンポーネント・ライブラリーあるいはコン
テンツ・オブジェクト中に ) 作成し、それを Web ページのコンテンツに含める
必要があります。

前提条件と構成

以下に、統合コンテンツ・コンポーネントを使用するためのヒントと前提条件
を挙げます。

� フィックスパック 3 を適用した Information Integrator for Content V8.2 以上が、
フェデレーテッド・データ・サーバーにインストールされている必要があり
ます。

� Information Integrator for Content の構成をチェックし、<CMGMT_HOME> 
ディレクトリーに cmbds.ini ファイルがあることを確認してください。セッ
トアップについて詳しくは、63 ページの第 5 章『統合を始める前に : 統合前
の検証』を参照してください。

� フェデレーテッド・データ・ソースにリンクするには、connect.cfg ファイ
ルの Connector セクションで以下のパラメーターを編集する必要がありま
す。 

– DefaultServerAlias: Information Integrator for Content のインストール時に作
成された別名。

– DefaultUsername: フェデレーテッド・データベースへのログオンに使用す
るデフォルトのユーザー ID。

– DefaultPassword: 上記ユーザー ID のパスワード。

– MaxResultsReturned: 検索照会によって返される結果の最大数。

例 7-1 に、これらのパラメーターを保持する connect.cfg ファイルのコードの
一部を示します。

例 7-1   connect.cfg: コードの一部

<FederatedConnector>
      <DefaultServerAlias value = "ICMNLSDB" />
      <DefaultUsername value = "icmadmin" />
      <DefaultPassword value = "password" />
      <MaxResultsReturned value = 100 />
</FederatedConnector> 
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� LWWCM および Information Integrator for Content で、フェデレーテッド・
データ・ソ―スへのアクセス用に適切なユーザー ID がセットアップされて
いることを確認してください。

Information Integrator for Content から必要なこと

統合コンテンツ・コンポーネントが有効に作用するには、リソース・バック
エンド・サーバー、対応するフェデレーテッド・エンティティー、および
検索テンプレートが、Information Integrator for Content サーバーで定義されて
いる必要があります。 

リソース・バックエンド・サーバー (Content Manager V8 サーバー ) を定
義する

リソース・バックエンド・サーバー ( 今の場合は Content Manager サーバー ) に
接続する前に、それを定義する必要があります。 

以下の手順に従って、Content Manager V8 サーバーを Information Integrator for 
Content に定義してください。

1. 「スタート」->「プログラム」->「Enterprise Information Portal for 
Multiplatforms 8.2」->「管理」を選択し、Information Integrator for Content の
管理コンソールを始動します。

2. 適切なユーザー ID とパスワードでログインします。

3. 「サーバー」を右クリックし、コンテキスト・メニューから「New」 -> 
「Content Manager V8」を選択します。129 ページの図 7-7 を参照してくださ
い。

注意 : デフォルトのユーザー名およびパスワードを指定しないと、LWWCM 
は現行の LWWCM ユーザー ID を使用して Content Manager のフェデレーテッ
ド・データ・ソースにログオンしようとします。このユーザー ID がフェデ
レーテッド・データ・ソースに対するアクセス権を持っていない場合、その
ユーザーは統合コンポーネントを作成することができません。

注意 : サーバーを定義する前に、対応するサーバー・コネクターが 
Information Integrator for Content のインストール時にインストールされたこと
を確認してください。
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図 7-7   新規のリソース・バックエンド・サーバーの定義 : Content Manager V8 サー
バー

4. 新規サーバー名を入力します。「Test connection」をクリックします。図 7-8
を参照してください。

図 7-8   新規に定義されたコンテンツ・サーバーへのテスト接続
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Information Integrator for Content は、System Administration Client の始動時に入
力したユーザー ID とパスワードを使用してコンテンツ・サーバーにログオ
ンします。これに失敗すると、有効なユーザー ID とパスワードを入力する
旨のプロンプトが出されます。 

5. 「OK」をクリックします。

サーバー・インベントリーを最新表示する

以前に定義したサーバーのインベントリーを最新表示する必要があります。
Information Integrator for Content 内に既にサーバーが存在する場合でも、そのイ
ンベントリーを最新表示することにより、フェデレーテッド属性を Content 
Manager の項目タイプ属性にマップする必要があります。サーバー・インベン
トリーの最新表示を忘れると、マッピングの際に最新のサーバー・インベント
リー項目タイプ属性 ( の最初の作成 ) はいっさい表示されません。 

1. Information Integrator for Content ( つまり EIP) の System Administration Client 
ウィンドウに戻ります。

2. 定義した新規コンテンツ・サーバーを右クリックし、「Refresh Server 
Inventory」を選択します。図 7-9 を参照してください。

図 7-9   新規に定義したコンテンツ・サーバーについてサーバー・インベントリーを最新
表示

フェデレーテッド・エンティティーを作成する

以下の手順に従って、新規のフェデレーテッド・エンティティーを作成してく
ださい。

1. 「スタート」->「プログラム」->「Enterprise Information Portal for 
Multiplatforms 8.2」->「Administration」を選択し、Information Integrator for 
Content の管理コンソールを始動します。

2. 適切なユーザー ID とパスワードでログインします。

3. 「Federated Entities」を右クリックし、コンテキスト・メニューから「New」
->「Wizard」を選択します。

4. 新規のフェデレーテッド・エンティティーの名前を入力し、「次へ」をク
リックします。

5. 以下のようにして、フェデレーテッド属性の名前を追加します。
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a. 各フェデレーテッド属性について、名前を入力して「追加」をクリック
します。 

b. すべてを追加してから「次へ」をクリックします。

6. 以下のようにして、フェデレーテッド属性を Content Manager 内の ( 項目タ
イプ InsuranceType の ) 属性にマップします。

a. マップするには、「Retrieve Server Inventory」をクリックします。右パネ
ルに、項目タイプごとのコンテンツ・サーバー属性のリストが表示され
ます。

b. 上部のドロップダウン・リストからフェデレーテッド属性を選択し、コ
ンテンツ・サーバー内の対応する属性を右パネルから選択します。それ
から「Map」をクリックします。

c. 上記の手順を各フェデレーテッド属性について繰り返します。上部のド
ロップダウン・リスト中のすべての属性について実行します。

d. 属性のマッピングが完了したら「次へ」をクリックします。

7. 各フェデレーテッド属性について、必要に応じて長さやデータ・タイプなど
のプロパティーも設定します。「次へ」をクリックしてから、「Finish」をク
リックしてセットアップを確定します。

図 7-10 では、フェデレーテッド属性の ( エンティティー ) マッピングが示され
ています。ネイティブ (Native) 属性は、Content Manager サーバー内での属性に
相当します。

図 7-10   保険のケース・スタディー用にマップされた属性

フェデレーテッド検索テンプレートを作成する

フェデレーテッド・エンティティーの作成を終えると、LWWCM の統合コンテ
ンツ・コンポーネントによって使用される新規の検索テンプレートを作成する
必要があります。新規の検索テンプレートを作成するには、以下の手順に従っ
てください。

1. 「スタート」->「プログラム」->「Enterprise Information Portal for 
Multiplatforms 8.2」->「Administration」を選択することにより、
Information Integrator for Content 管理コンソールを始動します。
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2. 適切なユーザー ID とパスワードでログインします。

3. 「Search Templates」を右クリックし、コンテキスト・メニューから「New」
->「Wizard」を選択します。

4. 新規の検索テンプレートの名前を入力し、「Federated entity」を選択してか
ら「次へ」をクリックします。

5. 検索テンプレートに、検索可能なフェデレーテッド属性を追加します。検索
テンプレートに含めるべきフェデレーテッド属性のそれぞれについて、以下
を実行してください。

a. 検索基準の名前を入力します。

b. フェデレーテッド属性のリストから属性を選択します。 

c. デフォルトの演算子を選択します。オプションで「Select all」をクリッ
クできます。 

d. 「Save the Current Criterion」をクリックします。

6. デフォルトのオプションは、すべての基準を使った検索 (AND) です。これ
は変更できます。本書のシナリオでは、いずれかの基準を使った検索 (OR) 
を選択します。「次へ」をクリックします。

7. 「次へ」をクリックします。

8. 左パネルから「Users/Groups」を選択し、「Add」をクリックします。

9. 「次へ」をクリックしてから「Finish」をクリックします。

LWWCM での統合コンテンツ・コンポーネントの新規作成

統合コンテンツ・コンポーネント ( 統合コンポーネント ) を作成する方法とし
て、以下の 2 つの方法があります。

� コンポーネント・ライブラリー中に統合コンポーネントを作成し、それ
を Content Manager リポジトリーに対する照会検索として使用する。 

� 直接にコンテンツ・オブジェクト中に統合コンポーネントを作成し、そ
れを使用してコンテンツ・ページ内に結果を表示する。 

前者のアプローチでは、統合コンポーネントを共用して他のコンテンツ・ペー
ジ内で使用することが可能になります。 

統合コンポーネントをコンポーネント・ライブラリー中に作成する

コンポーネント・ライブラリー中に統合コンポーネントを作成するには、以下
の手順に従ってください。

1. LWWCM 管理クライアントを開きます。

2. 「設計と開発」を展開します。
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3. 「コンポーネントライブラリ」を選択し、「新規」をクリックします。

4. ダイアログ・ボックスで「統合コンテンツコンポーネント」を選択し、
「OK」をクリックします。

5. コンポーネントの名前を入力します。

6. 「コンテンツ参照」タブを選択します。

7. 「参照の選択」をクリックします (133 ページの図 7-11 を参照 )。リストか
ら、( この節で前に作成した ) 検索テンプレートを選択するか、事前に作成
済みの照会を選択します。

図 7-11   Insurance Type 検索テンプレートによる照会

8. 指定された検索照会にマッチする統合コンテンツは、すべて結果のリストに
含まれます ( 図 7-12 を参照 )。任意の属性をクリックすることにより、結果
リストからフェデレーテッド・レコードを 1 つ選択します。 

図 7-12   照会の結果

9. 「保存」をクリックしてから「閉じる」をクリックします。
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統合コンポーネントのフォーム (135 ページの図 7-13 を参照 ) には、「参照の選
択」ボタンの他にもいくつかのボタンがあります。

� 参照のクリア : このコンポーネントから、現在選択されている統合コンテン
ツを削除します。

� バージョンのロック解除 : デフォルトで、統合コンテンツ・コンポーネント
はロックされます。「バージョンのロック解除」をクリックすることによ
り、その統合コンテンツ・コンポーネントをロック解除できます。ロック解
除されていると、当該の統合コンテンツ・コンポーネントのレンダリングの
たびに、フェデレーテッド・データ・ソースから現行バージョンが取り込ま
れます。

� ロック : 当該の統合コンテンツ・コンポーネントを現行バージョンに固定 (
ロック ) します。フェデレーテッド・データ・ソースが更新されても、その
データ・ソースは更新後のバージョンを使用せず、ロックされたバージョ
ンを使用します。 

� バージョンの更新 : ロックされている統合コンテンツ参照を、フェデレー
テッド・データ・ソース中の最新バージョンに更新します。該当する統合コ
ンテンツ・コンポーネントは、依然としてロックされている状態と見なされ
ます。

� コンテンツのプリビュー : 選択されているフェデレーテッド・リソースを表
示します。

� 属性の表示 : 選択されている統合コンテンツの現行の属性を表示するダイア
ログを開きます。

注意 : これは、Web コンテンツ管理のバージョン管理機能のことではあ
りません。フェデレーテッド・データ・ソースのバージョン管理機能に
のみ適用されます。本書の場合、データ・ソースは Content Manager です。
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図 7-13   統合コンポーネントのフォーム

統合コンテンツ・サーバーへのアクセスには、グローバルなユーザー ID とパス
ワードを使用できます。したがって、統合コンテンツ・サーバーへのアクセス
権をすべての LWWCM ユーザーに与える必要はありません。

コンテンツ・オブジェクト中に統合コンポーネントを作成する

本来のコンテンツから統合コンポーネントを作成する手順は、前述した手順に
似ています。違いは、コンポーネントを作成する場所にあります。

ここでは、コンテンツが既に作成されていることを前提にして、そこに統合コ
ンポーネントを追加する場合を考えます。以下の手順に従ってください。

1. LWWCM 管理クライアントを開きます。

2. 「コンテンツ管理」->「コンテンツライブラリ」を選択します。

3. 右パネルからコンテンツ・オブジェクトを選択し、「編集」をクリックしま
す。

4. 「コンポーネントマネージャー」をクリックします。

5. 「追加」をクリックします。

6. 追加する新規コンポーネントの名前を入力します。

7. 「タイプ」リストから「統合コンテンツコンポーネント」を選択します。

8. 「OK」をクリックしてから再度「OK」をクリックします。

9. 「内容」タブを選択します。

10. 追加されたばかりの統合コンポーネントの名前が付いたラベルが表示されま
す (135 ページの図 7-13 を参照 )。ここで「参照の選択」をクリックします。
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図 7-14   LWWCM のコンテンツ・ページに追加される統合コンポーネント

11. 検索テンプレートと、属性ごとの検索基準を入力します ( すべてを取得する
ためのデフォルト値は % 文字です )。

12.「検索」をクリックします。

13. 参照されるソース・オブジェクトを 1 つ選択します。

14.「保存」をクリックしてから「閉じる」をクリックします。

選択したコンテンツ・オブジェクト・ページ中に統合データを含めた後は、そ
の統合コンテンツが適切な Web ページ内に表示されるよう、対応するページ
設計を修正する必要があります。

ページ設計での Component タグの使用

統合コンポーネントは、コンポーネント・ライブラリー中で、または、コンテ
ンツ文書のコンテキストにおいて使用できます。2 種類の統合コンポーネント
への参照に使用されるタグとして、以下の 2 つがあります。

� FederatedLibCmpnt タグ 
� FederatedCmpnt タグ

統合コンポーネントを使えば、Content Manager コンテンツの属性またはそのコ
ンテンツ文書自体を Web ページに取り込むことができます。関連するコンテン
ツへのリンクを表示するか、MIME タイプが text/* である場合にはページに直
接に Content Manager コンテンツをレンダリングすることができます。具体的に
は、以下の 3 つのアプローチがあります。

� フェデレーテッド属性のレンダリング
� 統合コンテンツ・リンクのレンダリング 
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� 統合コンテンツのレンダリング

FederatedLibCmpnt タグ

コンポーネント・ライブラリー中で使用する場合には、以下のようにして
ページ設計で参照できます。

<FederatedLibCmpnt name="" scope="" attributename="" formatting="" start="" 
end=““/>

表 7-2 に、このタグで使用できるパラメーターを示します。

表 7-2   FederetadLibCmpnt で使用できるパラメーター

FederatedCmpnt タグ

コンテンツのコンテキストにおいて使用される場合、以下のようにしてペー
ジ設計で参照できます。

<FederatedCmpnt type="" context="" name="" key="" scope="" attributename="" 
formatting="" start="" end="" />

表 7-3 に、このタグで使用できるパラメーターを示します。

パラメーター 説明

name ライブラリー・コンポーネントの名前。

scope 統合コンテンツ参照のどの情報を表示するかを定義。有効なオプ
ションとして、content、contentURL、および attribute を指定でき
ます。

attributename 表示すべきフェデレーテッド属性の名前を設定。これは、scope 
が attribute に設定されている場合にのみ有効です。

formatting 日付の属性について、取り込まれた値のフォーマットに使用でき
ます。このタグ属性の有効なオプションについては、クラス 
SimpleDateFormat の javadoc ページで概要が説明されています。

start および end これらのタグは、その他の LWWCM タグと同様に作用します。
scope パラメーターが contentURL に設定されている場合に、コン
テンツへのリンクを作成するために使用できます。

注意 : パラメーター scope= “content” および scope=”contentURL” は、
Content Manager リポジトリーでのみサポートされています。その他のリポジ
トリーでは、scope=”attribute” のみを使用してください。
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表 7-3   FederetadCmpnt で使用できるパラメーター

フェデレーテッド属性のレンダリング

MIME タイプが text/* のフェデレーテッド属性は、Web ページ中に直接にレン
ダリングできます。BLOB 属性の取り込みはサポートされていません。ここで
は、例として、Insurance Type のすべての使用可能な属性を、保険の Web ペー
ジ中にレンダリングします。LWWCM 中の Life Insurance コンテンツに、統合コ
ンポーネントを追加する必要があります。このコンポーネントは、Content 
Manager 中の Life Insurance コンテンツを参照するように構成する必要がありま
す。その後で、ページ設計 (Insurance Layout) 中に 4 つのタグを追加する必要も
あります。例 7-2 では、Web ページ中に Content Manager 属性をレンダリングす
るための 4 つのタグが示されています。

例 7-2   Content Manager 属性を Web ページ中にレンダリング

<b>Name:</b> <FederatedCmpnt AttributeName="InName" context="current" 
key="FedCmpnt" Scope="attribute" type="content"/><br>

パラメーター 説明

type 当該のインライン・コンポーネントが保持されるオブジェクトの
タイプ。有効なオプションとして、content、site、および sitearea 
を指定できます。

context 当該のインライン・コンポーネントが保持されるオブジェクトの
タイプのコンテキスト。有効なオプションとして、current、
selected、および autofill を指定できます。

name 当該のインライン統合コンポーネントが保持されるオブジェクト
の名前。context が selected に設定されている場合にのみ設定さ
れます。

key オブジェクト中の統合コンテンツ・インライン・コンポーネント
に割り当てられる名前。

scope 統合コンテンツ参照のどの情報を表示するかを定義。有効なオプ
ションとして、content、contentURL、および attribute を指定でき
ます。

attributename 表示すべきフェデレーテッド属性の名前を設定。これは、scope 
が attribute に設定されている場合にのみ有効です。

formatting 日付の属性について、取り込まれた値のフォーマットに使用。こ
のタグ属性の有効なオプションについては、クラス 
SimpleDateFormat の javadoc ページで概要が説明されています。

start および end これらのタグは、その他の LWWCM タグと同様に作用します。
scope パラメーターが contentURL に設定されている場合に、コン
テンツへのリンクを作成するために使用できます。
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<b>Description:</b> <FederatedCmpnt AttributeName="InDesc" context="current" 
key="FedCmpnt" Scope="attribute" type="content"/><br>

<b>Number:</b> <FederatedCmpnt AttributeName="InNumber" context="current" 
key="FedCmpnt" Scope="attribute" type="content"/><br>

<b>Group:</b> <FederatedCmpnt AttributeName="InGroup" context="current" 
key="FedCmpnt" Scope="attribute" type="content"/><br>

コンポーネント・ライブラリーに保管されている統合コンポーネントを使用し
て同様のことを行う場合は、例 7-3 に示すようなタグになります。

例 7-3   保管されている統合コンポーネントを使用して Web ページ中に CM 属性をレン
ダリング

<b>Name:</b> <FederatedLibCmpnt name="Life Insurance" Scope="attribute" 
AttributeName="InName"/><br>

<b>Description:</b> <FederatedLibCmpnt name="Life Insurance" Scope="attribute" 
AttributeName="InDesc"/><br>

<b>Number:</b> <FederatedLibCmpnt name="Life Insurance" Scope="attribute" 
AttributeName="InNumber"/><br>

<b>Group:</b> <FederatedLibCmpnt name="Life Insurance" Scope="attribute" 
AttributeName="InGroup"/><br>

120 ページの例 7-2 における FedCmpnt は統合インライン・コンポーネントの
名前で、122 ページの例 7-3 における Life Insurance は統合ライブラリー・コン
ポーネントの名前です。

統合コンテンツ・リンクのレンダリング

Content Manager 中に生命保険のコンテンツを作成する際、短い説明を記述した
テキスト文書も作成しました。139 ページの例 7-4 に示すコードにより、生命保
険 Web ページ上に URL とリンクを示す行が生成されます。このリンクをク
リックすると、テキスト文書が開きます。リンクがクリックされた時点で、
LWWCM の FederatedProxy モジュールが Content Manager にアクセスしてコンテ
ンツを取得します。

例 7-4   Web ページ中に Content Manager のコンテンツ・リンクをレンダリング

<b>Link:</b> <FederatedCmpnt context="current" key="FedCmpnt" Scope="contentUrl" 
type="content"/><br>
<b>Insurance URL:</b> <FederatedCmpnt context="current" end="'&gt;" 
key="FedCmpnt" Scope="contentUrl" start="&lt;a href='" type="content"/>Click here open 
Life Insurance.txt</a><br>
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コンポーネント・ライブラリーに保管されている統合コンポーネントを使用し
て同様のことを行う場合は、例 7-5 に示すようなタグになります。

例 7-5   保管されている統合コンポーネントを使用して Web ページ中に CM 属性をレン
ダリング

<b>Link:</b> <FederatedLibCmpnt name="Life Insurance" Scope="contentUrl"/><br>
<b>Insurance URL:</b> <FederatedLibCmpnt name="Life Insurance" end="'&gt;" 
Scope="contentUrl" start="&lt;a href='" type="content"/>Click here open Life 
Insurance.txt</a><br>

統合コンテンツのレンダリング

Content Manager コンテンツは、MIME タイプが text/* の場合にのみ、Web ペー
ジ中に直接にレンダリングできます。これを実現するには、例 7-6 に示すよう
なタグをページ設計で使う必要があります。

例 7-6   Content Manager のコンテンツを Web ページ中にレンダリング

<b>Content:</b> <br><FederatedCmpnt context="current" key="FedCmpnt" 
Scope="content" type="content"/>

コンポーネント・ライブラリーに保管されている統合コンポーネントを使用し
て同様のことを行う場合は、例 7-7 に示すようなタグになります。

例 7-7   保管されている統合コンポーネントを使用して Web ページ中に CM 属性をレン
ダリング

<b>Content:</b> <br><FederatedLibCmpnt name="Life Insurance" 
Scope="content"/>

統合コンテンツ・コンポーネントについて詳しくは、LWWCM online 
Information Center を参照してください。

7.3.4  全体としてまとめる

この節では、これまでに説明したすべての機能を組み合わせて Web ページを作
成する方法を説明します。Web ページのコンテンツは、Content Manager から取
り込まれて統合コンポーネントによってレンダリングされます。実例としては、
これまでと同様に保険のケース・スタディーを使います。すべてをひとまとめ
にした結果を、142 ページの図 7-15 に示します。

� Content Manager から以下のものを作成したことを確認します。

– 保険の属性 : IT_Number、IT_Name、IT_Description、IT_TargetGroup

– 保険の項目タイプ : InsuranceType
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– サンプル・コンテンツ、例えばインポートされるテキスト文書

Content Manager からの項目タイプとして InsuranceType を選択して検索を展
開すると、142 ページの図 7-15 の最上部の検索結果テーブルと同様のレコー
ド一覧が得られます。この図で選択されている項目 (Life Insurance) には、
その保険プランに関する詳細を説明するテキスト・ファイルが添付されてい
ます。

� Insurance layout ページ設計を修正し、属性を表示するための適切なタグを
含めます。138 ページの例 7-2 を例として参照してください。

� 新規のコンテンツ・ページを作成するか、既存のコンテンツ・ページを修正
します。135 ページの『コンテンツ・オブジェクト中に統合コンポーネント
を作成する』で説明したように、「内容」タブで統合コンポーネントを追加
して Life Insurance レコードを選択します。

上記の手順を組み合わせると、136 ページの図 7-14 に示す結果が得られます。
この図では、Web ページのコンテンツは統合コンポーネントを使用して Content 
Manager から取り込まれています。
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図 7-15   統合コンポーネントを使用して CM のコンテンツを公開した結果の Web ページ

CM Client
for Windows からの
検索結果

プレビュー用に
開いた CM 
コンテンツ中の
添付ファイル
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7.4  Connect タグ

Content Manager からデータを取り込み、そのデータを LWWCM Web サイトに
公開するには、3 つの方法が使えます。その 1 つは、connect タグの利用です。
この節では、connect タグが何であるのか、なぜそれを使用するのか、どのよう
にそれをサンプル・コードでセットアップするのか、そして全体としてどうな
るのかを解説します。 

7.4.1  connect タグとは

connect タグは、HTML 文書中に埋め込まれてページ設計やコンポーネント設
計で使用できるタグです。データベースや Web サイトなどの外部リソースから
データを取り込むために使用されます。HTML 文書中の connect タグにより、
取り込んだデータを配置すべき文書中での位置と、そのデータのレイアウトが
指定されます。

connect タグを使えば、以下のことを行えます。

� 外部データベースからのデータを表示する。
� 他の Web ページを表示する。
� Content Manager からのデータを公開する。

7.4.2  connect タグをセットアップする

この節では、connect タグをセットアップ、構成、および使用する方法を示しま
す。

前提条件と構成

CM タグが connect.cfg ファイル中に存在することを確認してください。例 7-8
に示す太字のテキストを参照してください。もし存在しなければ、追加する必
要があります。

例 7-8   connect.cfg ファイル中に必要なタグ

<DataProviders> 
      <SQL value="com.presence.connect.business.template.provider.SQLDataProvider" 
/> 
      <CM   
value="com.presence.connect.business.template.provider.CM8DataProvider" /> 
</DataProviders> 

使用している LWWCM のバージョンによっては、このタグがデフォルトで 
connect.cfg ファイル中に既に存在している場合があります。
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connect タグを処理するには、コンテンツの表示に使用する各ページ設計で、
「プロセス接続タグ」チェック・ボックスを選択する必要があります。ページ設
計の例として、144 ページの図 7-16 を参照してください。

図 7-16   プロセス接続タグ

( リッチ・テキスト・コンポーネントにおけるオプションと同様の )「リッチテ
キスト」または「HTML」のオプションがあるコンポーネントに connect タグを
挿入する場合には、必ず HTML を選択してください。そうしないと、connect 
タグはレンダリングされません。図 7-17 を参照してください。
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図 7-17   リッチ・テキスト・コンポーネントにおける HTML オプション

ページ設計での connect タグの使用

connect タグの構文を以下に示します。

<Connect MOD="" SRV="" {<Additional parameters>=""}>{Failure text}</Connect>

表 7-4 に、このタグで使用できるパラメーターとオプションを示します。

表 7-4   connect タグで指定できるパラメーターとオプション

パラメーター 説明

MOD データの表示に使用されるモジュールを表します。 
有効なオプションは以下のとおりです。
� TEMPLATE - 外部データベースからデータを呼び出す際に使

用します。
� WEB - 別の Web ページからのデータを表示する際に使用しま

す。
� AGGREGATOR - 別の Web ページの一部からのデータを表示

する際に使用します。

SRV 表示データの提供元を表します。 
有効なオプションは以下のとおりです。
� SQL (MOD="TEMPLATE" の場合のみ )
� LDAP (MOD="TEMPLATE" の場合のみ )
� CM (MOD="TEMPLATE" の場合のみ )
� HTML (MOD="WEB" または “AGGREGATOR” の場合のみ )

追加のパラ
メーター

MOD や SRV に関連する追加のパラメーター。例えば、
MOD="TEMPLATE" SRV="SQL" を使用する場合には、DB および 
SQL を指定します。
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前述したように、connect タグを使うことにより、以下のことが可能になりま
す。

� 外部データの表示
� 他の Web ページの表示
� Content Manager のデータの公開

ここでは、これらのタグを実装する方法について、関連する構文を詳細に示し
ながら考察します。

外部データを表示するための connect タグの使用

データを取り込んで Web ページ上に表示するために connect タグがアクセスで
きる外部データベースには、3 つの種類があります。以下の 3 種類です。

� SQL データベース
� LDAP ディレクトリー
� Content Manager

SQL データベースからデータを取り込む 

SQL データベースからデータを取り込むために connect タグで使用される構文
は、以下のとおりです。

<CONNECT MOD="TEMPLATE" SRV="SQL" DB="" USER="" PWD="" SQL=""> 
{Failure text}</CONNECT>

ここで、

� MOD="TEMPLATE": このモジュールは、外部データベースを扱う場合に使用
されます。

� SRV="SQL": データの提供元が SQL データベースであることを表します。

� DB: SQL データベース・サーバーの名前とプロトコルを指定します。

� SQL: 実際のデータを取り込むために使われる SQL ステートメントです。

� USER: オプション。データベースにアクセスするためのユーザー ID を指定
します。 

� PWD: オプション。データベース・ユーザーのパスワードです。 

� TEMPLATE: オプション。フォーマッター・ファイルを定義します。これに
より、ページ上の結果に関して、表示する内容とその形式を設定できます。

{Failure text} オプション。LWWCM がコンテンツの取り込みに失敗した場合
に、“Failure text” の内容が Web ページに表示されます。この失敗
テキストとしては、任意の有効な connect タグまたは HTML タグ
が可能です。

パラメーター 説明
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このパラメーターを指定しなかった場合には、取り込まれたデータは最小限
のフォーマット処理を施して表示されます。

例 7-9 に、SQL データベースからデータを取り込むための connect タグの使用例
を示します。

例 7-9   SQL データベースからデータを取り込む

<CONNECT MOD="TEMPLATE" SRV="SQL"  DB="jdbc:odbc:sample"  SQL="Select * 
from customer" USER="icmnlsdb" PWD="password" > Failed to retrieve data from the 
SQL database </CONNECT>

LDAP ディレクトリーからデータを取り込む

IBM Directory Server などの LDAP (Lightweight Directory Access Protocol) には、
connect タグを使用してアクセスできます。 

LDAP ディレクトリーからデータを取り込むために connect タグで使用される構
文は、以下のとおりです。

<CONNECT MOD="TEMPLATE" SRV="LDAP" HOST="" USER="" PWD=""> {Failure 
text}</CONNECT>

ここで、

� MOD="TEMPLATE": このモジュールは、外部データベースを扱う場合に使用
されます。

� SRV="LDAP": データの提供元が LDAP ディレクトリーであることを表しま
す。

� HOST: LDAP サーバーのホスト ID (IP アドレスまたはドメイン名 DNS) で
す。 

� USER: ユーザーの識別名です。

� PWD: ユーザーのパスワードです。

例 7-10 に、LDAP ディレクトリーからデータを取り込むための connect タグの
使用例を示します。

例 7-10   LDAP ディレクトリーからデータを取り込む

<CONNECT MOD="TEMPLATE" SRV="LDAP" HOST=itso.ibm.com USER=ldapadmin 
PWD=password> Failure to retrieve data from the LDAP directory </connect>

Content Manager サーバーからデータを取り込む

Content Manager サーバーからデータを取り込むために connect タグで使用され
る構文は、以下のとおりです。
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<CONNECT MOD="TEMPLATE" SRV="CM" SERVER="" USER="" PWD="" 
SEARCH="" TEMPLATE="" > {Failure text}</CONNECT>

ここで、

� MOD="TEMPLATE": このモジュールは、外部データベースを扱う場合に使用
されます。

� SRV="CM": データの提供元が Content Manager サーバーであることを表しま
す。

� SERVER: Content Manager の Library Server の名前です。

� USER: オプション。Content Manager サーバーへのアクセスに使用するユー
ザー ID です。

� PWD: オプション。ユーザーのパスワードです。

� SEARCH: 検索照会を指定するために使用されます。

� TEMPLATE: オプション。取り込んだデータをフォーマットするために使用
されます。

例 7-11 に、Content Manager からデータを取り込むための connect タグの使用例
を示します。 

例 7-11   Content Manager からデータを取り込む

<CONNECT MOD="TEMPLATE" SRV="CM" SERVER="icmnlsdb" USER="icmadmin" 
PWD="password" SEARCH={search string} TEMPLATE={template filename} > Failed to 
connect to the Content Manager server data </CONNECT>

ここでは、SEARCH パラメーターと TEMPLATE パラメーターの値は示してい
ません。これらのパラメーターの詳細と、connect タグを使用して Content 
Manager からデータを取り込む方法については、この章の後の節で解説します。

Web からのデータを表示するための connect タグの使用

既存の Web ページからデータを取り込んで LWWCM Web サイト内に表示する
には、以下の 2 つの方法があります。

� 既存の Web サイトからページ全体を取り込む
� 既存の Web サイトからページの一部を取り込む

既存の Web サイトからページ全体を取り込む

既存の Web ページを取り込むために connect タグで使用される構文は、以下の
とおりです。

<Connect MOD="WEB" SRV="HTML" ACTION=""> {Failure text}</connect>

ここで、 
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� MOD="WEB": このモジュールは、Web ページからデータを取り込む場合に使
用されます。

� SRV="HTML": データの提供元が HTML であることを表します。

� ACTION: 情報の取り込み元の Web サイトです。

connect タグから取り込まれたデータは、connect タグに取って代わります。元
の HTML ファイルの先頭には HTML ヘッダーが追加されます。 

例 7-12 に、Web サイトからデータを取り込むための connect タグの使用例を示
します。

例 7-12   既存の Web サイトからページ・データ全体を取り込む

<Connect MOD="WEB" SRV="HTML" ACTION="http://www.xyz.com"> {Failure 
text}</connect>

既存の Web サイトからページの一部を取り込む

Web ページ全体を取り込むのではなく、Web ページの一部をマージする場合に
は、WEB モジュールではなく AGGREGATOR モジュールを使用する必要があ
ります。既存の Web ページを取り込むために connect タグで使用される構文は、
以下のとおりです。

<Connect MOD="AGGREGATOR" SRV="HTML" ACTION="" START="<table>" 
END="</table>"> {Failure text}</connect>

ここで、 

� MOD="AGGREGATOR": このモジュールは、Web ページの一部を取り込む場
合に使用されます。

� SRV="HTML": データの提供元が HTML であることを表します。

� ACTION: 情報の取り込み元の Web サイトです。

� START: Web ページのコンテンツの切り取りを開始したい場所の文字列です。

� END: Web ページのコンテンツの切り取りを終了したい場所の文字列です。

150 ページの例 7-13 に、既存の Web サイトからページ・データの一部を取り込
むための connect タグの使用例を示します。

重要 :  START および END パラメーター・タグでは、大 / 小文字が区別さ
れます。Web サイト中の任意のテキストを使用できます。ただし、HTML 
タグを使用する場合には、完全なタグを指定する必要があります ( 例えば単
に <tab> ではなく <table> を使用します )。また、属性を持つ HTML タグ 
(<font size=1>) は指定できません。
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例 7-13   既存の Web サイトからページ・データの一部を取り込む

<CONNECT END="Python app."START="Develop Python" 
ACTION="http://www-136.ibm.com/developerworks/" SRV="HTML" 
MOD="AGGREGATOR"></CONNECT>

取り込み元の Web サイトである IBM developerWorks® を、図 7-18 に示します。
ここでは、Python アプリケーションの開発に関する要約記事を表示させたい場
合を考えます。151 ページの図 7-19 に示されている connect タグ ( 例 7-13 に示
したものと同じです ) を持つ新規コンテンツを作成します。この connect タグ
は、Web ページ内の「“Develop Python”」から「“Python app.”」までの部分を切
り取ります。最終的な結果を、151 ページの図 7-20 に示します。
developerWorks の Web サイトから取り込んだページ・データの一部が、本書の
ケース・スタディーの保険 Web サイト内に表示されています。

図 7-18   IBM developerWorks Web サイト
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図 7-19   Web ページの一部を切り取るための connect タグ ”

図 7-20   Web ページ・コンテンツの一部を保険 Web サイトに取り込んだ結果

LWWCM コンポーネントをキャッシングするための connect タグ
の使用

ページ設計中に配置されるコンポーネントは、connect タグ内のコンポーネント
参照を置き換えることにより、個別にキャッシングできます。connect タグは、
レンダラー・モジュールを使用して LWWCM コンポーネントをキャッシングし
ます。レンダラー・モジュールは connect.cfg ファイル中に定義され、デフォル
トで使用できます。 

connect.cfg ファイル中に、デフォルトのレンダラーで使用されるクラスと同じ
クラスを参照するモジュール ( 例えば ComponentRenderer) を新規に作成するこ
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とをお勧めします。こうしておけば、後でデフォルトのレンダラー・モジュー
ルを使用不可にした場合でも、新規に作成しておいたモジュールは相変わらず
有効です。新規に作成されたモジュールはデフォルトのセットアップに依存し
ないからです。

例 7-14 に、新規のレンダラーを作成するために connect.cfg ファイルに追加すべ
きコード ( 太字の部分 ) を示します。

例 7-14   connect.cfg でデフォルトのレンダラー・モジュールをコピー

<!-- Renderer Module -->
<Default 
class=com.ibm.workplace.Connect.app.render.RendererModule
remoteAccess=true autoLoad=false />

<ComponentRenderer 
class=com.ibm.workplace.Connect.app.render.RendererModule
remoteAccess=true autoLoad=false />

connect.cfg ファイルで新規の ComponentRenderer を作成したら、それを connect 
タグで使うことができます。以下に示す構文を使います。

<Connect MOD="ComponentRenderer" SRV="cmpnt" PATH="" SOURCE="" 
CMPNTNAME="" CACHE="" EXPIRES=""> {Failure text}</connect>

ここで、

� MOD="ComponentRenderer": レンダラー・モジュールの名前です。

� SRV="cmpnt": データの提供元が LWWCM コンポーネントであることを表し
ます。

� PATH: コンポーネントのコンテキストを設定します。

� SOURCE: コンポーネント・ライブラリーからキャッシングすることを表し
ます。

� CMPNTNAME: コンポーネントの名前を指定します。

� CACHE: キャッシングの対象がサイトなのかセッションなのかを表します。

� EXPIRES: キャッシュの有効期限を秒単位で指定します。この期限を過ぎる
と、コンポーネントは再度レンダリングされます。

LWWCM コンポーネントをキャッシングするための connect タグの使用例を、
例 7-15 に示します。

例 7-15   Web Content Manager コンポーネントをキャッシングするための connect タグ
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<Connect MOD="ComponentRenderer" SRV="cmpnt" PATH="/Site/SiteArea/Content" 
SOURCE="library" CMPNTNAME="Nav1" CACHE="site" EXPIRES="REL 7200s"> 
</connect>

上記の例で、ナビゲーター・コンポーネント Nav1 は、最初にレンダリングさ
れるとキャッシュに格納され、2 時間が経過するまではキャッシュから取得さ
れます。キャッシングを禁止するには、CACHE を none に設定します。153 
ページの例 7-16 を参照してください。

例 7-16   コンポーネント・レンダラーによるキャッシングを禁止する

<Connect MOD="ComponentRenderer" SRV="cmpnt" PATH="/Site/SiteArea/Content" 
SOURCE="library" CMPNTNAME="Nav1" CACHE=none> </connect>

connect タグについての詳細は、LWWCM online Information Center を参照してく
ださい。

7.4.3  全体としてまとめる

これまでの節では、外部ソースのコンテンツを表示するための connect タグの使
い方を数多く説明してきました。この節では、Content Manager データに焦点を
当て、connect タグを使用して Content Manager データを公開するための手順を
説明します。

147 ページの『Content Manager サーバーからデータを取り込む』で説明したよ
うに、LWWCM の connect タグを使えば、Content Manager サーバーからデータ
を取り込んで Web サイト上に表示することができます。

実例としては、これまでと同様に保険のケース・スタディーを使います。 

Content Manager サーバーからデータを取り込むために connect タグで使用され
る構文は、以下のとおりです。

<CONNECT MOD="TEMPLATE" SRV="CM" SERVER="" USER="" PWD="" 
SEARCH="" TEMPLATE="" > {Failure text}</CONNECT>

1. 以下のようにして、Content Manager Library Server 名、ユーザー ID、および
そのパスワードを指定する必要があります。

SERVER="icmnlsdb" USER="icmadmin" PWD="password"

注意 : サーバーのデフォルトの Web コンテンツ・キャッシングとして基本的
なキャッシングが使用されている場合、カスタム・キャッシングは使用でき
ません。
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アクセスしたい Library Server が、LWWCM と WebSphere がインストールさ
れているホストの cmbicmsrvs.ini ファイルで定義されていることを確認して
ください。 

2. 検索ストリングを定義する必要があります。本書の例では、名前 (IT_Name) 
が Automobile Insurance に等しく、かつ対象グループ (IT_TargetGroup) が 
Personal に等しい InsuranceType 項目を、XPath 照会によって Content Manager 
Library Server から探し出し、保険番号 (IT_Number) でソートします。以下の
ような照会ストリングになります。

SEARCH=’/InsuranceType[@IT_Name="Automobile Insurance" AND 
@IT_TargetGroup="Personal"] SORTBY (@IT_Number ASCENDING)’

Content Manager での検索方法についての詳細は、「Content Manager 
Implementation and Migration Cookbook」(SG24-7051) の第 7 章『Query 
language』を参照してください。

3. フォーマッター・ファイルをセットアップします。このファイルは HTML 
で記述するため、標準的な HTML タグはすべて使用できます。さらに 
LWWCM では、取り込んだデータをブラウザーに渡す前にフォーマット処
理するための結果セット・タグが提供されています。取り込まれたデータ
は、行の集合として返されます。結果セット・タグを使うことにより、各行
についてデータをフォーマット処理してブラウザー中に表示することが可能
になります。 

フォーマッター・ファイルは、Web サーバー上に作成する必要があります。
今の例では、以下のディレクトリーにフォーマッター・ファイル 
template1.html を配置します。

C:\IBM\WebSphere\AppServer\intalledApps\demo1\ilwwcm_ear\ilwwcm.war
\templates\template1.html

Connector タグでは、以下のように TEMPLATE を設定します。

TEMPLATE="http://localhost:9080/ilwwcm/templates/template1.html"

例 7-17 に、フォーマッター・ファイル template1.html のコードを引用しま
す。LWWCM は結果セットについてループ処理し、テーブル行に各結果を
配置します。IT_NAME 属性は太字で表示され、IT_Description 属性はその次
の行に表示されます。また、該当する文書部分へのリンクも ( もしあれば ) 
作成されます。 

例 7-17   フォーマッター・ファイル : template1.html

<TABLE>
  <RESULTSET >
    <LOOP>
      <TR>
        <TD>
          <B><FIELD NAME="IT_Name"> / <FIELD NAME="IT_Duration"></B>
          <BR/><FIELD NAME="IT_Description"> <A HREF="<FIELD NAME=Part>" 
TARGET="_blank">...more</A>
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        </TD>
      </TR>
    </LOOP>
  </RESULTSET >
</TABLE>

全体としてまとめると、本書のケース・スタディー向けの connect タグは、例 
7-18 に示すものになります。

例 7-18   Content Manager のデータを取り込んで表示するための connect タグ

<connect MOD="TEMPLATE" SRV="CM" SERVER="icmnlsdb" USER="icmadmin" 
PWD="berlin" SEARCH=’/InsuranceType[@IT_Name=”Automobile Insurance” AND 
@IT_TargetGroup=”Personal”] SORTBY (@IT_Number ASCENDING)’ 
TEMPLATE=”http://localhost:9080/ilwwcm/templates/template1.html”></connect>

この connect タグを使用するには、以下を実行します。

1. 新規のコンテンツを作成します。

2. (155 ページの例 7-18 に示した ) connect タグを、HTML として「内容」タブ
中に設定します。図 7-21 を参照してください。

3. 保管して結果をプレビューします。156 ページの図 7-22 を参照してくださ
い。

図 7-21   connect タグによる新規コンテンツの作成
 第 7 章 Content Manager コンテンツの公開 155



図 7-22   connect タグを使用して CM のコンテンツを公開した結果の Web ページ

7.5  JSP コンポーネント

Content Manager からデータを取り込んで LWWCM Web サイトに公開するため
の 3 つの方法の 1 つは、JSP コンポーネントを使用することです。この節では、
JSP コンポーネントが何であるのか、なぜそれを使用するのか、どのようにそ
れをサンプル・コードでセットアップするのか、そして全体としてどうなるの
かを解説します。 

7.5.1  JSP コンポーネントとは

 JSP コンポーネントは、LWWCM Web サイト中に直接に JSP を埋め込むこと
を可能にするコンポーネントです。JSP のコードは JSP ファイル中に保持され、
JSP ファイルは LWWCM 内の JSP コンポーネントで参照されます。実際の JSP 
ファイルは、ローカルの Web ディレクトリー内に保持されます。現行の 

CM Client
for Windows からの
検索結果
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LWWCM コンテキストの実行に際して、JSP ファイルは要求されたオブジェク
トに渡されます。 

JSP ファイルでは、通常は以下のことを行う必要があります。

� <wcm> タグを使用して、LWWCM コンテンツまたはライブラリー・コン
ポーネントを参照する。そのためには、wcm.tld タグ・ライブラリーを JSP 
ファイル中にインポートする必要があります。

� HTML および Java のカスタム・コードを作成する。この節では、Content 
API が Content Manager データにアクセスできるよう、Content Manager 
Information Integrator に焦点を当てます。一般的には、アプリケーションが 
Java API を提供しているかぎり、LWWCM 内で任意のバックエンド・アプリ
ケーション・データにアクセスする可能性があります。

7.5.2  なぜ JSP コンポーネントを使用するのか

JSP コンポーネントを使えば、ユーザーは LWWCM コンポーネントとして管理
されるカスタム JSP を作成できます。これらのコンポーネントを使用すること
により、LWWCM で標準的に提供されていない追加の機能を実現することがで
きます。

これは、Content Manager の Java コードが既に使用可能である場合に望ましい方
法です。こうした Java コードは、ほんの少し修正を加えるだけで、LWWCM の
コンテキストでジョブを実行するために再利用できます。

図 7-23   JSP コンポーネントと CM の統合アプローチ

LWWCM Content
referencing

JSP Component

Websphere Application Server

LWWCM Web アプリケーション

JSP ページ

JSP
コンポーネント

include

Content Manager
ライブラリー・サーバーおよび

リソース・マネージャー
II for Content 
コネクター API

ICM / FED

LWWCM Web サイト

HTTP

HTTP
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7.5.3  新規の JSP コンポーネントをセットアップする

JSP コンポーネントを使用するには、JSP プログラムを作成し、対応する JSP プ
ログラムを参照するように JSP コンポーネントを作成および構成する必要があ
ります。

新規 JSP コンポーネントの作成

統合コンテンツ・コンポーネントの作成と同様に、JSP コンポーネントの作成
には以下の 2 つの方法があります。

� コンポーネント・ライブラリー中に JSP コンポーネントを作成する
� 直接にコンテンツ・オブジェクト中に JSP コンポーネントを作成する

コンポーネント・ライブラリー中に JSP コンポーネントを作成した場合、その
コンポーネントはどのページ設計からも参照できます。また、ページ上に表示
される他のどのオブジェクトにも依存しません。一方、コンテンツ・オブジェ
クト中に作成した場合には、そのコンポーネントはコンテンツ・オブジェクト
に結合され、再利用できなくなります。

JSP コンポーネントをコンポーネント・ライブラリー中に作成する

コンポーネント・ライブラリー中に JSP コンポーネントを作成するには、以下
の手順に従ってください。

1. LWWCM 管理クライアントを開きます。
2. 「設計と開発」を展開します。
3. 「コンポーネントライブラリ」を選択し、「新規」をクリックします。
4. ダイアログ・ボックスで「JSP コンポーネント」を選択し、「OK」をクリッ

クします。

JSP コンポーネントをコンテンツ・オブジェクト中に作成する

JSP コンポーネントは、新規のコンテンツがテンプレートで作成されるたびに
使用可能になるよう、直接にコンテンツ・テンプレート中に配置することがで
きます。あるいは、既存のコンテンツ・オブジェクト中に手動でコンポーネン
トを配置することも可能です。

コンテンツ・オブジェクト中に JSP コンポーネントを作成するには、以下の手
順に従ってください。

1. LWWCM 管理クライアントで、既存のコンテンツ・オブジェクトを開くか、
新規のコンテンツ・オブジェクトを作成します。あるいは、既存のコンテン
ツ・テンプレートを開くか、新規のコンテンツ・テンプレートを作成しま
す。

2. 既存のコンテンツ・オブジェクトまたはコンテンツ・テンプレートを使用す
る場合には、「編集」をクリックして編集モードに切り替えます。
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3. 「コンポーネントマネージャー」をクリックします。

4. 「追加」をクリックします。

5. 新規コンポーネントの名前を入力します。

6. 「タイプ」ドロップダウン・リストから「JSP コンポーネント」を選択し、
「OK」をクリックします。

7. もう一度「OK」をクリックします。

8. 「内容」または「コンテンツテンプレート」のタブをクリックし、最下部ま
でスクロールします。

JSP コンポーネントの構成

JSP コンポーネントでは、以下の 2 つのテキスト・フィールドが提供されてい
ます。

� JSP パス : このフィールドには、ローカルの JSP ファイルのパスを入力しま
す。JSP コンポーネントは内部的に RequestDispatcher.include(path) を実行し、
その応答を結果としての Web ページ中にマージするため、JSP ファイルは
ローカルに存在している必要があります。include メソッドの制限は、それ
がローカルであるということです。ほとんどの場合は、LWWCM と同じ 
Web アプリケーション・フォルダーに JSP ファイルを配置することになりま
す。このフィールドに入力するパスは ( フォワード ) スラッシュで始まる必
要があり、大 / 小文字が区別されます。例えば、Web アプリケーション・
フォルダーの下に JSP フォルダーが作成されていて、JSP ファイルの名前が 
Test.jsp である場合、この JSP パスには /jsp/Test.jsp と入力する必要がありま
す。

� エラーメッセージ : このフィールドには、JSP ファイルが使用可能でなかっ
た場合や JSP コードのレンダリングに失敗した場合のエラー・メッセージを
入力します。エラー・メッセージを用意しておくと、エラーが発生した場合
に Java の不可解なエラー・メッセージを Web サイトのユーザーに見せなく
て済みます。

160 ページの図 7-24 に、JSP コンポーネントの構成の例を示します。

ヒント : LWWCM の Web アプリケーション・フォルダーは、デフォルト
で以下のパスに作られます ( ドライブとフォルダーの名前は、インストー
ル環境によって変わる可能性があります )。

[Drive]:\[Path]\WebSphere\AppServer\installedApps\[Node]\ilwwcm_war.ear
\ilwwcm.war
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図 7-24   JSP コンポーネントの構成

JSP コンポーネントは、“include” を実行する前に、JSP がアクセスできるように
レンダリング・コンテキスト (JSP_CMPNT_RENDERCONTEXT) を要求オブ
ジェクト中に置きます。

LWWCM Web アプリケーションとまったく無関係なことを行うのであれば、
JSP コンポーネントは使用する必要はありません。JSP がレンダリング処理にお
けるフロントエンドとなり、認証の実行やレンダリング・コンテキストのセッ
トアップなどを行います。こうした JSP は、その後でレンダリング用のタグを
使用して、コンテンツやコンポーネントをレンダリングすることもできます。
これについては、165 ページの『サンプル・コード : JSP ページでの wcm JSP タ
グの使用』で扱います。 

JSP コンポーネントの使用

前述したように、JSP コンポーネントは、コンポーネント・ライブラリー中も
しくはコンテンツ文書のコンテキスト中に作成することができます。

JSP コンポーネントは、コンポーネント・ライブラリー中で使用する場合には
以下のようにしてページ設計で参照できます。

<AptrixLibCmpnt name="JSPCmpnt"/>
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コンテンツのコンテキスト中で使用する場合には、以下のようにしてページ設
計で参照できます。

<AptrixCmpnt context="current" key="JSP" type="content"/>

7.5.4  サンプル・コード

この節では、外部の Content Manager コンテンツとの統合のための JSP コンポー
ネントの使用例をいくつか示します。

� 161 ページの『サンプル JSP コード : Content Manager への接続』では、
Information Integrator for Content のコネクター・テクノロジーを使用して JSP 
中で Content Manager に接続および切断する方法を例示します。このコード
は、Content Manager に接続するすべての JSP コードにとっての出発点になり
ます。

� 163 ページの『サンプル JSP コード : 簡易検索』では、Information Integrator 
for Content の ICM コネクターを使用して、Content Manager サーバーへの接
続、照会の実行、および結果の表示を行う例を示します。

� 165 ページの『サンプル・コード : JSP ページでの wcm JSP タグの使用』で
は、JSP ページでの wcm タグの使い方を例示します。これは Content 
Manager との統合に直接に関連するわけではありませんが、LWWCM のライ
ブラリー・コンポーネントやコンテンツをレンダリングする JSP を作成する
場合に大いに役立ちます。

サンプル JSP コード : Content Manager への接続

例 7-19 では、Content Manager Information Integrator for Content API を使用して 
Content Manager システムへの接続を開閉する方法を例示するためのサンプル 
JSP を示します。Content Manager システムへの接続は、JSP コンポーネントを
使用して Content Manager コンテンツを LWWCM に統合するための第一歩にな
ります。デモンストレーションのために、この JSP は、要求コンテキストおよ
び現行の LWWCM ユーザー・クリデンシャル ( これはバックエンド・システム
へのアクセスに使用できます ) から得られた属性のリストも表示します。

例 7-19   test.jsp

<%@ page import="java.util.Enumeration" %>
<%@ page import="com.aptrix.pluto.renderer.RenderContext" %>
<%@ page import="com.presence.connect.user.User" %>
<jsp:useBean id="conn" scope="page" class="com.ibm.mm.beans.CMBConnection" />

Connecting....<br>

重要 : ユーザー ID とパスワードを取得するためのコードはサポートされてい
ません。LWWCM の将来のリリースで変更される可能性もあります。
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<%
   // -----------------------------------------------------------
   // Connect to CM using the connection bean
   // -----------------------------------------------------------
   conn.setDsType("ICM");// 'Fed' to use federated connector
   conn.setServerName("ICMNLSDB");// CM database
   conn.setUserid("icmadmin");// UserId to access CM
   conn.setPassword("password");// Password of the UserId
   conn.connect();// connect to CM

   // -----------------------------------------------------------
   // Check if we are connected
   // -----------------------------------------------------------
   boolean isConnected = conn.isConnected();

   if (isConnected) {

   String attrName = "";
   Object attrValue = null;
   
   // -----------------------------------------------------------
   // Loop through the request context and display it on the page
   // -----------------------------------------------------------
   for (Enumeration e = request.getAttributeNames() ; e.hasMoreElements() ;) { 
      attrName = (String) e.nextElement(); 
      attrValue = request.getAttribute(attrName);    
%>

<b><%= attrName %>:</b> <%= attrValue %><br><br>
<%
   }
   }
   
   // -----------------------------------------------------------
   // Disconnect from CM
   // -----------------------------------------------------------
   conn.disconnect();

   // -----------------------------------------------------------
   // Read the current LWWCM username and password from the render context
   // -----------------------------------------------------------
   String username = null;
   String password = null;

   RenderContext rendercontext = (RenderContext) 
request.getAttribute("JSP_CMPNT_RENDERCONTEXT");

   if (rendercontext != null) {
User user = rendercontext.getPlutoSession().getSession().getUser();
if (user != null) {
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username = user.getUserName();
password = user.getConnectPassword();

}
   }
%>

<b>UserName = <%=username%></b><br />
<b>password = <%=password%></b><br />

サンプル JSP コード : 簡易検索

例 7-20 に示す JSP ファイルでは、JSP ページ内から Content Manager 照会を実行
する方法が例示しています。最後に結果セットを表示しています。

ここで使用する照会の構文は、Content Manager の共通の照会言語です。基本的
な照会ストリングは、以下のようなものです。

/<ItemType>[@<Attr_Name>=<Value>]

サンノゼ (San Jose) に居住している顧客 (attribute=homeCity) のすべての保険情報 
(ItemType=insurance) を取得するための照会ストリングは、以下のようになりま
す。

/insurance[@homeCity=\”San Jose\”]

この照会における引用符は、JSP ページ中の文字列変数への代入のためにエス
ケープする必要がある点に注意してください。

照会ストリングについての詳細は、「Content Manager Implementation and 
Migration Cookbook (SG24-7051)」の 7.3.1 節を参照してください。

例 7-20   CMDocumentList.jsp

<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.01 Transitional//EN">
<HTML>
<HEAD>
<%@ page import="com.ibm.mm.beans.*, java.net.URL"%>
<% 
// -----------------------------------------------------------
// Setup the CM Connection
// -----------------------------------------------------------
String servername = "ICMNLSDB";
String servertype = CMBBaseConstant.CMB_DSTYPE_ICM;
String userid = "icmadmin";
String password = "password";
String query = "/insurances[@InsuranceType LIKE \"%xyz%\"]";

CMBConnection conn = new CMBConnection();
conn.setServerName(servername);
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conn.setDsType(servertype);
conn.setUserid(userid);
conn.setPassword(password);
conn.connect();

CMBSearchResults results = null;
CMBDataManagement dm = null;
synchronized(conn)
{
   // -----------------------------------------------------------
   // Get a data management object for later getting the URLs
   // -----------------------------------------------------------
   dm = conn.getDataManagement();

   // -----------------------------------------------------------
   // Run the query
   // -----------------------------------------------------------
   CMBQueryService qs = conn.getQueryService();
   qs.setAsynchSearch(false);
   qs.setQueryString(query, CMBBaseConstant.CMB_QS_TYPE_XPATH);
   qs.runQuery();

   results = new CMBSearchResults();
   results.setConnection(conn);
   results.newResults(qs.getResults());
}
%>

<META http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=ISO-8859-1">
<META name="GENERATOR" content="IBM WebSphere Studio">
<TITLE>A List of CM Documents</TITLE>
</HEAD>
<BODY>
<%
// -----------------------------------------------------------
// Loop over the results
// -----------------------------------------------------------
for (int i = 0; i < results.getCount(); i++)
{
  synchronized(conn)
  {
    CMBItem item = results.getItem(i);
    dm.setDataObject(item);
    URL url = dm.getContent(0).getDataURL();
%>
    - <a href="<%= url.toString() %>"><%= item.getAttrName(1) %> = <%= 
item.getAttrValue(1) %></a><br>
<%
  }
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} // end loop over results
%>
</BODY>
</HTML>

<% 
// -----------------------------------------------------------
// Tear down the CM Connection (in a real world example
// you might leave the connection in the HTTP session)
// -----------------------------------------------------------
conn.disconnect();
%>

図 7-25 に、LWWCM Web サイトにおけるサンプル照会ページの出力を示しま
す。

図 7-25   CMContentList.jsp の出力

サンプル・コード : JSP ページでの wcm JSP タグの使用

LWWCM の JSP タグは、LWWCM コンテンツおよびコンポーネントを取り込む
ために JSP ページ内で使用します。これは、LWWCM Web アプリケーションと
はまったく無関係な JSP ページを実装する場合に便利です。それは、Content 
Manager のカスタム Web インターフェースを使用してユーザーが自分の保険を
管理できるようにするための JSP ページであってもいいでしょう。そのイン
ターフェースをナビゲーターやメニューなどの LWWCM コンポーネントで囲む
には、wcm タグ・ライブラリーを使用できます。 
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JSP ページ中で wcm JSP タグを使用するには、以下の手順に従ってください。

1. JSP ページ中に wcm タグ・ライブラリーを取り込みます。このタグ・ライブ
ラリーは、デフォルトで LWWCM Web アプリケーションの WEB-INF/tld 
フォルダー内にあります。

<%@ taglib uri="/WEB-INF/tld/wcm.tld" prefix="wcm" %>

2. ワークスペースを初期化します。このタグは、LWWCM ユーザーの有効な
クリデンシャルを要求します。

<wcm:initworkspace username="Administrator" password="password">
Could not initialize the workspace

</wcm:initworkspace>

3. どの LWWCM コンテキストを使用すべきかをページに指示するには、
setExplicitContext タグを使用します。このタグは、1 つのページ内で複数回
使用できます。このタグが出現するたびに、ページの残り部分についてコン
テキストが変化します。コンテキストを /intranet に初期設定するには、以下
を行う必要があります。

<wcm:setExplicitContext path="/Intranet">
Could not set the explicit path

</wcm:setExplicitContext>

4. 実際の LWWCM コンポーネントまたはコンテンツをレンダリングするには、
libraryComponent タグと contentComponent タグが使用できます。これらは、
LWWCM 環境内でページ設計の HTML を作成する際に使用される 
AptrixLibCmpnt タグと AptrixCmpnt タグに似ています。同一ページ上の異な
るコンテキストで (Body フィールドの他に ) 同一のナビゲーターを 2 回表示
する場合には、以下のようにします。

<wcm:setExplicitContext path="/Intranet">
Could not set the explicit path

</wcm:setExplicitContext>

<wcm:libraryComponent name="NAV - Left Hand">
Could not find LH Nav component

</wcm:libraryComponent>

<wcm:setExplicitContext path="/Intranet/Home/About">
Could not set the explicit path

</wcm:setExplicitContext>

<wcm:libraryComponent name="NAV - Left Hand">
Could not find LH Nav component

</wcm:libraryComponent><br>

<wcm:contentComponent key="Body" type="content">
Content not found

</wcm:contentComponent>
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結果は、図 7-26 のようになります。

図 7-26   WCM タグを使ったサンプル・ページ

wcm JSP タグについて詳細は、LWWCM online Information Center を参照してく
ださい。

7.5.5  全体としてまとめる

この節では、新規の JSP コンポーネントを Web ページ上で使用可能にするため
に必要な作業を説明します。デモンストレーションのために、本書における保
険のケース・スタディーを対象にします。ここでは、すべての使用可能な保険
ポリシーのリストを insurances というサブページ上に取得します。
CMContenList.jsp 中の照会ストリングを、以下のように修正する必要がありま
す。

String query = "/insurances";

Content Manager System Administration Client で、以下のセットアップを ( まだ済
んでいなければ ) 実装してください。

1. サンプル属性として、IT_Number、IT_Name、IT_Description、および 
IT_TargetGroup を作成します。

2. 上記の属性を持つ項目タイプ InsuranceType を作成します (168 ページの
図 7-27 を参照 )。

3. この InsuranceType 用に、いくつか項目をインポートします。
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図 7-27   項目タイプと属性

LWWCM 内で以下を実行します。

1. 163 ページの『サンプル JSP コード : 簡易検索』で解説した簡易検索の JSP 
ページ (CMContentList.jsp) を作成し、[web-app]\jsp\CMContentList.jsp として
保存します。

2. 158 ページの 7.5.3『新規の JSP コンポーネントをセットアップする』で説明
したようにして JSP コンポーネントを作成します。そのコンポーネントの名
前は MyJSPCmpnt にします。パスのフィールドには、以下を入力します。

/jsp/CMContentList.jsp

3. 新規のコンテンツ・テンプレートを作成します。このテンプレートで作成さ
れたコンテンツは、新規サイト・エリアの初期コンテンツ用のプレースホル
ダーの役割を果たします。ここでは、コンテンツ・コンテキストによって 
JSP コンポーネントを参照するのではなく、ページ設計中のタグによって直
接に参照します。したがって、コンテンツにコンポーネントを追加する必要
はありません。

4. CM Content Layout という名前の新規のページ設計を作成し (Menu Layout を
コピーして編集すると簡単です )、HTML 本文中で JSP コンポーネントを参
照します。以下の行は使いません。

<AptrixCmpnt context="current" key="Menu" type="content"/>

代わりに以下の行を使います。

<AptrixLibCmpnt name="MyJSPCmpnt"/>

5. JSP コンポーネントの結果を表示させたい新規のサイト・エリアを作成しま
す。サイト・エリアの「プロパティ」タブで、新規に作成したコンテンツと
ページ設計を指定します (169 ページの図 7-28 を参照 )。
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.

図 7-28   新規サイト・エリアのセットアップ

6. コンテンツ CM Template を使用して CMNews という新規コンテンツを作成
し、それを作成したばかりのサイト・エリア中に配置します。サイト・エリ
アを作成した時点ではこのコンテンツは使用可能でなかったため、サイト・
エリアに戻り、CMNews をデフォルト・コンテンツとして追加します。

7. 新規のコンテンツまたはサイト・エリアで「プリビュー」をクリックしま
す。結果としての Web ページは、165 ページの図 7-25 に示すようになりま
す。

7.6  トラブルシューティング

この節では、発生した問題を解決するためのヒントについて、いくつか説明し
ます。

7.6.1  ログ・ファイルとトレース・レベル

ログ・ファイルとトレース・レベルに関する以下の設定は、問題を特定するう
えで役に立ちます。

� WebSphere Application Server

WebSphere Application Server のログ・ファイルを使用してください。本書で
は LWWCM Web アプリケーション ( これは WebSphere Application Server 上で
動作します ) のコンテキスト中で JSP を実行しているため、まずはこのログ
を調べる必要があります。

� LWWCM

以下のログ・ファイルは、[LWWCM_HOME]\connect\log ディレクトリーに
あります。

– connect.log
– error.log
– debug.log
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上記のファイルのトレース・レベルは、以下のファイルのログ・マネー
ジャー構成セクションで個別に調整できます。

[LWWCM_HOME]\config\connect.cfg

7.6.2  基本的な接続テスト

LWWCM サーバーから Content Manager サーバーへの接続が正常に行われてい
るかどうかをテストするには、サンプル・アプリケーションの TConnect を 
LWWCM サーバーから実行することをお勧めします。接続をテストする際に
は、いくつかのパラメーターを TConnect に指定する必要があります。Tconnect 
はターゲットの Content Manager にアクセスし、接続を開き、次に閉じることを
試みます。 

TConnect は、Information Integrator for Content に付属しています。TConnect の構
文は以下のとおりです。

java TConnect <dstype> <server> <userid> <password>

例を示します。

java TConnect ICM icmnlsdb icmadmin password

Content Manager と LWWCM を別々のマシンにインストールした場合には、
LWWCM サーバー上で Content Manager データベースをカタログする必要があ
ります。 

カタログされているすべてのデータベースのリストを取得するには、コマン
ド・プロンプトで以下を入力します。

db2 list database directory

この結果として得られるリスト中に Content Manager データベースが含まれてい
る必要があります。

7.6.3  LWWCM の外部での JSP プログラムの実行

LWWCM 内の JSP コンポーネントを扱う場合には、参照されている JSP ファイ
ルが LWWCM の外部で動作することを確認してください。以下のように、イン
ターネット・ブラウザーを使用して JSP を直接に呼び出します。

http://<server>/<context>/connect/<pathToJsp>/<jsp>.jsp

これで正常に動作しない場合には、デバッグを行って正常に動作することを確
認してから、LWWCM 内で JSP コンポーネントから参照してください。
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第 8 章 システム・アーキテクチャー
に関する考慮事項

これまでの章では、LWWCM のリポジトリーとして Content Manager を使用す
る方法、および Content Manager のコンテンツを LWWCM Web サイトに公開す
る方法の基本について説明しました。この章では、LWWCM と Content Manager 
の統合時に考慮する必要があるシステム・アーキテクチャーの問題について説
明します。

この章では、以下のトピックを扱います。

� LWWCM と Content Manager を同一マシンにインストールする場合
� LWWCM と CM を別のマシンにインストールする場合
� 統合のシナリオ
� 混合オペレーティング・システム (Windows と AIX)

8
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8.1  概要

Lotus Web Content Management (LWWCM) と Content Manager を統合する場合、
この統合ソリューションをセットアップする方法は数多くあります。LWWCM 
と Content Manager を 1 台のマシンにインストールする方法、LWWCM と 
Content Manager をそれぞれ異なるマシンにインストールする方法、複数の　
LWWCM サーバーと単一の Content Manager システムにより構成する方法、ま
たは LWWCM サーバーと統合する Content Manager システム内に複数の　
Resource Manager を持つ方法などがあります。さらに、ビジネス要件を満たす
ために混合プラットフォーム環境にサーバーとシステムを構成することもでき
ます。

LWWCM と Content Manager 間に適切な通信を確立するには、以下のコンポー
ネントが確実にインストールされている必要があります。

� DB2 ランタイム・クライアント

Content Manager データベースの別名は常にカタログされている必要があり
ます。このため、最低でも DB2 ランタイム・クライアントをインストール
する必要があります。

� Information Integrator for Content Development Workstation または Server
LWWCM オブジェクトのみのリポジトリーとして Content Manager を使用す
る場合は、インストール済みコネクターと Information Integrator for Content 
に関する要件は、ビデオ、ピクチャー、文書などの外部リソース用リポジト
リーとして使用する場合の要件とは異なります。

図 8-1 に、統合のために必要なコンポーネントを示します。
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図 8-1   1 台または複数台のマシンで必要なコンポーネント

8.1.1  LWWCM オブジェクト用リポジトリーとしての Content Manager 
の使用

リポジトリーとして Content Manager を使用する場合は、ホスティング 
LWWCM に少なくとも ICM コネクター がインストールされている必要があり
ます。ICM コネクターのインストールは、Information Integrator for Content 
Development Workstation のインストール時に選択できます。インストール手順
についての詳細は、119 ページの 7.2、『前提条件』を参照してください。

LWWCM を実行中のアプリケーション・サーバーのクラスパスは、Content 
Manager と通信するために必要なクラスも含むよう調整する必要があります。

8.1.2  外部リソース用リポジトリーとしての Content Manager の使用

ビデオ、イメージ、文書などの外部リソース用リポジトリーとして Content 
Manager を使用するために、LWWCM 内の統合コンテンツ・コンポーネントを
使用できます。統合コンテンツ・コンポーネントについては、126 ページの 
7.3、『統合コンテンツ・コンポーネント』で説明しています。このコンポーネ
ントは、フェデレーテッド・コネクター (FED) 経由で Information Integrator for 
Content Server によって提供される検索テンプレートを使用します。したがっ
て、この機能を利用するには、ICM コネクターの他に、Information Integrator 
for Content Server、および Information Integrator for Content の FED コネクター
を、このマシン上にインストールする必要があります。
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LWWCM を実行中のアプリケーション・サーバーのクラスパスは、Content 
Manager と通信するために必要なクラスも含むよう調整する必要があります。

8.1.3  サーバーのオペレーティング・システムに関する考慮事項

本書のテスト環境では、AIX 上でもすべてのテストが実施されました。すべて
の製品とコンポーネントは AIX でも同様に使用可能であるため、マシンの台数
を決定する上でオペレーティング・システムを考慮する必要はありません。

8.2  LWWCM と Content Manager を同一マシンにインス
トールする場合

テストを目的とした環境または小規模な環境では、LWWCM と Content Manager 
を 1 台のマシンに十分にインストールできます (174 ページの図 8-2 を参照 )。
これはサポートされるアーキテクチャーです。この節では、この方法を使用す
る場合に必要な事項について説明します。

図 8-2   LWWCM と Content Manager を同一マシンにインストールする場合

8.2.1  LWWCM に関する考慮事項

複数の LWWCM システムを同一マシンにインストールできます ( ただし、テス
ト目的以外では推奨しません )。システムは互いに完全に独立しているため、
別のマシンにインストールされているように扱うことができます。同じ 
WebSphere Application Server の下に複数の LWWCM システムをインストールす
るには、2 つの方法があります。

1. 各 LWWCM サーバー用に専用のアプリケーション・サーバーを作成する。
これには、各サーバーが独立した JVM 環境で実行するという利点がありま

DB2 CM
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管

取
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II for Content  
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す。LWWCM サーバーは別々に停止および開始できます。サーバーへアク
セスするポートは異なる必要がありますが、同じコンテキスト情報を使用で
きます。次の 2 つの URL は、ポート番号のみが異なります。それぞれの 
URL は、ポート 9080 と 9081 で実行する専用の LWWCM サーバーにアクセ
スします。

http://demo1:9080/ilwwcm/connect/intranet
http://demo1:9081/ilwwcm/connect/intranet

2. 各 LWWCM サーバーは独自のコンテキストで、ただし単一の WebSphere 
Application Server の下で実行する。ほとんどのテスト・シナリオでは、
LWWCM サーバーは server1 の下にインストールされます。この方法を使用
すると、複数の LWWCM サーバーが server1 の下で実行するように、ただし
同じポートで別のコンテキストを使用するよう構成できます。次の 2 つの 
URL はコンテキスト情報のみが異なります ( 最初のサーバーのコンテキスト
は ilwwcm_1、2 番目のサーバーのコンテキストは ilwwcm_2)。コンテキスト
情報は、WAR ファイルのデプロイ時に同じポート番号 (9080) を使用して定
義され、同じ WebSphere Application Server 上にインストールされます。

http://demo1:9080/ilwwcm_1/connect/intranet
http://demo1:9080/ilwwcm_2/connect/intranet

2 つのサーバーは完全に独立しているため、相互のシンジケーションもサポー
トします。

8.2.2  Content Manager に関する考慮事項

複数の Content Manager システムを、単一の LWWCM サーバーまたは複数の 
LWWCM サーバーとして同一マシンにインストールできます。Content Manager 
は大量のメモリを使用するため、この方法はお勧めしません。後で説明する複
数 Content Manager のシナリオをテストする必要がある場合は、専用マシン上に
追加の Resource Manager または Library Server ( あるいはその両方 ) をインス
トールすることをお勧めします。

8.2.3  セキュリティーに関する考慮事項

コンテンツをインターネットに公開すると、インターネットからアクセス可能
になります。この結果、サーバーはセキュア・ゾーンの外側に置かれることに
なります。サーバー内のデータがセキュアである保証はありません。

すべての情報について保管と公開用のサーバーが単一の場合、社外からの侵入
者に対する露出度が高くなります。高くても、使用するサーバー ( イントラ
ネット ) と外側の世界 ( インターネット ) 間にファイアウォールをインストール
することしかできません。
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8.2.4  保守

Web サイトのプロセス・ステージごとにサーバーを用意せずに、Web サイト全
体を単一のサーバー上に構成すると、保守が難しくなります。大多数の会社は 
Web サイトに対して複数のプロセス・ステージを使用する傾向があるため、こ
の問題を考慮する必要があります。例えば、コンテンツの公開プロセスについ
て、大多数の組織では開発環境と実稼働環境を使用するのが一般的です。ただ
し、この方法では単一の LWWCM サーバーしか構成しないため、実現できませ
ん。

この方法では、同じ LWWCM サーバー内にコンテンツ公開プロセスをすべて用
意する必要があります。また、承認済みの公開データ・コンテンツとドラフ
ト・データを同じ LWWCM サーバー内に混在して持つため、危険でもありま
す。176 ページの 8.3、『LWWCM と CM を別のマシンにインストールする場合』
で、別のマシンの使用法について説明します。

8.2.5  利点と欠点

このオールインワン・アプローチの利点は、セットアップが容易になることで
す。システムのセットアップとテストを迅速に行い、すべての連携動作を確認
できます。この方法は、Web サイトの公開プロセス用に複数のステージを持つ
必要がない、小規模で単純な Web サイトにお勧めします。 

このオールインワン・アプローチの欠点は、マシンが破損するとすべてのデー
タが失われるという高いリスクがあることです。この事態が発生してバック
アップがない場合、すべての情報および製品構成が失われます。セキュリ
ティーに関して既に説明したように、おそらくこの単純なセットアップではセ
キュリティーの問題があります。さらに、保守の問題も考えられます。この方
法は企業システムにはお勧めしません。

8.3  LWWCM と CM を別のマシンにインストールする場合

実稼働環境のシステムにおけるパフォーマンスとセキュリティー上の理由から、
LWWCM と Content Manager は別のマシンにインストールすることをお勧めし
ます ( 図 8-3 を参照 )。この節では、この方法を使用する場合に必要な事項につ
いて説明します。
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図 8-3   LWWCM と Content Manager を別のマシンにインストールする場合

8.3.1  LWWCM に関する考慮事項

同一マシンに複数の LWWCM サーバーをインストールする場合は、174 ページ
の 8.2、『LWWCM と Content Manager を同一マシンにインストールする場合』
を参照してください。サーバーは、ポート番号または実行するアプリケーショ
ン・サーバーのコンテキストが異なります。

各 LWWCM サーバーを独自のマシンで実行させる場合は、コンテキストとポー
ト番号に関する特別な注意は必要ありません。別のアプリケーション・サー
バーで実行させるためです。サーバーはそれぞれ異なるホスト名でアクセス可
能です。次の 2 つの URL は、同じコンテキストとポート番号を使用して、2 台
の別のマシン (demo1 と demo2) にインストールされた 2 つの別の LWWCM サー
バーにアクセスします。

http://demo1:9080/ilwwcm/connect/intranet
http://demo2:9080/ilwwcm/connect/intranet

2 つの LWWCM サーバー間のシンジケーションは、バージョンが同じ場合のみ
サポートされます。本書のシナリオでは、すべての LWWCM サーバーに 
LWWCM V2.0 を使用します。

8.3.2  Content Manager に関する考慮事項

Content Manager に関しては、特別な考慮事項はありません。Content Manager を 
LWWCM とは別のマシン上にインストールする場合のインストールおよび構成
作業は、Content Manager を LWWCM サーバーと同一マシン上にインストール
する場合の作業と変わりありません。
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8.3.3  セキュリティーに関する考慮事項

複数のマシンがある場合は、Content Manager サーバーを LWWCM サーバーか
ら分離できます。

LWWCM によってインターネット・サイトのコンテンツを管理する場合は、外
部からの攻撃を避けるため、外部 Web サーバーを DMZ に配置することを強く
お勧めします。この方法によって、Content Manager リポジトリーに保管された
データを確実にファイアウォールの背後に置き、侵入者からアクセスできない
ようにします。図 8-4 に、このセットアップを示します。

DMZ は Demilitarized Zone ( 非武装地帯 ) の略語です。DMZ はルーターとファ
イウォールの間のホスト / ネットワーク、またはファイアウォールの外側のホ
スト / ネットワークを表す概念です。DMZ 内のマシンは、攻撃されるリスクが
高いとみなされている、信頼できない外側の世界 ( インターネット ) に公開さ
れています。機密情報を保護されていない形式で DMZ 内のサーバーに置くこ
とはお勧めしません。最初の ( インターネット ) 層と 2 番目の ( 内部ネットワー
ク ) 層の間では、承認済みのポートのみを開放するようにします。

図 8-4   セキュア・アーキテクチャーの例 : LWWCM と CM が別のマシンにある場合

8.3.4  保守

Web サイトが別々の環境にある場合の方がより効果的に管理できます。また、
パフォーマンスの問題にきめ細かく対応できる独立した環境があることで、全
般的なパフォーマンスを向上させることができます。保守を容易にする方法と
しての最初の決断は、Web サイトのサイズ、配布、ニーズなどのさまざまな要
因を必要とする異なる環境について分析することです。

インターネット

内部
ネットワーク

DB2 CM サーバー

DMZ

LWWCM サーバー

ファイアウォール ファイアウォール
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8.3.5  利点と欠点

この方法の最も重要な利点は、データが分散され、適切なレベルのセキュリ
ティーも確保できることです。もう 1 つの重要な利点は、会社のニーズに従っ
て、Web サイトの公開プロセスを異なる種類の環境に分割できることです。

8.4  統合のシナリオ

この節では、LWWCM と Content Manager の統合に関して実現可能な別のシナ
リオについて説明します。ビジネス要件によっては、ここで説明しないその他
の組み合わせも考えられます。

どの統合のシナリオを選択するかは、会社の配置、LWWCM プロセスのステー
ジ、独立した開発、テスト、実稼働環境の必要性、割り当て可能な物理サー
バー数、および必要になる統合のレベルなどの要因によって異なります。

8.4.1  1 つの LWWCM サーバー

この最初の方法は、すべての製品をインストールするため、最も単純な方法で
す。統合を可能にするため、Information Integrator for Content Server も同一マシ
ンにインストールする必要があります。このインストールによって、Content 
Manager と LWWCM 間の通信を確立するために必要なコネクターが提供されま
す。

両方の製品を同一マシンまたは別のマシンにインストールできます。別のマシ
ンを使用する場合は、DB2 ランタイム・クライアントをインストールし、
Library Server データベースをカタログする必要があります。この構成について
の詳細は、99 ページの 6.2、『リモートの Library Server デ―タベースへのアクセ
ス』および 174 ページの 8.2.1、『LWWCM に関する考慮事項』を参照してくだ
さい。 

統合を実現するため、次の処理が実行されます。

1. LWWCM Web アプリケーションに対する要求が Web ブラウザー経由で送信
されます。

2. アプリケーション・サーバーにホスティングされている LWWCM Web アプ
リケーションは、Content Manager の Java API ( クラスパス内の JAR ファイル
であるフェデレーテッド・コネクター ) を使用して、aptixjpe.properties ファ
イルに定義されているものと同じ ユーザー ID とパスワードで Library Server 
にアクセスします。

3. 各オブジェクトは、Name、Type、Description など、独自の属性を持つ、
Content Manager の AJPEData 項目タイプに保管されます。これは、
aptrixjpe.properties ファイルに定義済みのデフォルトの項目タイプ名です。詳
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細については、111 ページの 6.4、『CM に LWWCM オブジェクトが保管され
る仕組み』を参照してください。

4. バイナリー・ファイルとイメージ・オブジェクトは AJPEResources 項目とし
ても Content Manager に保管されます。実際のオブジェクトは物理的に 
Resource Manager に保管されます。

5. 両方の項目タイプの属性 JPE Server ID は、LWWCM サーバーを示します。

図 8-5 に、統合の詳細を示します。

図 8-5   統合の詳細

単一の LWWCM サーバーを使用するこの構成では、単一の Library Server と単
一の Resource Manager、または単一の Library Server と複数の Resource Manager 
を持つことができます。

単一の Library Server と単一の Resource Manager
このシナリオでは、単一の LWWCM サーバーを、単一の Library Server と単一
の Resource Manager を持つ Content Manager システムと統合します。このシナリ
オでは、さらにすべてを 1 台のマシンにインストールするか、LWWCM と 
Content Manager を別のマシン上に構成するか選択できます。それぞれのシナリ
オ (1 台のマシンまたは複数のマシン ) に関する考慮事項については、前節で説
明しています。Content Manager のデータはすべて、1 台の固有なマシンに保管
されます。

Library Server

WebSphere 
Application Server

Resource Manager   
Web アプリケーション

WebSphere 
Application Server

LWWCM Web 
アプリケーション

フェデレーテッド・コネクター

Web ブラウザー

DB2

SP SPSP SP

Net Search 
Extender

AJPEData          
AJPEResources

connect.cfg
aptrixjpe.properties
aptrixsearch.propertiescm.jpeServerIdentifier=MyLWWCM_1

属性 JPE ServerID=MyLWWCM_1
180 Lotus Workplace Web Content Management および Content Manager の連携



単一の Library Server と複数の Resource Manager
このシナリオでは、単一の LWWCM サーバーを、単一の Library Server と複数
の Resource Manager を持つ単一の Content Manager システムと統合します。この
シナリオを使用すると、複数のマシン ( 追加の Resource Manager ごとに追加で 1 
台 ) を用意する必要があります。この方法でシステムをセットアップする 1 つ
の理由は、AJPEResource 項目タイプを別のマシンに保管することです。ホス
ティングする Web サイトが地理的に分散していて大容量のイメージ・オブジェ
クトやビデオ・オブジェクトへのアクセスを必要とする場合に、ユーザーが
ファイルを取得しそうな場所に近いところに Resource Manager をセットアップ
する際に、この方法が役立ちます。

この構成をセットアップするには、実際の AJPEResource 項目タイプと関連付け
られる Resource Manager を、追加の Resource Manager で置き換える必要があり
ます。

1. Content Manager System Administration Client を開きます。

2. 「Data Modeling」->「Item Types」を選択します。

3. 右パネルから、「AJPEResource」を右クリックし、コンテキスト・メニュー
から「Properties」を選択します。

4. 「Document Management」タブを選択します。

5. 既存の パーツ・タイプ ( デフォルトで ICMBASE) を選択し、「編集」をク
リックします。

6. ポップアップ・ウィンドウで、デフォルトの Resource Manager ( および対応
するコレクション ) を変更することができます。別のマシン上にインストー
ルされている別の Resource Manager を選択可能です。

7. 「適用」をクリックし、「OK」 をクリックします。

182 ページの図 8-6 に、RMDB と RM2 という 2 つの関連付けられた Resource 
Manager を持つ Content Manager サーバーの例を示します。
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図 8-6   別の RM を指す AJPEResources の構成

8.4.2  複数の LWWCM サーバー

Web サイトが大規模で複雑なものになりそうな場合は、複数の LWWCM サー
バーをセットアップすることをお勧めします。このような Web サイトを扱うと
きは、通常、特定の要件ごとに複数のプロセスを異なる論理環境に分割する必
要があります。ほとんどの Web サイトでは、開発とオーサリング用、および実
稼動の表示 Web サイト用に最低 2 つの環境があるのが一般的です。 

この LWWCM Java 版では、Web サイトはシンジケーション・アクティビティー
によって各環境間で情報を共有できます。シンジケーションにより、異なる 
LWWCM サーバー間でデータを複製できます。シンジケーションは Information 
and Content Exchange (ICE) 標準に基づいており、HTTP を使用します。シンジ
ケーションについての詳細は、282 ページの 13.1、『シンジケーションの概要』
を参照してください。
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利点 
この方法においてシンジケーションを使用すると、多数の分散サーバーすべて
において複製された同じデータを持つことができるため、非常に有効です。シ
ンジケーションを使用するかどうかは、ビジネスのニーズやステージによって
選択できます。

さまざまな種類の環境が考えられます。

� オーサリング : 多くの大企業では、物理的に離れた複数の場所に分散した複
数のサーバーが必要になる場合があります。コンテンツの作成と保守はロー
カルで行い、その後中央のオーサリング・サーバーへシンジケートすること
が可能です。

� ステージング : ライブ環境に移行する前に、サイト全体のコンテキストで変
更を見直す機会を提供します。定期的に大幅な変更が実施されると予測され
る場合は、この環境をセットアップすることを強くお勧めします。

� ライブ : 最終的な利用者に表示 Web サイトを提供します。Web ページを効率
的にレンダリングするために調整されます。この環境には多くの場合、
キャッシング、ロード・バランシング、フェイルオーバーで役立つ、パ
フォーマンス強化用の他のソフトウェアとハードウェアを組み込みます。

� 開発 : 開発とテストのための環境です。適切なテストの後、シンジケーショ
ンを使用してライブ環境またはオプションのステージング環境へデータを送
信できます。

� テスト : 開発環境をテスト環境と分離する必要がある場合に役立ちます。

固有の Content Manager リポジトリーを複数の LWWCM サーバーで使用する構
成は、異なるステージを必要とする Web サイトのみに適用されるわけではあり
ません。例えば、別の Web サイトがあるが、同じリポジトリーに情報を保管す
る場合にも役立ちます。この場合、各 Web サイト (LWWCM サーバー ) のデー
タは異なるものであるため、シンジケーションは必要ありません。

欠点
複数の LWWCM サーバーを持つ欠点の 1 つは、データを別の環境にシンジケー
トする場合、コンテンツ・サイト内で外部ファイル を使用していると、これ
らの外部ファイルをすべてのサーバーに手動で配信して、各サーバーのファイ
ル・システムに保管する必要があることです。例えば、156 ページの 7.5、『JSP 
コンポーネント』で示しているように JSP ファイル (LWWCM にとって外部
ファイル ) を使用する場合、シンジケーション先のすべてのサーバーにこの JSP 
ファイルをコピーする必要があります。コピーしていない場合、JSP コンポー
ネントが JSP ファイルを探そうとして失敗し、JSP コンテンツをレンダリング
できなくなります。もう 1 つの類似したケースは、153 ページの 7.4.3、『全体と
してまとめる』で示しているように、Connect タグを使用して検索結果を表示す
るために、HTML ファイル (LWWCM にとって外部ファイル ) を使用するケー
スです。このケースでは、HTML ファイルも変更のたびにすべてのサーバーに
手動で コピーする必要があります。
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環境の例
2 つの別の環境を持つ簡単な例として、コンテンツの作成と保守をオーサリン
グ環境で実行し、そのコンテンツをライブ環境へシンジケートするケースが考
えられます。

ステージング環境を組み込む場合は、オーサリング環境とライブ環境の間に追
加できます。

大企業では、物理的に離れた複数の場所に分散した複数のサーバーが必要にな
る場合もあります。コンテンツの作成と保守はローカルで行い、その後そのコ
ンテンツを中央のオーサリング・サーバーへシンジケートすることが可能です。

図 8-7 に、オーサリング、ステージング、およびライブという 3 つの環境があ
り、各環境を別のマシンにセットアップするシナリオを示します。

図 8-7   複数の環境と複数のマシンのセットアップ

単一の Library Server と単一の Resource Manager
この方法は、複数の LWWCM サーバーが、単一の Library Server と単一の 
Resource Manager を持つ固有の Content Manager リポジトリーを指すように構成
することを意味します。

この統合を実現するには、各 LWWCM マシンに Information Integrator for Content 
Development Workstation をインストールし、通信に必要なコネクターを用意す
る必要があります。185 ページの図 8-8 に、このシナリオのセットアップを示
します。
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図 8-8   複数の LWWCM サーバー / マシンのシナリオのアーキテクチャー

複数の LWWCM をインストールし、同じ Content Manager リポジトリーを使用
するよう構成する場合は、各 LWWCM が別の名前を持つ必要があります。これ
は、各 LWWCM サーバーの aptrixjpe.properties ファイルで定義します。

cm.jpeServerIdentifier=MyLWWCM_1
cm.jpeServerIdentifier=MyLWWCM_2

このシナリオでは、MyLWWCM_1  と  MyLWWCM_2  は 2 つの LWWCM 
サーバーの名前です。別のサーバーの名前には、数字と英字の任意の組み合わ
せを使用できます。

Content Manager からは、AJPEData と AJPEResources の属性 JPE ServerID が適切
な LWWCM サーバーのオブジェクトを識別します。「スタート」->「プログラ
ム」->「IBM Content Manager V8」->「Client for Windows」を選択し、Library 
Server にログオンして、項目タイプ AJPEData に基づいて検索を実行すると、こ
の項目タイプで Content Manager に保管されているすべての項目が検索されま
す。186 ページの図 8-9 に、この検索の結果を示します。例えば、Anonymous 
という 2 つの項目があることに注意してください。この 2 つの項目の JPE Server 

ヒント : サーバーのホスト名を jpeServerIdentifier として使用することをお勧
めします。1 台のマシンに複数の LWWCM を構成する場合は、ホスト名に番
号を付加します。これは、ホスト名が固有で、物理的なマシンと容易に関連
付けることができるためです。
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ID は異なっています。これは、項目が同じ名前でも、別の LWWCM サーバー
に属していることを意味します。最初の項目は demo2 として識別されるサー
バーに属し、2 番目の項目は 1 として識別されるサーバーに属します。

図 8-9   同じ Content Manager を使用する別の LWWCM

187 ページの図 8-10 に、複数の LWWCM サーバーが同じ Content Manager を使
用するシナリオを示します。

注意 : この例で別の値を持つ属性は JPE Server ID のみです。これは、両方の 
LWWCM サーバーがシンジケートされ、両方のデータが同じであるためで
す。
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図 8-10   同じ Content Manager を使用する複数の LWWCM サーバー

上のシナリオでは、各 LWWCM が、適切な aptrixjpe.properties ファイルで定義
された単一のサーバー名を持ちます。この名前は、各オブジェクトが属する
サーバーを識別するために Content Manager の AJPEData 項目タイプと 
AJPEResources 項目タイプで使用されます。

単一の Library Server と複数の Resource Manager
この方法は、すべての LWWCM サーバーが同じ Library Server を使用する場合
に、複数の LWWCM サーバーの負荷を複数の Resource Manager 間で共有する
ケースに該当します。これは次の状況での意味が考えられます。

� ロード・バランシングとパフォーマンス上の理由で、LWWCM サーバーの
設計とコンテンツを LWWCM のシンジケーション機能を使用して同期させ
る必要がある。各 LWWCM サーバーから固有の Resource Manager にアクセ
スさせて、Resource Manager の負荷を共有することもできます。

� 複数の LWWCM サーバーが別の Web サイトをホスティングする。バック
アップ、リカバリー、パフォーマンス、およびロード・バランシング上の理
由から、独立した Resource Manager を同じ Library Server によって使用する
必要があります。

� 単一の Resource Manager を、LWWCM サイト、サイト・エリア、コンテン
ツ・テンプレート、ワークフロー、ワークフロー・ステージなど、LWWCM 
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オブジェクトを保管するために使用する。別の Resource Manager は、ビデオ
やイメージなどの外部コンテンツ用のソースとしてのみ機能します。

複数の LWWCM サーバーで同じ Library Server を使用し、ただし LWWCM オブ
ジェクトのストレージ用には別々の Resource Manager を持つ、という構成は、
各 LWWCM サーバーを特別に構成することによって実現できます。デフォルト
で、LWWCM サーバーは、オブジェクトの保管のために AJPEData と 
AJPEResource という 2 つの項目タイプを Content Manager サーバーに作成し
て使用します。他の設定の中で、これらの名前が特定の項目タイプ名と一致す
るように調整できます。この事実を利用し、別の項目タイプ用に別の Resource 
Manager を定義できます。 

LWWCM サーバーが作成および使用している項目タイプの名前を変更するに
は、<LWWCM_HOME>\config ディレクトリにある aptrixjpe.properties ファイル
を開き、例 8-1 で示すように最初の LWWCM サーバー用に行を追加または編集
します。

例 8-1   最初の LWWCM サーバーの aptrixjpe.properties

..
cm.server=ICMNLSDB
...
cm.itemType=demo1_data
cm.resources.itemType=demo1_resources
...

例 8-2 に示す行を使用して、追加の LWWCM サーバーを構成します。

例 8-2   2 番目の LWWCM サーバーの aptrixjpe.properties

...
cm.server=ICMNLSDB
...
cm.itemType=demo2_data
cm.resources.itemType=demo2_resources
...

189 ページの図 8-11 に、この例の構成の概要を示します。最初の LWWCM サー
バー LWWCM1 では、項目タイプ demo1_data とリソース項目 demo1_resources 
を使用します。2 番目の LWWCM サーバー LWWCM2 では、項目タイプ 
demo2_data とリソース項目 demo2_resources を使用します。両方の LWWCM 
サーバーが同じ Content Manager の Library Server (ICMNLSDB) を指します。共
有 Library Server 内では、demo1_data という項目タイプと demo1_resources とい
うリソース項目タイプは Resource Manager RM1 に属しています。demo2_data と 
demo2_resources は Resource Manager RM2 に属しています。これは、各 
LWWCM サーバーが、ビデオとファイルを保管する固有の Resource Manager を
持つことを意味します。
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図 8-11   複数の Resource Manager を使用する複数の LWWCM

Content Manager に関する構成についての詳細は、LWWCM online Information 
Center の『IBM Content Manager でのデータの保存 (Storing Data in IBM Content 
Manager)』の章を参照してください。

複数の Content Manager サーバー
この方法は、地理的にさまざまな場所に分散した多くのオフィスを持つ会社の
ケースが該当します。これらの会社では、複数の Content Manager と LWWCM 
サーバーを、場所ごとに 1 つずつ持つ場合があります。このケースでは、各 
LWWCM サーバーはリポジトリーとして Content Manager サーバーを使用し、
異なる LWWCM サーバー間で共通データ (Web サイトのコンテンツと設計のオ
ブジェクト ) のシンジケーションを行います。このようにして、同じ Web サイ
トをそれぞれの場所に保管しながら、どこにおいても必ず同じデータを持つよ
うにします。セキュリティーの観点からは、この方法ではデータの保管に関し
て各場所が互いに独立しているため、適切な方法です。

各ローカル構成は互いに独立しているため、この方法で必要な構成は、単一の 
LWWCM と単一の Content Manager の場合と同じです。このケースでただ 1 つ共
通しているのは、シンジケーションを使用して、すべてのサーバーで更新デー
タが同じになるよう維持することです。シンジケーションを実現するには、

R M 1 R M 2

L W W C M  1
cm .s erver= IC M N LS D B
cm .item T ype=d em o 1_ d ata
cm .re sources .item T ype=d em o 1_reso u rces

L W W C M  2
cm .s erve r= IC M N LS D B
cm .item T ype=d em o 2_ d ata
cm .resources .item T ype= d em o 2_reso u rces

L ib rary  S erver
項 目 タ イ プ : d em o 1_d ata  =>  R M 1
項 目 タ イ プ : d em o 1_reso u rces  =>  R M 1
項 目 タ イ プ : d em o 2_d ata  =>  R M 2
項 目 タ イ プ : d em o 2_reso u rces  =>  R M 2

2

2

1

1

 第 8 章 システム・アーキテクチャーに関する考慮事項 189



サーバーの 1 つがシンジケーター であり、別のサーバーがサブスクライ
バー であることが必要です。図 8-12 に、このシナリオを示します。

図 8-12   複数の LWWCM 対複数の Content Manager でのシンジケーションの使用

8.4.3  外部リソース用リポジトリーとしての Content Manager の使用

複数の Content Manager サーバーを構成し、フロントエンド・アプリケーション
として Content Manager を使用してデータの取り込みまたはインポートを行い、
そのコンテンツを LWWCM Web サイトに公開することが可能です。この方法
は、例えば、別の Content Manager サーバーにアーカイブされたビデオ・ファイ
ルまたはイメージを、LWWCM Web サイトに対して使用する必要があるケース
で役立ちます。このケースでは、Content Manager をリポジトリーとして使用す
るだけではなく、外部データのソースとして使用します。複数の Content 
Manager サーバーに保管される Content Manager データを取得する別の方法につ
いては、117 ページの第 7 章『Content Manager コンテンツの公開』で説明して
います。LWWCM Web サイトへの Content Manager ビデオの統合については、
265 ページの第 12 章『VideoCharger の統合』を参照してください。この機能を
実現するには、LWWCM サーバーに Information Integrator for Content Server をイ
ンストールする必要があることに注意してください。
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8.5  混合オペレーティング・システム (Windows と AIX)
これまでに説明した環境、および LWWCM と Content Manager サーバーのセッ
トアップの組み合わせはすべて、異なるオペレーティング・システムのプラッ
トフォームで構成することが可能です。LWWCM または Content Manager ( ある
いは両方 ) を AIX にインストールした後は、Content Manager と LWWCM の使
用法はすべてのセットアップが Windows プラットフォーム上にある場合と同じ
です。サーバーがどこにインストールされ実行されているかは、エンド・ユー
ザーからは透過的です。一般には、すべてのサーバーに対して同じプラット
フォームを使用することをお勧めします。ただし、既存の LWWCM と Content 
Manager サーバーが既に別のプラットフォームを使用している場合でも、さら
に問題なく統合を実行できます。
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第 9 章 ポータルの統合

この章では、LWWCM コンテンツ・ポートレットおよび Content Manager ポー
トレットの機能について詳しく説明します。また、ポータルの視点で見たユー
ザー管理、および Content Manager と LWWCM によるシングル・サインオンへ
の影響についても説明します (245 ページの第 11 章『セキュリティー』も参
照 )。

9
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9.1  アーキテクチャー

次の図は、WebSphere Portal Server (WPS) を含む実際のアーキテクチャーの概要
を示しています。

図 9-1   WPS/LWWCM/Content Manager アーキテクチャー

9.1.1  コンテンツの作成

現在のバージョンの LWWCM は、コンテンツ・ビューアー・ポートレットと組
み合わせて、ポータル内のコンテンツを表示することしかできません。コンテ
ンツの作成、編集、削除、およびページ設計 ( ページ設計、コンテンツ・テン
プレート、サイト・フレームワークの作成 ) は、現在も LWWCM 管理クライア
ントで行います。将来のリリースの LWWCM では、LWWCM 管理クライアン
トはアプレット・ベースのアプリケーションから、WebSphere Portal 内のみで使
用できるポートレット・アプリケーションに移行します。この章では、
WebSphere Portal V5 にコンテンツ表示を組み込むことに焦点を当てます。

9.1.2  コンテンツの保管

3 ページの第 1 章『Lotus Workplace Web Content Management の概要』および
171 ページの第 8 章『システム・アーキテクチャーに関する考慮事項』で説明
したように、コンテンツはファイル・システム、リレーショナル・データベー
ス・システム、または IBM Content Manager に保管できます。ポータルの視点で
は、これらの保管場所を意識する必要はありません。どのリポジトリー・タイ
プを使用していても、違いはありません。
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9.1.3  コンテンツ管理

サイト・フレームワーク、コンテンツとそれに関連するサイト・エリアの関係、
およびコンテンツとそれに関連するカテゴリーの関係は、LWWCM 管理クライ
アントで実装されます。これは、WebSphere Portal Server をユーザー・インター
フェースとして使用するときでも、WebSphere Portal Server から独立していま
す。

9.1.4  コンテンツの配信

LWWCM コンテンツをユーザーに表示するには、基本的に 2 つの方法がありま
す (194 ページの図 9-1 内のボックスを参照 )。

1. LWWCM に保管されるコンテンツのレンダリング・エンジンとして 
WebSphere Portal Server を使用する。

2. LWWCM そのものを独自のコンテンツのレンダリング・エンジンとして使
用する。

2 つの方法は同時に使用できます。つまり、LWWCM は、ポータルと「従来の」
Web ページの両方に対して同時にコンテンツを提供することが可能です。コン
テンツとナビゲーションをポータルにレンダリングする利点については、
196 ページの 9.2、『WebSphere Portal Server に LWWCM を統合する理由』で説明
します。

LWWCM に依存しないポータル・ページに Content Manager のコンテンツを公
開する場合は、次の章で説明する 2 つのオプションを選択できます。

1. コンテンツ・ビューアー・ポートレットを使用して、LWWCM 経由で 
Content Manager のコンテンツにアクセスする。

2. Content Manager ポートレットを使用して、Content Manager のコンテンツに
直接アクセスする。

LWWCM 経由での外部 Content Manager コンテンツへのアクセス
この方法は、最もよく使用される方法です。コンテンツへのすべてのアクセス
が LWWCM で一元管理できるからです。WebSphere Portal Server で公開される
コンテンツとコンポーネントは LWWCM のセキュリティー、レイアウト、およ
びナビゲーションのメカニズムを通じて提供されるので、Web ページの一貫性
を損なうリスクが軽減されます。

� セキュリティー

ポータルにログオンするために使用するユーザー・クリデンシャルは、
LWWCM システムをパススルーできます。LWWCM の各オブジェクトは独
自のセキュリティーを備えています。したがって、このことは Content 
Manager のコンテンツにも適用されます。Content Manager のコンテンツは、
フェデレーテッド・コンポーネント、Connect タグ、または 156 ページの 
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7.5、『JSP コンポーネント』で説明した JSP ページによる方法を使用して、
LWWCM 経由で参照されます。

� ルック・アンド・フィール / コーポレート・アイデンティティ

コンテンツ・ビューアー・ポートレットは、LWWCM 管理インターフェー
スで管理されるページ設計も使用します。そのため、ページ・レイアウトの
ルック・アンド・フィールに関する責任は、LWWCM ページ設計者にあり
ます。

� ナビゲーション

200 ページの『ナビゲーション・ポートレット』で説明しますが、LWWCM 
でセットアップされたサイト・フレームワークを反映するようなナビゲー
ション・ポートレットを使用することが可能です。Content Manager のコン
テンツに接続する際は、コンテンツ・ページを通して最終的に参照されるコ
ンポーネントが使用されます。このコンテンツ・ページは、サイト・フレー
ムワーク内の 1 つ以上のサイトまたはサイト・エリアに接続されます。この
結果、Content Manager のコンテンツの場所は、使用するサイトのフレーム
ワークのセットアップ時に 1 度だけ定義されます。LWWCM に設定された
場所は、ポータル・ページ上でコンテンツが表示される場所を自動的に表し
ます。

9.2  WebSphere Portal Server に LWWCM を統合する理由

この章では、WebSphere Portal Server を LWWCM コンテンツのフロントエンド
として選択する理由を Web ユーザーの視点から説明します。

� シングル・サインオン

ポータル・ユーザーが一度ポータルにログインすると、ユーザーが自分のク
リデンシャルを再入力する必要がないように、クリデンシャルを LWWCM 
にパススルーできます。同時に、ポータルのクリデンシャルを使用して、他
のポータル・アプリケーションに対する認証が可能です。シングル・サイン
オンの目的は、ユーザーがポータル・ユーザー・インターフェース経由で 1 
度ログインしさえすれば、提供されているアプリケーションをすべて利用で
きるようにすることです。

� 柔軟なプレゼンテーションおよびレイアウト・モデル
� 高度な WCM 機能
� LDAP
� Content Manager の統合
� 自由に選択できるプレゼンテーション層

注意 : 詳細は、207 ページの 9.4.2、『ユーザー管理とセキュリティー』を参照
してください。
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� ポートレット
� 従来の Web サイト
� WAP など
� 直感的なクリック・ツー・アクション (C2A) ナビゲーション
� 相互接続ポートレットの容易な作成
� コンテンツおよびコンポーネントの WebSphere Portal Server 経由の配信が可

能

9.3  統合のレベル

統合のレベルは基本的に 4 つあります。これは、一般的な外部アプリケーショ
ンを統合するためのポートレット・パターン・アプローチに対応しています。

� リンク
ポータル・ページにリンクのみを表示します。リンクをクリックすると、2 
番目のブラウザー・ウィンドウが開きます。

� 表示
主に Web ページ・ポートレットを使用して行います。ポートレット自身が、
iFrame を使用してポータル・ページに外部アプリケーションをレンダリング
します。

� 組み込み
主に、既存のポートレットを使用したり、複雑性の低い開発によって行いま
す。

� マイグレーション
外部アプリケーションを元の状態では使用しません。ポータル API および統
合されるアプリケーションの API を使用して、ユーザー・インターフェース
のすべての機能をポートレットで再プログラミングします。

表 9-1   ポートレット・パターンの利点 / 欠点

利点 欠点

リンク � 高速で容易

� 既存のアプリケーションへ
のアクセス

� 既存の機能に対する変更が
ない

� ポータルからの単純な 
Web リンク

� 実際のアプリケーション
の表示にポータルのフ
レームワークを使用しな
い
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198 ページの表 9-2 に、LWWCM に関して対応する統合レベルを示します。

表 9-2   LWWCM/Content Manager の統合パターン

表示 � 既存の機能に対する拡張が
最小限

� ポータル外部のオプショ
ン・リンクを通じて既存の
アプリケーションにアクセ
スし、より高度な機能を使
用可能

� ポータルのフレームワー
ク内にアプリケーション
機能がない、または最小
限しかない

組み込み � ポータル内に重要な機能が
ある

� 開発時間が必要になり、
実装が難しい場合がある

マイグレー
ション

� ポータル内に全アプリケー
ション機能がある

� 実装が技術的に難しく、
多数のリソースが必要

リンク Content Manager のコンテンツを指すリンクです。このリンクは
ハードコーディングするか、動的に生成できます。これは、
フェデレーテッド・コンポーネント、Connect タグ、または JSP 
コンポーネントを使用して行います (117 ページの第 7 章
『Content Manager コンテンツの公開』を参照 )。通常は、リンク
を一度クリックすると、別のウィンドウでコンテンツが開きま
す。

表示 外部アプリケーションをポータルに表示するには 2 つの方法が
あります。

1. 通常は、外部 Web ページを iFrame に取り込む機能を備えた 
Web ページ・ポートレットによって行います。これはユー
ザーのマシン上で行われるため、ユーザーはリモート URL 
にアクセスできる必要があります。Content Manager のコン
テンツを表示する既存の Web アプリケーションであれば、
どれでもこの iFrame で参照できます。

2. Web クリッピングは、外部 Web アプリケーションをポータ
ルで表示するもう 1 つの方法です。技術的には、WebSphere 
Portal Server サーバーが定義済み URL から HTTP ストリーム
を取り込みます。ストリームを実際にポータル・ページに表
示する前に、URL の再書き込み、開始ポイントと終了ポイ
ントの定義、ログインなどの変更をストリームに対して行う
ことが可能です。Content Manager のコンテンツを表示する
既存の Web アプリケーションであれば、どれでも Web ク
リッピング・ポートレットによって参照できます。

利点 欠点
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次の節では、統合方法を選択します。

9.4  LWWCM ポートレット

LWWCM をポータルに統合する責任を持つポートレットは 1 つしかありませ
ん。このポートレットの構成方法によって、変化をつけることができます。構
成できるポートレットは、以下の 3 タイプがあります。

1. 動的コンテンツ

このタイプのポートレットは、同じポータル・ページにある他の LWWCM 
ポートレットのイベントを listen します。例えば、このポートレットのコン
テンツは、別のポートレットで選択されたサイト・エリアによって変わりま
す。

2. 静的コンテンツ

このタイプのポートレットは、ポータル・ページ上の他の LWWCM ポート
レットから独立した、固定のコンテンツを表示します。通常、この方法はロ
ゴやバナーを表示するために使用します。

3. ライブラリー・コンポーネント

ライブラリー・コンポーネントは、テーブル、ナビゲーター、メニューなど
のコンポーネントです。通常、このタイプのコンポーネントを表示するよう
に構成されたポートレットは、特定のナビゲーターをユーザーに表示するた
めに使用されます。ナビゲーター内の項目を選択すると、動的コンテンツ・
ポートレット ( 上記参照 ) のイベントが起動されてコンテンツが変更されま
す。

組み込み IBM が提供する LWWCM および Content Manager 用の既存の
ポートレットを使用します。LWWCM の観点では、ポータル固
有のコンポーネントに関する開発とポートレットのセットアッ
プ / 構成の作業が若干必要となります。これは、最もよく使用
される方法です。

マイグレー
ション

LWWCM と Content Manager 両方の API を使用して、まったく
新しいポートレットを開発します。LWWCM の観点では、ほと
んどの場合、既存のポートレットで到達できる統合レベルで十
分なので、この方法を選択する必要はありません。この方法の 
1 つの例としては、ポータル・ナビゲーションに対する 
LWWCM 階層のシームレスな統合があります ( コンテンツ・
ビューアー・ポートレットはナビゲーター・ポートレットとし
て使用しません )。これを行うには、最初に LWWCM API を使
用して階層情報を読み取り、それ以降はポータル API を使用し
てネイティブのポータル・ナビゲーション構造を作成するよう
なポートレットを使用します。
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9.4.1  典型的な LWWCM ポータル・ページ

LWWCM を統合する典型的なポータル・ページは、2 つまたは 3 つのポート
レットから構成されます。ポートレット 1 はナビゲーターを表示し、ポート
レット 2 は、ナビゲーターで選択された項目に応じて動的コンテンツを表示し
ます。オプションのポートレット 3 はコンテキスト・メニューを表示できます。
図 9-2 に、これを示します。

図 9-2   サンプルの LWWCM ポータル・ページのレイアウト

以下の節では、ポータル・ページ内に Insurance コンテンツを表示する 3 つの
ポートレットを作成します。ページは次のものから構成されます。

� ナビゲーション・ポートレット
� ナビゲーション・ポートレットで選択したコンテンツを表示する動的コンテ

ンツ・ポートレット
� メニューを表示する静的コンテンツ・ポートレット

3 つのポートレットはすべて、1 つのポータル・ページにマージされます。

ナビゲーション・ポートレット
この節では、左側のナビゲーターが表示されるようにコンテンツ・ビュー
アー・ポートレットのセットアップを作成する方法について説明します。トッ
プレベルのノードは Insurance ノードです。

最初に、Insurance ノードで階層の表示を開始するナビゲーターを用意するため
に、LWWCM で新しいナビゲーター・ライブラリー・コンポーネントを作成し
ます。

ナビゲーター

コンテキスト・
メニュー

コンテンツ
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図 9-3   Insurance ナビゲーターの定義

次に、この Insurance ナビゲーターを使用するようにナビゲーター・ポートレッ
トを構成します。

図 9-4   Insurance ナビゲーター・ポートレットの構成 - コンテンツ

このポートレットは、ページ上の他のポートレットへのリンクをブロードキャ
ストしています。これにより、例えば、コンテンツ・ポートレットは、コンテ
キストの変更を取り入れるようになります。
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図 9-5   Insurance ナビゲーター・ポートレットの構成 - リンク

コンテンツ・ポートレット
次のものを表示するコンテンツ・ポートレットの作成方法について説明します。

� LWWCM リポジトリー・コンテンツ
� 統合コンテンツ・コンポーネントを使用した Content Manager の外部コンテ

ンツ

実例を示すために、「Insurance Name 1」というサイト・エリア用のコンテンツ
を作成します。また、このコンテンツは、組み込まれたフェデレーテッド・コ
ンポーネントを通じて Content Manager のコンテンツを参照します。

Content Manager のコンテンツは、Windows 用の Content Manager クライアント
のインポート機能を使用して作成します。
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図 9-6   Content Manager へのテキスト文書のインポート

作業を簡単にするために、Insurance1Fed という名前のコンポーネント・マネー
ジャーを使用して、既存のコンテンツ・オブジェクト IT のコピーを作成し、名
前を「Insurance Name 1」に変更し、フェデレーテッド・コンポーネントをコン
テンツに追加します。

図 9-7   コンテンツ Insurance Name 1 用のコンポーネント・マネージャー
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その後で、新しいコンテンツを編集モードで開き、Content Manager のコンテン
ツを参照するように、この文書内のフェデレーテッド・コンポーネントを構成
します。コンテンツの「Insurance1Fed」セクションで「参照の選択」をクリッ
クし、検索条件を入力したら、結果セットから「Insurance Name 1」を選択し
ます。

図 9-8   統合コンテンツ・コンポーネントのコンテンツの選択

次に、「DisplayTitle」、「Summary」、「Body」などの必須フィールドを変更しま
す。新しいフィールドとコンテンツをページに表示するためには、ポータル・
ページで使用される LWWCM ページ設計 ( この場合は PortalPageLayout) に、例 
9-1 に示すような追加の行を含める必要があります。

例 9-1   PortalPageLayout の追加行

<b>Insurance Name:</b> <FederatedCmpnt AttributeName="InName" context="current" 
key="Insurance1Fed" Scope="attribute" type="content"/><br>

<b>Insurance Description:</b> <FederatedCmpnt AttributeName="InDesc" 
context="current" key="Insurance1Fed" Scope="attribute" type="content"/><br>

<b>Insurance Number:</b> <FederatedCmpnt AttributeName="InNumber" 
context="current" key="Insurance1Fed" Scope="attribute" type="content"/><br>

<b>Insurance Target Group:</b> <FederatedCmpnt AttributeName="InGroup" 
context="current" key="Insurance1Fed" Scope="attribute" type="content"/><p>

<b>Content:</b><br><FederatedCmpnt context="current" key="Insurance1Fed" 
Scope="content" type="content"/> 

注意 : ページ設計でフェデレーテッド・コンポーネントを参照する方法の詳
細については、117 ページの第 7 章『Content Manager コンテンツの公開』も
参照してください。
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LWWCM のコンテンツを作成したら、この新しいコンテンツを使用するように
コンテンツ・ポートレットを構成します。

図 9-9   Insurance コンテンツ・ポートレットの構成 - コンテンツ

ナビゲーターのリンクをクリックすると、選択したコンテンツが新しいコンテ
ンツで上書きされます。これは、このポートレットが他のポートレットおよび
自分自身からのブロードキャストを listen するよう構成されているためです。

図 9-10   Insurance コンテンツ・ポートレットの構成 - リンク

メニュー・ポートレット
メニュー・ポートレットは、メニューを表示するために作成します。このメ
ニューは選択可能な保険の一覧を表示し、156 ページの 7.5、『JSP コンポーネン
ト』で作成した JSP コンポーネントを使用して Content Manager から取得されま
す。ここで使用する JSP コンポーネントの名前は MyJSPCmpnt です。
 第 9 章 ポータルの統合 205



図 9-11   Insurance メニュー・ポートレットの構成 - コンテンツ

ポータル・ページの作成
すべてのポートレットをセットアップしたら、それらをポータル・ページに配
置できます。

図 9-12   ポータル・ページのレイアウト

結果のページは、次のスクリーン・ショットのようになります。
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図 9-13   Insurance ポータル・ページ

9.4.2  ユーザー管理とセキュリティー

Content Manager のコンテンツを LWWCM を通じてポータル・ページに統合す
る際、最も難しい点は、3 つの異なるシステムが存在し、そのすべてが独自に
ユーザー管理を行うことを要求する点です。ポータルのコンテキストでは、
ユーザーは最初にポータルにログインする必要があります。ユーザーがクリデ
ンシャルを再入力せずに済ませるには、ユーザー情報を LWWCM にパススルー
する必要があります。そのためには、ポータル・ユーザーのクリデンシャルを
継承するか、クリデンシャル・ボールト・スロットを使用するように、「クリデ
ンシャル」タブで各ポートレットを構成する必要があります。

どちらのケースでも、ポータルは LWWCM に対し、有効なユーザー / パスワー
ドの組み合わせで認証します。これにより、ログインしたユーザーは、参照が
許可されている LWWCM コンポーネントとコンテンツ以外は参照できないよう
になります。LWWCM そのものは、クリデンシャルを Content Manager にパス
スルーしません。代わりに、Content Manager で
[LWWCM_HOME]\config\aptrixjpe.properties の Content Manager persistency セク
ションに定義されている 1 つのグローバル・ユーザーを使用して、Content 
Manager に接続します。一般に、このユーザーは、少なくとも Content Manager 
の全オブジェクトへの読み取りアクセスを認可されます。

cm.username=icmadmin

注意 : クリデンシャル・ボールト・スロットのセットアップについての詳細
は、WebSphere Portal Information Center を参照してください。
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cm.password=password

セキュリティーは Content Manager ではなく LWWCM に実装されます。 

図 9-14 に、上記の流れを示します。

LWWCM V2.0 では、ユーザー管理は、WebSphere Portal Server の基礎である 
WebSphere Member Manager (WMM) とまだ統合されていません。LWWCM は、
現在も独自のユーザー管理システムを使用しています。ただし、擬似的に統合
を実現する方法があります。これについては、245 ページの第 11 章『セキュリ
ティー』で説明します。

図 9-14   ユーザー・クリデンシャルの流れ

9.5  Content Manager ポートレット

Content Manager ポートレットは LWWCM と Content Manager の統合に直接関係
がないので、ここでは詳細に説明しませんが、LWWCM ポートレットをポータ
ル・ページに配置し、LWWCM が必要な機能を提供できない部分を Content 
Manager ポートレットで補完するという方法も可能です。この場合でも、
Content Manager ポートレットと LWWCM ポートレットは依然として独立して
います。例えば、これらのポートレットが、クリック・ツー・アクションを使
用して通信することはありません。そのため、LWWCM  ポートレットまたは 
Content Manager ポートレットで必要な要求をすべて満たすような方法が最もよ
く使用されています。

WebSphere
Portal
Server

Lotus
Workplace

Web Content
Management

Content
Manager

ユーザー・
クリデンシャル

SSO または
クリデンシャル・

ボールト

aptrixjpe.properties 
で定義されている

グローバル・ユーザー
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次の節では、Content Manager および Information Integrator for Content に対して使
用可能なポートレットの概要について説明します。

9.5.1  Content Manager/Information Integrator for Content ポートレッ
ト

これらのポートレットは、Content Manager のコンテンツに対して次のことを実
行します。

� eClient Web アプリケーションおよび Windows 用の Content Manager 管理クラ
イアントに似た機能を読み込む。

� 新しいコンテンツを Content Manager にインポートする。

� 既存のコンテンツを Content Manager からエクスポートする。

� 属性を編集する。

Content Manager ポートレットは、「WebSphere Portal および Lotus Workplace 
Catalog」からダウンロードできます。

1. http://catalog.lotus.com/wps/portal/portalworkplace に移動します。
2. 検索フィールドに「IBM Content Manager」と入力し、Enter を押します。
3. 「Portlets for IBM DB2 Content Manager V8.2」を検索します。
4. WAR ファイルと資料をダウンロードします。

以下のスクリーン・ショットは、Content Manager ポートレットがどのようなも
のか大まかに理解するためのものです。

図 9-15 は、ポートレットの開始ページを示しています。このページでは、
Content Manager のコンテンツに対して照会を実行したり、新しいフォルダーを
作成したり、Content Manager に文書をインポートしたりすることが可能です。

図 9-15   Content Manager ポートレットの開始ページ

210 ページの図 9-16 に、使用可能な項目タイプがすべてリストされたページを
示します。
 第 9 章 ポータルの統合 209

http://catalog.lotus.com/wps/portal/portalworkplace


図 9-16   Content Manager ポートレットの項目タイプ

図 9-17 に、照会を入力するページを示します。

図 9-17   Content Manager ポートレットの検索入力

211 ページの図 9-18 に、検索結果のページを示します。
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図 9-18   Content Manager ポートレットの検索結果

9.5.2   Information Integrator for Content ポートレット

これらのポートレットは、Content Manager のコンテンツに対して次のことを実
行します。

� フェデレーテッド検索では、EIP シン・クライアント・アプリケーションと
似た機能が実行されます。フェデレーテッド検索では、定義済みの検索テン
プレートの一覧が表示され、検索パラメーターを入力すると、検索結果が表
形式で表示されます。

� 拡張検索により、Information Integrator for Content の情報マイニング機能を使
用して、非構造化データの検索を実行できます。カテゴリーの一覧からカテ
ゴリーを選択すれば、検索結果を絞り込むことができます。

Information Integrator for Content ( 以前の EIP) ポートレットは、「WebSphere Portal 
および Lotus Workplace Catalog」からダウンロードできます。

1. http://catalog.lotus.com/wps/portal/portalworkplace に移動します。
2. 検索フィールドに「IBM EIP」と入力し、Enter を押します。
3. 「IBM EIP Search Version 8.1」を検索します。
4. WAR ファイルと資料をダウンロードします。

以下のスクリーン・ショット (212 ページの図 9-19 と 212 ページの図 9-20) に、
フェデレーテッド検索と結果セットの例を示します。
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図 9-19   フェデレーテッド検索ポートレット - 照会画面

図 9-20   フェデレーテッド検索ポートレット - 結果画面
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第 3 部　　　　　　　高度なトピック

第 3 部では、検索、セキュリティー、VideoCharger ビデオの統合、データ・マ
イグレーション、バージョン管理などのトピックを詳しく説明します。

第 3 部
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第 10 章 検索

この章では、Content Manager のテキスト・コンテンツの検索方法、および 
LWWCM を使用して Web ページまたはポータルに検索結果を組み込む方法につ
いて説明します。また、さまざまな検索方法、および使用上の利点と欠点につ
いても説明します。 
� Net Search Extender (NSE)
� Information Integrator for Content (II for Content) によるフェデレーテッド検索
� LWWCM 組み込み検索
� Portal Search Engine (PSE)
� Domino Extended Search (DES)

Information Integrator for Content と NSE による方法については、より詳細に説明
します。

10
© Copyright IBM Corp. 2004. All rights reserved. 215



10.1  概要

Web 上での情報検索は、日常生活の基本的な作業になってきました。問題は、
Web 上にあるすべての情報から適切な情報を検索する方法です。適切な検索エ
ンジンが探しものを見つけるのに役立つと前提すると、この問題は、適切な情
報を検索するにはどの検索エンジンを使用すればよいかという問題に解釈する
こともできます。適切な検索エンジンが万能の答えではない場合もあります。
この答えは何を探しているかによって異なります (Web をブラウズしてそこに
ある情報を見るだけなのか ? それとも特定の情報を必要としているのか ?)。ま
た、自分がどこにいて、どれだけ時間があるかによっても答えは異なります (
検索しているのは仕事場、自宅、または出張先なのか ? 短い限られた時間内に
情報を検索する必要があるのか ?)。市場で提供されている検索エンジンの相違
点は、索引付けしている情報量、検索結果のランキング方法、結果の表示方法、
重複情報の有無、別の検索エンジンまたはバックエンドへのメタデータ検索な
どにあります。インテリジェント検索ソリューションとして、要約、カテゴ
リー化、ファジー検索、シソーラス辞書の使用、取得した検索リストに基づく
照会の再定義、ランキング順序の影響、およびユーザーが構成できる Web ク
ローラーの使用があります。検索入力パネルのその他の重要な機能は、単純検
索と拡張検索の機能、パーソナライズした検索、ワードまたはフレーズ検索、
AND、OR、NOT によるブール検索、同一センテンスまたは同一パラグラフ内
での近接検索、スペルの類似した検索語、ファジーの度合い、フリー・テキス
ト検索、および文字またはワードのレベルでのワイルドカード検索があります。

エンタープライズ・コンテンツ管理の視点で考えれば、検索はあらゆるソ
リューションの一部となっています。コンテンツは、それが保管されている
バックエンド・サーバーに関わらず、迅速に検索および取得できなければ意味
がありません。 

10.1.1  Content Manager の検索機能

Content Manager では、パラメトリック検索、全文検索、その両方を組み合わせ
た検索など、さまざまな検索手法を使用して、保管されている情報を取得でき
ます。

パラメトリック検索 は、Library Server のメタデータに基づいて実行されま
す。ケース・スタディーの例では、メタデータの Insurance 項目タイプの定義に
は、保険のタイプ名を表す属性フィールド IT_Name が含まれます。Content 
Manager の Windows クライアントまたは独自のアプリケーションを使用して項
目オブジェクトをインポートすると、属性フィールド IT_Name に対して、基本
的なまたは高度なパラメトリック検索を実行できます。これにより、検索する
完全な属性エンティティーを指定します。217 ページの図 10-1 に基本検索の入
力ウィンドウの例を示し、217 ページの図 10-2 に検索結果の例を示します。
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図 10-1   InsuranceType の属性 IT_Name に対するパラメトリック検索

図 10-2   パラメトリック検索の結果

全文検索は、文書と属性の索引に基づいて実行されます。項目タイプの属性オ
ブジェクトまたは項目タイプのテキスト文書オブジェクトが索引付きテキスト
になるようにセットアップされている場合は、このタイプの検索を使用できま
す。全文検索は、Library Server の属性テーブルではなく、NSE テキスト索引に
対して実行されます。 

パラメトリック検索と全文検索の組み合わせは、Content Manager で使用できる 
3 番目の検索機能で、1 つの照会ストリングにパラメトリック検索と全文検索の
方法を組み合わせたものです。使用できる検索オプションは、項目タイプの定
義のときに定義します。 
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次に挙げるのは、Content Manager の検索機能に関連したいくつかの重要な要素
です。

� 項目タイプ ( またはテキスト文書 ) のテキストを検索可能にするには、文書の
テキスト部分に索引を付ける必要があります。Content Manager System 
Administration Client の「Document Management」タブで、項目タイプのパー
ツ・タイプとして ICMBASETEXT を追加してください。

ICMBASETEXT は文書項目タイプの基本的なコンテンツを含み、テキスト
のコンテンツを保管します。文書のテキスト部分の索引付けを予定している
場合は、このパーツ・タイプでテキスト部分を保管する必要があります。テ
キスト部分の索引付けにより、そのテキスト部分のコンテンツに対してテキ
スト検索を実行できます。

� 基本文書部分である ICMBASE は、イメージや音声など、テキスト以外の種
類のコンテンツを保管します。eClient から項目を参照できるようにするに
は、その項目の項目タイプに基本文書部分を 1 つ以上含める必要がありま
す。

� 強力な機能の 1 つである 拡張検索 は、Content Manager の Windows クライ
アントから実行できます。拡張検索を使用すると、いくつかの項目タイプの
グループを指定し、それぞれに異なる条件を設定できます。それぞれの項目
タイプごとに、その項目タイプの検索条件 ( 属性値 ) を使用して検索式を作
成します。

10.1.2  Content Manager への NSE の組み込み

NSE をインストールすると、Content Manager の属性、リソース項目、および文
書テキストを検索できるようになります。テキスト検索機能は、新しい項目タ
イプの作成時に有効にできます。 

Net Search Extender の概要については、21 ページの 2.2.10、『IBM DB2 UDB Net 
Search Extender (NSE)』を参照してください。詳細については、「IBM DB2 
Universal Database Net Search Extender 管理およびユーザーズ・ガイド」
(SH88-8564) を参照してください。

Content Manager の項目タイプ AJPEData と AJPEResources は、デフォルトでは
テキスト検索ができないことに注意してください。これらの項目タイプは、
ファイル・リソース・コンポーネントやイメージ・コンポーネントなどの 
LWWCM システム・データ情報を保管するために使用されます。Web コンテン
ツ開発の観点では、これらの項目タイプに対するテキスト検索を有効にする理
由はありません。 

Web コンテンツへの検索結果の組み込み

Content Manager のテキスト検索結果を Web コンテンツに動的に組み込むこと
は、興味深く有用な方法の 1 つです。Content Manager のテキスト検索機能を含
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む JSP を Web ページに組み込み、Content Manager のテキスト検索可能なコンテ
ンツに対してテキスト検索を動的に実行できるようにすることも、同様に興味
深く有用な方法です。

Content Manager のテキスト検索オプションの定義

テキスト検索オプションは、項目タイプの作成時に Content Manager System 
Administration Client から設定できます。新しい項目タイプの作成時に、文書お
よびリソース項目タイプ種別用の「New Item Type Definition」パネルで、
「Enable text search」をクリックし、「オプション」をクリックします。これに
より、テキスト検索オプションの設定ウィンドウ ( 図 10-3 を参照 ) に移動して、
さまざまなオプションを設定できます。 

図 10-3   テキスト検索オプションの設定

検討する必要があるのは、主要パラメーターの設定のみです。図 10-3 に、この
ケース・スタディーで項目タイプに対して設定する値を示します。ほとんどの
値に対してデフォルトを使用します。値は、環境に応じて設定できます。

� 「index language setting」フィールドで、テキスト索引の作成に使用する文書
または属性フィールドでサポートされるコード・ページ (CCSID) と言語
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コード を指定します。デフォルトでは、「CCSID」に 850、「Language code」
に EN_US を使用します。

� 「Model definition」フィールドでは、索引付けするテキストのセクションを
記述するモデルについて、パラメータを指定します。このケース・スタ
ディーのサンプルでは、このフィールドはブランクのままにします。

� 「Index update settings」フィールドでは、テキスト索引を更新してから次に更
新するまでの間の時間を指定できます。テキスト索引を更新すると、テキス
ト検索可能な文書または属性に対する最新の変更が、テキスト検索結果に反
映されるようになります。これらの値を設定する頻度は、データの変更頻度
およびシステム・リソースによって異なります。例えば、文書が毎週 1 回し
か更新されない場合は、毎時間の更新を設定する必要はありません。別の例
として、バージョン管理が使用可能で新しいバージョンが常に作成される場
合、選択する更新頻度は新しいバージョンの作成頻度によって異なります。
テキスト索引の更新までの経過期間はシステム・パフォーマンスに影響する
ことに注意してください。この設定で、次の更新を実行するまでの項目タイ
プに対する変更回数を指定することもできます。このケース・スタディーで
は、30 分ごとに索引を更新するように値を設定します。これは、テスト・
ボリュームが小さく、頻繁な索引付けが必要だからです。

� 「User defined function」フィールドでは、2 つのユーザー定義関数 
ICMfetchContent と ICMfetchFilter から選択できます。

– ICMfetchContent でサポートされる文書フォーマットは、TEXT ( プレー
ン・テキスト : ASCII フラット・ファイルなど )、HTML (Hypertext 
Markup Language)、XML (Extended Markup Language)、および GPP 
(General Purpose Format: ユーザー定義タグを含むフラット・テキスト ) で
す。

– ICMfetchFilter は、PDF や Microsoft Word などの一般的なテキスト・
フォーマット・ツールからテキスト・コンテンツを抽出するフィルタリ
ング・ソフトウェアをサポートします。このライブラリーは Net Search 
Extender に組み込まれていないので、NSE 文書の説明に従って個別にイ
ンストールする必要があります。 

このケース・スタディーでは、デフォルト値 ICMfetchContent を使用します。

注意 : テキスト検索可能ではない項目タイプまたは属性をテキスト検索可能
に更新すると、既存のテキスト文書または属性ではなく、インポートされた
新しいテキスト文書または新しく指定した属性のみがテキスト検索用に索引
付けされます。項目タイプに対する Content Manager のテキスト検索オプ
ションを一度定義すると、変更できなくなります。
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Content Manager へのテキスト検索可能な項目オブジェクトのイ
ンポート

テキスト検索可能な項目オブジェクトを Content Manager にインポートするに
は、Content Manager の Windows クライアント、eClient、またはユーザー・アプ
リケーションを使用します。Content Manager の Windows クライアント内では、
文書を Content Manager にインポートするときに、その文書がテキスト検索可能
であることを指定する必要があります。eClient では、項目タイプの定義中にテ
キスト検索オプションを使用可能にした場合、文書は常にテキスト検索可能と
してインポートされます。テキスト文書をインポートする前に、適切なコンテ
ンツとファイル・タイプを指定していることを確認してください。eClient を使
用した文書のインポート例については、221 ページの図 10-4 を参照してくださ
い。

図 10-4   Content Manager eClient からのテキスト検索可能文書のインポート

10.1.3  フェデレーテッド検索

フェデレーテッド検索 により、ユーザーはさまざまなソースから情報を検索
できます。企業のデータ・ソースは多様で分散しています。データの約 80% 
は、フォーマットが構造化されていません。Information Integrator for Content の
フェデレーテッド検索エンジンは、Content Manager システム内、およびその他
の分散したコンテンツ・ソースやリポジトリーからの検索を一元的に処理しま
す。また、フェデレーテッド検索では、フリー・テキスト検索機能を組み込む
ために、インストールまたは情報マイニングの一部として NSE を使用していま
す。情報マイニングは、ユーザーによる非構造化データの検索を可能にする機
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能です。この機能では、非構造化データのカテゴリー化、クラスター化、要約、
機能抽出などが可能です。 

Web コンテンツへのフェデレーテッド検索の組み込み

225 ページの 10.1.4、『LWWCM の検索モジュール』では、Web サイトの開発
フェーズにおいて、Content Manager をリポジトリーとして使用してフェデレー
テッド検索を組み込む方法を説明します。フェデレーテッド検索テンプレート
は、Information Integrator for Content の管理クライアント内に作成します。この
例では、フェデレーテッド検索テンプレート は Content Manager V8 リポジ
トリー専用になります。各種のバックエンド・コンテンツ・リポジトリーに対
して、フェデレーテッド検索テンプレートを作成することが可能です。作成し
たフェデレーテッド検索テンプレートを参照する統合コンテンツ・コンポー
ネント は、LWWCM 管理クライアントから作成できます。統合コンテンツ・
コンポーネントを一度作成すると、LWWCM Web 開発者はフェデレーテッド検
索の結果を LWWCM Web ページ・コンテンツに組み込むことができます。統合
コンテンツ・コンポーネントの作成手順については、126 ページの 7.3、『統合
コンテンツ・コンポーネント』を参照してください。

図 10-5   フェデレーテッド検索オブジェクトを使用した LWWCM Web サイトの開発

LWWCM 管理
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さらに柔軟な方法は、226 ページの 10.2、『検索の組み込み』で説明する Java 検
索 API を使用した JSP リソース・コンポーネントを組み込むことです。フェデ
レーテッド検索を組み込んだ JSP を Web サイトで使用すれば、ユーザーは、
Information Integrator for Content のフェデレーテッド検索でサポートされるバッ
クエンド・データ・リポジトリーに対して、動的な照会ができるようになりま
す。このケース・スタディーのシナリオでは、223 ページの図 10-6 に示すよう
に、ユーザーはフェデレーテッド検索を使用して Insurance Name、Insurance 
Description、Insurance Group、および Insurance Number を照会できます。これら
のフェデレーテッド属性は Content Manager の属性にマップされるため、フェデ
レーテッド検索は Content Manager データ・リポジトリーに対するものになりま
す。223 ページの図 10-6 に示す Web ページは、Content Manager のメタデータと
コンテンツ・オブジェクトも表示しています。

図 10-6   フェデレーテッド検索 API を使用する JSP を Web サイトに統合

フェデレーテッド検索 API の構文を理解するには、次の Information Center のサ
ブディレクトリにある JSP 検索のサンプルを参照してください。

Web ページ

保管された LWWCM
Content Manager
メタデータまたは
コンテンツ参照

ICM 
コネクター

FED 
コネクター

フェデレーテッド
検索用 JSP

  RM  LS

Content Manager
Version 8

 NSE

ICM 
コネクター

II for Content Admin

フェデレーテッド
検索テンプレート

  RM  LS

Content Manager
バージョン 8

 NSE
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� AIX 上では /usr/lpp/cmb/samples/jsp/taglib
� Windows 上では <CMCOMMON>\infoctr\info\apiinfo\dk\samples\jsp\taglib 

Information Integrator for Content (EIP とも呼びます ) の「Developement」ウィン
ドウから、TSearch.java などのサンプル・ファイルのコンパイルと実行ができま
す。Windows では、このファイルは 
<CMCOMMON>\infoctr\info\apiinfo\dk\samples\java\beans ディレクトリにあり
ます。TSearch を使用すると、フェデレーテッドまたは Content Manager の項目
検索をコマンド行から実行できます。224 ページの例 10-1 の構文、サンプルの 
TSearch 要求、照会結果を参照してください。この例では、InsuranceVideo 項目
オブジェクトを照会しています。

サンプルを実行する前に、環境を適切に設定します。環境を適切に設定するに
は、EIP の「Development」ウィンドウを開始するか、Content Manager 検索を実
行する cmbicmenv81.bat を実行するか、フェデレーテッド検索を実行する 
cmbenv81.bat (AIX の場合は cmbenv81.sh) を実行します。これらのバッチ・ファ
イルにより、すべての Java ユーティリティーとサンプルのクラスパスが自動的
に設定されます。また、ご使用の環境設定に応じてファイルを編集し、必要な
場合は DB2HOME または CMBROOT などの設定を変更してください。

例 10-1   InsuranceVideo に対するサンプル TSearch 照会

C:\ibm\cmbroot\cmbenv81. bat
C:\IBM\Cmgmt\infoctr\info\apiinfo\dk\samples\java\beans>javac TSearch.java
C:\IBM\Cmgmt\infoctr\info\apiinfo\dk\samples\java\beans>java TSearch
Searches a server for items, using a query string.
Syntax:
  java TSearch <dstype> <server> <userid> <password> <entity> <condition>
where:
  <dstype> is the type of server (Fed, ICM, DL, OD, DB2)
  <server> is the name of the server or database.  This can be
           followed by a connect string in parenthesis.
  <userid> is the userid
  <password> is the password
  <entity> the name of the entity (aka item type, table) to search.
  <condition> the condition portion of the query string.  The syntax
              of the condition varies depending on server type.
Examples:
java TSearch ICM icmnlsdb icmadmin password Book @Title LIKE \"%\"
java TSearch DL libsrvrn frnadmin password NOINDEX Userid LIKE '%'
java TSearch Fed cmbdb cmbadmin password NoIndex Userid LIKE '%'
java TSearch DB2 sample db2admin password EMP_PHOTO PHOTO_FORMAT LIKE 
'gif'
java TSearch OD odserver userid password Balance CustName like '%BLONDIE%'

java TSearch ICM icmnlsdb icmadmin password InsuranceVideo @IT_Name LIKE 
\"%\"
Connecting to server
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/InsuranceVideo[ @IT_Name LIKE "%"]
Performing search
There are 2 items found.
  Item[0] = Life insurance -  Families
    IT_Name: Life insurance -  Families
    IT_Description: Video for policy Life23 Second Version
    IT_Number: Life23
    IT_Group: Person
    SOURCE: Video from marketing team
    Item is a document.
    Item is not checked out.
    There are 1 content parts.
      Content Part[0] = length: 8563944 mimetype: video/mpeg
    There are 0 annotation parts.
    There are 0 notelog parts.
  Item[1] = Life insurance -  Car driver
    IT_Name: Life insurance -  Car driver
    IT_Description: Video for policy Life43 First Version
    IT_Number: Life3
    IT_Group: Person
    SOURCE: Video from  department 3421
    Item is a document.
    Item is not checked out.
    There are 1 content parts.
      Content Part[0] = length: 809599 mimetype: video/mpeg
    There are 0 annotation parts.
    There are 0 notelog parts.
Disconnecting from server

LWWCM 内に JSP を組み込む ( 埋め込む ) には、156 ページの 7.5、『JSP コン
ポーネント』を参照してください。また、簡単な JSP 検索を LWWCM に組み込
む例については、161 ページの 7.5.4、『サンプル・コード』を参照してくださ
い。 

10.1.4  LWWCM の検索モジュール

LWWCM の検索モジュールを使用すると、Web Content Management 環境の限定
された範囲に保管されたオブジェクトに対して、それに含まれるキーワードを
検索する基本的な検索機能を作成できます。照会に指定するキーワードを 
AND/OR 演算子で結合すれば、より特定的な照会を作成できます。詳細につい
ては、240 ページの 10.2.3、『LWWCM の内部検索』を参照してください。 
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10.2  検索の組み込み

この節では、LWWCM リポジトリーと外部コンテンツ・リソースに保管された
コンテンツ・オブジェクトの両方を照会する検索フロントエンドをユーザーに
提供するさまざまな方法について説明します。すべての要件を満たす検索手法
はありませんが、多少の追加作業によって 1 つの検索インターフェースをユー
ザーに提供し、その検索インターフェース経由で照会を適切な検索エンジンに
転送することは可能です。ここで説明する検索手法には、次のものが含まれま
す。

� Content Manager/Information Integrator for Content の Java API を活用する手法。
これには次の手法が含まれます。

– LWWCM Web ページ内から Net Search Extender (NSE) を使用し、
Content Manager のコンテンツ・テキスト属性およびテキスト・リソース
を照会する手法。 

– LWWCM Web ページ内からフェデレーテッド検索 を使用し、DB2 や 
Domino 文書などの各種のソースに対して照会を実行する手法。このサン
プルでは、Content Manager の属性を照会します。

� 内部 LWWCM 検索エンジンを使用し、LWWCM リポジトリーに保管され
ているコンテンツ・オブジェクトを照会する手法。 

� iFrames の使用を通じて、既存の検索インターフェースを LWWCM Web 
ページに取り込む手法。 

10.2.1  CM/II for Content の Java API の活用

Content Manager と Information Integrator for Content の Java API の活用方法を例示
するために、以下のケース・スタディーでは、保険向けのサンプル検索ページ
を LWWCM Web ページ上でセットアップする方法を説明します。また、照会を
入力するユーザー・インターフェースの作成方法と、結果をクリックすると 
Content Manager の Resource Manager に保管されている実際の文書が開くような
結果テーブルの作成方法についても説明します。 

ケース・スタディーを十分理解していない場合は、41 ページの第 4 章『ケー
ス・スタディー』を参照してください。ケース・スタディーに必要な Content 
Manager のデータ・モデルを作成していない場合は、120 ページの 7.2.3、

『Content Manager データ』を参照し、作成する必要のある項目タイプとその作
成方法を確認してください。 

NSE またはフェデレーテッド検索を組み込む手順は同じです。

制限 : フェデレーテッド検索を使用して Content Manager のコンテンツを検索
するときは、項目タイプのメタデータ ( 属性 ) しか検索されないことに注意
してください。
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1. 照会属性の取得、検索の実行、および結果の表示を行う JSP ファイルを開発
します。

2. LWWCM 管理アプリケーションを使用して、必要な LWWCM オブジェクト
を作成します。

a. JSP コンポーネントを組み込む新しいコンテンツ・テンプレートを作成
します。

b. 検索入力フォームを表示する新しい HTML コンポーネントを作成します。
c. 検索入力フォームと JSP コンポーネントをページに配置する新しいペー

ジ設計を作成します。
d. ステップ a で作成したテンプレートを使用して、新しいコンテンツを作

成します。
e. Tools サイト・エリアの下に新しいサイト・エリアを作成し、新しく作

成したコンテンツをデフォルト・コンテンツとして割り当てます。

Content Manager (NSE 組み込み ) と Information Integrator for Content ( フェデレー
テッド検索用 ) は、強力な機能を備えた包括的な Java API セットを提供します。
この API をプログラミングすれば、Content Manager で必要な機能をほぼすべて
実行できます。ここで説明する方法は、LWWCM フレームワークの新しい JSP 
コンポーネントを利用して、LWWCM 内からこれらの API にアクセスするとい
う方法です。このコードは ICM/FED コネクターを使用して、Content Manager 
または Information Integrator for Content サーバー ( あるいはその両方 ) に接続し、
照会を実行して結果を取得します。NSE を使用する利点は、属性を検索できる
ことだけではありません。検索対象の項目タイプについて使用可能になってい
れば、接続されている Content Manager のコンテンツも検索できるのです。フェ
デレーテッド検索と比較した場合、NSE を使用する欠点は、フェデレーテッド
検索が ContentManager のコンテンツ内以外にも DB2 や Domino Extended Search 
などのさまざまなソースを検索できるのに対して、NSE は ContentManager のコ
ンテンツ内のみしか検索できないことです。

図 10-7 に、NSE を使用するテキスト検索が組み込まれた LWWCM Web ページ
の理論的な構成を示します。フェデレーテッド検索を使用して組み込んだ場合
も同様に機能します。これについては、221 ページの 10.1.3、『フェデレーテッ
ド検索』で説明しています。

ヒント : JSP コンポーネントの使用法については、156 ページの 7.5、『JSP コ
ンポーネント』でも詳しく説明しています。
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図 10-7   NSE/ フェデレーテッド検索の組み込み

JSP ファイルの開発

NSE JSP ファイルとフェデレーテッド検索 JSP ファイルのサンプル・コードを
示します。

Net Search Extender (NSE) JSP ファイル
229 ページの例 10-2 のサンプル・コードは、要求から照会ストリングを読み取
り、Content Manager サーバーに対してテキスト検索照会を実行します。その
後、結果セットのループ処理を行い、検出された Content Manager のコンテンツ
文書から有効な属性があれば表示します。

229 ページの例 10-2 のサンプル JSP ファイルを 
<WEB_APP_HOME>\jsp\NSESearch.jsp にコピー・アンド・ペーストしてくださ
い。
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例 10-2   NSESearch.jsp

<%@ page import="com.ibm.mm.beans.*, java.net.URL"%>
<% 
// -----------------------------------------------------------
// Read the posted query parameter
// -----------------------------------------------------------
String q[] = request.getParameterValues("query"); 

// -----------------------------------------------------------
// Define connection parameters of type ICM
// -----------------------------------------------------------
String servername = "ICMNLSDB";
String servertype = CMBBaseConstant.CMB_DSTYPE_ICM;
String userid = "icmadmin";
String password = "password";
String query = "/InsuranceType[contains-text-basic(.//ICMPARTS/@TIEREF, \"" + q[0] + 
"\")=1 AND @VERSIONID = latest-version(.)]";

// -----------------------------------------------------------
// Connect
// -----------------------------------------------------------
CMBConnection conn = new CMBConnection();
conn.setServerName(servername);
conn.setDsType(servertype);
conn.setUserid(userid);
conn.setPassword(password);
conn.connect();

// -----------------------------------------------------------
// Run the XPATH query

注意 :  

� servertype は ICM です。

� query の構文は XPATH で、テキスト検索パラメーターを含みます。実例
を示すために、この query は接続された Content Manager のコンテンツ内
を検索するように現在構成されています。この query は、属性検索もサ
ポートするように簡単に拡張できます。次の例は、属性検索もサポート
します。

String query = "/InsuranceType[contains-text-basic(.//ICMPARTS/@TIEREF, \"" + 
q[0] + "\")=1 AND @VERSIONID = latest-version(.) OR @AttributeName LIKE 
\”%xyz%\”]";

� この query は、照会に一致した文書の最新バージョンのみを取得するよ
うに構成されています。このため、照会ストリングに @VERSIONID = 
latest-version(.) を追加しています。
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// -----------------------------------------------------------
CMBQueryService qs = conn.getQueryService();
qs.setAsynchSearch(false);
qs.setQueryString(query, CMBBaseConstant.CMB_QS_TYPE_XPATH);
qs.runQuery();

// -----------------------------------------------------------
// Get the resultset and loop over it
// -----------------------------------------------------------
CMBDataManagement dm = null;
CMBSearchResults result = new CMBSearchResults();
result.setConnection(conn);
result.newResults(qs.getResults());

%><TABLE border=1><%

for (int i = 0; i < result.getCount(); i++)
{
%><TR><%
    CMBItem item = result.getItem(i);

    // ------------------------------------------------------
    // Header Row
    // ------------------------------------------------------
    if (i == 0) {
    %> <TR bgcolor=FFF000><%
        for (int y = 0; y < item.getAttrNames().length; y++)
        {
    %>     <TD><%= item.getAttrName(y) %></TD><%
        }
    %> </TR><%
    } 
    dm = conn.getDataManagement();
    dm.setDataObject(item);
    URL url = dm.getContent(0).getDataURL();
    for (int y = 0; y < item.getAttrValues().length; y++)
    {
%>     <TD><a href="<%= url.toString() %>" target="Result"><%= item.getAttrValue(y) 
%></a></TD><%
    }
%></TR><%
}
%></TABLE><%
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// -----------------------------------------------------------
// Disconnect
// -----------------------------------------------------------
conn.disconnect();
%>

フェデレーテッド検索 JSP ファイル
例 10-3 のサンプル・コードは、要求から照会ストリング (InsuranceName、
InsuranceDesc、InsuranceGroup、および InsuranceNumber) を読み取り、これらの
照会属性を使用して、Information Integrator for Content サーバーに対するフェデ
レーテッド検索照会を実行します。その後、結果セットのループ処理を行い、
検出された Content Manager のコンテンツ文書から有効な属性があれば表示しま
す。

229 ページの例 10-2 のサンプル JSP ファイルを 
<WEB_APP_HOME>\jsp\FEDSearch.jsp にコピー・アンド・ペーストしてくださ
い。

例 10-3   FEDSearch.jsp

<%@ page import="com.ibm.mm.beans.*, java.net.URL"%>
<% 
// -----------------------------------------------------------
// Read the posted parameters
// -----------------------------------------------------------
String InsuranceName[] = request.getParameterValues("InsuranceName");    
String InsuranceDesc[] = request.getParameterValues("InsuranceDesc");    
String InsuranceGroup[] = request.getParameterValues("InsuranceGroup");    
String InsuranceNumber[] = request.getParameterValues("InsuranceNumber"); 

// -----------------------------------------------------------
// Define connection parameters of type FED
// -----------------------------------------------------------
String servername = "ICMNLSDB";
String servertype = CMBBaseConstant.CMB_DSTYPE_FED;
String userid = "icmadmin";

注意 :  

� servertype は FED です。

� フェデレーテッド検索は、デフォルトで最新バージョンのみを戻します。

� この例では、InsuranceName、InsuranceDesc、InsuranceGroup、および 
InsuranceNumber という 4 つの属性を使用して、検索テンプレートが 
Information Integrator for Content で既に作成されていることを前提してい
ます。
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String password = "password";
String templateName= "InsuranceType";

// -----------------------------------------------------------
// Connect
// -----------------------------------------------------------
CMBConnection conn = new CMBConnection();
conn.setServerName(servername);
conn.setDsType(servertype);
conn.setUserid(userid);
conn.setPassword(password);
conn.connect();

// -----------------------------------------------------------
// Get the Search Template from schema and configure it
// -----------------------------------------------------------
CMBSchemaManagement schema = conn.getSchemaManagement();
CMBSearchTemplate searchTemplate = schema.getSearchTemplate(templateName);
searchTemplate.setMaxResults(100);
searchTemplate.setAsynchSearch(false);

// -----------------------------------------------------------
// Set search criterions from the post parameters
// -----------------------------------------------------------
searchTemplate.setSearchCriterion("InsuranceName", 
CMBBaseConstant.CMB_OP_LIKE, InsuranceName);
searchTemplate.setSearchCriterion("InsuranceDesc", 
CMBBaseConstant.CMB_OP_LIKE, InsuranceDesc);
searchTemplate.setSearchCriterion("InsuranceGroup", 
CMBBaseConstant.CMB_OP_LIKE, InsuranceGroup);
searchTemplate.setSearchCriterion("InsuranceNumber", 
CMBBaseConstant.CMB_OP_LIKE, InsuranceNumber);

// -----------------------------------------------------------
// Run the federated query
// -----------------------------------------------------------
searchTemplate.runQuery();

// -----------------------------------------------------------
// Get the resultset and loop over it
// -----------------------------------------------------------
CMBDataManagement dm = null;
CMBSearchResults result = new CMBSearchResults();
result.setConnection(conn);
result.newResults(searchTemplate.getResults());

%><TABLE border=1><%
for (int i = 0; i < result.getCount(); i++)
{
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%><TR><%
    CMBItem item = result.getItem(i);

    // ------------------------------------------------------
    // Header Row
    // ------------------------------------------------------
    if (i == 0) {
    %> <TR bgcolor=FFF000><%
        for (int y = 0; y < item.getAttrNames().length; y++)
        {
    %>     <TD><%= item.getAttrName(y) %></TD><%
        }
    %> </TR><%
    } 
    dm = conn.getDataManagement();
    dm.setDataObject(item);
    URL url = dm.getContent(0).getDataURL();
    for (int y = 0; y < item.getAttrValues().length; y++)
    {
%>     <TD><a href="<%= url.toString() %>" target="Result"><b><%= 
item.getAttrValue(y) %></b></a></TD><%
    }
%></TR><%
}
%></TABLE><%

// -----------------------------------------------------------
// Disconnect
// -----------------------------------------------------------
conn.disconnect();
%>

必要な LWWCM オブジェクトの作成

JSP ファイルを作成したら、Web ページに検索オプションを表示するために必
要な LWWCM オブジェクトを作成し、作成した JSP ファイルを組み込む必要が
あります。

コンテンツ・テンプレートの作成
NSE Template (FED Template) という新しいコンテンツ・テンプレートを作成
します。コンポーネント・マネージャーを使用して新しい JSP コンポーネント
を追加し、NSESearch (FEDSearch) という名前にします。このテンプレートを
使用して、NSE Search (FED Search) サイト・エリアを開いたときに表示する
ページを示す新しいコンテンツ・オブジェクトを後で作成します。
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検索入力フォームの作成
このフォームは、新しい照会を入力するフォームです。NSE の場合、query と
いう名前の入力フィールドが 1 つだけあります。フェデレーテッド検索の場合
は、対応する Information Integrator for Content の検索テンプレートで定義した属
性を表わす 4 つの入力フィールドがあります。「Submit」ボタンをクリックする
と、入力した属性 / 値のペアは /Intranet/Tools/NSE+Search 
(/Intranet/Tools/FED+Search) に送られます。検索結果は検索入力フィールドのす
ぐ下に表示されるため、これは実際には同じサイト・エリアとページへの再呼
び出しです。

NSE 検索入力フォーム の場合は、コンポーネント・ライブラリーに新しい 
HTML コンポーネントを作成し、HTML - NSE Form という名前を付けます。
例 10-4 に示す HTML コードを HTML コンポーネントにコピー・アンド・ペー
ストしてください。

例 10-4   HTML - NSE Form

<FORM METHOD=POST name=search action=<PathCmpnt 
type="servlet"/>/Intranet/Tools/NSE+Search>
<TABLE><TR>

<TD>Query:</TD> <TD><INPUT TYPE=Text value="%" size=56 name=query></TD>
</TR>
<TR>

<TD><input type="submit" value="Execute NSE" name="submit"></TD><TD></TD>
</TR></TABLE>
</FORM>

FED 検索入力フォーム の場合は、コンポーネント・ライブラリーに新しい 
HTML コンポーネントを作成し、HTML - FED Form という名前を付けます。
例 10-5 に示す HTML コードを HTML コンポーネントにコピー・アンド・ペー
ストしてください。

例 10-5   HTML - FED Form

<FORM METHOD=POST name=search action=<PathCmpnt 
type="servlet"/>/Intranet/Tools/Federated+Search>
<TABLE>
<TR><TD>InsuranceName:</TD> <TD><INPUT TYPE=Text value="%" size=56 
name=InsuranceName></TD></TR>
<TR><TD>InsuranceDesc:</TD> <TD><INPUT TYPE=Text value="%" size=56 
name=InsuranceDesc></TD></TR>
<TR><TD>InsuranceGroup:</TD> <TD><INPUT TYPE=Text value="%" size=56 
name=InsuranceGroup></TD></TR>
<TR><TD>InsuranceNumber:</TD> <TD><INPUT TYPE=Text value="%" size=56 
name=InsuranceNumber></TD></TR>
<TR><TD><input type="submit" value="Execute FED Search" 
name="submit"></TD><TD></TD></TR>
</TABLE>
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</FORM>

ページ設計の作成
既存のメニュー・レイアウトから新しいページ設計を作成します。このため、
メニュー・レイアウトを開き、「名前を付けて保存」をクリックします。新しい
ページ設計 NSE Layout (FED Layout) を呼び出します。レイアウトの該当セク
ションで、まず検索入力フォーム、次に JSP コンポーネントを Web ページ上に
配置します。

具体的には、NSE レイアウト・タグの場合、次の 2 行を追加します。

<AptrixLibCmpnt name="HTML - NSE Form"/><br>
<AptrixCmpnt context="current" key="NSESearch" type="content"/>

FED レイアウト・タグの場合、次の 2 行を追加します。

<AptrixLibCmpnt name="HTML - FED Form"/><br>
<AptrixCmpnt context="current" key="FEDSearch" type="content"/>

コンテンツの作成
NSE (FED) という新しいオブジェクトを作成します。新しいコンテンツを作成
するときは、233 ページの『コンテンツ・テンプレートの作成』で作成した 
NSE Template (FED Template) テンプレートを使用して、「Intranet」->「Tools」
->「NSE (FED)」を選択してそれを配置します。

新しいコンテンツ・ウィンドウの「内容」タブで、JSP コンポーネントの値を
定義します ( 図 10-8 を参照 )。

� JSP パス :/jsp/NSESearch.jsp (/jsp/FEDSearch.jsp)

� エラー・メッセージ :Error executing Search ( または同様のメッセージ )

ヒント : サイト・エリア「Intranet」->「Tools」->「NSE (FED)」がまだ作成
されていない場合は、コンテンツをいったん作成した後で移動します (236 
ページの『サイト・エリアの作成』)。
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図 10-8   JSP コンポーネントを含むコンテンツ・オブジェクト

「ワークフロー」タブで、ワークフローとして「Site Administrators Express 
Workflow」を選択します。

サイト・エリアの作成
「Intranet」->「Tools」で NSE Search (FED Search) という新しいサイト・エリ
アを作成します。

「プロパティ」タブで、次のものを定義します ( 図 10-9 参照 )。

� デフォルトのコンテンツ :「NSE (FED)」を選択します。

� コンテンツ・テンプレート :「NSE Template (FED Template)」を選択します。

� ページ設計 :「NSE Layout (FED Layout)」を選択します。

図 10-9   サイト・エリアのプロパティー
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このサイト・エリアを開くたびに、NSE Layout (FED Layout) というページ設計
のコンテキストで NSE (FED) というコンテンツが表示されます。この結果、検
索入力フォームと JSP コンポーネントがページにレンダリングされます。

テスト

Web ブラウザーを開き、イントラネットのホーム・ページに URL を入力しま
す。

http://[SERVER]:[PORT]/[CONTEXT]/connect/intranet

右側の「ツール」ドロップダウン・ボックスを開き、「NSE」を選択します。こ
れで照会を入力し、「Execute NSE (Execute FED)」をクリックして検索の実行を
開始できます。結果は次のスクリーン・ショット (NSE の場合は 237 ページの
図 10-10、フェデレーテッド検索の場合は 238 ページの図 10-11) のようになり
ます。結果はテーブル内にリンクとして表示されます。リンクをクリックする
と、接続された Content Manager のコンテンツが開きます。

前に説明したように、多少の追加作業によって、NSE 検索とフェデレーテッド
検索を組み合わせて、ユーザー用のシームレスな検索インターフェースを提供
できます。ユーザーは、NSE とフェデレーテッド検索のいずれが必要なのかを
判断する必要がありません。理解しやすく、操作しやすい検索インターフェー
スを設計する必要があります。ここでは、実例を示すことのみを目的としてい
ます。実際にこれとまったく同じように実装することをお勧めしているわけで
はありません。

図 10-10   NSE および検索結果の Web ページ
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図 10-11   フェデレーテッド検索および検索結果の Web ページ

10.2.2  IFrame
検索機能を提供する Web アプリケーションが既にある場合、その Web アプリ
ケーションがいくつかの基本ルールに準拠していれば、iFrame テクノロジーを
使用して、Web ページ内でその Web アプリケーションを再利用できることがあ
ります。 

基本ルールは、iFrames に表示するすべての Web アプリケーションに適用され
ますが、LWWCM への検索の組み込みには直接関連するものではありません。。

� 基本的に、Web アプリケーションが iFrame をサポートしている必要があり
ます。アプリケーション内のリンクは、新しいブラウザー・ウィンドウを開
くか、現在のパスに対して相対的に開かれる URL を参照している必要があ
ります。つまり、リンクは、偶然に親ウィンドウを指さないようにプログラ
ムされている必要があります。

� 連続したユーザー / パスワードの要求を避けるため、バックエンド・システ
ムにアクセスするユーザー・クリデンシャルが、クロスブラウザー・セッ
ションにアクセス可能である必要があります。

注意 : iFrame エレメントは、別の Web ページを含むインライン・フレームを
作成します。
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次の例では、iFrame のソースとして、Content Manager eClient Web アプリケー
ションを使用しています。240 ページの図 10-12 に、結果 Web ページを示しま
す。 

外部の Web アプリケーションを LWWCM Web ページに組み込むには、次の手
順を実行します。

1. 次の HTML を保持する新しい HTML ライブラリー・コンポーネントを作成
します。

<iframe 
src="http://demo01:9080/eClient82/IDMBasicSearch.jsp?ServerName%3DDEMO2D
B%26serverType%3DICM%26userid%3Dicmadmin%26language%3Den&entityName
=InsuranceType" width="100%" height="350">
</iframe>

2. 次のタグを使用して、選択したページ設計で新しい HTML ライブラリー・
コンポーネントを参照します。

<AptrixLibCmpnt name="<Name of the HTML library component>"/>

制限: ここでは iFrame のソースになるサンプル Web アプリケーションとして 
eClient を使用しますが、eClient Web アプリケーションは、iFrame での組み込
みに必要な基本ルールに準拠していません。この理由は次のとおりです。

� いくつかのボタンは親ウィンドウに影響するため、LWWCM Web ページ
が壊れます。これを回避するには、検索を実行する前に「新しいウィン
ドウで開く」チェック・ボックスをオンにします ( 図 10-12 参照 )。

� 使用される iFrame ソースの URL は、現在のセッションの eClient Web ア
プリケーションに対し、ユーザーが正常に認証されることを必要としま
す。
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図 10-12   iFrame を使用して組み込んだ eClient

10.2.3  LWWCM の内部検索

LWWCM 検索モジュールの検索対象は、LWWCM 環境に保管されたオブジェク
トとキーワードのみに制限されています。LWWCM オブジェクトの保管に使用
するデータ・リポジトリーの種類とは無関係です。つまり、使用するリポジト
リーの種類 ( ファイル・システム、DB2、または Content Manager) に関係なく、
同じ照会による検索結果は同じになります。LWWCM オブジェクト・レベルに
基づいてセキュリティーが考慮されます。このため、ユーザーは参照が許可さ
れているコンテンツに関するヒットのみを受け取ります。

Federated Content Component を使用して外部コンテンツを Web ページに組み
込んでいない場合、外部コンテンツ (Content Manager 内のコンテンツなど ) の検
索はサポートされません。Web ページに含まれるテキスト・コンテンツのみが
検索索引に含まれます。統合コンテンツのすべての属性と実際のコンテンツが
検索可能であることを確認するには、Federated Content Component タグまたは 
Federated Content Library Component タグを使用して、Web ページにそれらを直
接レンダリングする必要があります。これらのタグの使用法については、
126 ページの 7.3、『統合コンテンツ・コンポーネント』を参照してください。
240 Lotus Workplace Web Content Management および Content Manager の連携



項目タイプ InsuranceType のすべての Content Manager オブジェクトを 4 つの属
性 (Name、Description、Number 、および Group) に関して検索可能にし、MIME 
タイプ text/* の接続済み Content Manager のコンテンツを検索可能にするには、
例 10-6 に示すタグをページ設計に追加し、Insurance タイプごとに最低 1 つの 
LWWCM コンテンツ・ページを、それを参照する統合コンテンツ・コンポーネ
ントを含めて、作成する必要があります。

例 10-6   ページ設計で、属性とコンテンツに対する検索を有効にするタグ

<b>Name:</b> <FederatedCmpnt AttributeName="InName" context="current" 
key="FedCmpnt" Scope="attribute" type="content"/><br>

<b>Description:</b> <FederatedCmpnt AttributeName="InDesc" context="current" 
key="FedCmpnt" Scope="attribute" type="content"/><br>

<b>Number:</b> <FederatedCmpnt AttributeName="InNumber" context="current" 
key="FedCmpnt" Scope="attribute" type="content"/><br>

<b>Group:</b> <FederatedCmpnt AttributeName="InGroup" context="current" 
key="FedCmpnt" Scope="attribute" type="content"/><br>

<b>Content:</b> <br> <FederatedCmpnt context="current" key="FedCmpnt" 
Scope="content" type="content"/>

結果の Web ページは、240 ページの図 10-12 のようになります。Web ページ内
の任意のワードに対する照会により、結果セットにこのページがレンダリング
されます。例えば、コンテンツをレンダリングするタグ (Scope=”content”) を省
略した場合、属性に含まれる任意のワードに対する照会のみで、結果セットに
このページが含まれます。

10.3  その他の検索方法

他にも使用可能な検索方法があります。そのうちの 2 つについて簡単に説明し
ます。

制限 : ページにレンダリングできるのは、MIME タイプ text/* のコンテンツ
のみです。このため、Microsoft Word 文書などのその他の MIME タイプのコ
ンテンツは、LWWCM 内部検索エンジンを使用して検索できません。

ヒント : ヒット索引の更新、検索索引を保管するディレクトリー、無視に関
するリストなど、LWWCM の検索設定は、次のファイルで構成できます。

[LWWCM_HOME]\config\aptrixsearch.properties
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� Portal Search Engine (PSE) 
� Domino Extended Search (DES)

10.3.1  Portal Search Engine (PSE)
Portal Search Engine (PSE) は、WebSphere Portal Server (WPS) に付属しています。
これは、Web サイトをクロールし、フィルター基準に基づいて文書 / ページの
完全なセットまたはサブセットを戻す検索アプリケーションです。オプション
で、コンテンツのカテゴリー化と要約、および選択した分類法 ( ユーザー定義
または定義済みのシステムの分類法 ) に従ってデータの保管を行うことができ
ます。PSE で使用可能なもう 1 つのオプションは、文書の承認機能とメタデー
タの更新機能を提供する単純なワークフローです。

作成した索引は全文索引です。索引付けの間、PSE は 250 以上の文書フォー
マットから文書フィルターを適用します。使用されるテクノロジーは、Stellent 
の Outside In です。

検索機能の管理および実際の使用は、一連のポートレットによって実装されま
す。

PSE は、LWWCM に基づいて Web ページをクロールするようセットアップでき
ます。保険会社の例では、クロールするサイトは次のようになります。

http://[SERVER]:[PORT]/[CONTEXT]/connect/intranet

クローラーは、指定の URL および定義されたレベル数のサブサイトをクロール
します。Content Manager 内のコンテンツへのリンクがサイトに含まれる場合、
クローラーはこのリンク済み文書も取り出して、ファイル・タイプがサポート
されているときは、全文索引にコンテンツを組み込みます。

10.3.2  Domino Extended Search (DES)
DES は、それ自体では検索エンジンではありません。DES は独自の検索索引を
作成しません。DES は他の検索エンジンを利用して、代理のブローカーとして
機能します。複数のソースから収集してパーソナライズした結果を、検索条件
に一致した項目からなる、単一のランク付きリストとして戻します。DES によ

制限 : 現在、PSE は、匿名アクセスが認可されたページのみを検索できます。

ヒント : 詳細については、次の場所にある WebSphere Portal Information Center 
を参照してください。

http://publib.boulder.ibm.com/pvc/wp/502/ent/en/InfoCenter/index.html
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り、単一アクセス点から構造化データと非構造化データを検索できます。DES 
はバックエンド・システムのセキュリティー・モデルに従っています。

ソース検索エンジンへの接続は、リンクを通して行われます。次のリンクが、
すぐに使えるよう提供されています。

� Notes データベース
� Domino.Doc®
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第 11 章 セキュリティー

この章では、LWWCM と Content Manager のセキュリティーの機構、両者のセ
キュリティーが連携して作用する仕組み、および LWWCM におけるアクセス・
レベルについて説明します。

表示 Web サイト上のオブジェクトに対するアクセス権をユーザーがどのように
取得するのか、そして LWWCM ユーザー・インターフェース内のオブジェクト
に対するアクセス権をユーザーがどのようにして取得するのかを解説します。 

以下の連携する場合のセキュリティーの仕組みについても説明します。

� Content Manager コンポーネント
� connect タグ
� JSP コンポーネント

11
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11.1  LWWCM のセキュリティー

LWWCM ユーザー・インターフェースにアクセスする必要のあるユーザーは、
LWWCM ユーザー・インターフェースの「セキュリティとワークフロー」セ
クションで定義されている必要があります。LWWCM から作成された Web サイ
トを参照するユーザーは、LWWCM ユーザー・インターフェースにアクセスす
る必要はありません。LWWCM によって公開されたコンテンツを参照するだけ
で作成や管理を行わないユーザーについては、LWWCM ユーザー・インター
フェースの「セキュリティとワークフロー」セクションで定義しなくてもかま
いません。

LWWCM 内で作成されるすべてのオブジェクトは、セキュリティー上の設定情
報を保持しています。オブジェクト定義のウィンドウで「セキュリティ」タブ
をクリックすると、設定用のパネルが表示されます。このパネルを使用して、
当該の LWWCM オブジェクトについて、ユーザーまたはグループのアクセス権
とアクセス・レベルを定義できます。LWWCM オブジェクトへのアクセスのた
めに設定できるアクセス・レベルには、さまざまなものがあります。オブジェ
クトのセキュリティー設定は、オブジェクトの「セキュリティ」タブのウィン
ドウで定義する必要があります。一方、ワークフローおよびステージ・オブ
ジェクトについては、ワークフロー・セキュリティーを定義できます。

11.1.1  アクセス・レベルとセキュリティー・セクション

オブジェクトのセキュリティーは、オブジェクト定義ウィンドウの「セキュリ
ティ」タブで設定します。LWWCM オブジェクトについては、4 つのアクセ
ス・レベルを設定できます。図 11-1 に、LWWCM オブジェクト ( サイト ) 用の
セキュリティー・パネルを示します。
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図 11-1   LWWCM オブジェクトのセキュリティーの設定

アクセス・レベルには、以下の 4 つがあります。

� 表示 

このレベルでは、ユーザーやグループは表示 Web サイト中のオブジェクト
を表示できます。ワークフロー中にオブジェクトが定義されると、そのオブ
ジェクトは公開された時点で「表示」状態になります。

� 読み込み

このレベルでは、ユーザーやグループは以下のことを行えます。

– 表示 Web サイトのオブジェクトを表示する。

– LWWCM ユーザー・インターフェースのオブジェクトを表示する。

� 編集 

このレベルでは、ユーザーやグループは以下のことを行えます。

– 表示 Web サイトのオブジェクトを表示する。

– LWWCM ユーザー・インターフェースのオブジェクトを表示する。

– LWWCM ユーザー・インターフェースのオブジェクトを編集する。

� 削除 

このレベルでは、ユーザーやグループは以下のことを行えます。
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– 表示 Web サイトのオブジェクトを表示する。

– LWWCM ユーザー・インターフェースのオブジェクトを表示する。

– LWWCM ユーザー・インターフェースのオブジェクトを編集する。

– LWWCM ユーザー・インターフェースのオブジェクトを削除する。

ワークフロー・セキュリティーは、ワークフロー・ステージ・オブジェクトの
「プロパティ」タブ・ウィンドウで定義します。定義できるアクセス・レベルと
しては、表示、読み込み、編集、削除の他に、ワークフロー固有の権限があり
ます。

� 承認

このレベルでは、ユーザーやグループは以下のことを行えます。

– 表示 Web サイトのオブジェクトを表示する。

– LWWCM ユーザー・インターフェースのオブジェクトを表示する。

– ワークフロー内でオブジェクトを承認する。

248 ページの図 11-2 に、ワークフロー・ボタンの例を示します。適切な承認
権限を持っているユーザーは、あるワークフロー・ステージから次のステー
ジへとオブジェクトを移動させることができます。

図 11-2   ワークフロー・ボタン

ヒント : オブジェクトに対する「削除」アクセス・レベルをユーザーまたは
グループに設定すると、そのユーザーまたはグループは、オブジェクトに対
する「編集」、「読み込み」、および「表示」のアクセス権も自動的に取得し
ます。
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新規にオブジェクトを作成すると、その作成者はオブジェクトに対するすべて
のアクセス権 ( 表示、読み込み、編集、削除 ) を自動的に取得します。新規オ
ブジェクトがワークフローにある場合は、そのオブジェクトのセキュリティー
設定は、最初のワークフロー・ステージにのみ適用されます。オブジェクトが
以降のワークフロー・ステージを通過する際には、個々のワークフロー・ス
テージのワークフロー・セキュリティーがオブジェクト・セキュリティーに追
加されて、そのオブジェクトのセキュリティー設定が決定されます。 

オブジェクトのセキュリティー設定ウィンドウでは、以下のセキュリティー・
セクションを使用できます。

� 有効 : オブジェクトに対して有効なセキュリティーを指定します。これは、
ユーザー定義またはワークフローのアクセス・レベルにシステム定義のアク
セス・レベルを加えたものになります。

� ユーザー定義またはワークフロー : オブジェクトがワークフローにない場合
には、ユーザー定義のアクセスを設定できます。オブジェクトがワークフ
ローにある場合、そのオブジェクトの「セキュリティ」タブにはワークフ
ロー・セキュリティー設定が表示され、ユーザー定義の設定は表示されませ
ん。オブジェクトのアクセス・レベルは、ワークフロー内でのオブジェクト
の現行ワークフロー・ステージによって決まります。 

� システム定義 : 管理者が設定するアクセス・レベルを指定します。管理者グ
ループのすべてのメンバーが、システム定義のセキュリティー・セクション
を編集および設定できます。

11.1.2  デフォルト・ユーザーとデフォルト・グループ

さまざまなセキュリティー・セクションでさまざまなアクセス・レベルをユー
ザーとグループに割り当てる前に、LWWCM ユーザー・インターフェースの
「セキュリティとワークフロー」->「ユーザーとグループ」セクションでユー
ザーとグループを定義する必要があります。LWWCM のインストール時に、2 
つのデフォルト・ユーザーと 5 つのデフォルト・グループが作成されます。

デフォルト・ユーザー
LWWCM のインストール時に作成されるデフォルト・ユーザーは、以下の 2 つ
です。

� 管理者 : LWWCM ユーザー・インターフェースのデフォルトの管理者です。
管理者は 管理者 グループに属し、LWWCM ユーザー・インターフェースの
すべてのオブジェクトに対するアクセス権を持ちます。デフォルトのパス
ワードは password です。このパスワードは、LWWCM のインストール直後
に変更することをお勧めします。

� 匿名 : 匿名ユーザーは、LWWCM の表示 Web サイトへの公開アクセスに使用
されます。このユーザーにはパスワードは要求されません。LWWCM ユー
ザー・インターフェース中のあるオブジェクトに対するアクセス権を匿名
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ユーザーだけが持っている場合、既にログオンしているユーザーはそのオブ
ジェクトにアクセスできません。したがって、匿名ユーザーは以下のことを
お勧めします。

– オブジェクトへの表示 アクセス権のみを付与する。 

– UI アクセス・グループに含めない。これにより、匿名ユーザーが 
LWWCM ユーザー・インターフェースにログインすることを防止できま
す。

デフォルト・グループ
LWWCM のインストール時に定義される 5 つのデフォルト・グループがあり、
各グループのメンバーに対して、LWWCM ユーザー・インターフェースおよび
表示 Web サイトへの異なるアクセス・レベルを提供します。デフォルト・グ
ループには以下のものがあります。

� 管理者 : このグループのメンバーは、LWWCM アプリケーション・ファイル 
( インターフェースを構築するファイルで、「AptrixUI」で始まります ) も含
めて LWWCM ユーザー・インターフェース中のすべてのエレメントにアク
セスできます。デフォルトでは、ユーザーおよび管理者はこのグループに属
します。

� UI アクセス・グループ : このグループのメンバーは、LWWCM ユーザー・イ
ンターフェースにアクセスできます。Web サイトを作成、設計、または管理
するユーザーは、このグループに追加されている必要があります。公開され
た Web サイトである表示 Web サイトに対するアクセスだけを必要とする
ユーザーは、このグループに追加されている必要はありません。ユーザーが
オブジェクトを作成する際には、デフォルトで UI アクセス・グループが

「システム定義読み込み」フィールドに自動的に追加されます。

� [ すべてのユーザー ]: 匿名ユーザーも含めて、すべてのユーザーがこのグ
ループのメンバーになります。

� バージョン作成者 : このグループのメンバーは、オブジェクトのバージョン
を作成することができ、ユーザー・インターフェース中の「すべてにバー
ジョンを作成」および「バージョン」ボタン ( 機能 ) にアクセスできます。

� 復元者 : このグループのメンバーは、バージョン・ライブラリーからバー
ジョンを復元できます。ユーザー・インターフェース中の「復元」および
「ドラフトとして復元」ボタン ( 機能 ) にアクセスできます。

11.1.3  セキュリティーの仕組み

これまでの節で、オブジェクト・セキュリティーの 4 つのアクセス・レベル (
表示、読み込み、編集、削除 ) と、ワークフロー・ステージ・オブジェクトに
おける「承認」アクセス・レベルを紹介しました。オブジェクトのセキュリ
ティー設定における 4 つのセキュリティー・セクション ( 有効、ユーザー定義
またはワークフロー、システム定義 ) についても扱いました。LWWCM のイン
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ストール時に作成される 2 つのデフォルト・ユーザー ( 管理者および匿名 ) と 5 
つのデフォルト・グループ ( 管理者、UI アクセス・グループ、すべてのユー
ザー、バージョン作成者、および復元者 ) についても説明しました。この節で
は、これらのセキュリティーの概念をすべて結合し、LWWCM のセキュリ
ティーの仕組みについて詳しく説明します。

LWWCM のセキュリティーでは、以下の規則が適用されます。

� ユーザーが表示 Web サイト上でオブジェクトを表示するには、そのユー
ザーは最低でもオブジェクトに対する「表示」アクセス・レベルが必要で
す。これには、Web サイト上の公開コンテンツがすべて含まれます。 

� 新規コンテンツを作成する際に、コンテンツの作成者は、新規作成されたコ
ンテンツの手順にテンプレート、そのコンテンツがリンクされる先のサイト
またはサイト・エリア、およびワークフローを選択する必要があります。作
成者はこれらの 3 つのオブジェクト ( テンプレート、サイトまたはサイト・
エリア、ワークフロー ) を選択可能である必要があり、そのためにはこれら
に対するアクセス権を持っている必要があります。つまり、これらの 3 つの
オブジェクトのセキュリティー設定 ( タブ ) において、作成者は最低でも

「読み込み」のアクセス・レベルを持っている必要があります。

� オブジェクトがワークフローにある場合、セキュリティー・レベルは、その
オブジェクトが置かれているワークフロー・ステージによって変わります。
また、オブジェクトの作成者は、ワークフロー定義アクセスの最初のステー
ジの「削除」アクセス・レベルに追加されます。オブジェクトが次のステー
ジに移動すると、そのオブジェクトのセキュリティーは、そのステージの
ワークフロー・セキュリティー ( これはワークフロー・ステージ・オブジェ
クトの「プロパティ」タブで定義します ) から継承されます。

以下に例を示します。

管理者としてログオンし、以下の作業を実行します。

1. user1、user2、user99 の 3 つのユーザーを作成します。

2. グループ group1 を作成し、そこに user99 を追加します。このグループのメ
ンバーは、新規コンテンツの作成者になります。

3. stage1 および stage2 の 2 つのワークフロー・ステージを作成します。「プロ
パティ」タブで、以下を行います。

– stage1 については、「ワークフローセキュリティ」の設定で、以下のよう
に設定します。

注意 : テンプレートの「コンテンツテンプレート」タブでデフォルトの作成
者を定義すると、このデフォルトの作成者は、そのテンプレートを使用して
作成されたオブジェクトの最初 のワークフロー・ステージの「削除」アク
セス・レベルに追加されます。
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･ 承認 : group1
– stage2 については、「ワークフローセキュリティ」の設定で、以下のよう

に設定します。
･ 読み込み : user2
･ 削除 : 管理者
･ 承認 : group1

4. ワークフロー・オブジェクト workflow4 を作成します。「プロパティ」タブ
の「ワークフローステージ」フィールドに、stage1, stage2 と入力します。

「セキュリティ」タブで、(group1 のメンバーである作成者が新規文書の作成
時にこのワークフローを選択できるように ) 「ユーザー定義」セキュリ
ティーの「読み込み」フィールドに group1 を追加します。

5. ページ設計 pd1 を作成します。

6. コンテンツ・テンプレート ct1 を作成します。ct1 の「ユーザー定義」セキュ
リティーで、( 新規文書の作成時に group1 のメンバーがこのテンプレートを
選択できるように ) 「読み込み」フィールドに group1 を追加します。ワー
クフローの最初のステージにおけるワークフロー・セキュリティーの「削
除」アクセス・レベルに作成者がどのように追加されるかを示すために、
「コンテンツテンプレート」タブの「作成者」フィールドで user1 を選択し
ます。図 11-3 を参照してください。

注意 : ワークフロー・ステージの「プロパティ」タブで定義するワークフ
ロー・セキュリティー設定を、ワークフロー・ステージの「セキュリ
ティ」タブで定義するセキュリティー設定と混同しないでください。「プ
ロパティ」タブにおけるワークフロー・セキュリティー は、このス
テージにワークフローの一部としてこのステージに入るすべてのオブ
ジェクトに対するものです。「セキュリティ」タブ は、ワークフロー・
ステージ・オブジェクト自体のセキュリティー設定用です。そこでは、
このオブジェクトをどのユーザーが削除、編集、または読み込みできる
かを定義します。
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図 11-3   このテンプレートを使用して作成されるコンテンツのデフォルトの作成者

7. サイトとサイト・エリア (site1) を作成し、( 新規文書の作成時に group1 のメ
ンバーがこのサイト・エリアを選択できるように )「ユーザー定義」セキュ
リティーの「読み込み」フィールドに group1 を追加します。「プロパティ」
タブで、ページ設計 pd1 とコンテンツ・テンプレート ct1 を追加します。
図 11-4 を参照してください。

図 11-4   グループのメンバーがこのサイトを参照できるように group1 を追加
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表 11-1 に、管理者によるセットアップを要約して示します。

表 11-1   セットアップ例

管理者の作業が終わると、ユーザー user99 はログインして新規コンテンツを作
成できます。user99 として以下の作業を実行します。

1. 「ホーム」->「コンテンツ管理」->「コンテンツライブラリ」を選択し、新
規コンテンツ用に「新規」をクリックします。

2. コンテンツ・テンプレートに「ct1」を選択し、サイト・エリアを選択しま
す。

3. 「ID」タブで、文書の名前 (content test 1) を入力します。この新規コンテン
ツの作成者が user99 と user1 になる点に注意してください。後者は、コンテ
ンツ・テンプレート ct1 から継承されています。図 11-5 を参照してくださ
い。

オブジェクト・
タイプ

名前 設定

ユーザー user1、user2、user99

ユーザー・グ
ループ

group1 user99 が含まれる

ワークフロー・
ステージ

stage1 ワークフロー・セキュリティー : 「承認」
に group1

ワークフロー・
ステージ

stage2 ワークフロー・セキュリティー : 「承認」
に group1、
「読み込み」に user2、「削除」に 
Administrator

ワークフロー workflow4 stage1 と stage2

ページ設計 pd1

コンテンツ・テ
ンプレート

ct1 ユーザー定義 :「読み込み」に group1、
「作成者」に user1

サイト・エリア site1 ユーザー定義 :「読み込み」に group1、
ページ設計は pd1、コンテンツ・テンプ
レートは ct1
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図 11-5   コンテンツ・テンプレートの「作成者」フィールドを継承した「作成者」
フィールド

4. 「内容」タブでコンテンツを作成し、必要であれば「プロフィール」タブで
プロフィールを作成します。

5. 「ワークフロー」タブで、ワークフローとして workflow4 を選択します。

6. オブジェクトを保存します。

7. 「セキュリティ」タブに切り替えます。以下については、256 ページの
図 11-6 を参照してください。

– オブジェクトが保存されてワークフローの最初のステージに入ると、そ
のオブジェクトのセキュリティーは、ワークフロー・ステージ stage1 の
「プロパティ」タブで定義されたワークフロー・セキュリティー設定から
継承されます。(「承認」アクセス・レベルは常に「読み込み」アクセ
ス・レベルを包含する点に注意してください。)

– 「削除」フィールドに作成者が追加されます。user99 と、コンテンツ・
テンプレート ct1 の「コンテンツテンプレート」タブの「作成者」フィー
ルドからの user 1 です。
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図 11-6   ワークフロー・ステージからのセキュリティーと、追加された作成者

8. ワークフロー・ステージ stage1 の「プロパティ」タブに移動します。
257 ページの図 11-7 を参照してください。

これはオブジェクトの作成者。

これは、コンテンツ・テンプレート

このグループは、ワークフロー・

ct1 で定義されている作成者。

ステージ stage1 からのもの。
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図 11-7   stage1 におけるワークフロー・セキュリティー設定

9. 文書 (content test 1) を読み取りモードで開き、「次のステージ」をクリックす
ることによって次のワークフロー・ステージ (stage2) に移動させます。「セ
キュリティ」タブにおける設定が、現行のワークフロー・ステージ stage2 の
「プロパティ」タブで定義された設定に変更された点に注意してください。
258 ページの図 11-8 に示すように、ワークフロー・ステージの作成時に定義
した stage2 の「プロパティ」タブでは、ワークフロー・セキュリティーを以
下のように設定しました。

– 読み込み : user2
– 削除 : 管理者
– 承認 : group1

文書 content test1 の「セキュリティ」タブ (258 ページの図 11-8 参照 ) を見る
と、ワークフロー・セキュリティーの設定が変更されていることがわかりま
す。文書が stage2 に移動すると、stage2 の「プロパティ」タブにおけるセ
キュリティー設定が継承されます。
 第 11 章 セキュリティー 257



図 11-8   stage2 に移った後の content test 1 のワークフロー・セキュリティー設定

11.2  Content Manager のセキュリティー

Content Manager のセキュリティーは、Content Manager System Administrator 
Client を使用して Content Manager Library Server 内に定義されます。セキュリ
ティーをセットアップするには、以下を行う必要があります。

1. 特権を作成する。
2. 特権グループを作成する。
3. 特権セットを定義する。
4. アクセス制御リストを生成する。
5. ユーザーおよびグループを定義する。

stage2 ( ワークフロー・ステージ ) の「プロパティ」タブにおけるセキュリティー設定

content test 1 ( コンテンツ ) の「セキュリティ」タブに

content test 1 が stage1 から
stage2 に移動した後は、
ワークフロー・セキュリティー
設定を stage2 から継承。

おけるセキュリティー設定
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この節では、関連する概念をいくつか要約して紹介します。Content Manager の
セキュリティーについての詳細は、「Content Manager Implementation and 
Migration Cookbook」(SG24-7051) を参照してください。

11.2.1  権限

特権、特権セット、およびアクセス制御リストは、Content Manager における書
き込み、読み取り、削除、検索などの一定のアクセス権をユーザーまたはグ
ループに付与するために使用されます。

� 特権 : オブジェクトまたは項目に対してアクションを実行することを許可し
ます。システム定義の特権とユーザー定義の特権があります。システム定義
の特権の例として、項目の削除をユーザーまたはグループに許可する 
ItemDelete があります。

� 特権グループ : 特権のグループを表し、これによって特権セットの作成が容
易になります。

� 特権セット : ユーザーに付与したりアクセス制御リスト (ACL) に含めたりで
きる種々の特権を定義します。ユーザーは、直接に特権を持つことはできま
せん。ユーザーは、自分に与えられる最大アクセスを表す特権セットを持つ
ことができます。

� ACL: 1 つ以上のユーザーまたはグループとそれに関連付けられた特権セッ
トからなるリストです。ACL は、項目タイプ、作業ノード、プロセス、
ワーク・リストなどのデータ・オブジェクトについて設定します。作業ノー
ド、プロセス、およびワーク・リストは、文書ルーティング・プロセスで使
用されます。

例えば、ある特定の文書ルーティング・プロセスにユーザーがアクセスできな
いようにするには、ユーザーによるプロセスへのアクセスを禁止する NoPrivs 
の特権セットに関連付けられたユーザー名を保持する ACL を、このプロセスに
付与します。

11.2.2  認証

ユーザーとグループは、Content Manager システムに対してユーザーを認証する
ために使用されます。

� ユーザー : システムに対してユーザーを定義し、特権セットを割り当てま
す。LDAP を使用してユーザーを Content Manager システムにインポートす
ることもできます。

� グループ : ユーザーは、1 つのグループのみに属したり、数多くのグループ
に属することもできます。グループは、ユーザーを便利に編成するため
に使用されます。グループを特権セットに割り当てた後で、そのグループの
メンバーがどのように変更されても、関連する特権セットに影響は及びませ
ん。ICMPUBLIC は、すべてのユーザーを包含する特別なグループです。こ
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のグループは、Library Server 構成パネルを使用して使用可能に設定できま
す。

11.2.3  セキュリティーの仕組み

ある項目に対してユーザーが ( 検索や取り込みなどの ) アクションを実行しよ
うとすると、Library Server は、そのアクションを項目に対して実行する権限が
そのユーザーに付与されているかどうかを、以下の優先順位ルールによって
チェックします。

1. ItemSuperAccess: ユーザーが ItemSuperAccess 特権がある場合、Library Server 
は ACL 権限をバイパスし、ユーザーによるアクションの継続を許可します。

2. ICMPUBLIC グループ : Library Server の構成で ICMPUBLIC グループが使用
可能に設定されていて、項目の ACL にこのグループが含まれている場合、
Library Server は、ICMPUBLIC に割り当てられている特権セットがそのアク
ションを許可するかをチェックします。許可していればアクセスが認可さ
れ、ユーザーはアクションを継続できます。

3. ユーザー : ACL 中に ICMPUBLIC が含まれていない場合、Library Server は、
そのユーザーが ACL 中に含まれているかチェックします。含まれている場
合、Library Server は、そのユーザーに割り当てられている特権セットがその
アクションを許可するかをチェックします。許可していれば、そのアクセス
は認可されます。

4. グループ : そのユーザーがグループに属していて、そのグループが ACL 中
に含まれている場合、Library Server は、そのユーザーに割り当てられてい
る特権セットがこの特権を許可するかチェックします。許可していれば、そ
のアクションは認可され、ユーザーはアクションを継続できます。

5. 上記のいずれにも当てはまらない場合、そのユーザーは項目に対してそのア
クションを実行できません。

261 ページの図 11-9 に、この意思決定処理のフローチャートを示します。
260 Lotus Workplace Web Content Management および Content Manager の連携



図 11-9   ACL セキュリティー処理のフローチャート

11.3  全体としての仕組み

以下の節では、LWWCM と Content Manager との統合ソリューションにおける
セキュリティー管理の機構と仕組みを説明します。 

11.3.1  一般セキュリティー

LWWCM ユーザー・インターフェースにログオンする場合、そのユーザーは、
有効なユーザー名とパスワードで LWWCM ユーザー・インターフェースに定義
されている必要があります。LWWCM が Content Manager をバックエンド・コ
ンテンツ・リポジトリーとして使用すると想定した場合、ユーザーがオブジェ
クトを作成する際に、LWWCM は aptrixjpe.properties ファイルに定義されている
アクセス情報を使用して Content Manager にアクセスします。そのユーザーは、
データがどこにどのように保管されているかを理解している必要はありません。
Content Manager に対する特別なアクセス権も必要ありません。

ユーザーが属する
グループが ACL 

にリストされている
か?

ユーザーが ACL 
に明示的にリストさ

れているか?

ICMPUBLIC 
グループが ACL 

に含まれているか?

ユーザーに割り当
てられている特権
セットは、その特権

を許可するか?

ICMPUBLIC に
割り当てられて

いる特権セットは、
その特権を
許可するか?

ユーザーは 
ItemSuperAccess 
を持っているか?

ユーザーに割り当
てられている特権
セットは、その特権

を許可するか?

要求を認可

要求を認可

要求を認可

要求を認可

要求を
拒否

要求を
拒否

要求を
拒否

要求を
拒否

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

はい
 第 11 章 セキュリティー 261



以下に示すように、aptrixjpe.properties ファイルには、Content Manager のサー
バー名、ユーザー名、およびパスワードが設定されています。

# CM persistency settings
# CM Server information
cm.server=ICMNLSDB
cm.username=icmadmin
cm.password=password
# Unique identifier for the site
cm.jpeServerIdentifier=demo2

この構成を設定する方法についての詳細は、96 ページの 6.1.3、『LWWCM の 
aptrixjpe.properties ファイルの修正』を参照してください。このアクセス情報は、
Content Manager Library Server にアクセスするために LWWCM によって使用さ
れます。この情報が設定されていない場合には、Content Manager システムに対
する適切なアクセス・レベルがユーザーに付与されている必要があります。

11.3.2  connect タグによるセキュリティー

connect タグでは、別のセキュリティー設定が使用されます。Content Manager の
サーバー名、ユーザー名、およびパスワードを、connect タグ中で定義する必要
があります。これにより、さまざまな connect タグを使用してさまざまな 
Content Manager システムにアクセスすることが可能になります。Content 
Manager サーバーは、LWWCM と WebSphere Application Server が稼働するホス
ト上の cmbicmsrvs.ini ファイルで定義されている必要があります。 

connect タグでの設定例を以下に示します。

<connect MOD="TEMPLATE" SRV="CM" SERVER="icmnlsdb" 
USER="icmadmin" PWD="password" SEARCH=’/InsuranceType’ 
TEMPLATE=”http://localhost:9080/ilwwcm/templates/template1.html”></connect>

詳細については、153 ページの 7.4.3、『全体としてまとめる』を参照してくださ
い。

11.3.3  統合コンテンツ・コンポーネントによるセキュリティー

統合コンテンツ・コンポーネントは、LWWCM Web ページで使用される 
Content Manager 文書への参照を保管し、文書や属性を表示するために使用され
ます。統合コンテンツ・コンポーネントを使用している場合、Content Manager 
へのアクセスに使用されるセキュリティー情報は以下のようにして取得されま
す。

� LWWCM ディレクトリーの connect.cfg ファイル中に Content Manager サー
バーが定義されている必要があります。以下の例を参照してください。

<FederatedConnector>
      <DefaultServerAlias value = "ICMNLSDB" />
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      <DefaultUsername value = "icmadmin" />
      <DefaultPassword value = "password" />
      <MaxResultsReturned value = 100 />
   </FederatedConnector>

� Content Manager にアクセスするためのユーザー名とパスワードは、以下の
順序で取得されます。

a. 統合コンテンツ・コンポーネントにユーザー名とパスワードが定義され
ている場合 ( 図 11-10 参照 )、connect.cfg ファイルに定義されている認証
情報よりも、それらが優先的に使用されます。

図 11-10   統合コンテンツ・コンポーネントの設定が最優先される

b. 統合コンテンツ・コンポーネント・オブジェクトにユーザー名とパス
ワードが指定されていない場合には、connect.cfg ファイルのコネクター・
セクションからユーザー名とパスワードが取得されます。

c. connect.cfg ファイルでユーザー名とパスワードが定義されていない場合
には、サイトを表示している現行ログオン・ユーザーのユーザー名とパ
スワードが使用されます。

詳細については、126 ページの 7.3、『統合コンテンツ・コンポーネント』を参
照してください。 

11.3.4  JSP コンポーネントによるセキュリティー

JSP コンポーネントを使用すると、Content Manager と Information Integrator for 
Content の Java API を使用して Content Manager データにアクセスできます。JSP 
コンポーネントでは、JSP ファイルが配置される JSP パスを定義します。
Content Manager データへのアクセスに必要なセキュリティー情報は、この JSP 
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ファイルで定義します。以下に、Content Manager システムにアクセスする JSP 
ファイルの例を示します。

// -----------------------------------------------------------
// Setup the CM Connection
// -----------------------------------------------------------
String servername = "ICMNLSDB";
String servertype = CMBBaseConstant.CMB_DSTYPE_ICM;
String userid = "icmadmin";
String password = "password";
String query = "/InsuranceType[@VERSIONID = latest-version(.)]";

CMBConnection conn = new CMBConnection();
conn.setServerName(servername);
conn.setDsType(servertype);
conn.setUserid(userid);
conn.setPassword(password);
conn.connect();

詳細については、156 ページの 7.5、『JSP コンポーネント』を参照してくださ
い。 
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第 12 章 VideoCharger の統合

この章では、IBM DB2 Content Manager VideoCharger (VideoCharger) を LWWCM 
Web サイトに統合する方法を説明します。 

特に、以下のトピックを重点的に扱います。

� VideoCharger とその仕組み
� VideoCharger と Content Manager の統合
� Content Manager に保管されているビデオの LWWCM Web サイトへの組み込

み

12
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12.1  VideoCharger とその仕組み

IBM DB2 Content Manager VideoCharger (VideoCharger) は、大容量のストリーミ
ング・ビデオ・ファイルを処理するために設計されたサーバーです。
VideoCharger は、ネットワークを介してクライアントにビデオ・ファイルや
オーディオ・ファイルをリアルタイムで配信できます ( これをストリーミング 
と言います )。ビデオ ( オーディオ ) ・ストリーミングにより、クライアント・
ユーザーは、メディア・ファイル全体のダウンロードを待たずにビデオを見る
ことができます。メディア・ファイルのサイズは、100 MB を超えてもかまいま
せん。VideoCharger は、大容量メディア・ファイルの保管も管理できます。
VideoCharger version 8 サーバー がサポートするメディア・フォーマットについ
ては、20 ページの 2.2.6、『IBM VideoCharger (Content Manager にバンドル )』を
参照してください。 

IBM DB2 Content Manager VideoCharger プレイヤー (VideoCharger プレイヤー ) 
は、クライアントとしての Web ブラウザーから使用し、VideoCharger サーバー 
からストリーム送信されたビデオを再生できます。VideoCharger サーバーは、
最初にメタデータ・ファイルをクライアントに送信し、次にビデオまたは一般
メディア・オブジェクトをプレイヤーにストリーム送信します。

本書のケース・スタディーでは、バージョン 8.2 の VideoCharger サーバーおよ
びプレイヤーをインストールします。VideoCharger と VideoCharger プレイヤー
をインストールする際には (267 ページの図 12-1 参照 )、以下のインストール要
件に注意してください。

� 最初に LUM (License Use Management) ソフトウェアをインストールし
てください。これは、VideoCharger サーバーによって配信される同時スト
リームの量の管理に使用されるため、必要になります。これがインストール
されていないと、なんらかのビデオを Content Manager Windows Client からイ
ンポートしようとした時点で、ICM9799 エラーになります (274 ページの
図 12-8 参照 )。

� VideoCharger プレイヤーをインストールする前に、すべての Web ブラウザー
を必ず閉じてください。これを忘れると、VideoCharger の Web ブラウザー・
プラグインがデフォルト・ブラウザーのウィンドウに正しくインストールさ
れません。

� AIX 版 VideoCharger V8.2 をインストールする場合、AIX の前提条件は V5.1 
以上です。

� VideoCharger と共に使用するために IBM HTTP Server を構成する方法につい
ての詳細は、VideoCharger のマニュアルを参照してください。
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図 12-1   VideoCharger のインストール

インストールを終えたら、VideoCharger のオンライン文書も参照してください。
以下の変更が必要です。

1. Web ブラウザーを開き、http://localhost/vs_admin/ にアクセスします 
(268 ページの図 12-2 参照 )。

2. すべてのネットワーク・インターフェースを再調整します。

3. ネットワークしきい値を 80% に変更します。

4. 「Update」を選択します。 

このセットアップにより、VideoCharger サーバーは、ネットワーク帯域幅の 
80% までを使用してクライアントにビデオをストリーム送信できるようになり
ます。しきい値は、それぞれの業務環境に応じて別の値に変更できます。
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図 12-2   VideoCharger の構成と管理

インストールを終えた後で、VideoCharger が稼働しているかを確認するテスト
も行う必要があります。

1. VideoCharger のページ ( 図 12-2 参照 ) で、「Content Management」を選択し
ます。

2. VideoCharger のインストール・ディレクトリーから、ビデオ sample15.mpg を
追加します。 

本書のセットアップでは、以下のディレクトリーです。

C:\IBM\IBMVideoCharger Server\data\public\samples\content

3. 「Content Management advanced, Add Local Asset Files」のページで、上記のビ
デオをロードします。

4. ビデオを実行します。 

5. Web ブラウザーを開き、http://localhost/lantv/ にアクセスします。 

6. VideoCharger のページから「List Available Assets」を選択します (269 ページ
の図 12-3 参照 )。

7. 結果のリストからビデオを選択します。 
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本書の例では、IBMVideo という名前にしています。 

8. VideoCharger プレイヤーが自動的に起動し、選択したビデオが再生されま
す。

図 12-3   サンプルの IBM ビデオを表示して実行

選択したビデオが再生されない場合、インストール上の問題を解決してから先
に進んでください。

12.2  VideoCharger と Content Manager の統合

VideoCharger の索引付けと検索の機能には制限があります。VideoCharger は 
Content Manager に統合されており、(V8 からは ) Content Manager システム全体
におけるコンポーネントの 1 つ (Resource Manager) になっています。このため、
VideoCharger は Content Manager の機能を強化して、システム全体としてビデオ
の保管、アーカイブ、アクセス制御、および配信が処理できるようになってい
ます。Content Manager Windows Client などのアプリケーションや LWWCM 統合 
Web サイトは、ビデオのタイトル、説明、その他のメタデータを検索し、
Content Manager Windows Client や Web ブラウザーから VideoCharger プレイヤー
を起動してビデオを再生できます。さらに、ストリーム送信されたビデオを再
生するように他のビデオ・プレイヤーを構成することができるため、クライア
ントが適切なビデオ・プレイヤーを開いて VideoCharger サーバーとストリーミ
ング・セッションを開始できるようにすることも可能です。
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1 つ以上の VideoCharger サーバーを 1 つ以上の Content Manager Resource 
Manager に構成することができます。この節では、VideoCharger を Content 
Manager システムと統合するための手順について詳しく説明します。
VideoCharger を Content Manager Resource Manager として統合することにより、
Content Manager で管理されるメディア・オブジェクトをストリーム送信するこ
とが可能になります。後の節では、Content Manager Windows Client でサンプ
ル・ビデオをいくつかインポートし、それを検索して再生します。これにより、
LWWCM Web 公開プロセス統合の前提条件としての Content Manager Windows 
Client アプリケーションで統合のセットアップをテストできます。

12.2.1  Resource Manager ストレージ管理システムの構成

VideoCharger を Content Manager と統合するには、Resource Manager ストレージ
管理システム (SMS) を構成し、VideoCharger サーバーが使用するコレクション
を新たに定義する必要があります。図 12-4 に、VideoCharger 用の SMS 構成を
示します。オブジェクト・ストレージ・ボリュームが使用されています。
VideoCharger ボリュームは、VideoCharger サーバーのアセット・グループに対
応します。

.

図 12-4   VideoCharger のストレージ管理システム構成

本書では、VideoCharger 用の SMS を Content Manager System Administration Client 
で以下のように構成します。

    コレクション

VCCOLLECTION

マイグレーション・ポリシー
     VCMIGRATION

    ストレージ・クラス
        VCCLASS

デバイス・マネージャー
      ICMVCDM    

    ストレージ・グループ
        VCGROUP

    ストレージ・システム
        VCVOLUME
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1. 定義済みの Resource Manager システムから Resource Manager を展開します。
本書のシナリオでは、ローカルの Resource Manager システム (RMDB) を使用
します。

2. 「Server Definition」を右クリックしてコンテキスト・メニューから「New 」
を選択することにより、新規のメディア・マネージャー・サーバーを定義し
ます。本書のシナリオでは、このサーバー定義に VCSERVER という名前を
付けます (271 ページの図 12-5 参照 )。

3. ICMVCDM という名前の VideoCharger デバイス・マネージャーを使用可能
にします。

4. 新規のストレージ・クラス VCCLASS を定義します。

5. 新規のストレージ・グループ VCGROUP を定義します。

6. 「Storage Systems」フォルダーを展開し、新規の VideoCharger ボリューム 
VCVOLUME を定義します ( 図 12-5 参照 )。

7. 新規のマイグレーション・ポリシー名 VCMIGRATION を定義します。保存
期間として「forever」を選択します。

8. 新規コレクション VCCOLLECTION を定義します ( 図 12-5 参照 )。

図 12-5   VideoCharger の SMS 構成のセットアップ
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12.2.2  保険ビデオ項目タイプの作成

VideoCharger 用に SMS 構成をセットアップしたら、コレクション 
VCCOLLECTION のストレージ・システムを使用する保険ビデオ項目タイプを
作成する必要があります。

1. Content Manager System Administration Client を開きます。

2. データ・モデリング・フォルダーを開きます。「Item Types」を右クリック
し、コンテキスト・メニューから「New」を選択します。 

3. 「Definition」タブで、新規文書項目タイプの名前を指定します。ここでは、
InsuranceVideo という名前にします。 

4. 「Attribute」タブで、図 12-6 に示すように属性を追加します。VideoCharger 
アセットと関連付けられたこのメタデータ ( 属性 ) は、Library Server データ
ベース ICMNLSDB に保管されます。

図 12-6   項目タイプ InsuranceVideo に選択された属性

5. 「Document Management」タブで、ICMBASESTREAM part type を追加し、
PulblicReadACL アクセス制御リストと ( 前に RMDB Resource Manager デー
タベースに定義した ) コレクション VCCOLLECTION を選択します。この
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保険ビデオ文書項目タイプについては、定義済みの ICMBASESTREAM part 
type を使用してビデオ・アセットの保管を処理します。

12.2.3  ビデオのインポート、検索、および再生

統合 LWWCM Web サイトにビデオを組み込む前に、Content Manager のビデオ・
システムの統合をテストする必要があります。そのためには、Content Manager 
Windows Client でビデオをいくつかインポートします ( 図 12-7 参照 )。ビデオを
インポートすると、保険ビデオの属性が Library Server ICMNLSDB 上に保管さ
れます。これにより、ビデオ・ファイルは Resource Manager としての 
VideoCharger サーバー内に保管されます。インポートするビデオのサイズ、使
用するハードウェア、およびネットワークにより、ビデオのロードに要する時
間が変わります。本書のシナリオでは、1.6 MB のメモリーを搭載した Windows 
マシン上で行っています。また、8.5 MB のビデオ・ファイル sample15.mpg を
ロードするのに 20 秒かかります。

図 12-7   Content Manager Windows Client からビデオをいくつかインポート

メディア・オブジェクトは、Lx.ABC.Vy というアセット名で VCSERVER に
ロードされます。ここで、x は Library Server 番号、ABC は アルファベット 26 
文字 によるアセット名、y はバージョン管理番号です。
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図 12-8   IBM LUM がインストールされていない状態でビデオをインポートした際のエ
ラー

サンプル・ファイルのインポートを終えたら、Content Manager Windows Client 
から InsuranceVideo 項目タイプに対して基本的な検索を実行します。図 12-9 に、
本書の例での検索結果を示します。

図 12-9   InsuranceVideo 項目タイプに対して基本的な検索を実行

この検索結果からビデオを再生する前に、適切な VideoCharger プレイヤーが起
動されるように Content Manager Windows Client を構成する必要があります。本
書の例では、MPG ファイルについて以下のように構成しています。

1. 「オプション」->「Preferences」-> 「Helper Applications」を選択します。

2. ファイル・タイプ「MPEG Video」を選択し、拡張子 MPG を入力します。 

3. 「Launch Application」チェック・ボックスを選択します。

4. 「Launch Application」の入力フィールドで、VideoCharger プレイヤーの場所
を指定します。本書の例では、以下になります。

C:\program files\ibm\IBM VideoCharger Player\iscview.exe 

5. 「OK」をクリックして変更を保管します (275 ページの図 12-10 参照 )。

注意 : IBM LUM (License Use Management) ソフトウェアをインストールして
いない場合には、なんらかのビデオをインポートしようとした時点でエラー
になります ( 図 12-8 参照 )。
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図 12-10   VideoCharger プレイヤー・アプリケーションを起動

ヘルパー・アプリケーションの構成が終わると、基本的な検索の結果から保険
項目オブジェクトを開く ( またはダブルクリックする ) ことができます。
VideoCharger プレイヤーが起動し、VideoCharger サーバーからプレイヤーへの
ビデオ・ファイルのストリーム送信が始まります。276 ページの図 12-11 は、選
択されたビデオを再生している VideoCharger プレイヤーを示しています。
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図 12-11   InsuranceVideo 項目を開いてビデオを再生

以下に、InsuranceVideo 項目タイプの項目オブジェクトを要求した場合の実際の
手順を説明します。

1. Content Manager Windows Client は、Content Manager Library Server である 
ICMNLSDB にメディア・オブジェクトを要求します。

2. Library Server は、セキュリティー・トークンと、icmrm Resource Manager で
ビデオが格納されている場所の情報を、Content Manager Windows Client に返
します。

3. クライアントは、ビデオ・メディア・オブジェクト sample15.mpg を 
Resource Manager に要求します。

4. Resource Manager は、VideoCharger サーバー VCSERVER にビデオを要求しま
す。

5. VideoCharger サーバーは、メディア・オブジェクトのストリーミングに関す
るシステム指示を含めて、一時メタデータ・ファイルをクライアントに送信
します。 

6. VideoCharger プレイヤーが起動し、ストリーミング・セッションが開始しま
す。

7. サーバーからプレイヤーへビデオがストリーム送信されます。
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12.3   Content Manager ビデオの Web サイトへの組み込み

この節では、Content Manager ビデオを統合 LWWCM Web サイトに組み込む方
法を示します。

12.3.1  Content Manager ビデオを Web サイトに組み込む理由

Web サイト中にビデオを表示する必要な ( またはそうすると魅力的になる ) 場
合があります。特にデモンストレーション用のビデオなどです。例えば、
41 ページの第 4 章『ケース・スタディー』で紹介したケース・スタディーの場
合、この保険会社では、事故に備える保険の重要性を示すビデオを含めること
をお勧めします。 

ビデオを Web サイトに組み込む理由は、他にも数多く挙げられます。

� 会社の将来の方向づけと戦略に関する CEO のスピ―チを、イントラネット
を使用して世界中の従業員に向けて放送したい。 

� セキュアなインターネットで、教育のためのビデオ講座をストリーム送信し
たい。

� 製品に関する新しいビデオを使用して、インターネット上で広告キャンペー
ンを展開したい。

� スポーツの試合やテレビ番組を再生したい。

ここでは、Content Manager ビデオを Web サイトに組み込む方法を、本書のケー
ス・スタディーを使用して説明します。 

12.3.2  前提条件

269 ページの 12.2、『VideoCharger と Content Manager の統合』で説明したよう
に、VideoCharger が適切にインストールされている必要があります。Content 
Manager ビデオの LWWCM Web サイトへの組み込みを実現するには、
Information Integrator for Content での構成作業も必要になります。

ビデオは Content Manager リポジトリー中に直接に保管されるため、新規のフェ
デレーテッド・エンティティーと新規の検索テンプレートを作成する必要があ
ります。これらにより、LWWCM はビデオを検索して取り込めるようになりま
す。128 ページの『Information Integrator for Content から必要なこと』に説明し
た方法で、以前に作成した VideoCharger 項目タイプの属性 (272 ページの図 12-6
参照 ) をフェデレーテッド属性にマップします。

注意 : VideoCharger をインストールした後で、必ず LWWCM サーバーを再始
動してください。
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新規の検索テンプレートは、Content Manager からビデオを検索して LWWCM 
に取り込むために使用されます。

12.3.3  LWWCM でのビデオ・コンポーネントの作成

ビデオ・ファイルは、Content Manager 内に保管され、特定の項目タイプ ( 本書
のケース・スタディーでは InsuranceVideo) に関連付けられます。これらのビ
デオ・ファイルは、117 ページの第 7 章『Content Manager コンテンツの公開』
で説明したように、その他のあらゆるタイプのコンテンツと同様の方法で取り
込むことができます。つまり、統合コンテンツ・コンポーネント、JSP コン
ポーネント、それに connect タグという 3 つの方法があります。

ここでは、最初に挙げた統合コンテンツ・コンポーネント を使用してビデ
オ・ファイルを組み込む方法を示します。

保管されているビデオ・ファイルを Content Manager (VideoCharger) から取り込
むため、新規の統合コンテンツ・コンポーネント (VC_Component) を LWWCM 
に作成する必要があります。126 ページの 7.3、『統合コンテンツ・コンポーネ
ント』で説明した手順に従って、新規の統合コンテンツ・コンポーネントをビ
デオ用に作成します。

図 12-12 では、LWWCM に作成したビデオ・コンポーネント ( 実際には統合コ
ンテンツ・コンポーネント ) VC_Component が示されています。

図 12-12   ビデオ検索用の統合コンテンツ・コンポーネント
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12.3.4  Web ページへのビデオの組み込み

LWWCM Web ページ中にビデオを組み込むには、ビデオを表示させたいコンテ
ンツ・ページに移動し、新規に作成した統合コンポーネントを「内容」タブで
追加します。本書のケース・スタディーでは、コンテンツ・オブジェクト中の
この統合コンテンツ・コンポーネントの名前は VC_Component にしました。こ
の名前を適切なタグ・パラメーターに含めて、ビデオ・ファイルを取り込む必
要があります。

Web ページ中にビデオを組み込むには、以下の 2 つの方法があります。

� 埋め込みビデオ : ビデオを Web ページのコンテンツ中に埋め込んで表示しま
す。 

� ビデオ・リンク : ビデオの URL へのリンクを提供します。このリンクを
ユーザーがクリックすると、ビデオが表示されます。

埋め込みビデオ
Web ページ中にビデオを埋め込む方法を例示するために、例 12-1 にサンプル・
コードを示します。このコードは、ターゲットの Web ページに関連付けられた
ページ設計オブジェクト中に含める必要があります。Web ページとページ設
計オブジェクトとの関連付けは、サイト・フレームワーク中の対応するサイ
ト・エリア項目で決定されます。

例 12-1   Web ページ中にビデオを埋め込む方法

<table height=100% width=100%> <tr> <td align="center">
<FederatedCmpnt context="current" end="'&gt;" key="VC_Component" 
Scope="contentUrl" start="&lt;EMBED width=100% height=300 SRC='" 
type="content"/> </EMBED></td></tr></table>

ビデオ・リンク
Web ページ中に直接にビデオを表示させるのではなく、ビデオ・リンクのリス
トや特定のビデオへの単独のリンクが必要とされる場合もあります。このよう
な場合には、ビデオ・ファイルの URL へのリンクを表示して、そのリンクを
ユーザーがクリックした場合にビデオが表示されるようにすることができます。
この場合も、Web ブラウザー中に情報をどのように表示させるかを指示するた
めに、ページ設計オブジェクトを修正する必要があります。例 12-2 にサンプ
ル・コードを示します。

例 12-2   ビデオ・リンクだけを表示させる方法

重要 : タグ中の Scope パラメーターの値は、contentURL でなければなりま
せん。
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<b>Video file:</b> <FederatedCmpnt context="current" end="'&gt;" 
key="VC_Component" Scope="contentUrl" start="&lt;a target=_blank href='" 
type="content"/>Click here for the video file</a><br>

ビデオ・リンクのリストを表示させる最も簡単な方法は、connect タグ または 
JSP コンポーネント を使用することです。統合コンテンツ・コンポーネント
は 1 つの ビデオ・ファイルを参照するだけです。外部リソースのリストを表示
させる方法についての詳細は、156 ページの 7.5、『JSP コンポーネント』を参照
してください。

統合コンテンツ・コンポーネントによるビデオの埋め込みとは、適切な統合コ
ンテンツ・コンポーネントを作成し、ページ設計中で適切なタグと属性を使用
してそれを参照することです。それは、統合コンテンツ・コンポーネントを使
用してその他のコンテンツを埋め込むことと、実質的には同じです。取り込ま
れる URL が HTML -> EMBED タグで使われる方法に違いがあるだけです。ビ
デオが画面上に表示されない場合には、ビデオ・プレイヤー・プラグインのイ
ンストールに問題があるか、MIME タイプの参照に誤りがあると考えてよいで
しょう。

注意 : Web ページ中でビデオを再生するアプリケーションは、ブラウザーの
構成で該当の MIME タイプに関連付けられたアプリケーションです。
Windows オペレーティング・システムでは、そのアプリケーションはデフォ
ルトで Windows Media Player になります。
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第 13 章 シンジケーションによるデー
タのマイグレーション

この章では、LWWCM のデータ・マイグレーションのためのさまざまな方法に
ついて説明します。データのマイグレーションには LWWCM が提供するシンジ
ケーション・ツールを使用するため、シンジケーション機能についても説明し
ます。

この章では、以下のトピックを扱います。

� シンジケーションの概要
� コンテンツのリポジトリーのマイグレーション
� LWWCM V1.1 から LWWCM V2.0 へのコンテンツのアップグレード

13
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13.1  シンジケーションの概要

シンジケーション とは、サーバー間でデータを複製 ( コピー ) することによ
り、多数のサーバー上の多数の Web サイト間でコンテンツを使用可能にする方
法です。LWWCM は、さまざまな環境からコンテンツをプッシュまたはプルす
るシンジケーションを使用して、サーバー間でデータを複製します。サーバー
用のバックエンド・リポジトリーが同じである必要はありません。これは、
バックエンド・リポジトリーとしてファイル・システムを使用する Web サイト
のデータを、バックエンド・リポジトリーとして Content Manager を使用する 
Web サイトに複製できることを意味します。 

通常、会社の Web サイトでは複数のサーバーを使用してデータをセットアップ
します。開発サーバー、ステージング・サーバー、および実稼働サーバーがあ
ります。これらのサーバーでは、相互にデータを共有することが必要な場合が
あります。シンジケーションはこれを可能にするツールです。

シンジケーションでは、シンジケーターとサブスクライバーという 2 種類のオ
ブジェクトを準備します。

13.1.1  シンジケーション・ツールのセットアップ

シンジケーターとサブスクライバーは関連しています。両者の関係は、片方向
トランスポートの場合と両方向トランスポートの場合があります。片方向トラ
ンスポート は最も一般的な方法です。片方向トランスポートを実現するには、
ソース・サーバーでシンジケーター・オブジェクトを作成し、宛先サーバーで
サブスクライバー・オブジェクトを作成する必要があります。両方向トラン
スポート を実現するには、シンジケーターとサブスクライバーの関係を両方
のサーバーで作成する必要があります。

サーバーでシンジケーションを有効にするには、最初に aptrixjpe.properties ファ
イルのパラメーターをいくつか設定する必要があります。詳細については、
LWWCM online Information Center (「インストール・ガイド (Installation Guide)」
->「シンジケーション (Syndication)」->「シンジケーションの有効化 (Enabling 
Syndication)」) を参照してください。 

例 13-1 に、ケース・スタディー環境用の構成のサンプルを示します。

例 13-1   aptrixjpe.properties のサンプル構成

# deployment settings

注意 : シンジケーター・オブジェクト は、データの複製元であるソー
ス・サイト上にあります。サブスクライバー・オブジェクト は、データ
の複製先である宛先 サイト上にあります。
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deployment.itemDispatcherUrl=http://90.30.40.219:9080/itjumpstart/connect/?MOD=Item
Dispatcher
deployment.syndicatorUrl=http://90.30.40.219:9080/itjumpstart/connect/?MOD=Synd
deployment.subscriberUrl=http://90.30.40.219:9080/itjumpstart/connect/?MOD=Subs

シンジケーターの作成

シンジケーターを作成するには、次の操作を行います。

1. LWWCM ユーザー・インターフェースを開きます。
2. 左のナビゲーターから「シンジケーションとデプロイ」->「シンジケータ」

を選択します。
3. 「新規」をクリックします。
4. 「ID」セクションと「シンジケータ」セクションに適切な値を入力します。
5. 「保存」をクリックします。

サブスクライバーの作成
サブスクライバーを作成するには、次の操作を行います。

1. LWWCM ユーザー・インターフェースを開きます。
2. 左のナビゲーターから「シンジケーションとデプロイ」->「サブスクライ

バ」を選択します。
3. 「新規」をクリックします。
4. 「ID」セクションと「サブスクライバ」セクションに適切な値を入力します。
5. 「保存」をクリックします。

シンジケーターとサブスクライバーを作成したら、シンジケーションの実行の
ために両方のオブジェクトを関連付ける必要があります。

シンジケーターとサブスクライバーの関係を確立するには、それぞれのオブ
ジェクトの 2 番目のタブで情報を設定する必要があります。シンジケーター・
オブジェクトの「シンジケータ」タブでは、サブスクライバーに関する情報が
必要です。一方、サブスクライバー・オブジェクトの「サブスクライバ」タブ
では、シンジケーターに関する情報が必要です。

シンジケーションをセットアップするための、シンジケーターとサブスクライ
バーの必須フィールドは次のとおりです。

� 「シンジケータ」フォーム :

– 「シンジケータ ID」と「シンジケータ URL」: これらのフィールドは、
システムによって自動的に計算されます。サブスクライバー・オブジェ

重要 : シンジケーター・オブジェクトは、常にサブスクライバー・オブジェ
クトより先 に保存する必要があります。
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クト内の関連フィールドにコピー・アンド・ペーストする必要がありま
す。

– 「サブスクライバ名」: サブスクライバーを記述する名前。「サブスクライ
バ」フォームからコピーして、ここに貼り付けます。

– 「サブスクライバ ID」と「サブスクライバ URL」:「サブスクライバ」
フォームから「サブスクライバ ID」と「サブスクライバ URL」をコピー
して、ここに貼り付けます。 

– 「項目ギャザラー」: この項目には 2 つのオプションがあります。

• 「すべての項目」: デプロイ可能なすべての項目のコレクションを収集
します。

• 「すべての表示項目」: ワークフローがないか、ワークフローがあって
公開されている、デプロイ可能なすべての項目のコレクションを収集
します。

� 「サブスクライバ」フォーム :

– 「サブスクライバ ID」と「サブスクライバ URL」: これらのフィールド
は、システムによって自動的に計算されます。シンジケーター・オブ
ジェクト内の関連フィールドにコピー・アンド・ペーストする必要があ
ります。

– 「シンジケータ名」: シンジケーターを記述する名前。

– 「シンジケータ ID」と「シンジケータ URL」:「シンジケータ」フォーム
から「シンジケータ ID」と「シンジケータ URL」をコピーして、ここに
貼り付けます。

– 「現在のステータス」: 現在のステータスの参照を表示します。シンジ
ケーションが機能している場合、シンジケーターとサブスクライバーの
両方が同じステータスになります。

図 13-1 に、「シンジケータ」フォームと「サブスクライバ」フォームを並べ、
シンジケーション・プロセスを設定するためにこの情報をどのように入力する
かを示します。
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図 13-1   シンジケーターとサブスクライバーの相互の情報

上記の情報をセットアップしたら、シンジケーション・プロセスを継続できま
す。

最後のステップは、シンジケーションをアクティブにすることです。アクティ
ブにするには、サブスクライバー・オブジェクトを入力して、「サブスクライバ
再構築」ボタンをクリックします。

1. LWWCM ユーザー・インターフェースを開きます。
2. 「シンジケーションとデプロイ」->「サブスクライバ」を選択します。
3. サブスクライバー・オブジェクトをダブルクリックします。
4. 「サブスクライバ再構築」をクリックします。

数分後、サブスクライバー LWWCM アプリケーションにデータが収集されま
す。 

シンジケーションについての詳細は、LWWCM online Information Center を参照
してください。

13.1.2  固有の Content Manager リポジトリーの使用

シンジケーションの仕組みについてこれまでに説明したので、ここではシンジ
ケーション用のさまざまな種類のデータ・リポジトリーについて説明します。

2 つの別の LWWCM アプリケーションから同じ Content Manager リポジトリーに
データを保管できます。この構成を実現するには、例 13-2 に示すように、両方
の LWWCM サーバーの aptrixjpe.properties ファイルがデータ・リポジトリーと
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して同じ Content Manager を指すように適切にセットアップされている必要があ
ります。

例 13-2   aptrixjpe.properties の構成例

manager.persistence=CM
resource.persistence=CM
cm.server=[CM_SERVER_NAME]
cm.username=[CM_USERNAME]
cm.password=[CM_PASSWORD]
cm.jpeserverIdentifier=[CM_ILWWCM_SERVER_ID]

このケースでは、単一の Content Manager サーバーと共に複数の LWWCM アプ
リケーション・サーバーを使用するため、各 LWWCM アプリケーション・サー
バーは固有の サーバー ID ( 例の中で太字になっているテキストを参照 ) を持つ
必要があります。 

aptrixjpe.properties ファイルをセットアップしたら、次の操作によってシンジ
ケーションを有効にする必要があります。

1. サーバー 1 に新しいシンジケーターを作成します。
2. サーバー 2 に新しいサブスクライバーを作成します。
3. シンジケーションを実行します。サーバー 2 のサブスクライバー・オブジェ

クトで「サブスクライバ再構築」をクリックします。

シンジケーションの後、シンジケーター・サーバーとサブスクライバー・サー
バーのデータは同期します。データは、データのソースを識別するために異な
るサーバー ID が付けられ、Content Manager に保管されます。例として、
286 ページの図 13-2 を参照してください。

図 13-2   Content Manager の AJPEData テーブル
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この例では、1、demo2、および demo3 という 3 つの異なる LWWCM サーバー
からの LWWCM データを示しています。

これは、データが常にシンジケーターに依存するわけではありません。すべて
のサイトが複製されたら、常に「有効」フィールドのチェック・マークを外し
て、それ以降の複製トランザクションを無効にすることができます。詳細につ
いては、図 13-3 を参照してください。

図 13-3   サブスクライバーの「有効」オプション

288 ページの図 13-4 に、シンジケーターとサブスクライバーの 2 つの LWWCM 
サーバーで、リポジトリーとして単一の Content Manager を使用する場合のアー
キテクチャーを示します。
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図 13-4   単一の Content Manager リポジトリーを使用するシンジケーション

開始時点で、サーバー 1 と サーバー 2 のデータは別のコンテンツとして Content 
Manager に保管されていることに注意してください。開始時点でデータは同じ
です。これは、Content Manager 内に重複データがあることを意味します。ただ
し、この構成では、後でシンジケーションを無効にして、それぞれのサイトを
別のものにできるという柔軟性があります。

13.1.3  異なるリポジトリーの使用

シンジケーションを使用すると、サーバー間だけではなく、別の種類のリポジ
トリー間でもデータをトランスポートできます。

このケースでは、例えば、データ・リポジトリーとしてファイル・システムを
使用するサーバーと、リポジトリーとして Content Manager を使用する別のサー
バーとのシンジケーションを構成できます。このようなシンジケーションの目
的は、すべてのサイト情報をファイル・システムから Content Manager にマイグ
レーションすることです。

CM

サーバー 1 サーバー 2

サブスクライバーシンジケーター

データ・ストレージ

シンジケーション

Name JPE Server ID

SampleA 1

SampleA 2

SampleB 1

SampleB 2
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この例では、以下の状況を前提としています。

� 両方のアプリケーションが実行中
� サーバー 1 は、データ・リポジトリーとしてファイル・システムを使用す

る、データのホスト側
� サーバー 2 は、データ・リポジトリーとして Content Manager を使用する受

信側 

このシナリオでは、aptrixjpe.properties ファイルに変更を加える必要はありませ
ん。異なるリポジトリー間でのこのようなシンジケーションで必要なステップ
は、前述のステップとまったく同じです。

1. サーバー 1 に新しいシンジケーター・オブジェクトを作成します。
2. サーバー 2 に新しいサブスクライバー・オブジェクトを作成します。
3. サブスクライバー・オブジェクトから「サブスクライバ再構築」をクリック

して、シンジケーションを実行します。

シンジケーションの後、データは異なるリポジトリーにあることを除き、両方
のサーバーで同一になります。サーバー 1 の元のデータは、ファイル・システ
ムにそのまま残ります。サーバー 2 からアクセス可能な Content Manager リポジ
トリーには、このデータのコピーが保持されます。

図 13-5 に、このシナリオを示します。

注意 : 再構築はすべての項目を送信するのに対し、更新は、サブスクライ
バーへの最後のシンジケーション以降に変更された項目のみを送信します。
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図 13-5   2 つの異なるリポジトリーを使用したシンジケーション

13.2  コンテンツのリポジトリーのマイグレーション

aptrixjpe.properties ファイルで持続性 (persistency) の設定を変更すると、次回の 
LWWCM サーバー起動時に、LWWCM サーバーは新しいリポジトリーにある
データを見つけようとします。持続性の設定を変更するだけでは、データは新
しいリポジトリーに移動しません。リポジトリー間でデータを移動するには、
一時 LWWCM サーバーを作成し、この一時サーバーにデータをシンジケートす
る必要があります。この後、オリジナル・サーバーが新しいリポジトリーを指
すように構成します。一時サーバーはその後削除できます。例として、図 13-6 
に、ファイル・システムから Content Manager へのデータ・マイグレーションの
方法を示します。 

サーバー 1 サーバー 2

サブスクライバーシンジケーター

シンジケーション

CM

データ・ストレージ

ファイル・システム
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図 13-6   マイグレーション方法

この節では、既存の LWWCM ファイル・システム・リポジトリーから、
Content Manager タイプのリポジトリーへのデータ・マイグレーションを成功さ
せるために必要なステップについて説明します。これは、単一のアプリケー
ション・サーバー (server1) を使用して 1 台のマシン上ですべて実行します。こ
のため、オリジナル LWWCM サーバーと一時 LWWCM サーバーは同一ポート (
ここでは 9080) でアクセス可能ですが、コンテキストは異なります。

� オリジナル・サーバー : http://demo99/ilwwcm/connect/intranet
� 一時サーバー : http://demo99/ilwwcm_temp/connect/intranet

もちろん、別のマシンまたは同一マシン上の別のアプリケーション・サーバー
を使用して、マイグレーション作業を行うこともできます。これらのステップ
を使用すると、ユーザーが LWWCM Web サイトにアクセスする通常の方法を変
更せずに、コンテンツのリポジトリーをシームレスにマイグレーションできま
す。

このステップを要約すると、以下のようになります。

1. オリジナル・システムをクリーンアップする。

2. 既存データをバックアップする。

Original

Repository

Filesystem

オリジナル
LWWCM
サーバー

リポジトリー :

ファイル・システム

一時
LWWCM
サーバー

リポジトリー :

Content Manager
jpeServerIdentifier=1

シンジケーション

Content 
Manager

Original

Repository

Filesystem

オリジナル
LWWCM
サーバー

       リポジトリー :

Content Manager
jpeServerIdentifier=1

構成の変更

1

2

3

一時 LWWCM サーバーの削除
Content Manager の
データはそのまま
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3. CM の持続性を使用する一時 LWWCM サーバーを作成する (291 ページの
図 13-6 のステップ 1)。

4. 一時 LWWCM サーバーにシンジケートする (291 ページの図 13-6 のステップ 
1)。これが実行されると、オリジナル LWWCM サーバーのすべてのデータ
を、一時 LWWCM サーバーでも持つ (Content Manager に保管される ) ことに
なります。

5. Content Manager リポジトリーを使用するようオリジナル・サーバーを構成
する (291 ページの図 13-6 のステップ 2)。これにより、オリジナル LWWCM 
サーバーが、データ・リポジトリーとしてファイル・システムではなく 
Content Manager を使用するように設定されます。この時点で、オリジナル・
サーバーが持つすべてのデータを Content Manager が持つことに注意してく
ださい。

6. 一時 LWWCM エンタープライズ・アプリケーションを削除する (291 ページ
の図 13-6 のステップ 3)。

オリジナル・システムをクリーンアップする

シンジケーションの問題を避けるため、オリジナル・システムに整合性がある
ことを確認します。Web ブラウザーから次のチェッカー・タスクを実行します。

http://[HOST]:[PORT]/[CONTEXT]/connect?mod=ajpeuserchecker&create=true
http://[HOST]:[PORT]/[CONTEXT]/connect?mod=ajpereferencechecker&fix=true
http://[HOST]:[PORT]/[CONTEXT]/connect?mod=ajperesourcechecker&fix=true
http://[HOST]:[PORT]/[CONTEXT]/connect?mod=ajpesitechecker&fix=true

既存データをバックアップする

現在のリポジトリー・タイプとしてファイル・システムを使用している場合、
次のフォルダーをバックアップします。

<LWWCM_HOME>\ilwwcm\data
<LWWCM_HOME>\connect\users

<LWWCM_HOME> は、LWWCM をインストールしたディレクトリーです。

CM の持続性を使用する一時 LWWCM サーバーを作成する

一時 LWWCM エンタープライズ・アプリケーションに対し、専用アプリケー
ション・サーバーを作成するか、同じアプリケーション・サーバーを使用でき
ます。このシナリオでは、オリジナル LWWCM アプリケーションと一時 
LWWCM アプリケーションの両方に対して同じアプリケーション・サーバー 
(server1) を使用します。ここでは、一時アプリケーションを ilwwcm_1_war とし
ます。 

293 ページの 13-1 に、このシナリオの前提を示します。
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表 13-1   変数およびパスの想定

リポジトリーとして Content Manager を使用する新しい LWWCM サーバーを
セットアップするステップを次に挙げ、簡単に説明します ( 詳細については、
93 ページの第 6 章『LWWCM のリポジトリーとしての CM の使用』を参照 )。

1. server1 のヒープ・サイズを増やします。

a. WebSphere 管理コンソールを開きます。

b. 「Application Servers」->「server1」->「Process Definition」->「Java 
Virtual Machine」に移動します。

c. Initial Heap Size (256) を指定します。

d. Maximum Heap Size (512) を指定します。

2. Information Integrator for Content JAR ファイルで server1 のクラスパスを拡張
します。LWWCM が実行中のマシン上に Information Integrator for Content 
(EIP) Development Workstation をインストールします。

a. WebSphere Application Server 管理コンソールを開きます。

b. 「Application Servers」->「server1」->「Process Definition」->「Java 
Virtual Machine」に移動します。

最低でも、LWWCM が実行中のマシン上にローカル・コネクターの Content 
Manager V8 (ICM コネクター ) とフェデレーテッド・サブコンポーネント 
(FED コネクター ) をインストールします。このインストールにより、後の
ステップ 3 で指定するすべての JAR ファイルがインストールされます。
Connector Toolkits および Samples Content Manager V8、およびフェデレーテッ
ド・サブコンポーネントもインストールすると役に立ちます。ただし、これ
らは後続のステップのために必須というわけではありません。 

3. Classpath に、次のディレクトリー、JAR ファイル、および ZIP ファイルのパ
スを追加します ( このパスは、ご使用のシステムでのパスと異なる場合があ
ります )。
C:/IBM/CMgmt
C:/CMBROOT/LIB/cmbview81.jar
C:/CMBROOT/LIB/cmb81.jar
C:/CMBROOT/LIB/cmbcm81.jar
C:/CMBROOT/LIB/cmbjdbc81.jar
C:/CMBROOT/LIB/cmbfed81.jar
C:/CMBROOT/LIB/cmbdb281.jar

変数 値

<LWWCM_HOME> c:\lwwcm_temp\app

<WEB_APP_HOME> c:\ibm\WebSphere\AppServer\installedApps\<NODE>
\ilwwcm_temp_war.ear\ilwwcm.war

<WAS_HOME> c:\ibm\WebSphere\AppServer
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C:/CMBROOT/LIB/cmbdj81.jar
C:/CMBROOT/LIB/cmbicm81.jar
C:/CMBROOT/LIB/cmbutil81.jar
C:/CMBROOT/LIB/cmbutiljdbc81.jar
C:/CMBROOT/LIB/cmbutilicm81.jar
C:/CMBROOT/LIB/cmbutilfed81.jar
C:/CMBROOT/LIB/xerces.jar
C:/CMBROOT/LIB/essrv.jar
C:/CMBROOT/LIB/esclisrv.jar
C:/CMBROOT/LIB/cmblog4j81.jar
C:/CMBROOT/LIB/log4j.jar
C:/CMBROOT/LIB/cmbsdk81.jar
C:/CMBROOT/LIB/cmbwas81.jar
C:/IBM/SQLLIB/java/db2java.zip

4. LWWCM のホーム (app) ディレクトリーを <LWWCM_HOME> にコピーしま
す。これは、LWWCM ソフトウェア用に選択した任意のディレクトリーで
す。

5. Application Assembly Tool を使用して、WAR ファイル 
(c:\lwwcm_temp\app\config\websphere\ilwwcm.war) の初期設定パラメーター
を調整します。図 13-7 を参照してください。ConfigFile パラメーターの値を
調整します。

図 13-7   一時 LWWCM サーバーのアプリケーション・アセンブリー

6. 一時エンタープライズ・アプリケーションをインストールします。

a. WebSphere Application Server 管理コンソールを開きます。

b. 「Applications」->「Install New Application」に移動します。

c. ilwwcm.war ファイルがある場所を参照します。このシナリオでは、次の
ところにあります。

c:\lwwcm_temp\app\config\websphere\ilwwcm.war.

d. コンテキスト・ルート (ilwwcm_temp) を指定します。
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e. 「Step 1: Provide options to perform the installation」が表示されるまで
「次へ」をクリックします。

f. アプリケーション名 (ilwwcm_temp_war) を指定します。

g. 「Step 3: Map modules to application servers」が表示されるまで、「次へ」
をクリックします。

h. 新しいアプリケーションを server1 にマップします。

i. 「次へ」、「Finish」、「Save to Master Configuration」、「保存」の順にク
リックします。

7. LWWCM Web アプリケーションを <WEB_APP_HOME> にコピーします。

8. コピー先のリポジトリーの種類に合うように、一時サーバーの 
aptrixjpe.properties で持続性 (persistence) の設定を構成します。
aptrixjpe.properties は <LWWCM_HOME>\config にあります。

manager.persistence=CM
resource.persistence=CM
cm.server=ICMNLSDB
cm.username=icmadmin
cm.password=<password>
cm.jpeServerIdentifier=demo99
cm.versionControl=false

9. Content Manager 関連の設定が他にあれば、一時サーバーの 
aptrixjpe.properties で構成します。使用可能なオプションのリストおよびシス
テムに対するその影響についての情報は、LWWCM online Information Center 
(「インストール・ガイド (Installation Guide)」->「サーバーの設定 (Server 
Configuration)」->「Web Content Management データの保存 (Web Content 
Management Data Storage)」->「IBM Content Manager でのデータの保存 
(Storing Data in IBM Content Manager)」) にあります。

10. server1 を再始動します。

<WAS_HOME>\bin\stopserver server1
<WAS_HOME>\bin\startserver server1

<WAS_HOME> は、WebSphere Application Server をインストールした場所で
す。

11. 一時サーバー用の基本的な LWWCM ユーザー・インターフェースのエント
リーを作成します。

a. ブラウザーで次の URL を入力します。

http://<server>/ilwwcm_temp/connect/?MOD=AJPEGUI

b. ユーザー名 (Administrator) を指定します。

c. パスワード (password) を指定します。
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一時 LWWCM サーバーにシンジケートする

オリジナル LWWCM サーバーのコンテンツを一時 LWWCM サーバーにシンジ
ケートします。これにより、オリジナル LWWCM サーバーのコンテンツが、
Content Manager として構成されている一時サーバーのリポジトリーに移動しま
す。

シンジケーションを実行するには、282 ページの 13.1.1、『シンジケーション・
ツールのセットアップ』で説明したステップに従い、一時 LWWCM サーバーに
新しいサブスクライバーを作成し、オリジナル LWWCM サーバーに新しいシン
ジケーターを作成して、シンジケーションを開始します。296 ページの図 13-8 
に、サブスクライバーとシンジケーターの作成を示します。

図 13-8   マイグレーション用のシンジケーターとサブスクライバー

シンジケーションが成功した後、次の URL を入力して、データが適切に移動し
ていることをテストする必要があります。

http://<server>/ilwwcm_temp/connect/Intranet

これにより、一時 LWWCM サーバーの「ITJumpstart Intranet Page」が開きます。
さらに、データとリソースが Content Manager に作成されていることを確認でき
ます。確認するには、次の操作を行います。

1. Content Manager System Administration Client にログインします。
296 Lotus Workplace Web Content Management および Content Manager の連携



2. 項目タイプ AJPEData を検索します。すべての検索フィールドはブランクの
ままにします。結果は、図 13-9 と同じようになります。戻された項目数と 
JPE Server ID 列に注意してください。

図 13-9   シンジケーション後の Content Manager 内の AJPEData 検索結果

すべてが適切に機能している場合は、オリジナル LWWCM サーバーと一時 
LWWCM サーバーからシンジケーターとサブスクライバーの項目を削除できま
す。このステップはオプションです。

Content Manager リポジトリーを使用するようオリジナル・サーバーを
構成する

次のステップは、持続性の設定またはオリジナル・サーバーを構成して、リポ
ジトリーとして Content Manager を使用するために必要です。

1. <LWWCM_HOME>\config ディレクトリーにある aptrixjpe.properties で、次の
エントリーを変更します。すべての Content Manager 関連エントリーが一時
サーバーの構成と一致することを確認してください。

manager.persistence=CM
resource.persistence=CM
cm.server=ICMNLSDB
cm.username=icmadmin
cm.password=<password>
cm.jpeServerIdentifier=demo99
cm.versionControl=false

2. Content Manager 関連の他の設定があれば、オリジナル・サーバーの 
aptrixjpe.properties で構成します。すべてのエントリーが一時サーバーの構成
と一致することを確認してください。

3. 次回の server1 起動時に一時サーバーが Content Manager を使用しないよう
に、リポジトリーとしてファイル・システムを使用するよう一時サーバーを
構成します。一時サーバーの aptrixjpe.properties ファイルで次の 2 行を変更
します。

manager.persistence=FileSystem
resource.persistence=FileSystem
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システム・パスにシステム関連の情報が含まれ、データ・パスにすべての 
LWWCM データ・ファイルが含まれることに注意してください。

4. オリジナル LWWCM サーバーと一時 LWWCM サーバーをシャットダウンし
ます。両方のアプリケーションは server1 にインストールされているため、
WebSphere Application Server の bin ディレクトリーで次のコマンドを実行し
て、server1 を停止する必要があります。

<WAS_HOME>\bin\stopserver server1

5. 次のフォルダーとその内容をオリジナル・サーバーから削除します。

<LWWCM_HOME>\data
<LWWCM_HOME>\system

6. 次のフォルダーとその内容を一時サーバーからオリジナル・サーバーにコ
ピーします。

<LWWCM_HOME>\system

7. 新しい構成をアクティブにするため、オリジナル LWWCM アプリケーショ
ンを保持するサーバーを再始動します。

<WAS_HOME>\bin\startserver server1

一時 LWWCM エンタープライズ・アプリケーションを削除する

一時 LWWCM エンタープライズ・アプリケーションを削除するには、次の操作
を行います。

1. WebSphere Application Server 管理コンソールを開きます。
2. 「Applications」->「Enterprise Applications」に移動します。
3. 削除するアプリケーションにチェック・マークを付けます。このケースで

は、ilwwcm_1_war を削除します。
4. 「Stop」をクリックします ( 図 13-10 参照 )。
5. 「Uninstall」->「保存」->「保存」をクリックします。

図 13-10   一時 LWWCM アプリケーションの削除
298 Lotus Workplace Web Content Management および Content Manager の連携



13.2.1  トラブルシューティング

マイグレーション後にオリジナル・システムにアクセスできない場合は、次の
手順で問題を解決してください。

1. server1 を停止します。

<WAS_HOME>\bin\stopserver server1

2. users フォルダーを削除します。

<LWWCM_HOME>\connect\users

3. server1 を始動します。

<WAS_HOME>\bin\startserver server1

4. LWWCM のチェッカー・ユーティリティーをブラウザーから実行します。

http://[HOST]:[PORT]/[CONTEXT]/connect?mod=ajpeuserchecker&create=true
http://[HOST]:[PORT]/[CONTEXT]/connect?mod=ajpereferencechecker&fix=true
http://[HOST]:[PORT]/[CONTEXT]/connect?mod=ajperesourcechecker&fix=true
http://[HOST]:[PORT]/[CONTEXT]/connect?mod=ajpesitechecker&fix=true

5. server1 を停止します。

<WAS_HOME>\bin\stopserver server1

6. 次のフォルダーを削除します。

<LWWCM_HOME>\system

7. server1 を始動します。

<WAS_HOME>\bin\startserver server1

13.3  LWWCM V1.1 から LWWCM V2.0 へのコンテンツの
アップグレード

この節では、既存の LWWCM V1.1 サーバーとそのコンテンツを LWWCM V2.0 
サーバーへアップグレードする必要があるシナリオについて、次の 2 つの方法
で説明します。

� ファイル・システムからファイル・システムへのアップグレード
� ファイル・システムから Content Manager へのアップグレード / マイグレー

ション

13.3.1  ファイル・システムからファイル・システムへのアップグレード

LWWCM Web アプリケーションを V2.0 にアップグレードし、V1.1 のデータと
ユーザー・フォルダーを再利用する必要があります。データのマイグレーショ
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ンは必要ありません。アップグレード後に、新しい V2.0 の LWWCM ユー
ザー・インターフェースを生成できます。

LWWCM Web アプリケーションのアップグレード

LWWCM Web アプリケーションをアップグレードするには、次の操作を行いま
す。

1. WebSphere Application Server 管理コンソールを開きます。

2. 「Applications」->「Enterprise Applications」に移動します。

3. LWWCM Web アプリケーションにチェック・マークを付けます。このシナ
リオでは、ilwwcm.war にマークを付けます。

4. 「Stop」をクリックします。アプリケーションが停止するまで待ち、
「Update」をクリックします (300 ページの図 13-11 参照 )。

図 13-11   LWWCM Web アプリケーションの更新

5. インストール CD から、web-app フォルダーを <WEB_APP_HOME> にコピー
します。

c:\ibm\WebSphere\AppServer\installedApps\demo99\ilwwcm_war.ear\ilwwcm.war

6. WebSphere Application Server 管理コンソールに戻り、「Applications」->
「Enterprise Applications」に戻ります。

7. LWWCM Web アプリケーション (ilwwcm.war) にチェック・マークを付けま
す。

8. 「Start」をクリックします。アプリケーションが開始するまで待ち、
「Update」をクリックします。

9. LWWCM リソース・チェッカー・ユーティリティーを実行します。これに
より、<WEB_APP_HOME> ディレクトリーにリソース・フォルダーが作成
されます。

http://demo99/ilwwcm/connect/?MOD=AJPEResourceChecker&FIX=TRUE
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新しい LWWCM V2 ユーザー・インターフェースの生成

次のコマンド行をブラウザーで実行します。

http://[HOST]:9080/ilwwcm/connect/?MOD=AJPEGUI

13.3.2  ファイル・システムから Content Manager へのマイグレーショ
ン

V1.1 ファイル・システム・リポジトリーから V2.0 Content Manager リポジト
リーへのアップグレードは、290 ページの 13.2、『コンテンツのリポジトリーの
マイグレーション』と 299 ページの 13.3.1、『ファイル・システムからファイ
ル・システムへのアップグレード』の組み合わせです。

1. 299 ページの 13.3.1、『ファイル・システムからファイル・システムへのアッ
プグレード』で示したように、LWWCM Web アプリケーションをアップグ
レードする必要があります。

2. 一時 LWWCM V2.0 サーバーを作成し、リポジトリーとして Content Manager 
を使用するよう構成します。次に、コンテンツを一時サーバーにシンジケー
トし、オリジナル LWWCM サーバーがリポジトリーとして Content Manager 
を使用するように構成を切り替えます。詳細なステップについては、
290 ページの 13.2、『コンテンツのリポジトリーのマイグレーション』で説
明しています。

13.3.3  LWWCM バージョン管理の有効化

マイグレーションされたシステムでは、デフォルトで LWWCM のバージョン管
理が行われません。バージョン管理は LWWCM V2.0 の新機能ですが、コンテ
ンツは LWWCM V1.1 を使用して作成されたものであるためです。ただし、次
の操作により、新しいコンテンツのバージョン管理を有効にすることができま
す。

1. <LWWCM_HOME>\config ディレクトリーにある aptrixjpe.properties ファイル
を開きます。 

2. 「# control properties」セクションで、バージョン管理が必要な各オブジェ
クトに対して値を追加します。

com.aptrix.versioncontrol.VersioningControl 

例 13-3 に、バージョン管理を有効にする aptrixjpe.properties ファイルのサン
プルを示します。

例 13-3   aptrixjpe.properties ファイル : バージョン管理の有効化

# control properties
control.Content=com.aptrix.versioncontrol.VersioningControl,com.aptrix.pluto.workflow.W
orkflowControl,com.aptrix.pluto.taxonomy.ProfileControl
control.Style=com.aptrix.versioncontrol.VersioningControl
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control.Template=
control.Taxonomy=
control.Category=
control.Site=
control.SiteArea=
control.Workflow=
control.WorkflowStage=
control.WorkflowAction=
control.Cmpnt=com.aptrix.versioncontrol.VersioningControl
control.DirectoryEntry=com.aptrix.pluto.taxonomy.ProfileControl

3. ファイルを保存します。 

4. WebSphere Application Server を停止します。 

5. WebSphere Application Server を再始動して、変更を有効にします。 

新しいコンテンツ・テンプレートを使用して作成したすべての新しいコンテン
ツ、または V2.0 から作成したコンテンツに対しては、バージョン管理は自動的
に適用されます。V1.1 からマイグレーションしたすべてのコンテンツに対して
は、この機能は有効になりません。

すべての V1.1 コンテンツに対してバージョン管理を許可するには、次のステッ
プを実行します。

1. ブラウザーを開き、次の URL を入力します。 
http://[HOST]:9080/ilwwcm/connect/?MOD=VersioningEnablement 

2. 次のユーザー名とパスワード ( 大 / 小文字の区別があります ) を使用してロ
グオンします。 

– 指定するユーザー名 : Administrator
– 指定するパスワード : password

Version Enablement Module が実行中になると、そのログがブラウザー・ウィン
ドウに表示されます。LWWCM V1.1 からのオブジェクトは、これでバージョン
管理の対象になります。例 13-4 で実行結果を参照してください。

例 13-4   バージョンを使用可能にするモジュールの実行結果

Log for Utility: Version Enablement Module

16:15:22.167 com.aptrix.pluto.util.PlutoUtilityModuleinfoStarting utility: Version 
Enablement Module
16:15:26.413 com.aptrix.versioncontrol.VersioningEnablementModuleinfoEnabling 
versioning for type: Content

注意 : オブジェクトに他の値がある場合は、コンマを付けて、この値を既存
の値から区切ります。
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16:17:13.307 com.aptrix.versioncontrol.VersioningEnablementModuleinfoEnabling 
versioning for type: Style
16:17:22.39 com.aptrix.versioncontrol.VersioningEnablementModuleinfoEnabling 
versioning for type: Cmpnt
16:18:20.103 com.aptrix.pluto.util.PlutoUtilityModuleinfoUtility completed.

303 ページの図 13-12 に、バージョン管理ユーティリティーを使用していないオ
リジナルの V1.1 コンテンツの例 ( 左側 )、および Version Enablement モジュール
をそれに適用した結果 ( 右側 ) を示します。最初の図に表示されていない

「バージョンの保存」ボタンが 2 番目の図で使用可能であることに注意してくだ
さい。

図 13-12   バージョンが有効になる前と後のマイグレーションされたコンテンツ

注意 : このモジュール (MOD=VersioningEnablement) は、必要に応じて何回で
も実行できます。aptrixjpe.properties ファイルで新しいオブジェクトのバー
ジョン管理を定義するたびに、実行する必要があります。その後、これらの
オブジェクトはバージョン管理の対象になります。また、機能が無効になっ
てから作成したオブジェクトについて、バージョン管理を有効にするには、
同じモジュールを実行します。
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第 14 章 バージョン管理

この章では、バージョン管理について紹介し、LWWCM でバージョン管理を有
効にする方法、オブジェクトの複数のバージョンを保管する方法、および 
LWWCM バージョン・ライブラリーのオブジェクトの読み取り、復元、削除を
行う方法について説明します。また、以下の機能やコンポーネントを使用して、
Content Manager のバージョン管理機能を Web サイトから統合する理由および方
法についても扱います。

� Content Manager 組み込みのバージョン管理機能
� 統合コンテンツ・コンポーネント
� JSP コンポーネント

14
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14.1  バージョン管理の概要

Content Manager および LWWCM はバージョン管理をサポートします。バック
エンドのコンテンツ・リポジトリーとして Content Manager を使用する 
LWWCM の公開プロセスにおいて、バージョン管理は統合ソリューションをさ
らに強化します。この節では、Content Manager と LWWCM のバージョン管理
に関して、単体製品としての機能と統合ソリューションとしての機能について
取り上げます。また、LWWCM の Web サイト開発において、外部 Content 
Manager リソースのバージョン管理を活用する方法について検討します。 

LWWCM のバージョン管理 は、ある LWWCM オブジェクトの複数コピーを
保管する場合、オブジェクト開発履歴を保持する場合、および現在のオブジェ
クトの以前のバージョンを復元する場合に使用します。バージョン管理は、最
終的な Web サイトが複数の設計者およびコンテンツ提供者が集まった結果の場
合、コンポーネント Web サイト用の Web 公開プロセスにおいて役立ちます。ま
た、Web サイトの公開が将来の事象や会社の実績によって最終的に判断される
場合に、その Web サイトを事前に準備するのにも便利です。

Content Manager のバージョン管理 では、項目タイプ、属性、および個々の
文書パーツのバージョン管理が可能です。管理できるバージョンの最大数は、
項目タイプごとに事前定義した数までに制限できます。例えば、本書のケー
ス・スタディーの保険シナリオでは、バージョンにより、ディジタル課税調査
用に保険契約商品の履歴を記録できます。また、宣伝メディアのファイルと地
区の四半期売上結果の関連を追跡するためにバージョンを設定できます。属性
のバージョンは、保険証書所持者の住所や病歴などのメタデータの変更を記録
するのにも役立ちます。 

LWWCM と Content Manager の統合ソリューションでは、LWWCM Web 公開プ
ロセスにおいて、Content Manager のバージョン管理をどのように利用するか検
討する必要があります。

14.2  リポジトリーのオブジェクトのバージョン管理

LWWCM のオブジェクトには、Web サイトのコンテンツ、およびサイト、サイ
ト・エリア、ナビゲーターなどの Web サイト構成要素があります。これらのオ
ブジェクトの履歴を記録してスナップショットを復元可能にするためには、オ
ブジェクトを次の 2 つのいずれかの方法で更新します。

� LWWCM のバージョン管理 :LWWCM 内部の新しいバージョン管理機能を使
用します。各バージョンは、基礎となるリポジトリー内では別のレコードで
す。

� Content Manager のバージョン管理 : バックエンドのデータ・リポジトリーと
して Content Manager を使用する場合は、Content Manager において 
LWWCM オブジェクトの自動的なバージョン管理を有効にします。
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LWWCM 管理ユーザー・インターフェースを使用して LWWCM 内でオブ
ジェクトを作成または更新するたびに、Content Manager に新しいバージョ
ンが作成されます。単一の Content Manager レコードは、複数のバージョン
を持つことができます。 

14.2.1  LWWCM のバージョン管理

この方法を使用すると、バージョン管理機能は LWWCM フレームワークのみに
よって処理されます。現在アクティブなオブジェクトとそのバージョンの関係
は各オブジェクト内に保管され、それを解釈できるのは LWWCM のみです。
バックエンドのリポジトリー ( このケースでは Content Manager) そのものは、オ
ブジェクトの別のバージョンについて認識しません。Content Manager 内では、
あるオブジェクトの 1 つのバージョンはそれぞれ別のレコードであり、アク
ティブなレコードや別バージョンのレコードの違いが属性値のみの場合とは異
なります。

LWWCM が提供するバージョン管理機能は次のとおりです。

� 一括バージョン作成および一括ラベル付け
� ラベルまたは日付に基づくバージョンの一括復元
� 単一オブジェクトのバージョン作成
� 単一オブジェクトの復元

デフォルトでは、次の 3 つのオブジェクトが LWWCM でバージョンが有効に
なっています。

� コンテンツ
� スタイル
� コンポーネント

他のオブジェクト・タイプを有効にするには、310 ページの『バージョン管理
の有効化』を参照してください。

重要 : この 2 つの方法を同時に使用しないでください。不適切な結果が生じ
ます。

注意 : LWWCM 用語では常に、バージョンは、ライブではない、以前にバー
ジョン付けされたオブジェクトのことです。ライブ・オブジェクトはバー
ジョンとして保管されません。このため、現在アクティブなオブジェクト
は、以前のバージョンによって置き換えられた場合に失われる可能性があり
ます。現在アクティブなオブジェクトが失われないようにするには、以前の
バージョンを復元する前に、新しいバージョンとして必ず保存してくださ
い。
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Content Manager におけるバージョンの物理的な保管方法
この節では、Content Manager におけるバージョンの物理的な保管方法について
詳細に説明します。バージョンの使用方法のみに関心がある場合は、この節を
スキップしてください。

LWWCM がバックエンドのリポジトリー・サーバーとして Content Manager を
使用する場合、バージョンが有効になるオブジェクトのバージョンを初めて保
存する際、Content Manager には 2 つの新しいオブジェクトが作成されます。

� バージョン

これは、バージョン付けしたばかりのオブジェクトのコピーです。バージョ
ン付けしたときのバージョン番号、ロギング情報、親オブジェクトへの参照
などの追加情報が含まれます。

� バージョン・カタログ

これは、あるオブジェクトに関するすべての使用可能なバージョンのカタロ
グです。カタログには、使用可能な各バージョンに関する、バージョン番
号、作成時間、実際のバージョン・オブジェクトへの参照などのメタデータ
情報が含まれます。LWWCM 管理ユーザー・インターフェースの「バー
ジョンライブラリ」ビューは、バージョン・カタログのようなオブジェクト
に保管された情報に基づきます。

同一オブジェクトの新たなバージョンが追加されると、新しいバージョン・オ
ブジェクトが作成され、それに応じてカタログも更新されます。

309 ページの図 14-1 に、Content Manager のバージョン・カタログ、バージョ
ン、および実際のコンテンツである Life-term Insurance 保管されているとおりに
示します。 

このビューを表示するには、次の操作を行います。

1. Content Manager Windows Client を起動します。

2. 次の条件を持つ項目タイプ AJPEData の検索を実行します。

重要 : 個々のオブジェクトのバージョンのみを保存できます。他のオブジェ
クトとの階層関係は保存されません。例えば、子サイト・エリアを持つサイ
ト・エリアのバージョンを保存して子サイト・エリアを削除した場合、親サ
イト・エリアを復元してもその子サイト・エリアは復元されません。

重要 : Content Manager のレコードを手動で削除しないでください。LWWCM 
で整合性がなくなります。整合性の問題が発生した場合は、LWWCM サー
バーを停止し、索引を削除してから、LWWCM サーバーを再始動してくださ
い。
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– JPE Server ID は LWWCM サーバーのサーバー ID ( 例えば 1)。

– Name は Life-term*。この名前で開始されるすべてのオブジェクトを検索
するため、* を忘れないでください。

図 14-1   Content Manager 内の別の LWWCM バージョン

図 14-2 に、LWWCM のバージョン機能のアーキテクチャーを示します。Web 
ページに表示されるコンテンツには、公開済みオブジェクトであるライブ・オ
ブジェクトが常に使用されます。公開済みオブジェクト ( コンテンツとサイト・
エリア ) は、バージョン・オブジェクト ( タイプは archive) やバージョン・カタ
ログ ( タイプは archive) とは別に保管されます。

図 14-2   バージョン管理
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バージョン管理の有効化
aptrixjpe.properties ファイルを編集して、さまざまなオブジェクトのバージョン
管理を有効にできます。バージョン管理を有効にするには、任意の control.[ オ
ブジェクト ] 設定に次のものを追加します。

com.aptrix.versioncontrol.VersioningControl 

エントリーが複数の場合は、コンマで区切る必要があります。

以下は、LWWCM において、コンテンツ、コンポーネント、およびページ・ス
タイルのオブジェクトのバージョン管理を有効にするために必要なステップの
例です。 

1. プロパティー・ファイルを開き、次のセクションを探します。

#control properties 

2. control.Content、control.Cmpnt、および control.Style 行を調整します。コンテ
ンツ管理 (control.Content) では、ワークフローとプロフィールの管理も有効
になることに注意してください。

#control properties
.....
control.Content=com.aptrix.versioncontrol.VersioningControl,com.aptrix.pluto.workflo
w.WorkflowControl,com.aptrix.pluto.taxonomy.ProfileControl
control.Style=com.aptrix.versioncontrol.VersioningControl
control.Cmpnt=com.aptrix.versioncontrol.VersioningControl
.....

3. LWWCM サーバーを再始動します。

これで、タイプが content、style、または cmpnt の新しいオブジェクトのバー
ジョンが有効になります。これらのタイプの既存オブジェクトは、デフォルト
でバージョンが有効ではありませんが、次の URL を実行することで、その後は
有効にできます。

http://[HOST]:[PORT]/[CONTEXT_ROOT]/connect/?MOD=VersioningEnablement

LWWCM のバージョン管理の使用
オブジェクトのバージョン管理が一度有効になると、LWWCM のバージョン管
理機能を使用して次のことが可能になります。

� オブジェクトの新しいバージョンを作成する。
� バージョンが有効なすべてのオブジェクトのスナップショットを作成する。
� オブジェクトのバージョンを復元する。

ヒント :aptrixjpe.properties ファイルは次のところにあります。

[LWWCM_HOME]\config\aptrixjpe.properties
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新しいバージョンの作成
オブジェクトに関する作業中に「バージョンの保存」ボタンを使用すると、新
しいバージョンを作成できます。

オブジェクトの新しいバージョンの作成方法について、ケース・スタディーの
コンテンツ・オブジェクトにある Life-term Insurance の例を使用して説明しま
す。

1. LWWCM の管理ユーザー・インターフェースを開きます。

2. 「コンテンツ管理」->「コンテンツライブラリ」を展開します。

3. 右側のパネルから、「Life-term Insurance」コンテンツを選択します。

4. 「読み込み」をクリックして読み込みモードでコンテンツを開きます。

5. 「バージョンの保存」をクリックして新しいバージョンの作成を実行します。

6. 新しいバージョンを識別する 1 つ以上のラベルをセミコロンで区切って入力
します。図 14-3 を参照してください。

7. 「OK」をクリックします。

注意 :「バージョンの保存」ボタンは、読み込みモードのみで使用できます。
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図 14-3   コンテンツ・オブジェクトのバージョンの保存

すべてのオブジェクトのスナップショット作成
一般的なニーズとして、ある時点において、その時点で使用可能な全オブジェ
クトの状態についてスナップショットを作成し、必要時にこの状態に戻れるよ
うにする、ということがあります。

このタスクを実行するには、次の操作を行います。

1. LWWCM の管理ユーザー・インターフェースを開きます。

2. 「バージョン管理」->「バージョンライブラリ」を展開します。

3. 「すべてにバージョンを作成」をクリックします。これにより、バージョン
が有効になるすべてのオブジェクトの新しいバージョンまたは追加バージョ
ンが作成されます。

重要 : aptrixjpe.properties で公開され、バージョンが有効になるオブジェクト
のみが、この操作の対象になります。 
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4. 新しいバージョンを識別する 1 つ以上のラベルをセミコロンで区切って入力
します。このラベルは、後でこのラベル付きのすべてのオブジェクトを復元
するために使用します。

5. バージョンが有効になるすべてのオブジェクトのバージョンを作成するに
は、しばらく時間がかかる場合があります。作成が完了するまで待ちます。
すべての作成が終了したか確認するには、「ステータスの確認」をクリック
します。メッセージ・ボックスに、現在のプロセスと進行状況が表示されま
す ( 図 14-4)。

図 14-4   「すべてにバージョンを作成」プロセスのステータス

オブジェクトごとに保管されている最新バージョンに対し、追加のラベルを割
り当てることができます。次のステップを実行します。

1. 「すべてラベル付け」をクリックします。これにより、バージョンが有効に
なるオブジェクトのすべての最新バージョンに、特定のラベルが付きます。

2. 新しいバージョンを識別する 1 つ以上のラベルをセミコロンで区切って入力
します。このラベルは、後でラベルに割り当てられたすべてのオブジェクト
を復元するために使用できます。

3. ラベル付けが完了するまで待ちます。 

バージョンの復元
特定のラベルを持つすべてのオブジェクト、またはただ 1 つのオブジェクトの
バージョンの 1 つを復元できます。 

単一オブジェクトを特定のバージョンへ復元するときは、次のことが可能です。 

� 現在アクティブなオブジェクトのドラフトとして復元バージョンを定義す
る。 

� 現在アクティブなオブジェクトを復元バージョンで上書きする。

注意 : すべてのオブジェクトを特定のバージョンへ復元する場合、新しいオ
ブジェクトを最初に保存していない限り、現在アクティブなオブジェクトは
保管済みのオブジェクトのバージョンによって上書きされます。以前のバー
ジョンを復元する前に、現在アクティブなバージョンを保存しておくことを
強くお勧めします。
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すべてのオブジェクトを特定のバージョンに復元するには、次の操作を行いま
す。

1. LWWCM の管理ユーザー・インターフェースを開きます。

2. 「バージョン管理」->「バージョンライブラリ」を展開します。

3. 「すべて元に戻す」をクリックします。 

4. 復元するバージョンのラベルまたは日付値を入力します。

5. 「OK」をクリックします。

6. すべてのオブジェクトが復元されるまで待ちます。 

単一オブジェクトを特定のバージョンに復元するには、次の操作を行います。

1. LWWCM の管理ユーザー・インターフェースを開きます。

2. 「コンテンツ管理」->「コンテンツライブラリ」を展開します。

3. 復元するオブジェクト・バージョンのオブジェクトのタイプを展開します。

4. 必要なオブジェクトにマークを付け、「Show Versions」をクリックします。

5. 復元するバージョンを選択します。現在アクティブなオブジェクトを上書き
する場合は「復元」をクリックし、選択したバージョンを現在アクティブな
オブジェクトのドラフトとして復元する場合は「ドラフトとして復元」をク
リックします ( 図 14-5 参照 )。

6. 「OK」をクリックして選択を確認します。

図 14-5   LWWCM のバージョン管理

14.2.2  Content Manager のバージョン管理

リポジトリーの種類として Content Manager を使用する場合は、Content Manager 
において LWWCM オブジェクトの自動的なバージョン管理を有効にします。こ
の方法を使用すると、Content Manager がバージョン管理タスクを実行します。
現在アクティブなオブジェクトと以前のバージョンとの関係は、Content 
Manager 内部に保管されます。LWWCM の管理ユーザー・インターフェースを
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使用して LWWCM のオブジェクトを作成または更新するたびに、Content 
Manager は対応する AJPEData オブジェクトの新しいバージョンを作成します。
LWWCM のバージョン管理では、ある LWWCM のオブジェクトの別のバー
ジョンは、別の AJPEData レコードとしてではなく、Content Manager のバー
ジョン・レコードとして保管されます。 

図 14-6 に、LWWCM のバージョン管理を使用する場合 ( 上の画面 )、および 
Content Manager のバージョン管理機能を使用する場合の Content Manager の内部
ストレージの違いを示します。 

図 14-6   LWWCM と Content Manager のバージョン管理の比較

既存の Content Manager のバージョンを表示するには、Content Manager の 
Windows Client または eClient の AJPEData 検索結果リストから AJPEData オブ
ジェクトを選択し、バージョンのリストを開きます。図 14-6 の 2 番目の部分を
参照してください。Content Manager では、LWWCM のファイルおよびイメー
ジ・リソースのコンポーネントは AJPEResources オブジェクトとして保管され
ることに注意してください。Content Manager に AJPEData オブジェクトまたは 
AJPEResources オブジェクトとして保管される LWWCM オブジェクトの詳細に

LWWCM のバージョン管理を使用すると、LWWCM のバージョンごとに 1 つのエントリーがあります。

CM のバージョン管理を使用すると、LWWCM オブジェクトごとに 1 つの項目が用意され、
そのバージョンは CM によって管理されます。
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ついては、111 ページの 6.4、『CM に LWWCM オブジェクトが保管される仕組
み』セクションを参照してください。

すべての LWWCM オブジェクトに対して Content Manager のバージョン管理を
有効にするには、次の操作を行います。

1. [LWWCM_HOME]\config ディレクトリーにある aptrixjpe.properties ファイル
を開きます。

2. 「#Content Manager persistency settings」セクションを探し、次の行を変更
します。

cm.versioning=true

3. LWWCM サーバーを再始動します。

LWWCM フレームワーク内で LWWCM オブジェクトが更新されるたびに、
AJPEData 項目タイプのオブジェクトに対し、新しいバージョンが Content 
Manager に作成されます。AJPEResources オブジェクトの場合、Content Manager 
に保管されるバージョンは 1 つだけです。

14.3  外部リソースのバージョン管理

外部リソースをバージョン付けする唯一の方法は、Content Manager のバージョ
ン管理を使用することです。 

LWWCM のバージョン管理では、Content Manager リソースなどの外部リソース
に対する、LWWCM オブジェクト内のリンクのコピーはバージョン・ライブラ

注意 : 本書の執筆時点では、LWWCM V2.0 で Content Manager のバージョン
管理機能を使用することは、次の理由からお勧めしません。

� LWWCM は、Content Manager 内でバージョン付けされたオブジェクトの
復元方法を認識していません。Information Integrator for Content API を使用
して、以前のバージョンを取得するよう手動でプログラミングしない限
り、LWWCM で Content Manager のバージョン管理機能を使用しても役立
ちません。

� Content Manager のバージョン管理機能を使用している場合に、LWWCM 
サーバーを別のサーバーにシンジケートすると、Content Manager のバー
ジョン情報は、LWWCM によって存在が認識されないため、この新しい
サーバーにシンジケートされません。

� Content Manager における削除は、このリリースでは正しく処理されませ
ん。LWWCM フレームワークからあるオブジェクトが削除されると、そ
のオブジェクトの最初の Content Manager バージョンのみが削除されます。
その他のバージョンはすべてシステムに取り残されます。ただし、
LWWCM ユーザーは、その状況を把握することができます。
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リーで保持されません。外部リソースを削除すると、LWWCM のバージョン・
ライブラリーを使用してリソースを復元できません。LWWCM は、外部リソー
スの以前のバージョンを取得するためのフロントエンドを提供していません。
以前のバージョンの取得には、何らかの操作が必要になります。 

14.3.1  フェデレーテッド・コンポーネント、JSP コンポーネント、およ
び connect タグでのバージョン管理

この節では、特定の目的のための、他の種類のバージョン管理について説明し
ます。詳細については、提供するリンクを参照してください。 

統合コンテンツ・コンポーネント ( フェデレーテッド・コンポーネント ) を
使用して、外部リソースの URL、属性、または実際のコンテンツを Web ページ
にレンダリングできます。さらに、取得するコンテンツの Content Manager バー
ジョンを選択することもできます。統合コンテンツ・コンポーネントについて
は、126 ページの 7.3、『統合コンテンツ・コンポーネント』を参照してくださ
い。

JSP コンポーネント を使用すると、レコードのどの Content Manager バージョ
ンにアクセスするかを定義できます。このタスクを実行するには、検索ストリ
ングにバージョン条件を付けて、結果セットを特定のバージョン ( 通常は最新
バージョン ) に限定します。JSP コンポーネントについては、226 ページの 
10.2.1、『CM/II for Content の Java API の活用』を参照してください。

検索 connect タグ構文による、Content Manager の項目タイプのパーツおよび属
性の別バージョンのアクセスについては、XPath/XQuery ベースの XML 文書管
理に関する W3C 標準も参照してください。 

次の例で、検索タグを使用して InsuranceVideo 項目タイプの最新バージョンを
取得する方法を示します。

’/InsuranceVideo[@VERSIONID = latest-version(.)]’

この照会は、最新バージョンのすべてのビデオを探します。VERSIONID はす
べてのコンポーネントの種類に含まれるシステム定義属性で、特定のバージョ
ンを指定するために使用できます。Content Manager の Xpath 構文を使用する 
connect タグの詳細については、「IBM DB2 Content Manager for Multiplatforms 
ワークステーション・アプリケーション・プログラミング・ガイド V8R2」
(SC88-9205) の 209 ページからの『照会言語を使用する検索例』を参照してくだ
さい。

14.3.2  Content Manager を使用したバージョン管理

この節では、純粋な Content Manager 環境におけるバージョン管理機能の使用方
法について簡単に説明します。317 ページの 14.3.1、『フェデレーテッド・コン
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ポーネント、JSP コンポーネント、および connect タグでのバージョン管理』で
説明したように、Content Manager のバージョン管理機能は、統合コンテンツ・
コンポーネント、JSP コンポーネント、または検索 connect タグ構文を使用し
て、LWWCM Web コンテンツに統合できます。

Content Manager は、項目オブジェクトおよび属性に対するバージョン管理機能
を備えています。例えば、本書のケース・スタディーで、特定の項目オブジェ
クトの IT_Group 属性を別の IT_Group の名前に変更すると、Content Manager は
その項目の新しく更新されたバージョンを作成します。項目タイプの
「Definition」ページで設定したバージョン・ポリシーは、属性値にも適用され
ます。InsuranceVideo 項目タイプの定義の場合、319 ページの図 14-7 で示すよ
うに、最大 7 つのバージョンを許可しています。InsuranceVideo を変更すると、
新しいバージョンが作成されます。最大バージョン数を超えた場合、次の新し
い InsuranceVideo オブジェクトのバージョンを保存するときに、最も古いバー
ジョンが自動的に削除されます。

次のバージョン・ポリシーが可能です。

� Never create : 保管されている項目は毎回更新されます。この項目の 1 つの
バージョンのみが存在します。

� Always create : 項目の更新のたびに、常に新しいバージョンを作成します。

� Prompt to create : 項目の更新時に、ユーザーは新しいバージョンを作成する
かどうか決定します。

後のポリシーの種類の 2 つ、「Always create」または「Prompt to create」では、
319 ページの図 14-7 の例のようにバージョンの最大数を設定できます。あるい
は、無制限のバージョン数を許可するよう設定できます。
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図 14-7   InsuranceVideo 項目タイプに対するバージョン・ポリシーの設定

作成中の項目タイプがリソース項目または文書パーツとして分類される場合、
「definition」ウィンドウのバージョン・ポリシーは Resource Manager 上のオブ
ジェクトにも適用されます。作成中の項目タイプが文書の場合、「Document 
Management」タブの「追加」をクリックすることでアクセスできる「Document 
Management」ウィンドウで、特定の文書パーツに対する補足バージョン・ポリ
シー情報を指定できます (320 ページの図 14-8 も参照 )。
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図 14-8   特定の文書パーツに対する補足バージョン・ポリシー
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付録 A. インストールについての補足

この付録では、次の情報について説明します。

� リモート LS データベースへのアクセス
� インストール前の Windows システムのクリーンアップ

A
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リモート LS データベースへのアクセス

DB2 コマンド・ウィンドウで ( または DB2 コマンド・センターを使用して ) リ
モート LS DB にアクセスし、まずリモート TCP/IP ノードをカタログし、次に
リモート LS DB をカタログします。

CATALOG [ADMIN] TCPIP NODE node-name REMOTE hostname [SERVER 
service-name]
[SECURITY {SOCKS}] [REMOTE_INSTANCE instance-name] 
[SYSTEM system-name] [OSTYPE os-type] [WITH "comment string"]

注意 : SERVER service-name は、CATALOG TCPIP NODE に対して必須です。
      ただし、CATALOG ADMIN TCPIP NODE の場合は指定できません。

CATALOG DATABASE database-name [AS alias] [ON drive | AT NODE node-name]
[AUTHENTICATION {SERVER | CLIENT | DCS | DCE SERVER PRINCIPAL 
principalname |
KERBEROS TARGET PRINCIPAL principalname | SERVER_ENCRYPT | 
DCS_ENCRYPT}]
[WITH "comment-string"]

本書のセットアップでは、次のコマンドを使用して、Windows マシン demo2 お
よび AIX マシン zaire 上のリモート LS DB にアクセスします。

� catalog tcpip node <node> remote <hostname> server <port>

– catalog tcpip node DEMO2 remote demo2.svl.ibm.com server 50000
– catalog tcpip node zaireaix remote zaire.svl.ibm.com server 60002

� catalog database <remote db name> as <alias> at node <node name>

– catalog database ICMNLSDB as DEMO2LDB at node DEMO2
– catalog database ICMNLSDB as ZDB at node zaireaix

node name には、好みの名前を選んでください (8 文字以内 )。AIX マシンでのリ
モート LS 用に適切なポート番号を探すには、/usr/etc ファイル・サービスのリ
モート・システムを確認し、「cat services」と入力して、このリモート LS デー
タベースのデータベース・インスタンスに対する接続ポート番号を探します。
Windows では、ファイル C:\WINNT\system32\drivers\etc に移動し、「type 
services」と入力します。

また、TCP/IP 通信を使用している場合は、DB2 コマンド・ウィンドウで 
db2set を使用し、次のように構成されているかどうか DB2COMM 構成パラ
メーターをチェックします。

DB2COMM=TCPIP, NETBIOS

DB2 コマンドに慣れていない場合は、DB2 コントロール・センターを使用して
リモート・システムにアクセスし、リモート DB2 データベースをカタログして
ください。
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テストの後、DB2 コマンド・ウィンドウから「db2 connect」コマンドを入力
します。このサンプルでは、リモート AIX データベース ICMNLSDB ( 別名 
ZDB) に対して接続を試みます。

db2 connect to ZDB user ICMADMIN using <ICMADMINs password on zaire>

インストール前の Windows システムのクリーンアップ

ILWWCM/CM サーバーのインストールについては、トラブルシューティングが
必要になる状況を避けるため、常にクリーン・システム にインストールして
ください。パフォーマンスおよび保守上の理由からも、このような方法には意
味があります。

新しい ILWWCM/CM システムのセットアップのために、ILWWCM サーバーま
たは CM サーバーが確実にクリーンな Windows システム上にインストールする
方法について、以下に説明します。

1. 以前のバージョンが必要ない場合は、「スタート」->「設定」->「コント
ロール パネル」->「アプリケーションの追加と削除」をクリックして、以前
のバージョンを削除します。完全なアンインストールの後は必ず再起動しま
す。

2. コマンド・プロンプト・ウィンドウから「regedit」を入力し、「マイ コン
ピュータ」->「HKEY_LOCAL_MACHINE」->「SOFTWARE」に移動し
て、プログラムが既に削除されている既存のエントリーを削除します。「マ
イ コンピュータ」->「HKEY_LOCAL_MACHINE」->「SYSTEM」->

「ControlSet00..」->「Services」および「マイ コンピュータ」->
「HKEY_LOCAL_MACHINE」->「SYSTEM」->「CurrentControlSet」->
「Services」をクリックし、このプログラムの対応する Services エントリーが
あれば削除します。

3. 以前のインストールで残されたサブディレクトリーがあれば削除します。

注意 : SQLSTATE=08001  で SQL エラーが発生する場合は、79 ページの 5.4、
『問題判別とトラブルシューティング』セクションの 81 ページの 5.4.3、
『DB2 と NSE』を参照してください。 
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関連資料

この節では、この Redbook で説明したトピックのより詳しい説明に特に適して
いると考えられる資料の一覧を示します。

IBM Redbook
これらの資料の入手方法については、326 ページの『IBM Redbook の入手方法 (
英語版のみ )』を参照してください。ここで紹介する資料の一部は、ソフト・
コピーでのみ提供されている場合があります。 

� Content Manager Implementation and Migration Cookbook (SG24-7051）
� Lotus Workplace Web Content Management (SG24-6309)

その他の資料

次の資料でも関連する詳細情報を参照できます。

� IBM Content Manager for Multiplatforms Content Management System の計画とイ
ンストール V8R2 (GC88-9200)

� IBM Content Manager for Multiplatforms/IBM Information Integrator for Content 
ワークステーション・アプリケーション・プログラミング・ガイド V8R2 
(SC88-9205)

� IBM DB2 Universal Database Net Serch Extender 管理およびユーザーズ・ガイ
ド V8.2 (SH88-8546)

オンライン・リソース ( 英語版のみ )
次の Web サイトと URL でも関連する詳細情報を参照できます。

� Content Manager サポート

http://www.ibm.com/software/data/cm/support.html

� Information Integrator for Content (EIP) サポート

http://www.ibm.com/software/data/eip/support.html

� DES ホームページ

http://www.lotus.com/products/des.nsf/wdocs/home
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� WebSphere Portal および Lotus Workplace Catalog
http://catalog.lotus.com/wps/portal/portalworkplace

� WebSphere Portal Information Center ホームページ

http://publib.boulder.ibm.com/pvc/wp/502/ent/en/InfoCenter/index.html

IBM Redbook の入手方法 ( 英語版のみ )
次の Web サイトで、Redbook、Redpaper、各種ヒント、ドラフトなどの資料を
検索、表示、またはダウンロードできます。また、印刷版の Redbook や 
CD-ROM を注文できます。 

http://www.redbooks.ibm.com/

IBM のサポート

IBM サポート & ダウンロード

ibm.com/support

IBM グローバル・サービス

ibm.com/services
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